
2画面ファイラー 	NyanF i 	 f o r 	W i n d o w s

Ve r s i o n 	 1 3 . 7 6 	 ( x 6 4 )



概要

キーボード操作主体の2画面ファイラーです。

そこそこ多機能、ビュアーもなかなか、FTP接続や簡易マクロ、タグ管
理、Git連携機能なども実装。
デザインや操作を細かくカスタマイズできます。

お願い

疑問点などがある場合、まずはヘルプをお読みください。コマンドにつ

いては機能別索引などもありますし、各種ダイアログでは F1 キーで状

況依存ヘルプが表示されますので。また、よくある質問	も確認してみ
てください。

還暦も過ぎ、64ビット版も出したことだし、…そろそろ楽になりたいにゃ。



インストール

動作環境

Windows	Vista	〜	Windows	10	で多分大丈夫です。
こちらでは主に	Windows	10	で動作確認を行っています。

NyanFi.exe	が、カスペルスキーなど一部のウィルススキャンで誤検知さ
れることがあるようです。その場合は、セキュリティソフトの信頼/除
外リストなどに登録することで対処してください。もし	NyanFi	は信頼
できないということでしたら、利用をお控えください。



インストールするファイル

適当なディレクトリに以下のファイルを置いてください。Program
Files	などOSの管理下にあるフォルダに入れると色々と面倒なことにな
るので、別の場所に専用ディレクトリを作ってインストールすることを

おすすめします。また、USBメモリなどに必要なファイルをまとめて入
れておけば、ポータブルアプリケーションとしても利用できます。

本体

NyanFi.exe　実行ファイル
NyanFi.chm　このヘルプファイル

NyanFi.chm	を開いたときに内容が表示されない場合は、ファイル
のプロパティでブロックを解除してください(DeleteADS_ZI	コマン
ドでも可能)。

アーカイバDLL
アーカイブを扱うには、別途	7-zip64.dll、tar64.dll、unrar64j.dll(要
unrar64.dll)	などが必用です。
※DLLを利用するのが	NyanFi	のみの場合は、NyanFi	の実行ディレ
クトリにDLLを置いてもかまいません。

アーカイバの中には、独自に拡張された私家版が公開されているも

のもあります。どのDLLを利用するかは、ユーザ自身で判断してく
ださい。

7-zip64.dll	文字化け対策版(x@rgs	氏作)を使用すると、ZIP/7zアーカ
イブ内のファイル名を変更できます(→	RenameDlg)。
7-zip64.dll	文字化け対策版の7z.dll対応版を使用すると、7z.dll	が対応
しているアーカイブの拡張子を追加指定できます(→	オプション設
定	-	一般2	-	その他	-	「7-zip64.dll(7z.dll対応版)の対応拡張子」)。.rar
を指定すると、unrar64j.dll/unrar64.dll	を用いずに	7z.dll	で解凍できま



す。.lzh	.cab	.iso	なども指定可能。

Migemo
C/Migemo	(MURAOKA	Taro氏作	www.kaoriya.net/software/cmigemo/)
に対応しています。

利用する場合は、migemo.dll	(64bit版)や辞書ファイルをインストー
ルし、オプション設定	-	一般	で場所を指定してください。

xd2txlib.dll
xd2txlib.dll	(xdoc2txt	のDLL版	ver2.x	hishida氏作
ebstudio.info/home/xdoc2txt.html)に対応しています。
PDF、WORD、EXCEL、一太郎などの各種バイナリ文書に対して、
テキストビュアー表示、文字列検索(GREP)、ファイル名検索での文
字列検索が可能になります。

git.exe	(Git	for	Windows)
リポジトリに関する情報を表示したり、NyanFi	から	git	コマンドを
利用したりできます。またGitビュアーも実装。
git.exe	が標準的な場所にインストールされている場合は自動的に検
出されますが、そうでない場合は	オプション設定	-	一般2	-	その他
で設定してください。

詳しくは、Git	の利用について	を参照してください。

最初に起動したときに、実行ディレクトリにINIファイル(NyanFi.INI)が
作成されます。設定情報はこのINIファイルに保存されます。
すべての設定をデフォルトに戻したい場合は、NyanFi	が起動していな
い状態で、NyanFi.INI	を削除してください。
なお、32ビット版の	NyanFI.INI	を流用してもかまいません。



FTP接続のパスワードは暗号化して保存されます。ユーザ名とシステム
ドライブのシリアルナンバーを元に暗号化しているため、別環境に移動

した場合は再設定が必要となります。

sample_cmd	ディレクトリにはコマンドファイル(.nbt)のサンプルがあり
ます。

カスタマイズして利用したり、コマンドファイル作成の際の参考にした

りしてください。

詳細については「ExeCommands	コマンド」のページを参照してくださ
い。

source	ディレクトリにはソースコード(C++Builder	10.3.1	用)があります
ので、自由にご利用ください。

GitHub(https://github.com/Nekomimi1958/NyanFi_x64)からも取得できま
す。

無料で利用可能な	C++Builder	Community	Edition	でも多分ビルドでき
ると思います。



バージョンアップ

ファイルメニュー	-	[更新の確認]	で、最新バージョンかどうかをチェッ
クできます。

更新ファイルがあった場合、指定した場所にダウンロードできます。

そして「更新しますか?」の確認後、実行ファイルとヘルプが最新版に
更新され、NyanFi	が再起動します。

ダウンロードしたファイルがすでにある場合は、ヘルプメニュー	-
[アーカイブから更新]で更新できます。
あるいは、必用なファイルを解凍し、手動で上書きしてもかまいませ

ん。

なお	Vector	のソフトライブラリでも公開していますが、更新が月１回
程度のため、最新版でない場合があります。



アンインストール

インストールしたファイルおよび	INIファイル等を削除して下さい。レ
ジストリは使用していません。

→	NyanFi	が用いるファイル



ファイラー

画面構成

コマンド



画面構成

1	メニューバー
NyanFi	でのほとんどの操作は、キーなどに割り当てられたコマンド
で行いますが、一部はメニューからもアクセスできます。

なお、オプション設定	-	デザイン	で「メニューバーを表示」の
チェックを外せば、非表示にできます(→	MenuBar)。

上の画面例にはありませんが、ツールバー	(→	ShowToolBar)、タブ



バー	(→	ShowTabBar)、ファンクションキーバー(→	ShowFKeyBar)
も表示できます。

2	ディレクトリ情報
それぞれのファイルリストのディレクトリ名が表示されます。

ダブルクリックすれば、ディレクトリ名を直接入力することも可能

(→	InputDir)。また右クリックすると、クリック位置のディレクト
リ内のサブディレクトリを選択するポップアップメニューが出ます

(→	SubDirList)。
左端の ▼ ボタンを押すと、ドライブを選択するポップアップメ

ニューが出ます(→	DriveList)。
中央部分には、左右のディレクトリ関係が以下のような記号で表示

されます(ヒント表示あり)。

＝ 同一パス

＞

(＜)
直下のサブディレクトリ

≫
(≪)

複数階層下のサブディレクトリ

≒ 別ドライブの同名パス	(例:	D:\Data\hoge	≒	E:\Data\hoge)
∽ 同名ディレクトリ	(例:	D:\Data	∽	E:\Backup\Data)

⇔
カレント側が検索結果リストやワークリストの場合、カー

ソル位置項目のパスと反対パスが一致

≠ 上述以外

左右が同ドライブの場合、記号の上下に横線が表示されます。ま

た、ディレクトリの階層同期機能(→	SyncLR)が有効な場合、表示部
の上下端に横線が表示されます。

3	ファイルリスト
ファイルの一覧が表示されます。



デフォルトでは左右ですが、オプション設定	-	デザイン	-	画面レイ
アウト	の「ファイルリストを上下に分割」をチェックすれば上下に
もできます。またファイルリストとそれ以外の画面(プレビュー、情
報、ログ)の配置も変更できます。なお	FileListOnly	コマンドで、
ファイルリストのみの表示に切り替えることも可能。

4	ドライブ情報
それぞれのドライブの使用状況や選択状態が表示されます。

オプション設定	-	デザイン	-	ドライブ情報の書式	で表示内容を指定
できます。

なお、インクリメンタルサーチ(→	IncSearch)や、フィルタによる絞
り込み(→	Filter)を行う場合、検索語の表示/入力にこの部分が用い
られます。

5	プレビュー
カーソル位置のファイルの画像やアイコン、テキスト内容(→	テキ
ストプレビュー)が表示されます。

6	ファイル情報
カーソル位置のファイルの種類によって、バージョン情報、ショー

トカット情報、HTMLヘッダ情報、Exif情報、MP3のID3タグ、プロ
パティなどが表示されます。

[..]	位置ではカレントの、アーカイブの場合はそれに含まれる、拡張
子別ファイル数が表示されます。

好ましくないファイル名が用いられている場合や、他のプロセスが

ファイルを使用中の場合などには、警告も表示されます。

右クリックメニューでは「この項目内容を強調表示」や「この項目

を隠す/戻す」なども可能です。
なお情報取得に時間がかかって操作がもたつく場合は、オプション

設定	-	一般2	-	ファイル情報	で動作を制限できます。



7	タスク表示
タスクの実行状況の概略が表示されます。緑文字表示の場合、処理

対象のカウント中です。またコピー/移動処理中に、オプション設定
-	一般	-	コピー動作	-	「〜秒以上無操作なら待ち時間を最小に」で指
定した秒数以上操作をしなかった場合、待ち時間が最小(転送速度が
約64MB/秒以上なら	0	そうでなければ	1ms)の高速実行になり、進捗
バーの左に■マークが出ます。
実行状況の詳細を確認したいときは、タスクマネージャを開いてく

ださい(→	TaskMan)。

8	ログウィンドウ
タスクなどの実行結果が表示されます。ログの表示や保存について

の設定は、オプション設定	-	一般	-	ログ	で行ってください。

9	ステータスバー
カーソル位置のファイル情報や警告メッセージが表示されます。

オプション設定	-	デザイン	-	ステータスバーの書式	で表示内容を指
定できます。また、ステータスバーの右端に時計パネルを表示する

ことも可能。



コマンド

ファイラーでは以下のコマンドを使用できます。

これらは、オプション設定	-	キー設定でキーに割り当てられます(2スト
ロークキー操作可能)。
コマンドによってはパラメータの設定が必用です(書式:	コマンド_パラ
メータ)。複数のパラメータを指定できる場合は	;	(セミコロン)で区切っ
てください。

パラメータに文字列を指定できるコマンドの場合、先頭に	:文字列:	と
いう書式で説明を付けると、キー割り当て一覧や2ストローク・ヒント
の説明部分に表示されます。	
例:　FileEdit_:メモを編集:D:\hoge\memo.txt

なお、オプション設定	-	コマンド	で動作の設定を行えるものがありま
す。

キーに割り当てた内容は、一覧メニュー	-	[キー割り当て一覧]	や
KeyList	コマンドで表示される	キー割り当て一覧	で確認、実行できま
す。

また、あまり使わないコマンド、キーやツールバーに割り当てていない

コマンドなどは、InputCommands	コマンドの入力ボックスから実行す
るとよいかもしれません。

A	B	C	D	E	F	G	H	I	J	K	L	M	N	O	P	R	S	T	U	V	W	X	Z　　付記　　→	コマンド索引	／	→
機能別索引

AboutNyanFi
NyanFi	のバージョン情報を表示します。

AlphaBlend[_IN|[[^|+|-]不透明度]



メインウィンドウを透過表示にします。

パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで不透明度(64:半透
明〜255:不透明)を指定できます。
パラメータで不透明度を指定する場合、先頭に	^	を付けると、す
でに透過表示なら解除、そうでなければ指定値が適用されます。

先頭に	+	や	-	を付けると、現在の不透明度に対して指定値分だけ
増減させます。値のみの場合は絶対指定になります。

パラメータが指定されていないと透過表示が解除されます。

例:	不透明度128の透過表示と通常表示とをトグル切り替え
　AlphaBlend_^128
例:	不透明度を32下げる
　AlphaBlend_-32

AddTab[_NX|_PR]

現在の左右ディレクトリの組み合わせをタブとしてタブバーに追

加します。

タブは、ディレクトリの切り替えボタンとして機能します。ファ

イルリストの状態や検索結果リストの内容などは保持されませ

ん。

ただし、通常のファイルリストの選択状態(ワークリストのセパ
レータは除く)については、タブ切り替え時に待避/復元されま
す。

パラメータに	NX	を指定すると現在のタブの次に、	PR	を指定す
ると現在のタブの前に、新しいタブが追加(挿入)されます。

→	DelTab　→	MoveTab　→	SoloTab　→	TabDlg　→
ShowTabBar

AddTag[_タグ[;タグ...]]
AddTag_;



選択中(無ければカーソル位置)の項目にタグを追加します。
ダイアログの入力欄に新たなタグを入力するか、既存のタグを一

覧のチェックボックスで選択してください。

タグは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。設定されてい
るタグは、ファイル情報で確認できます。

なお既存のタグ名は、一覧の右クリックメニューから変更できま

す。

パラメータにタグを指定すると、ダイアログを出さずに直接追加

できます。タグは、;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。

パラメータに	;	(セミコロン)	だけを指定すると、ダイアログの代
わりにタグの入力ボックスが出ます。

→	タグによるファイル管理
→	DelTag　→	SetTag　→	FindTag　→	TrimTagData

AppList_FA|_FL|_FI|_AO|_LO|_LI

アプリケーション一覧が開き、実行中のアプリケーションが表示

されます。

アプリケーションの切り替え、終了、ウィンドウ操作、実行ファ

イル情報のコピーなどが可能です。

また、指定ディレクトリ下に置かれたショートカットを一覧表示

する簡易ランチャーも備えています。

パラメータに	FA	を指定すると、開いたとき一覧側にフォーカス
します。

また	FL	を指定するとランチャー側にフォーカス、	FI	を指定する
とランチャー側をインクリメンタルサーチモードにしてフォーカ

スします。

AO	を指定すると、一覧のみを表示します。
LO	を指定すると、ランチャーのみを表示します。



LI	を指定すると、ランチャーのみを表示し、インクリメンタル
サーチモードにします。

→	オプション設定	-	コマンド

BackDirHist
ディレクトリ履歴を戻ります。

履歴は、タブごとに、左右のリストについて個別に管理されま

す。

→オプション設定	-	ディレクトリ履歴
→	ForwardDirHist　→	DirHistory　→	PopDir

Backup[_設定名]

カレントパスを反対パスへバックアップします。同名ファイルが

ある場合、最新なら上書きコピーします。

設定により、サブディレクトリを含むコピーや、ミラーリング、

同期バックアップが可能です。なお、カレントの選択状態は無視

されます。

「バックアップ」ダイアログが開きますので、必要に応じて設定

を行ってください。

あらかじめダイアログで設定内容が保存されている場合、パラ

メータで設定名を指定すれば、ダイアログを出さずに直ちにバッ

クアップを開始することもできます(MsgOff	補助コマンドで確認
メッセージの抑止可能)。
→	Copy　→	CopyTo　→	RegSyncDlg

BgImgMode_OFF|_[^]1|_[^]2|_[^]3

背景画像の表示モードを設定します。→	オプション設定	-	デザイ
ン	-	「背景画像表示」の設定に対応しています。
パラメータに	OFF	を指定すると「非表示」、1	で「2画面にわ
たって表示」、2	で「それぞれに表示」、3	で「デスクトップ背景



を表示」となります。数字の頭に	^	を付けると、すでにそのモー
ドなら非表示になります。

→	LoadBgImage

BinaryEdit
選択中(無ければカーソル位置)のファイルをバイナリエディタで
開きます。使用するバイナリエディタは、オプション設定	-	エ
ディタで設定しておいてください。

なおアーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍した

ものが開かれます。仮想ディレクトリから抜けると一時ディレク

トリのファイルは削除されますので注意してください(排他的に開
かれていると削除できず残ります)。
→	FileEdit

BorderLeft
ファイルリストの境界を左に移動します。

移動幅は、オプション設定	-	コマンド	で指定できます。
→	WidenCurList　→	EqualListWidth

BorderRight
ファイルリストの境界を右に移動します。

移動幅は、オプション設定	-	コマンド	で指定できます。
→	WidenCurList　→	EqualListWidth

CalcDirSize[_[FC][;LO][;CC][;LS][;SA|SD][;ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリ容量を計算しま
す。中断したい場合は ESC キーを押してください。

仮想ディレクトリでない場合、ファイル情報で占有サイズやクラ

スタギャップを確認できます。また、NTFS圧縮が適用されていて
いる場合、圧縮サイズと圧縮率が表示されます。



なお、隠しファイルやシステムファイルを非表示にしている場合

でも、ディレクトリ内のものは計算に入ります。

ディレクトリのサイズ表示は、ファイルリストを更新するとクリ

アされます。

パラメータに	FC	を指定すると、タイムスタンプの代わりに、
ファイル数とサブディレクトリ数が表示されます(オプション設定
-	デザイン	-	ファイルリスト	-	「日時の書式」	の文字数が10以下の
場合はファイル数のみ表示)。
パラメータに	LO	を指定すると計算結果をログに出力、CC	を指
定するクリップボードにコピー、LS	を指定すると一覧で表示しま
す。

パラメータに	SA	を指定するとサイズの小さい順に、SD	を指定す
るとサイズの大きい順に結果がソートされます。どちらも指定し

ていない場合は、現在のファイルリストの表示順と同じになりま

す。

またパラメータにファイル名を指定すると計算結果を保存できま

す。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。ディレクトリ区切りを含む場合は	\\	を用いてください。
ファイル名の指定には以下の書式文字列が使えます。

\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　カーソル位置項目のタイムスタンプ	(書式:	yyyy	年(4
桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\C　カレントのパス無しディレクトリ名
\\　\	そのもの(ディレクトリ区切り)
複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

例:	CalcDirSize_SD;dirsize_\DT(yymmdd).txt
→	CalcDirSizeAll　→	ReloadList



CalcDirSizeAll[_[FC|SG|DG][;LO][;CC][;LS][;SA|SD][;ファイル名]

カレントにある全ディレクトリの容量を計算します。中断したい

場合は ESC キーを押してください。

仮想ディレクトリでない場合、ファイル情報で占有サイズやクラ

スタギャップを確認できます([..]	位置ではカレント全体について
の情報を表示)。また、NTFS圧縮が適用されていている場合、圧
縮サイズや圧縮率が表示されます。

なお、隠しファイルやシステムファイルを非表示にしている場合

でも、ディレクトリ内のものは計算に入ります。

ディレクトリのサイズ表示は、ファイルリストを更新するとクリ

アされます。

パラメータには、CalcDirSize	コマンドと同じものを使用できま
す。

そのほかに	SG	を指定すると、タイムスタンプの代わりにディレ
クトリ容量のグラフが表示されます。パーセントは、カレントで

表示されている項目の合計サイズに対する相対値です。

また	DG	(仮想ディレクトリでは無効)を指定すると、カレントド
ライブの全体容量に対するグラフが表示されます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい(FC、SG、DG	は何れか一つ)。

例:	CalcDirSizeAll_SG;LO
→	CalcDirSize　→	ReloadList

Calculator[_計算式]
Calculator_CB[;計算式]

電卓が開きます。

パラメータで計算式を指定すると、入力欄にそれを設定して開き

ます。

計算式が無指定の場合、選択中の項目があれば、そのサイズが入



力欄に設定されます(バイト単位、カンマ付き)。

パラメータに	CB	を指定すると、電卓画面を表示せずに、クリッ
プボードを介して計算を行います。

計算式が無指定の場合、クリップボードの内容を計算します。複

数行の場合は、各行内容を	"+"	記号で連結したものが用いられま
す(空白行などは無視)。
計算に成功すると、クリップボードに結果が、失敗するとエラー

内容が入ります。

なお	CB	が指定された場合、NyanFi	はアクティブになりません。

Tips 外部からクリップボードの内容を計算できます。
NyanFi.exe	-XCalculator_CB

CancelAllTask
実行中のタスクをすべて中止します。確認メッセージは出ませ

ん。

→	TaskMan　→	Suspend

ChangeDir_ディレクトリ名

カレントを、パラメータで指定したディレクトリに変更します。

既存のファイル名が指定された場合は、そのディレクトリのファ

イル位置に移動します。

ExeCommands	コマンドのパラメータ区切り文字との混同を避け
るため、ルートディレクトリの場合は	:	の後に	\	を付けてくださ
い。"%変数名%"	という書式で環境変数も使えます。なおドライ
ブ名がない場合はカレントからの相対指定となります。

→	ChangeOppDir　→	InputDir　→	ChangeRegDir　→
SubDirList　→	SubDirList

ChangeDrive_ドライブ文字



カレントを、パラメータで指定したドライブに変更します。

→	NextDrive　→	PrevDrive　→	DriveList

ChangeOppDir_ディレクトリ名

反対側を、パラメータで指定したディレクトリに変更します。

ExeCommands	コマンドのパラメータ区切り文字との混同を避け
るため、ルートディレクトリの場合は	:	の後に	\	を付けてくださ
い(あるいは引用符で囲む)。"%変数名%"	という書式で環境変数も
使えます。なおドライブ名がない場合は反対パスからの相対指定

となります。

→	ChangeDir　→	ChangeRegDir

ChangeOppRegDir_呼び出しキー

「登録ディレクトリ」ダイアログで設定されているディレクトリ

を、反対側で開きます。

呼び出しキーを、パラメータに設定しておきます。

→	ChangeRegDir　→	RegDirDlg　→	RegDirPopup　→
ChangeDir　→	InputDir

ChangeRegDir_呼び出しキー

「登録ディレクトリ」ダイアログで設定されているディレクトリ

を開きます。

呼び出しキーを、パラメータに設定しておきます。

→	RegDirDlg　→	RegDirPopup　→	ChangeOppRegDir　→
ChangeDir　→	InputDir　→	SubDirList

CheckUpdate[_NC]

実行中の	NyanFi	が最新版かどうかをチェックします。
更新ファイルがあった場合、指定した場所にダウンロードできま

す。



「更新しますか?」の確認後、NyanFi.exe	と	NyanFi.chm	が最新版
に更更新され再起動します。

保存場所は記憶され、次回選択する際の初期ディレクトリとして

用いられます。

パラメータに	NC	を指定すると、最新版があった場合、確認なし
で前回の保存場所にダウンロードし、完了したらそのまま更新を

行います。また、最新版がすでに保存場所にある場合は、その

アーカイブから更新します。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
→	UpdateFromArc

ClearAll[_AL]

すべての選択状態を解除します。

パラメータに	AL	を指定すると、左右すべての選択状態を解除し
ます。

→	SelAllFile　→	SelAllItem

ClearLog
ログウィンドウの内容をクリアします(ログウィンドウの右クリッ
クメニューからも可能)。

ClearMark[_AC]

カレントのすべての栞マークを解除します。

パラメータに	AC	を指定すると、確認後に、すべての場所のすべ
ての栞マークを解除します(栞マーク一覧の右クリックメニューか
らも可能)。
→	Mark　→	NextMark　→	PrevMark　→	SelMark　→
MarkMask

ClearMask



カレントパスに適用されている選択マスクやパスマスクを解除し

ます。

両方のマスクがある場合は、実行するたびに、選択マスク、パス

マスクの順に解除します。

→	PathMaskDlg　→	InputPathMask　→	SetPathMask　→
SelMask　→	MarkMask

Clone[_書式|_IN]

選択中(無ければカーソル位置)の項目のコピー(クローン)を反対パ
スに作成します。

コピー処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

パラメータで、同名時の改名書式を指定できます(ファイル拡張子
はそのまま)。
対象がディレクトリの場合は、同名のものがなくても改名書式が

適用されます。

指定には以下の書式文字列が使えます。

\N　対象項目のファイル名主部またはディレクトリ名
\SN(書式)　連番(初期値と桁幅を数字で指定　例:1から始まる3
桁　001)
\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　対象項目のタイムスタンプ	(書式は	\DT	と同じ)
\-　初回の改名試行では、これ以降の書式指定を無視
書式を指定しないと	\N_\SN(1)	とみなされます。また書式に
\SN(〜)	が含まれていなく重複を解決できなかった場合、書式の末
尾に	_\SN(1)	を付加して再改名します。

例:
　\N-コピー\-(\SN(1))　　hoge.txt	→	hoge-コピー.txt、hoge-コピー
(1).txt、hoge-コピー(2).txt	…



　\N_\DT(mmdd)　　hoge.txt	→	hoge_0401.txt、hoge_0401_1.txt、
hoge_0401_2.txt	…

パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで書式を指定でき
ます。

対象が一つの場合、その名前がデフォルトとして表示され、任意

に改名してクローン化できます。この場合、同名ファイルがなく

ても改名が適用されます。

対象が複数の場合は、\N	がデフォルトになります。
「デフォルトを選択状態に」をチェックしていると、入力欄の初

期状態が全選択になります。

→	CloneToCurr　→	Paste

CloneToCurr[_書式|_IN]]

選択中(無ければカーソル位置)の項目のコピー(クローン)をカレン
トに作成します。

作成先以外は	Clone	と同じです。
→	Clone　→	Paste

Close[_NS]

Exit	コマンドのエイリアス(別名)です。
ExeCommands	コマンドのパラメータ内では	Exit	が補助コマンド
とみなされるため、代わりに	Close	を使ってください。
パラメータに	NS	を指定すると、終了時に	INIファイルを保存しま
せん。

二重起動された	NyanFi	では、INIファイルが保存されません。
ただし終了時には、画面の位置・サイズ情報などが最初に起動し

た	NyanFi	に送られ、変更があれば、それがINIファイルに反映
されます。

→	Exit　→	Restart



CmdFileList[_FF]

コマンドファイル一覧を表示します。一覧からは、コマンドファ

イルの実行、編集、閲覧ができます。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	ExeCommands　→	FileEdit　→	TextViewer

CmdHistory[_FF]

NyanFi	起動後に実行されたコマンドの履歴を一覧ダイアログで表
示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

最大表示項目数は1000で、超えた場合には古いものから順に削除
されます。右クリックメニューで「コマンド履歴をクリア」も可

能。

一覧には、実行時刻、種別(F:ファイラー、V:テキストビュアー、
I:イメージビュアー、L:ログ)、カレント(L:左、R:右)、コマンド内
容、カレントディレクトリが表示されます。

また画面モードが変化したらセパレータが、前回の実行から30秒
以上経過していたら分割線が表示されます。

なお、ExeCommands	コマンド内で実行される個々のコマンドに
ついては履歴に入りません。

右クリックメニューの「コマンドをコピー」を選ぶと、これらの

うち選択行のコマンド部分だけがコピーされます。また「選択行

をコマンドファイルとして保存」も可能です。

(所謂キーマクロのような)コマンドファイルを作成したい場合な
どに役立つかもしれません。

→	ExeCommands	コマンド



CommandPrompt
コマンドプロンプトを起動します。作業ディレクトリはカレント

パスになります。

→	PowerShell　→	FileRun

CompareDlg[_NC]

「同名ファイルの比較」ダイアログを開きます。

反対パスと比較して、「タイムスタンプ」、「サイズ」、「ハッ

シュ」、「ボリュームシリアル番号/ファイルID」の条件に合うカ
レントパスのファイルを選択します。

「ハッシュ値」の比較は、「サイズ」が「一致」したファイルに

対してのみ行われます(先頭32KBを事前チェック、アーカイブ内
ファイルは一時解凍)。
「ボリュームシリアル番号/ファイルID」ではハードリンクの確認
を行えます。

「ハッシュ値」と「ボリュームシリアル番号/ファイルID」はどち
らか一方だけ選択可能です。

なお比較中に ESC キーを押すと処理を中断できます。

「ディレクトリも比較」をチェックしていると、ディレクトリ同

士も比較対象とします。その場合、左右にあるすべてのディレク

トリ容量が	CalcDirSize	コマンドであらかじめ計算されている
と、サイズの比較も行えます。

「ディレクトリとアーカイブを比較」をチェックしていると、

ファイル名主部がディレクトリ名と同じアーカイブがあった場合

に両者を比較します。このとき、ディレクトリ容量が計算済みだ

と、アーカイブの元サイズとの比較も行えます。

「反対側も選択」をチェックしていると、カレント側の項目に対

応する反対側の項目も選択します。

「結果を反転」をチェックしていると、比較結果の選択状態を反



転します(「ディレクトリも比較」、「反対側も選択」を考慮)。
「選択項目だけを残す」をチェックしていると、結果の選択項目

だけを残して他を隠します(選択マスク)。

パラメータに	NC	を指定すると、ダイアログを出さず、名前のみ
の比較を行います。

なお、タイムスタンプを比較する場合、→	オプション設定	-	一般
-	タイムスタンプの許容誤差	で設定されている範囲内なら同じと
みなされます。

→	SelOnlyCur　→	CompareHash　→	FindDuplDlg　→	DiffDir　
→	SelMask　→	ToOppSameHash　→	ToOppSameItem

CompareHash[_MD5|_SHA1|_SHA256|_SHA384|_SHA512|_CRC32][;OS]

カレント側で選択中(無ければカーソル位置)のファイルと、反対
側で選択中(無ければカレント側の対象と同名)のファイルとを、
パラメータで指定したハッシュやCRCで比較し、結果をログに表
示します。カレント/反対側とも選択する場合は、同数のファイル
を選択してください。両側で選択されている場合、ファイル名に

かかわらず順番に比較します。

パラメータを省略した場合は	MD5	とみなします。
追加パラメータとして	OS	を指定すると、ハッシュ値が一致しな
いファイルを反対側で選択します。

なお同名ファイルの同一性チェックだけなら、CompareDlg	コマ
ンドでも可能です。

→	CompareDlg　→	GetHash　→	ToOppSameHash　→
CopyFileName

CompleteDelete[_SO]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を(たぶん)完全削除します。
ファイル全体をランダムパターンで上書きし、サイズを0に切り詰



めてから削除します。

途中でタスクを中止すると、上書き中のファイルが残りますので

注意してください。

パラメータに	SO	を指定すると、選択されている項目のみを削除
します。

削除処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

なおファイルのハードリンクの場合、実体を削除せずに、ごみ箱

を使わない通常の削除になります。

またディレクトリのジャンクションやシンボリックリンクの場

合、リンク先の実体は削除されません。

→	オプション設定	-	コマンド
→	Delete

CompressDir[_UN|_AL]

選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリをNTFS圧縮しま
す。対象ディレクトリおよびその階層下にあるすべてのサブディ

レクトリとファイルに対して圧縮属性が設定されます。

デフォルトの圧縮では、アーカイブファイル、.bmp	以外の画
像、.wav	以外のサウンド、動画ファイルは除外されます。ただし
圧縮されたディレクトリに後から追加されたファイルには圧縮属

性が付加されますので注意してください。

処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

対象デフォルトのみに圧縮属性を設定したい場合は、名前の変更

ダイアログで行ってください。

パラメータに	UL	を指定すると、圧縮を解除します。
パラメータに	AL	を指定すると、デフォルトでは除外される種類
のファイルもすべて圧縮します。

ContextMenu[_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)の項目に対するコンテキストメ



ニューを表示します([..]位置ではカレントが対象)。

ワークリストでは異なるディレクトリの項目が混在する可能性が

あるため、対象項目が一つの場合にのみ実行できます。

パラメータにメニュー定義ファイル(ドライブ名がない場
合、NyanFi	ディレクトリ相対)を指定すると、定義されている項
目をコンテキストメニューに追加できます。

ファイルの書式は、ExeMenuFile	コマンドの場合と基本的に同じ
です。項目ごとに１行ずつ、タイトル、コマンド、また必要なら

アイコン用ファイル(*.ico、*.exe	等)を、タブで区切って記述して
ください。なお、タイトルの末尾に	|	で区切って拡張子を指定す
ると、対象の拡張子がそれに該当する場合にのみ、そのメニュー

項目が表示されます。拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定で
きます。\	はディレクトリに相当します。
また	!	だけの行があると、以降の項目はコンテキストメニューの
先頭に表示されます。

なお、右クリック時に表示されるコンテキストメニューに項目を

追加したい場合は、オプション設定	-	イベント	-	「ファイルリス
トで右クリック」に	ContextMenu_ファイル名	を設定してくださ
い。

例:	[TAB]	はタブ文字
ファイル情報をコピー	[TAB]	CopyFileInfo
-

ディレクトリ容量を計算|\				[TAB]	CalcDirSize					←	ディレクトリの場合のみ表示
画像の変換|.jpg.gif.png.bmp	[TAB]	ConvertImage				←	.jpg.	gif.	png.	bmp	の場合のみ表示
アイコンを抽出|.exe.dll					[TAB]	ExtractIcon					←	.exe.	dll	の場合のみ表示
!																																																	←	以降の項目はメニューの先頭に表示
ファイル名をコピー			[TAB]	CopyFileName
-

コンテキストメニューは、ファイルリスト上で右クリックしたと

きにも表示されます。その場合、選択項目がなく、かつカーソル

位置項目以外の場所を右クリックしたときは、カレントディレク



トリに対するコンテキストメニューが表示されます。また、選択

項目がなく、カーソル位置項目を右クリックしたときは、それが

対象となります。

また、アプリケーションキーや Shft + F10 キー(無設定の場合)を
押した時にも表示されます。

Tips ContextMenu	コマンドに割り当てたキーは、他の画面やダ
イアログのリストボックスで右クリックメニューを表示するのに

も利用できます。

→	ExeMenuFile

ConvertDoc2Txt[_SJ|_IJ|_EJ|_U8|_UL|_UB]

選択中(無ければカーソル位置)のバイナリ文書(PDF、WORD、
EXCEL、一太郎など	-	.rtf	.wri	を含む)をテキストに変換して反対
パスに出力します(拡張子	.txt)。
このコマンドを実行するには、xd2txlib.dll	がインストールされて
いる必要があります。

パラメータで出力文字コードを指定できます。SJ	(Shift_JIS	デ
フォルト)、IJ	(ISO-2022-JP)、EJ	(EUC-JP)、U8	(UTF-8)、UL
(UTF-16)、UB	(UTF-16(BE))、無指定の場合は	Shift_JIS	になりま
す。

ConvertHtm2Txt[_HD][;MD|;TX]

選択中(無ければカーソル位置)のHTML文書をテキストに変換して
反対パスに出力します(拡張子	.txt)。
変換はテキストビュアーでのHTML→テキスト変換表示に準じま
す。

パラメータに	HD	を指定した場合、ヘッダ情報に	Title	や
Description	があれば先頭に挿入します。
パラメータに	MD	を指定すると、オプション設定にかかわらず



Markdown	記法に、また	TX	を指定すると通常のテキストに変換
します。HD	とともに指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってく
ださい。

→	オプション設定	-	テキストビュアー	-	「HTML→テキスト変
換」

→	JoinText

ConvertImage[_CB]

「画像ファイルの変換」ダイアログが開きます。

選択中(無ければカーソル位置)の画像ファイルを、別形式に変換
したり、縮小・拡大たりして、反対パスに出力します。

変換処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

反対側がカレントと同じで、出力ファイル名も同じ場合、確認な

しで上書きされます。

パラメータに	CB	を指定すると、クリップボードの画像を変換
し、指定した名前でカレント側に保存します。

この動作は、Paste_EX	コマンドによっても可能です。

→	Paste

ConvertTextEnc
「文字コードの変換」ダイアログが開きます。

選択中(無ければカーソル位置)のテキストファイルの文字コード
と改行コードを変換して、反対パスに出力します。

ユニコードの場合はBOMの有無も指定できます。
XML	や	HTML文書では、文字コード指定(encoding、charset)も書
き換えます。

反対側がカレントと同じ場合、確認なしで上書きされます。

Copy[_SO|_OP|_OP2|_TO|_SD|_SS[;日付条件]]



選択中(無ければカーソル位置)の項目を反対パスにコピーしま
す。

反対パスがワークリストの場合、項目がリストに登録されます。

FTP接続している場合、反対パスがリモート側ならファイルの
アップロードに、カレントがリモート側ならファイルのダウン

ロードになります。FTPの場合、ディレクトリのコピーには対応
していません。

反対側がタグ検索(FindTag)の結果リストの場合、項目に検索タグ
を追加して再検索を行います。

通常のファイルコピー処理はバックグラウンド・タスクで行われ

ます(代替データストリームは除く)。

パラメータに	SO	を指定すると、選択されている項目のみをコ
ピーします。

パラメータに	OP	を指定すると、コピー終了後、反対側のコピー
先に移ったときのカーソル位置が最初にコピーしたファイルに設

定されます。コピー終了時、すでに反対側に移っていた場合は、

カーソル移動が行われません。

また	OP2	を指定すると、バックグラウンド・タスク実行中にコ
ピー先ディレクトリの変化が検出されると、そのリストのカーソ

ル位置が、その時点でコピーが終わっているファイルに逐次設定

され、タスク終了時には最後にコピーしたファイルに設定されま

す。

パラメータに	TO	を指定すると、反対パスではなく、入力ボック
ス(→	InputDir)で指定したディレクトリがコピー先になります。
このとき存在しないディレクトリを指定すると、確認メッセージ

が出てそれを新規作成できます。

パラメータに	SD	を指定すると、フォルダの参照ダイアログでコ
ピー先を選択できます。



パラメータに	SS	を指定すると、カレントのサブディレクトリを
コピー先として選択するダイアログが開きます。最初の	..	を選ぶ
と親ディレクトリにコピーします。

パラメータで日付条件を指定すると、それに合うファイルだけが

コピーされます。

他のパラメータとともに指定する場合は、;	(セミコロン)で区切っ
てください。

以下のように、現在の日付からの相対指定と、絶対指定が可能で

す。
　相対指定:	{<|=|>}-n{D|M|Y}　　(D:日、M:月、Y:年)

　絶対指定:	{<|=|>}yyyy/mm/dd

　　<	:指定日付より古い、　=	:指定日付と同じ、　>	:指定日付より新しい

例:
　Copy_>-3D　　　　　　　3日前の日付より新しいファイルのみ
をコピー

　Copy_TO;<2017/01/01　　2017年1月1日よりも古いファイルのみ
を、入力ボックスで指定した場所にコピー

→	オプション設定	-	一般	-	コピー動作
→	CopyTo　→	Move　→	MoveTo　→	Backup　→	DateSelect

CopyDir[_TO|_KT|_CC|_LS]

選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリの階層構造を反対
パスにコピー(作成)します。中のファイルはコピーされません。
またコピー先に同名ディレクトリがある場合はスキップします。

コピー(作成)処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

パラメータに	TO	を指定すると、反対パスではなく、入力ボック
ス(→	InputDir)で指定したディレクトリがコピー先になります。
パラメータに	KT	を指定すると、コピーの際にディレクトリのタ



イムスタンプを維持します。

パラメータに	CC	を指定すると、対象となるディレクトリ名の一
覧をクリップボードにコピー、LS	を指定すると一覧ダイアログで
表示します。ディレクトリのコピー(作成)は行いません。

→	CreateDir　→	CreateDirsDlg

CopyFileInfo
カーソル位置のファイル情報をクリップボードにコピーします。

→	LogFileInfo　→	ShowFileInfo　→	ListFileInfo　→
ShowProperty

CopyCmdName
コマンド名を参照して、クリップボードにコピーします。

ボタンで、ファイラー/テキストビュアー/イメージビュアー/ログ
ウィンドウを切り替えられます。

文字列を入力すると、それが含まれる候補がドロップダウン表示

されます(Migemo	対応)。また	"*"、"?"、"	"	のいずれかを入力する
と、すべてのコマンドが表示されます。

またコマンドの後に	"_"	を入力すると、そのコマンドで利用でき
るパラメータの候補(一部動的なものを除く)がドロップダウン表
示されます。

候補が出ている場合、 ENTER キーを押すか項目をクリックすると

確定し、さらに ENTER キーを押すとコピーされます。

なお入力履歴機能はありません。

F1 キーを押すと、入力されているコマンド、またはドロップダ

ウンで選択されていコマンドについてのヘルプが表示されます。

このダイアログは、オプション設定	-	マウス操作/	追加メニュー/
イベント	や、「ツールバーの設定」ダイアログ	などにおいて、コ
マンド名を入力できるテキスト/コンボボックスの右クリックメ



ニュー「コマンド名の参照」でも用いられます。

→	InputCommands

CopyFileName[_FN|_書式]

選択中(無ければカーソル位置、[..]ならカレントディレクトリ)の
ファイル名をクリップボードにコピーします。

パラメータに	FN	を指定すると、パス名を除いたファイル名部分
のみをコピーします。

またパラメータでコピー項目の書式を指定することもできます。

指定には以下の書式文字列が使えます。

　$P　パス名
　$U　パス名(ネットワークドライブ名をUNCパスに変換、それ
以外の場合は	$P	と同じ)
　$M　パス名(可能ならリモートのUNCパスをネットワークドラ
イブ名に変換、それ以外の場合は	$P	と同じ)
　$N　パス無しファイル名主部
　$E　拡張子(ドットを含む)
　$B　パス無しファイル名($N	+	$E)
　$F　パス付ファイル名($P	+	$B)
　$A　属性(DRHSAC)
　$S　サイズ	(ファイルリストの表示と同じ書式)
　$Y　サイズ	(バイト単位、カンマ無し)
　$T　タイムスタンプ(ファイルリストの表示と同じ書式)
　$D(書式)　タイムスタンプ(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
　$W　画像の幅
　$H　画像の高さ
　$R(プロパティ名)　ファイル情報に表示されるプロパティ
　$G(MD5|SHA1|SHA256|SHA384|SHA512)　MD5、SHA-1、SHA-



256、SHA-384、SHA-512ハッシュ
　$G(CRC32)　CRC32
　$$　$	そのもの
　$L　項目をダブルクォーテーションで囲み、空白で区切って1
行に連結

　$X　最大幅にあわせて整形しない
　$\　\	を	\\	(エスケープシーケンス)に置換
　$O　コピー後にダイアログを表示し、クリップボード内容に名
前を付けて保存

複数のファイルが選択されている場合、$P、$N、$E、$B、$F	は
最大幅にあわせ空白を付加して整形します($L、$X	指定時は除
く)。
$L、$X、$\、$O	の位置は書式のどこでもかまいません。
$G(〜)で取得した内容は、ファイル情報の表示にも反映されま
す。

例:	CopyFileName_$B$L
"Nayn1.txt"	"Nayn2.txt"	"Nayn3.txt"

例:	CopyFileName_$G(MD5)	*$B$O
ハッシュファイルを作成
0acaa200b75cb543e7027398008ea2ec	*NyanFi.chm

5e528bf8e16e9a75a981d34edcccfa52	*NyanFi.exe

例:	CopyFileName_$O$X"$B",$Y,$D(yyyy/mm/dd)
CSV形式で保存
"NyanFi.chm",768554,2016/11/07

"NyanFi.exe",6732288,2016/11/07

"README.TXT",1418,2016/11/07

例:	CopyFileName_$B	$R(画像サイズ)
nyanfi_grep.jpg				800	×	320		(5	:	2)

nyanfi_imgview.jpg	129,806	800	×	600		(4	:	3)

例:	CopyFileName_$X<img	src="$B"	width="$W"	height="$H"	alt="">



<img	src="nyanfi_grep.jpg"	width="800"	height="320"	alt="">

<img	src="nyanfi_scr.jpg"	width="800"	height="600"	alt="">

→	ListFileName　→	NameFromClip　→	GetHash

CopyTo_ディレクトリ名

選択中(無ければカーソル位置)の項目を指定ディレクトリにコ
ピーします。

ディレクトリ名には、"%変数名%"	という書式で環境変数も使え
ます。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。

例:　CopyTo_:一時ディレクトリにコピー:%Temp%
→	Copy　→	Move　→	MoveTo　→	Backup

CopyToClip
選択中(無ければカーソル位置)の項目をコピーします(コンテキス
トメニューの「コピー」に相当)。
→	CutToClip　→	Paste

CountLines[_CC|_LS|_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)のテキストファイルの行数をカウ
ントしてログに一覧表示します。

行数の他に、有効行(実行ステップ)、コメント行(プログラムソー
スの場合)、空白行(半角空白・タブ以外の文字がない)をカウント
します。値は、行数	=	有効	+	コメント	+	空白	となります。なお、
仮想ディレクトリのテキストファイルに対しても実行可能です。

中断したい場合は ESC キーを押してください。

パラメータに	CC	を指定すると結果一覧をクリップボードにコ
ピー、LS	を指定すると一覧ダイアログで表示します。
またパラメータにファイル名を指定すると結果一覧を保存できま

す。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま



す。ディレクトリ区切りを含む場合は	\\	を用いてください。

ファイル名の指定には、ListArchive	コマンドと同じ書式文字列が
使えます。

CreateDir[_[/]名前[\\名前...][/|\]]
CreateDir_IN;[/]名前[\\名前...][/|\]

カレントパスにディレクトリを作成します。また絶対指定による

作成も可能です。

パラメータを指定しないと、入力ボックスが出ます。

「文字置換を適用」をチェックしていると、名前の変更ダイアロ

グの「ファイル名主部の文字置換」で設定されている置換内容

を、入力した名前に対して適用します。チェックされていない場

合、\	で区切ることで複数階層のディレクトリを一括作成できま
す。

「作成後にカレント変更」をチェックしていると、ディレクトリ

を作成した後、そのディレクトリへ自動的に移ります。ただし、

入力またはパラメータ指定した名前の先頭に	/	がある場合は、こ
の設定にかかわらず、作成したディレクトリへ移りません。また

名前の末尾に	/	または	\	がある場合は、設定にかかわらず、作成
したディレクトリへ移ります。

パラメータを指定すると、入力ボックスを出さずにその名前で直

ちに作成します。名前の指定には以下の書式文字列が使えます。

名前を	\\	で区切れば、複数階層のディレクトリを一括作成が可能
(\-	で文字置換無効)。
\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　カーソル位置項目のタイムスタンプ	(書式:	yyyy	年(4
桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)



\C　カレントのパス無しディレクトリ名
\N　カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名
\E　カーソル位置のファイル拡張子(	.	は除く)
\\　\	そのもの(ディレクトリ区切り)
\-　これ以降	RenameDlg	コマンドの文字置換無効	(設定が無効
の場合は不要)

例:	CreateDir_Tmp\DT(yymmdd)　　→　Tmp140908
例:	CreateDir_\-D:\\Nyan\\Data　　→　D:\Nyan\Data

パラメータに	IN	を指定し、その後に	;	(セミコロン)で区切って名
前を記述すると、その名前をデフォルトとする入力ボックスが出

ます。

名前には、上述の書式文字列のうち	\-	以外のものが使えます。
「デフォルトを選択状態に」をチェックしていると、入力欄の初

期状態が全選択になります。

例:	CreateDir_IN;\DT(yymmdd)_

→	CopyDir　→	CreateDirsDlg　→	RenameDlg

CreateDirsDlg
「ディレクトリ一括作成」ダイアログが開きます。

リストに入力した内容にしたがって、複数のディレクトリを一括

作成します。

→	CreateDir　→	CopyDir

CreateHardLink
選択中(無ければカーソル位置)のファイルのハードリンクを、反
対パスに同じ名前で作成します。

反対側に同名ファイルがある場合は、それを削除してから作成す

るかの確認メッセージが出ます。

ハードリンクを作成できるのは、NTFSの同一ボリューム内のみ



です。

なおハードリンクのファイル情報には、「種類」の末尾にリンク

数が表示されます。	例えば、あるファイルに対してハードリンク
を一つ作成すると、元のファイルとハードリンクの両方に	"(Link
Count=2)"	と表示されます。この場合、両者は同等で、両方とも削
除してリンク数が0になったときにファイルの実体が削除されま
す。

→	FindHardLink　→	CreateJunction　→	CreateSymLink　→
CompareDlg

CreateJunction
選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリのジャンクション
を、反対パスに同じ名前で作成します。

→	CreateHardLink　→	CreateSymLink

CreateShortcut
選択中(無ければカーソル位置)の項目のショートカットを反対パ
スに作成します。	link

CreateSymLink
選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリまたはファイルの
シンボリックリンクを、反対パスに同じ名前で作成します。

シンボリックリンクの作成には管理者権限が必要です。

→	CreateHardLink　→	CreateJunction

CreateTestFile
ファイル名、サイズ、個数を指定して、カレントにテスト用の

ファイルを作成します(データ内容は全て	00)。
サイズは、末尾に	K、M、G	を付けて指定することも可能(例:
8G)。数値は整数で指定してください。



個数に1より大きな値を指定すると、ファイル名の末尾に連番を付
けて複数作成します。連番の桁数は入力内容にしたがいます(例:
010	なら	001〜010	を付加)。
作成には	fsutil	を利用し、非表示で実行しています。ファイルシ
ステムがNTFSなら、GB単位の巨大ファイルもすぐに作成できる
はずです。FATでは時間がかかるので、NTFSで一旦作成してから
コピーした方が良いかもしれません。

CsrDirToOpp[_TO]

カーソル位置のディレクトリを反対側に開きます。

カーソル位置がアーカイブファイルの場合は、仮想ディレクトリ

として反対側に開きます。7-zip64.dll	文字化け対策版(x@rgs	氏作)
の7z.dll対応版を使用していると、オプション設定	-	一般2	-	その他
-	「7-zip32.dll(7z.dll対応版)の対応拡張子」に登録されていないも
のでも、アーカイブとして認識できれば開けます。

カーソル位置が	.library-ms	ファイルの場合は、ライブラリとして
反対側に開きます(複数ある場合はポップアップメニューで選
択)。
カーソル位置が	.nwl	ファイルの場合は、ワークリストとして反対
側に開きます。

カーソル位置が	axshell.spi	用の	._sf	ファイルの場合、通常のパス
なら反対側に開きます。

パラメータに	TO	を指定すると、反対パス設定後に反対側へ移動
します。

→	LinkToOpp

CurrFromOpp[_SL]

カレントパスを反対パスに合わせます。反対パスが仮想ディレク

トリの場合は、そのアーカイブのあるディレクトリになります。

パラメータに	SL	を指定すると、反対側の選択状態をカレント側



に反映します(ファイルリストの場合)。
→	CurrToOpp

CurrToOpp[_SL|_TO]

反対パスをカレントパスに合わせます。

カレントが検索結果リストまたはワークリストの場合は、反対パ

スをカーソル位置のファイルのパス(ディレクトリの場合はそのも
の)に変更します。ただし、(ファイル/)ディレクトリ名検索ダイア
ログで「ディレクトリ名を反映」をチェックしていて、結果リス

トのカーソル位置がディレクトリ名の場合は、反対パスをその親

ディレクトリにし、その中の当該ディレクトリに点線カーソルを

表示します。

パラメータに	SL	を指定すると、カレントの選択状態を反対側に
反映します(ファイルリストの場合)。
また	TO	を指定すると、反対パス設定後に反対側へ移動します。

→	CurrFromOpp

CursorDown[_{行数|HP|FP|SL}]

カーソルを下に移動します。

パラメータで移動する行数を指定することもできます。また	HP
では半ページ、FP	では1ページ分下に移動します。
パラメータに	SL	を指定すると、次の選択項目にカーソル移動し
ます(=	NextSelItem)。
→	CursorUp　→	NextSelItem

CursorDownSel
選択しながらカーソルを下に移動します。

→	CursorUpSel　→	Select

CursorEnd



カーソルを最下行に移動します。

→	CursorTop

CursorEndSel
選択しながらカーソルを最下行に移動します。

→	CursorTopSel

CursorTop
カーソルを最上行に移動します。

→	CursorEnd

CursorTopSel
選択しながらカーソルを最上行に移動します。

→	CursorEndSel

CursorUp[_{行数|HP|FP|SL}]

カーソルを上に移動します。

パラメータで移動する行数を指定することもできます。また	HP
では半ページ、FP	では1ページ分上に移動します。
パラメータに	SL	を指定すると、前の選択項目にカーソル移動し
ます(=	PrevSelItem)。
→	CursorDown　→	PrevSelItem

CursorUpSel
選択しながらカーソルを上に移動します。

→	CursorDownSel　→	SelectUp

CutToClip
選択中(無ければカーソル位置)の項目を切り取ります(コンテキス
トメニューの「切り取り」に相当)。
→	CopyToClip　→	Paste



DateSelect_日付条件

パラメータで指定した日付条件に合うファイルを選択します。

以下のように、現在の日付からの相対指定と、絶対指定が可能で

す。
　相対指定:	{<|=|>}-n{D|M|Y}　　(D:日、M:月、Y:年)

　絶対指定:	{<|=|>}yyyy/mm/dd

　　<	:指定日付より古い、　=	:指定日付と同じ、　>	:指定日付より新しい

例:

　DateSelect_<-14D　　　　　14日前の日付よりも古い

　DateSelect_=2014/03/30　　2014年3月30日に一致

→	MaskSelect　→	MatchSelect　→	TagSelect

DebugCmdFile[_@ファイル名]

カーソル位置のコマンドファイル(.nbt)に対するデバッグウィンド
ウを開き、デバッグモードで実行します。

これにより、コマンドファイル内に	Debug	補助コマンドを記述し
なくてもデバッグを行えます。

パラメータに特定のファイル名を指定して実行することも可能で

す。

デバッグウィンドウでは、以下のボタンまたはキーで操作を行え

ます。

S :	ステップ実行/　 G :	実行/　 B :	停止/　　 Q :	デバッグモー
ド終了/　 X :	コマンドの実行を終了
V :	変数一覧を表示/　 E :	エディタで開く/　　 H :	ヘルプを表示

補助コマンド	→	Debug　→	ExeCommands

Delete[_SO]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を削除します。
オプション設定	-	一般	-	削除/上書き動作	の「削除にごみ箱を使



う」をチェックしていると、ごみ箱へ入れます。

ディレクトリのジャンクションやシンボリックリンクの場合、リ

ンク先の実体は削除されません(ログでは	REMOVE	と表示)。
ワークリストでは、項目をリストから外します。この場合、元の

ファイルは削除されません。

パラメータに	SO	を指定すると、選択されている項目のみを削除
します。

削除処理(アーカイブやFTPは除く)はバックグラウンド・タスクで
行われます。

なお、FTP接続時のリモート側では、空でないディレクトリは削
除できません。先にディレクトリ内のファイルを削除してくださ

い。

→	CompleteDelete

DeleteADS[_ZI]

選択中(なければカーソル位置)のファイルから代替データスト
リームを削除します。

パラメータに	ZI	を指定すると、Zone.Identifier	(ゾーン識別子)の
み削除します。

→	OpenADS

DelJpgExif[_KT]

選択中(なければカーソル位置)の.JPGファイルからExif情報を削
除して反対パスに出力します。Exif情報がないファイルはスキッ
プします。このコマンドでは、APP1(Exif情報)を削除し、代わり
にAPP0(JFIF)を挿入しています。他のAPPセグメントは削除しま
せん。

処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

パラメータに	KT	を指定すると、ファイルのタイムスタンプを維
持します。



→	SetExifTime

DelSelMask
選択中(無ければカーソル位置)の項目を、選択マスクから外しま
す。

選択マスクが適用されていない場合は、その項目以外を選択マス

クとして新たに適用します。

→	SelMask　→	MarkMask　→	ClearMark

DelTab
現在のタブを削除します。最後に残った一つは削除できません。

タブ右上隅のマウスオーバーで削除ボタンが表示される場合、そ

れによってもタブを削除できます。

→	オプション設定	-	デザイン	-	「タブバー」
→	AddTab　→	MoveTab　→	SoloTab　→	TabDlg　→
ShowTabBar

DelTag
選択中(無ければカーソル位置)の項目のタグを削除します。
なお、複数あるタグの一部だけを削除したい場合は、SetTag	コマ
ンドを用いてください。

→	タグによるファイル管理
→	AddTag　→	SetTag　→	FindTag　→	TrimTagData

DiffDir[_AL]

「ディレクトリの比較」ダイアログを開き、左右のディレクトリ

内容を比較します。

「対象マスク」欄で対象とするファイルのマスクを、「除外マス

ク」欄で除外しいたファイルのマスクを指定できます。マスクは

;	(セミコロン)で区切って複数指定可能。
「サブディレクトリも対象とする」をチェックしていると、すべ



てのサブディレクトリのファイルも比較対象になります。

この場合、「除外」欄で除外したいディレクトリを指定できま

す。マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定可能。

パラメータに	AL	を指定すると、ダイアログを開かずに直ちに比
較を開始します。この場合、マスクは	*.*	で、除外マスク無し、
サブディレクトリも対象として比較を行います。

比較処理中は、 ESC キーで中断できます。

実行後は左右ともに結果リストになります。表示されるのは、サ

イズまたは更新日時が異なる同名ファイルと、一方にしかない

ファイルです。

左右の項目数は同じになっていて、相違箇所が「結果リストの相

違箇所背景色」で、更新日時の新しい方は「結果リストの注目箇

所背景色」)で強調されます。存在しないファイルは	「無効な項
目の文字色」で表示され(サイズと更新日時は空欄)、存在する側
の名前が「結果リストの注目箇所背景色」で強調されます。

ソートは左右とも場所(パス付きファイル名)の昇順で固定とな
り、左右のファイルの対応が常に保たれます。

カレントでカーソルを移動すると、反対側のカーソル位置もそれ

に同期し、点線カーソルが表示されます。

この状態で可能なファイル操作は、削除とコピーだけです。禁止

されている操作を行おうとすると警告が出ます。

カレントの結果リストから抜けると、反対側の結果リストも解除

されます。

→	CompareDlg　→	FindDuplDlg

DirHistory[_GA|_GS|_FM|_AC|_GC]

ディレクトリ履歴を表示します。履歴は、タブごとに、左右のリ

ストについて個別に管理されます。



パラメータに	GA	を指定すると、全体としての履歴を表示しま
す。

GS	を指定すると、全体としての履歴をソートして表示します。
FM	を指定すると、GS	と同様に全体履歴をソートして表示します
が、それらに対してインクリメンタルサーチモードで項目を絞り

込むことができます(AND/OR検索可能、Migemo	対応)。
AC	を指定すると、カレント側の履歴をすべて削除できます。ま
た	GC	を指定すると、全体としての履歴をすべて削除します。こ
れらの削除は一覧の右クリックメニューからも可能です。

なお全体としての履歴は、タブ/左右の個別履歴とは別に管理され
ており、このコマンドでの表示にのみ用いられます。GS、FM	で
履歴をソートすると、以前の並びは失われますので注意してくだ

さい。

→オプション設定	-	ディレクトリ履歴
→	BackDirHist　→	ForwardDirHist

DirStack
ディレクトリ・スタックを表示します。操作についてはディレク

トリ履歴と同様で、スタック内の任意のディレクトリに移動でき

ます。

スタックは、左右のリストで同じものを共用しています。

→	PushDir　→	PopDir　→	DirHistory

DistributionDlg[_XC|_XM|_SN][;振り分け登録ファイル名]

「振り分け」ダイアログが開きます。

設定にしたがって、カレント側で選択中(無ければすべて)の項目
を振り分けます(移動/コピー)。

パラメータに	XC	を指定すると、あらかじめダイアログで設定さ
れている内容にしたがって、確認を行わず直ちに振り分けコピー



を実行します。また、XM	では直ちに振り分け移動を実行。
パラメータに	SN	を指定すると、ダイアログを開いたときに、マ
スク/パターン欄にカーソル位置のファイル名が、振り分け先欄に
反対パスのディレクトリ名が設定されます。

パラメータに既存の	振り分け登録ファイル名	(ドライブ名がない
場合は	NyanFi	ディレクトリ相対)を指定すると、実行前に振り分
け登録ファイルが切り替わります。

例:	振り分け登録ファイル名を指定して直ちに振り分けコピー
　DistributionDlg_XC;Distribute_Nyan.INI

DotNyanDlg[_RS]

.nyanfi	ファイルの設定ダイアログが開き、カレント側ディレクト
リの.naynfi	ファイルを作成/変更/削除できます。
パラメータに	RS	を指定すると、カレント側に適用可能な	.naynfi
ファイル	がある場合、それを再度適用します。ダイアログは開き
ません。

DriveGraph[_ドライブ文字]

ドライブ使用率の推移をグラフ化する	ドライブ使用率推移	を表示
します。

パラメータにドライブ文字を指定すると、そのドライブのグラフ

が表示されます。無指定の場合は、カレント側ドライブのグラフ

が表示されます。

DriveList[_ND|_NS]

ドライブ一覧を表示します。ドライブ文字キーを押すと、そのド

ライブに移動します。

パラメータに	ND	を指定すると、ダイアログの代わりに、アクセ
ス可能なドライブを選択するポップアップメニューを表示しま



す。

また	NS	を指定すると、ND	と同様にポップアップメニューを表示
しますが、空き容量を表示しません。アクセスの遅いドライブが

ある場合、表示が速くなるかもしれません。ディレクトリ情報左

端の▼ボタンを押した場合も、このポップアップメニューが表示
されます。

→	NextDrive　→	PrevDrive　→	ChangeDrive

Duplicate[_RA]

オプション設定	-	起動時	で二重起動が許可されている場合、新た
に	NyanFi	を起動します。
パラメータに	RA	を指定すると、管理者として起動します。
→	ExitDupl　→	NextNyanFi　→	PrevNyanFi

EditHighlight
構文強調表示定義ファイル(Highlight.INI)をテキストエディタで開
きます。

定義ファイルが存在しない場合には実行できません。

EditHistory[_FF|_AC]

最近編集したファイル一覧が開き、テキストエディタで開いたテ

キストファイルの履歴が表示されます。

画面は	ViewHistory	と共用していますので、表示位置やサイズは
同じになります。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

また	AC	を指定すると、履歴をすべて削除できます(一覧の右ク
リックメニューからも可能)。

→	FileEdit　→	ViewHistory　→	TextViewer　→	RecentList



EditIniFile
現在のINIファイルをテキストエディタで開きます。
その際、「INIファイルの変更を反映するため	NyanFi	を再起動し
ますか?」という確認メッセージが出ます。
このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
→	ViewIniFile　→	FileEdit

Eject[_ドライブ文字]

CD/DVDドライブのトレイを開きます。
複数のCD/DVDドライブがある場合は、ポップアップメニューが
表示されドライブを選択できます。

またパラメータで特定のドライブを指定することも可能。

EjectDrive_ドライブ文字

パラメータで指定したドライブのデバイスを取り外します。

ファイルリストでそのドライブを使用中の場合、前のドライブに

切り替えてから取り外します。

パラメータに	.	を指定するとカレントドライブが対象になりま
す。

特定のディレクトリをマウントした仮想ドライブの場合は、それ

を解除します。

CD/DVDドライブ(OS機能によってマウントされたISOドライブを
含む)の場合は、コンテキストメニューの「取り出し」に相当する
処理を適用します。

→	DriveList

EmptyTrash
ごみ箱を空にします。

→	UseTrash　→	OpenTrash>



EqualListWidth
左右のリスト幅を均等にします。

→	WidenCurList　→	BorderLeft　→	BorderRight

ExeCommandLine[_FN|_LC]

「コマンドラインの実行」ダイアログを開きます。

コンソールアプリケーションの標準出力を取り込んで、ログに表

示、クリップボードにコピー、一覧で表示、ファイルに保存する

ことも可能です。

パラメータに	FN	を指定すると、ダイアログを開いた時に、カー
ソル位置のファイル名が自動的に入力されます。このとき、実行

ファイルではファイル名の後に空白を付加してカーソルを末尾

に、それ以外ではファイル名の前に空白を挿入してカーソルを先

頭に設定します。

また	LC	を指定すると、ダイアログを開いた時に、前回用いたコ
マンド内容を初期表示します。

→	オプション設定	-	コマンド
→	CommandPrompt　→	PowerShell　→	FileRun

ExeCommands_{コマンド[:コマンド...]	|	@[ファイル名]}

パラメータで指定したコマンドを実行します。コマンドは	:	(コロ
ン)で区切って複数指定できます。
またパラメータでのみ使える補助コマンドや制御文もあります。

パラメータの先頭が	@	の場合、コマンドファイル名の指定になり
ます。ファイル名が無く	@	だけの場合、カーソル位置が	.nbt
ファイルならそれを実行します。

パラメータの先頭が	$	の場合、追加メニューまたは外部ツールの
エイリアスとみなされます。

詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してくださ



い。

→	CmdFileList　→	DebugCmdFile

ExeExtMenu_アクセラレータキー

オプション設定	-	追加メニューで設定されているメニュー項目を
実行します。パラメータにメニューのアクセラレータキーを設定

してください。

該当する項目がサブメニューの親だった場合は、サブメニュー項

目を抽出してポップアップ表示します。この場合、非表示に設定

されている項目も表示されます。

なお、項目にエイリアスが設定されていれば、それをキーに割り

当てることも可能です。

ExeExtTool_アクセラレータキー

オプション設定	-	外部ツールで設定されている外部ツールを実行
します。パラメータにメニューのアクセラレータキーを設定して

ください。

該当する項目がサブメニューの親だった場合は、サブメニュー項

目を抽出してポップアップ表示します。この場合、非表示に設定

されている項目も表示されます。

なお、項目にエイリアスが設定されていれば、それをキーに割り

当てることも可能です。

ExeMenuFile_ファイル名

指定したメニュー定義ファイル(ドライブ名がない場合は	NyanFi
ディレクトリ相対)を読み込んで、ポップアップメニューを表示
し、選択された項目を実行します。

メニュー定義ファイルは、項目ごとに１行ずつ、タイトル、コマ

ンド、また必要ならアイコン用ファイルを、タブで区切って記述

してください。



アイコン用ファイルにドライブ名がない場合、NyanFi	ディレクト
リからの相対指定とみなされます。.exe	や	.dll	ではアイコンのイ
ンデックス番号も指定可能(例:
%WINDIR%\system32\shell32.dll,21)。なおアイコンを指定していな
くても、OpenByWin、FileEdit	コマンドや	SetExeFile	補助コマン
ドなどでファイルが指定されていたら、デフォルトでそのアイコ

ンが表示されます。

コマンドは、ExeCommands	のパラメータとして実行されます。
先頭が	@	の場合はコマンドファイル、$	の場合は追加メニューま
たは外部ツールのエイリアスとみなされます。

また	{	を指定すると、それ以降の	}	で始まる行までの間にある行
内容をコマンドと見なします(読み込み時に	:	区切りの一行に連
結)。アイコンを指定したい場合は	}	の後にタブで区切って記述し
てください。長いコマンドを複数行に分けて見やすくしたり、既

存のコマンドファイルの内容を埋め込むことも可能。

アクセラレータキーは、タイトル中に	"&"	+	英数字	という書式で
記述してください。タイトルを	"-"	(ハイフン)にするとセパレータ
になります。

タイトルの先頭が	">"	の場合、サブメニューが作られ、以降の項
目はその階層に入ります。タイトルを	"<"	とすると階層が戻りま
す。

メニュー定義ファイル内でのみ利用できるコマンドとして

EditMenuFile	があり、メニュー定義ファイル自身をテキストエ
ディタで開くことができます(FileEdit_"メニュー定義ファイル名"
と同等)。

メニュー定義ファイルの一行目に	";[MenuFile]"	と記述しておく
と、オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「メニュー定
義」をチェックすることで	OpenStandard	コマンドでもメニュー



を開けます。

例:	[TAB]	はタブ文字
;[MenuFile]

コントロールパネル(&C)	[TAB]	FileRun_control

ゴミ箱を開く(&R)							[TAB]	OpenTrash				[TAB]	%WINDIR%\system32\shell32.dll,31
>その他(&O)
		コマンドファイル					[TAB]	@Nyan.nbt
		エイリアス											[TAB]	$HogeHoge

		実行ファイル									[TAB]	OpenByWin_D:\UsrProg\Tool\Nayn.exe
		実行ファイル2								[TAB]	FileRun_"hoge	-nyan"
		URIスキーム										[TAB]	FileRun_"ms-settings:windowsupdate"
		ショートカット							[TAB]	OpenByWin_D:\UsrProg\Launch\Nyan.lnk
		サイトを開く									[TAB]	OpenByWin_"http://nekomimi.la.coocan.jp/"		
<

-

環境変数一覧(&E)							[TAB]	{
		SetExeFile_cmd

		SetExeParam_"/c	set"

		SetExeOpt_OH

		ShellExecute

		ListBuffer_環境変数一覧
}							[TAB]	hoge.ico

-

メニューを編集(&M)					[TAB]	EditMenuFile

→	ExPopupMenu　→	ContextMenu

ExeToolBtn_ボタン番号

パラメータで指定した番号(1〜)のツールボタンを実行します。
→	ToolBarDlg　→	ShowToolBar

Exit[_NS|_NX]

NyanFi	を終了します。
ワークリストが新規で無名の場合、「ワークリストに名前を付け

て保存」ダイアログが出ます。

二重起動された	NyanFi	では、INIファイルが保存されません。
なお、FTP接続中の場合、切断してから終了します。



パラメータに	NS	を指定すると、終了時に	INIファイルを保存しま
せん。

パラメータに	NX	を指定して、最初に起動された	NyanFi	で実行
すると、設定にかかわらず、二重起動された他の	NyanFi	を終了
させません。

→	Close　→	Restart

ExitDupl
二重起動された	NyanFi	をすべて終了します。
このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
→	Duplicate　→	NextNyanFi　→	PrevNyanFi

ExPopupMenu[_MN|_TL]

オプション設定	-	追加メニュー	と	オプション設定	-	外部ツール	で
設定したメニュー項目を合わせ、一つのポップアップメニューと

して表示します。

パラメータに	MN	を指定すると追加メニューのみを、また	TL	を
指定すると外部ツールのみを表示します。

→	ExeExtMenu　→	ExeExtTool　→	ExeMenuFile　→
PopupMainMenu

ExtractChmSrc
カーソル位置のHTMLヘルプファイル(.chm)からソースを抽出(デ
コンパイル)して反対パスに出力します。
処理には	Windows	の	hh.exe	を利用し、バックグラウンド・タス
クから起動します。

hh.exe	の仕様のため、出力パスの名前に半角空白が含まれている
と処理できません。

なお、7-zip64.dll	文字化け対策版(x@rgs	氏作)の7z.dll対応版を使用



すると、.chm	ファイルをアーカイブとして扱うことができます。
ソースの一部を確認したい場合には、その方が便利かもしれませ

ん。

ExtractGifBmp
選択中(無ければカーソル位置)のアニメーションGIFファイルから
ビットマップを抽出して反対パスに出力します。

出力ファイル名は、元ファイル名	+	_00n.bmp	(00n	はフレーム番
号)という形式になります。

ExtractIcon[_SI][インデックス番号]

選択中(無ければカーソル位置)の実行ファイルやDLLなどから
ラージアイコン(32×32)を抽出して反対パスに出力します。
出力ファイル名は、元ファイル名	+	_00n.ico	(00n	はアイコンのイ
ンデックス)という形式になります。
パラメータに	SI	を指定すると、スモールアイコン(16×16)を抽出
します。またインデックス番号を指定すると、そのアイコンだけ

を抽出します。

例:	7番目のスモールアイコンを抽出
　ExtractIcon_SI7

Tips 7-zip64.dll	文字化け対策版の7z.dll対応版を使用している場
合、UnPack	コマンドによってリソースを抽出できます。

ExtractImage
.mp3	または	.flac	ファイルから埋め込み画像を抽出して、反対パ
スに出力します。

出力ファイル名は、埋め込まれている画像形式にしたがって、元

ファイル名	+	.jpg	or	.png	になります。

ExtractMp3Img



.mp3ファイルから埋め込み画像を抽出して、反対パスに出力しま
す(ExtractImage	で代替可能)。
出力ファイル名は、埋め込まれている画像形式にしたがって、元

ファイル名	+	.jpg	or	.png	になります。

FileEdit[_OS|_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)のファイルをエディタで開きま
す。

拡張子に対応するイメージエディタやその他のエディタがあれば

それで開きます。そうでない場合、ファイルがテキストとみなさ

れればテキストエディタで開きます。対応するエディタが複数あ

る場合は、ポップアップメニューで選択できます。

使用するエディタの設定は	オプション設定	-	エディタ	で行ってく
ださい。

なおアーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍した

ものが開かれます。仮想ディレクトリから抜けると一時ディレク

トリのファイルは削除されますので注意してください(排他的に開
かれていると削除できず残ります)。また、最近編集したファイル
一覧にも入りません。

パラメータに	OS	を指定すると、反対側で選択されているファイ
ルも一緒に開きます。

パラメータでファイル名を指定して開くこともできます。ドライ

ブ名がない場合はカレントからの相対指定になります。

→	BinaryEdit

FileExtList[_CP]

「拡張子別一覧」ダイアログが開き、カレント以下のすべての

ファイルについて、拡張子毎のファイル数と合計サイズが一覧表

示されます。



パラメータに	CP	を指定すると、カーソル位置のディレクトリ内
のみが対象になります。[..]	ではカレント以下が対象となります
(パラメータなしの場合と同じ)。

FileListOnly[_ON|_OFF]

ファイルリストのみを表示し、それ以外の部分(プレビュー、ファ
イル情報、ログウィンドウ)を隠します。再び実行すると通常表示
に戻ります(トグル動作)。
パラメータに	ON	を指定するとファイルリストのみ表示、OFF	で
は通常表示になります。

なおファイルリストのみ表示のときにログを確認したい場

合、ViewLog	コマンドを用いてテキストビュアーで見ると便利か
もしれません。

→	ViewLog

FileRun[_ファイル名|_URIスキーム]

Windows	の「ファイル名を指定して実行」ダイアログを開きま
す。

パラメータにファイル名やURIスキームを指定すると、ダイアロ
グを開かずに直接実行します(start	コマンドを利用)。
パスが通っている場合、ファイル名のパスと拡張子を省略できま

す。

例:
　FileRun_control
　FileRun_"ms-settings:"
　FileRun_"perfmon	/rel"

→	CommandPrompt　→	ExeCommandLine　→	PowerShell

Filter[_CS[;CA]]



ファイルリストに対してフィルタによる絞り込みを行います(選択
マスク)。インクリメンタルサーチのフィルタマスク・モードと似
ていますが、フィルタ欄に入力した文字列がそのまま検索語とな

ります(IME使用可能)。
フィルタ欄で ESC または ENTER キーを押すか、フォーカスが失

われると通常動作に戻ります。

ファイルリストのカーソル移動には、 ↓ 、 ↑ (or
Ctrl + E )、 PGUP 、 PGDN キーが使えます。

インクリメンタルサーチの

Select(SelectDown)、ClearAll、ClearIncKeyword、IncSearchDown、
コマンドに割り当てられているキーでフィルタマスク・モードと

同様の動作が可能です。また	KeywordHistory	コマンドが割り当
てられているキーを押すと履歴がドロップダウン表示されます。

この場合、 ↓ 、 ↑ キーでドロップダウンの項目を選

択、 ESC 、 ENTER キーでドロップダウンが閉じます。

なお結果リストで「タグ(場所)」列が表示されている場合は、タ
グも検索対象となります(→	オプション設定	-	デザイン	-	ファイル
リスト	-	「タグ検索では「タグ」列を表示」)。

選択マスクの解除は、ClearMask	や	SelMask_CA	コマンドで行っ
てください。別のディレクトリに移動した場合にも解除されま

す。ワークリストの場合は、通常のファイルリスト表示に戻すと

解除されます。

パラメータに	CA	を指定すると、実行前に選択マスクを解除しま
す。

選択マスクが適用された状態のワークリストでは、内容の変更や

上書き保存は行えません。注意を促すため、ディレクトリ情報に

"!"	マークが表示されます。

パラメータに	CS	を指定すると、大小文字を区別します。



複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	IncSearch　→	SelMask　→	ClearMask

FindDirDlg
「ディレクトリ名検索」」ダイアログを開きます。

マスク、日付、属性、内容の条件にマッチするファイルを検索で

きます。

→	FindFileDlg　→	FindFileDirDlg　→	MaskFind

FindFileDirDlg[_NM|_FK][;R{0|1}]

「ファイル/ディレクトリ名検索」ダイアログを開きます。
マスク、検索語、日付、サイズ、属性の条件にマッチするファイ

ルおよびディレクトリを検索できます。

パラメータに	NM	を指定するとマスク欄を表示しません。また
FK	を指定すると開いたとき検索語欄にフォーカスします。

ダイアログを開いたときの「サブディレクトリも検索」のチェッ

ク状態を、パラメータであらかじめ設定しておくこともできま

す。パラメータに	R0	を指定するとチェックが外され、R1	を指定
するとチェックされます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	FindDirDlg　→	FindFileDlg　→	MaskFind

FindDuplDlg
「重複ファイルの検索」ダイアログを開きます。

対象となるファイルのうち、ハッシュ値が一致するものを重複

ファイルとみなして検索します。

ハッシュ値の取得は、同サイズのファイルについてのみ行いま



す。まず先頭32KBのハッシュ値でファイル数を絞ってから全体の
ハッシュ値をチェックします。サイズが	0	のファイルは検索され
ません。

なお「処理中...」以外のときに ESC キーを押すと中断できます。

「最大サイズ」(MB単位)を超えるものは無視されます。
「反対側も検索」をチェックしていると、反対側のパスも検索対

象になります。

「サブディレクトリも検索」をチェックしていると、階層下のす

べてのサブディレクトリも検索対象になります(「反対側も検索」
にも適用)。
「ジャンクション/シンボリックリンクを除外」をチェックしてい
ると、ジャンクションやシンボリックリンクが無視されます。

「結果リストから反対側へ反映」をチェックしていると、検索の

結果リストでカーソルを移動した際に、反対側がカーソル位置の

ファイルのパスに自動的に変更され、当該ファイルに点線カーソ

ルが表示されます。チェックしていない場合でも、CurrToOpp	コ
マンドを実行すると、個々に同様の動作が可能です。

結果リストでは、見つかった重複ファイルがセパレータで区切っ

て表示されます。ソートは場所順に固定され変更できません。

また	ReloadList	コマンドによる再検索は行われません。

→	CompareDlg　→	CompareHash

FindFileDlg[_NM|_FK][;R{0|1}][;X{0|1}][;A{0|1}][;リストファイル名]

「ファイル名検索」ダイアログを開きます。

マスク、検索語、日付、サイズ、属性の条件にマッチするファイ

ルを検索できます。結果リストに対する絞り込み検索も可能で

す。

パラメータに	NM	を指定するとマスク欄を表示しません。また
FK	を指定すると開いたときに検索語欄にフォーカスします。



ダイアログを開いたときの「サブディレクトリも検索」、「拡張

検索」、「アーカイブ内も検索」オプションのチェック状態を、

パラメータであらかじめ設定しておくこともできます。

パラメータに	R0	を指定すると「サブディレクトリも検索」の
チェックが外され、R1	を指定するとチェックされます。同様にし
て	X0/X1	で「拡張検索」、A0/A1	で「アーカイブ内も検索」の
チェック状態を設定できます。

パラメータにリストファイル名を指定すると(ドライブ名がない場
合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)、それに記述されてい
るディレクトリが検索対象となります。これによって、任意の複

数ディレクトリ内を一括検索できます。

リストファイルには、検索したいパス付きディレクトリ名(環境変
数も使用可)が一行ずつ記述してください。;	(セミコロン)で始ま
る行や空行は無視されます。また行にタブ文字が含まれている場

合、それ以降の内容は無視されます。したがってワークリストや

検索結果リストを保存したものでもかまいません。ディレクトリ

名末尾の	"\"	は無くても可、(ディレクトリとして存在しない)ファ
イル名はスキップします。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

例:	FindFileDlg_R1;X1;DirList.txt

→	FindDirDlg　→	FindFileDirDlg　→	MaskFind

FindFolderIcon
「フォルダアイコン検索」ダイアログを開きます。

SetFolderIcon	コマンドで設定されているアイコンの一覧が表示さ
れますので、検索したいアイコンをチェックボックスで選んでく

ださい。

なお一つも選択していない状態で OK ボタンや ENTER キーを押し



た場合は、カーソル位置のアイコンを検索します。

「結果リストから反対側へ反映」をチェックしていると、検索の

結果リストでカーソルを移動した際に、反対側がカーソル位置の

ディレクトリのパスに自動的に変更されます。チェックしていな

い場合でも、CurrToOpp	コマンドを実行すると、個々に同様の動
作が可能です。

なお右下隅の ∨ / ∧ ボタン( Alt + O キーでも可)で設定パネルを
開閉できます。

→	SetFolderIcon

FindHardLink[_OP]

カーソル位置のハードリンク(Link	Count>=2)と同じ実体を指して
いるファイルを列挙します(fsutil	を利用)。一覧は結果リストとし
て表示されます。

パラメータに	OP	を指定すると、結果リストでカーソルを移動し
た際に、反対側がカーソル位置のファイルのパスに自動的に変更

され、当該ファイルに点線カーソルが表示されます。無指定の場

合でも、CurrToOpp	コマンドを実行すると、個々に同様の動作が
可能です。

特定ディレクトリをマウントした仮想ドライブ内で実行した場

合、結果リストには実際の場所にあるファイルが列挙されます。

なお、システムフォルダ内では取得できない場合があります。

Tips 結果リストにあるすべてのファイルをごみ箱を使わずに削
除すれば、実体も削除できます。

→	CreateHardLink　→	CompareDlg

FindMark[_AL][;OP]



カレントパス(ディレクトリが選択されていたら、そのディレクト
リ)以下で栞マークが設定されている項目を検索します。見つかる
と結果リストが表示されます。

パラメータに	AL	を指定すると、アクセス可能なドライブにある
すべての栞マーク項目を検索します。

パラメータに	OP	を指定すると、結果リストでカーソルを移動し
た際に、反対側がカーソル位置のファイルのパスに自動的に変更

され、当該ファイルに点線カーソルが表示されます。無指定の場

合でも、CurrToOpp	コマンドを実行すると、個々に同様の動作が
可能です。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

例:	FindMark_AL;OP

なお、アーカイブ内の検索には対応していません。アーカイブ内

の栞マーク項目にアクセスしたい場合は	栞マーク一覧(MarkList)
を利用してください。

→	Mark　→	ClearMark　→	MarkList　→	NextMark　→
PrevMark

FindTag[_タグ[;タグ...]]
FindTag_*
FindTag_;

ファイルやディレクトリに設定されているタグを基に検索を行い

ます。

パラメータを指定しないと、「タグ検索」ダイアログが開きます

ので、入力欄に入力するか、一覧のチェックボックスで選択して

ください。

タグは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。大小文字は区



別されません。

「AND検索」をチェックしていると、指定したすべてのタグを含
む項目が、チェックを外すと、いずれかのタグを含む項目がマッ

チします。

「結果リストから反対側へ反映」をチェックしていると、検索の

結果リストでカーソルを移動した際に、反対側がカーソル位置の

ファイルのパスに自動的に変更され、当該ファイルに点線カーソ

ルが表示されます。チェックしていない場合でも、CurrToOpp	コ
マンドを実行すると、個々に同様の動作が可能です。

なお右下隅の ∨ / ∧ ボタン( Alt + O キーでも可)で設定パネルを
開閉できます。

結果リストに対して反対側から	Copy	コマンドを実行すると、対
象に検索タグが追加され再検索が行われます(結果リストに項目が
追加されたようになります)。結果リストから項目を除くには
DelTag	コマンドを用いてください。Delete	コマンドだと実体が削
除されてしまいます。

パラメータにタグを指定すると、ダイアログを出さずに直ちに検

索を行います。

複数のタグを指定する場合、;	(セミコロン)で区切るとAND検
索、|	で区切るとOR検索になります(混在不可)。
"*"	を指定すると、すべてのタグにマッチします。
なお、ダイアログの「結果リストから反対側へ反映」の設定が適

用されます。

例:	FindTag_Hoge|Nyan

パラメータに	;	(セミコロン)	だけを指定すると、ダイアログの代
わりにタグの入力ボックスが出ます。

複数のタグを入力する場合、;	(セミコロン)で区切るとAND検
索、|	で区切るとOR検索になります(混在不可)。



→	タグによるファイル管理
→	AddTag　→	DelTag　→	SetTag　→	TrimTagData　→	TagSelect

FindTagName[_EJ]

タグ名検索ダイアログ	を開き、カレントパスから参照できる	tags
でタグ名を検索した後、ダイレクトタグジャンプを行います。

パラメータに	EJ	を指定すると	ダイレクトタグジャンプをテキス
トエディタで(TagJumpDirect)、そうでない場合はテキストビュ
アーで(TagViewDirect)行います。

FixTabPath[_ON|_OFF]

タブを切り替えたときに、カレント側のパスが変化しないように

一時固定します。

またワークリストの状態で固定した場合、タブを切り替えても

ワークリストが切り替わりません。

このコマンドはタブ切り替えに対してのみ機能するもので、通常

のディレクトリ変更などが制限されるわけではありません。

パラメータを指定しないと、カレント側の固定/解除がトグルで切
り替わります。

パラメータに	ON	を指定すると、カレント側が固定されま
す。OFF	を指定すると、どちらかの側が固定されていた場合、そ
れが解除されます。

固定できるのはどちらか一方だけです。反対側のファイルリスト

が固定されていたら解除されます。

固定されている側のディレクトリ情報には、ピンマークが表示さ

れます。デフォルトでは絵文字の ですが、オプション設定	-	デ
ザイン	-	「固定ピン」	で変更可能です。
固定を解除すると、すべてのタブが固定前のパスに戻ります。

→	NextTab　→	PrevTab　→	ToTab



ForwardDirHist
ディレクトリ履歴を進みます。

履歴は、タブごとに、左右のリストについて個別に管理されま

す。

→オプション設定	-	ディレクトリ履歴
→	BackDirHist　→	DirHistory　→	PopDir

FTPChmod[_パーミッション]

カレントがFTP接続時のリモート側の場合、選択中(無ければカー
ソル位置)の項目のパーミッション設定を行います。
パラメータを指定しないと、「パーミッションの設定」ダイアロ

グが開きます。

パラメータに3桁8進表記のパーミッションを指定すると、ダイア
ログを出さずに直ちに設定を行います。

なお、UNIX形式のパーミッションが取得できなかったり、サーバ
が	CHMOD	コマンドに対応していなかったりした場合は設定でき
ません。

例:	FTPChmod_766

FTPConnect[_ホスト名]

「FTP接続」ダイアログを開きます。
あらかじめ登録されているホスト名をパラメータに指定すると、

ダイアログを表示しないで直ちに接続できます。

→	FTPDisconnect

FTPDisconnect
FTPホストから切断します。
→	FTPConnect

GetHash[_MD5|_SHA1|_SHA256|_SHA384|_SHA512|_CRC32]



パラメータで指定したハッシュ値またはCRCを、カーソル位置の
ファイルから取得し、ログおよびファイル情報に表示、クリップ

ボードにコピーします。

パラメータを省略した場合は	MD5	とみなします。
複数ファイルのハッシュ値をコピーしたい場合は

CopyFileName_$G(〜)	コマンドを利用してください。
→	CopyFileName　→	CompareHash　→	ToOppSameHash

GitDiff[_HD][;XT]

Gitの作業ディレクトリにいる場合、カーソル位置ファイルの差分
詳細を一覧ダイアログで表示します。

パラメータを指定しない場合はインデックスからの、HD	を指定
した場合は	HEAD	から差分が表示されます。
パラメータに	XT	を指定すると、git	に設定されている外部diff
ツールで表示します。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	Git	の利用について

GitViewer[_N履歴制限数(デフォルト=100)[;CP]]

Gitの作業ディレクトリにいる場合、Gitビュアーが表示されま
す。

ブランチ一覧、コミット履歴、差分の概略を確認でき、ブランチ

やコミットに対する操作、ステージングやコミット、Console、
GUI、diffツールの起動などを行えます。

パラメータに	N〜	を指定すると、表示するコミット履歴数を制限
できます。

パラメータを指定しないと、デフォルトの	N100	とみなされま
す。制限を外したい場合は、N0	を指定してください。
例:	GitViewer_N50



パラメータに	CP	を指定すると、カーソル位置ファイルのみにつ
いてのコミット履歴を表示します。

ビュアーで 更新 ボタンまたは F5 キーを押すと絞り込みが解除さ

れます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	Git	の利用について	-	Gitビュアー
→	RepositoryList

Grep[_検索文字列]

文字列検索(GREP)を開きます。
カレントパス以下のテキストファイルに対して、文字列検索を行

います。

またタブを切り替えることにより、文字列置換もできます。

ファイル名検索の結果リストやワークリストに対しても実行可

能。

なお、カレントで選択している項目がある場合は、それらが検索

対象となります。

パラメータに検索文字列を指定すると、文字列検索にしてそれを

設定します。

Tips 外部からカレントと検索文字列、マスクを指定して実行す
ることも可能。

NyanFi.exe	-Ld:\hoge	-CL	-XGrep_"にゃぁ":GrepSetMask_*.txt:GrepStart

→	起動時オプション
補助コマンド	→	GrepSetMask　→	GrepStart

HelpContents[_CI|_FI|_CH]

ヘルプの目次を表示します。



パラメータに	CI	を指定すると「コマンドの索引(アルファベット
順)」を、FI	を指定すると「コマンドの索引(機能別)」を、CH	を
指定すると「変更履歴」のページを表示します。

仕様上の制約により、オプション設定などのモーダルダイアログ

を開くと、それまで開いていたヘルプは一旦閉じられます。

HideSizeTime[_ON|_OFF]

サイズと更新日時を隠し、名前と種類(拡張子)のみを表示しま
す。

パラメータに	ON	を指定すると有効、OFF	で無効(通常表示)にな
ります。

パラメータを指定しない場合は、トグルで切り替わります。

なおこれは、一時的な変更で、状態は保存されません。

HomeWorkList
ホームワークリストを読み込みます。

ホームワークリストは、オプション設定	-	起動時	で指定されてい
るファイルが用いられます。

→	WorkList　→	LoadWorkList

ImageViewer[_CB|_NN]

カーソル位置のファイルをイメージビュアーで表示します。

実行ファイルやDLLの場合は、アイコンを抽出して一覧表示でき
ます。

アーカイブファイルに対して実行した場合、内部に栞マークの付

いた画像があればそれを、無ければ最初に見つかった画像を表示

します。この場合、イメージビュアーを閉じると仮想ディレクト

リから抜けます。

パラメータに	CB	を指定すると、クリップボードのビットマップ



内容を表示します。この場合、サムネイルは非表示になります。

パラメータに	NN	を指定すると、複数の	NyanFi	が起動している
場合、次の	NyanFi	のイメージビュアーで表示します(アーカイブ
やFTPは除く)。二重起動されていない場合は、自身で表示しま
す。

FTP接続時にリモート側のファイルを開いた場合、サムネイルは
非表示になります。

→	SubViewer

IncSearch[_[MM|NM][;FM[;CA]]

インクリメンタルサーチ・モードに移ります。

パラメータに	MM	を指定すると	Migemo	モードで、NM	を指定す
ると通常モードでインクリメンタルサーチに移ります。無指定の

場合は前回のモードになります。

パラメータに	FM	を指定すると、マッチした項目だけを残して表
示するフィルタマスク・モードになり、インクリメンタルサーチ

から抜けた後も結果が維持されます(選択マスク)。
なお、Filter	コマンドを用いると、フィルタマスク・モードとよ
く似た動作を、フィルタ欄に入力した文字列を検索語として行え

ます。

なお結果リストで「タグ(場所)」列が表示されている場合は、タ
グも検索対象となります(→	オプション設定	-	デザイン	-	ファイル
リスト	-	「タグ検索では「タグ」列を表示」)。

マスクの解除は、ClearMask	や	SelMask_CA	コマンドで行ってく
ださい。別のディレクトリに移動した場合にも解除されます。

ワークリストの場合は、通常のファイルリスト表示に戻すと解除

されます。

パラメータに	CA	を指定すると、実行前に選択マスクを解除でき



ます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

選択マスクが適用された状態のワークリストでは、内容の変更や

上書き保存は行えません。注意を促すため、ディレクトリ情報に

"!"	マークが表示されます。

→	オプション設定	-	コマンド
→	SelMask　→	Filter

InitialSearch
ファイルリストで頭文字サーチを行います。

デフォルトでは	 Ctrl + A 〜 Z 、 ＼ (	_	)に割り当てられています
が、オプション設定で修飾キーを変更できます。また数字キーに

よって数字や記号をサーチすることも可能です。

なお、最近編集／閲覧したファイル一覧、コマンドファイル一

覧、キー割り当て一覧、サブディレクトリ一覧(SubDirList)でも同
じキー操作で頭文字サーチが可能です。

→	オプション設定	-	コマンド

InputCommands[_EL]

入力したコマンドを	ExeCommands	のパラメータとして実行しま
す。

先頭が	@	の場合はコマンドファイルを、また	$	の場合は追加メ
ニューまたは外部ツールのエイリアスとみなし、その項目を実行

します。

コマンドは	:	(コロン)で区切って複数指定できます。パラメータに
:	が含まれる場合は、パラメータ全体をダブルクォーテーション
で囲んでください。



入力ボックスで文字列を入力すると、それが含まれる候補がド

ロップダウン表示されます(Migemo	対応)。また	"*"、"?"、"	"	のい
ずれかを入力すると、すべてのコマンドが表示されます。

またコマンドの後に	"_"	を入力すると、そのコマンドで利用でき
るパラメータの候補(一部動的なものを除く)がドロップダウン表
示されます。

候補が出ている場合、 ENTER キーを押すか項目をクリックすると

確定し、さらに ENTER キーを押すと実行されます。

DEL キーを押すと、入力されているコマンドが(複数の場合は順
次)クリアされます(パラメータ入力中は通常の文字削除)。
コンボボックスをドロップダウンすると、入力履歴を参照できま

す。

F1 キーを押すと、入力されているコマンド、またはドロップダ

ウンで選択されていコマンドについてのヘルプが表示されます。

パラメータに	EL	を指定すると、ログウィンドウへのエコー機能
が有効になり、コマンドファイルの場合、行番号が表示されます

(EchoOn_LN	に相当)。

→	CopyCmdName

InputDir[_ND|_ND2|_SD]

カレントを入力ボックスで指定したディレクトリに変更します。

"%変数名%"	という書式で環境変数も使えます。またカレントか
らの相対指定も可能です。既存のファイル名が入力された場合

は、そのディレクトリのファイル位置に移動します。

入力を行うとフルパスの補完機能が働きます。ドライブ指定がな

い場合は、カレントパスからの相対とみなして絶対パスに補完し

ます。候補がドロップダウン表示されているとき、 ENTER キーを

押すか項目をクリックするとそれが入力欄に設定されます。末尾

に	"\"	を追加するとサブディレクトが候補としてさらに表示さ



れ、前方一致で候補を絞り込めます。なお、"\"	の代わりに	"/"	も
ディレクトリ区切りとして使えます。

「→で補完」をチェックしていると、 → キーを押したときに補

完リストがドロップダウンします。チェックしていない場合は自

動的にドロップダウンしますが、空欄の場合(カレントのすべての
サブディレクトリが候補)のみ → キーでのドロップダウンとなり

ます。

補完候補が表示されていない場合、 ↓ キーで入力履歴が表示され

ます。なお、コンボボックス上の右クリックメニューで入力履歴

を削除したりできます。

この入力ボックスは、Copy_TO、Move_TO、CopyDir_TO	コマンド
などでも用いられます。

パラメータに	ND	を指定すると、ダイアログを出さずに、カレン
ト側のディレクトリ情報部分に入力コンボボックスを表示します

(補完機能無し)。ディレクトリ情報をダブルクリックすることで
も、この機能を利用できます。また	ND2	を指定すると、ドロップ
ダウンを開いた状態で入力コンボボックスを表示します。

SD	を指定すると、フォルダの参照ダイアログを表示します。こ
れは、ND	でディレクトリ情報に入力欄を表示して ... ボタンを押

した状態と同じです。

→	ChangeDir　→	ChangeRegDir　→	RegDirDlg　→
RegDirPopup　→	SubDirList　→	SubDirList

InputPathMask
パスマスクを入力します。マスクの指定は「パスマスク」ダイア

ログと同様です。マスクの先頭に	:名前:	という形でマスク名を指
定することも可能です。

マスクの履歴は	MaskSelect	コマンドと共用しています。
なお、コンボボックス上の右クリックメニューで入力履歴を削除



したりできます。

→	PathMaskDlg　→	SetPathMask　→	ClearMask　→	MaskSelect

InsSeparator
オプション設定	-	一般	-	ワークリスト	で「項目をソートしない」
をチェックしている場合、ワークリストで、カーソル位置にセパ

レータ(区切り線)を挿入します。
→	WorkItemDown　→	WorkItemUp　→	SetAlias　→	WorkList

ItemTmpDown
選択中(無ければカーソル位置)の項目を一時的に一つ下に移動し
ます。ファイルリストが更新されると元に戻ります。

なお、オプション設定	-	一般	-	ワークリスト	で「項目をソートし
ない」がチェックされているか、ワークリストにセパレータが含

まれている場合は、一時的な移動ではなく変更が保存されます。

→	WorkItemDown　→	ReloadList

ItemTmpMove
選択中の項目を一時的にカーソル位置に移動します。ファイルリ

ストが更新されると元に戻ります。

なお、オプション設定	-	一般	-	ワークリスト	で「項目をソートし
ない」がチェックされているか、ワークリストにセパレータが含

まれている場合は、一時的な移動ではなく変更が保存されます。

→	WorkItemMove　→	ReloadList

ItemTmpUp
選択中(無ければカーソル位置)の項目を一時的に一つ上に移動し
ます。ファイルリストが更新されると元に戻ります。

なお、オプション設定	-	一般	-	ワークリスト	で「項目をソートし
ない」がチェックされているか、ワークリストにセパレータが含

まれている場合は、一時的な移動ではなく変更が保存されます。



→	WorkItemUp　→	ReloadList

JoinText
「テキストファイルの結合」ダイアログが開き、選択中のテキス

トファイルを結合して反対パスに出力できます。

テンプレートを用いると、ヘッダ/フッタを付加したり、HTML→
テキスト変換を行ったりすることも可能。

→	ConvertHtm2Txt

JumpTo_ファイル名
JumpTo　　　　　　　　(結果リスト、ワークリスト)

カレント側で、パラメータで指定したファイル名の位置に移動し

ます。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。

パス名以外のファイル名部分にはワイルドカードを使用できま

す。その場合、カーソル位置から下方向に検索して見つかった位

置に移動、見つからなかったら先頭から再検索します。

例:
　JumpTo_NyanFi.exe
　JumpTo_*.ini
　JumpTo_C:\Windows\SysWOW64\*.dll

カレントが結果リストまたはワークリストの場合、パラメータを

指定せずに実行すると、カーソル位置の項目に移動します。

これを利用すると、オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	-
「結果リストでも通常動作」が有効な場合でも移動できます。

KeyList[_FF]

キー割り当て一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。



→	CmdFileList

Library[_SD|_*|_ライブラリファイル名主部]

パラメータに何も指定しないと、ライブラリファイル(.library-ms)
のあるディレクトリ(%APPDATA%\Microsoft\Windows\Libraries)
に移ります。

パラメータに	_SD	を指定すると、ダイアログでライブラリの場所
を選択して開きます。

パラメータに	*	を指定すると、ポップアップメニューでライブラ
リの場所を選択して開きます。

パラメータにライブラリファイル名主部を指定すると、その場所

を開きます(複数ある場合はポップアップメニューで選択)。
例:	Library_Documents
→	SpecialDirList　→	SubDirList

LinkToOpp[_TO]

カーソル位置のショートカット(.lnk)、シンボリックリンク、ジャ
ンクションのリンク先を反対側に開きます。

またハードリンクの場合、現在の反対側でファイルが見つかれば

そこに、なければ最初に見つかったディレクトリを開いてカーソ

ルを設定します。

パラメータに	TO	を指定すると、反対パス設定後に反対側へ移動
します。

→	CsrDirToOpp　→	CompareDlg

ListArchive[_CC|_LS|_ファイル名]

カーソル位置のアーカイブの内容一覧をログに表示します。

アーカイバDLLの	l	コマンドで得られた一覧出力をそのまま表示
しています。

取得用のバッファは1MBにしていますが、ファイル数があまりに



多い場合、途中で途切れる可能性があります。

パラメータに	CC	を指定すると結果一覧をクリップボードにコ
ピー、LS	を指定すると一覧ダイアログで表示します。
またパラメータにファイル名を指定すると結果一覧を保存できま

す。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。ディレクトリ区切りを含む場合は	\\	を用いてください。
ファイル名の指定には以下の書式文字列が使えます。

\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　カーソル位置項目のタイムスタンプ	(書式:	yyyy	年(4
桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\C　カレントのパス無しディレクトリ名
\N　カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名
\E　カーソル位置のファイル拡張子(	.	は除く)
\\　\	そのもの

例:
　ListArchive_\N_\E.txt
　ListArchive_D:\\ArchiveList\\\C_\N_\E.txt
→	TestArchive　→	ListTree

ListClipboard[_FF]

クリップボードのテキスト内容を一覧ダイアログで表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	ListText　→	TextViewer

ListDuration[_CC|_LS|_ファイル名]

選択中のオーディオ/ビデオファイルの再生時間をログに一覧表示
します。



.wav、.wma、.mp3(可能な場合)、.mid、.cda	ファイルは1/100秒単
位で、それ以外は秒単位で計算・表示します。

ディレクトリが選択されている場合は、その中にあるすべての

オーディオ/ビデオファイルが計算対象になります。中断したい場
合は ESC キーを押してください。

パラメータに	CC	を指定すると結果一覧をクリップボードにコ
ピー、LS	を指定すると一覧ダイアログで表示します。
またパラメータにファイル名を指定すると結果一覧を保存できま

す。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。ディレクトリ区切りを含む場合は	\\	を用いてください。
ファイル名の指定には、ListArchive	コマンドと同じ書式文字列が
使えます。

例:	親ディレクトリに一覧を出力
　ListDuration_..\\list_\C.txt

ListExpFunc[_CC|_LS|_ファイル名]

カーソル位置のファイル(DLLなど)のエクスポート関数一覧をロ
グに表示します。

パラメータに	CC	を指定すると一覧をクリップボードにコ
ピー、LS	を指定すると一覧ダイアログで表示します。
またパラメータにファイル名を指定すると一覧を保存できます。

ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になります。

ディレクトリ区切りを含む場合は	\\	を用いてください。
ファイル名の指定には、ListArchive	コマンドと同じ書式文字列が
使えます。

指定ファイルからパスを除いた名前の	DLL	がすでにリンクされ
ている場合、そのファイルはロードせずに、マップされているモ

ジュールから一覧を取得します。

なお	x86	のファイルには対応していません。



ListFileInfo
ShowFileInfo_SD	のエイリアス(別名)です。
カーソル位置のファイル情報をダイアログ表示します。

ダイアログでのカーソル移動などは、ファイラーやテキストビュ

アーで割り当てられているのと同じキー操作や、テキストビュ

アーで割り当てられているマウスホイール操作によって可能で

す。	ただし、2ストロークキー操作はできません。
→	ShowFileInfo　→	ShowProperty

ListFileName[_FN|_書式]

選択中(無ければカレントの全ファイル)のファイル名を、指定し
た書式で一覧ダイアログに表示します。

パラメータに	FN	を指定すると、パス名を除いたファイル名部分
のみを表示します。

書式には、CopyFileName	コマンドと同じ書式文字列が使えま
す。

一覧で Enter キーを押すと、ダイアログを閉じてそのファイル位

置に移動します(選択項目があればファイルリストに反映)。

例:	HTML文書のタイトルを一覧表示
　ListFileName_"$B	$R(title)"

→	CopyFileName　→	CopyDir　→	ListTree

ListLog[_[FF][;EO]]

現在のログ内容を一覧ダイアログで表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

EO	を指定すると、ログの中からエラー箇所を絞り込んで表示し
ます。一覧の右クリックメニューでも「エラー箇所の絞り込み」

を切り替え可能。



複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	ViewLog

ListNyanFi[_CC|_LS|_ファイル名]

NyanFi	についての情報をログに表示します。
NyanFi、アーカイバDLL、Migemo、WIC	などについての詳細が
一覧表示されます。

パラメータに	CC	を指定すると一覧をクリップボードにコ
ピー、LS	を指定すると一覧ダイアログで表示します。
またパラメータにファイル名を指定すると一覧を保存できます。

ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になります。

ディレクトリ区切りを含む場合は	\\	を用いてください。
ファイル名の指定には、ListArchive	コマンドと同じ書式文字列が
使えます。

ListTail[_[R][行数][;TE][;FF][;/見出しパターン/][;ファイル名]]

カーソル位置のテキストファイルの末尾から指定行数分を一覧ダ

イアログで表示します。

表示部分のみを読み込むので、巨大なログファイルなどもすばや

く確認できます。またフィルタによる絞り込み表示が可能。

パラメータで行数を指定しない場合、デフォルトの100行になりま
す。

行数の頭に	R	を付けると、逆順で表示します。
パラメータに	TE	を指定すると、テキストの最後尾に移動しま
す。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

パラメータに見出しパターン(正規表現)を指定すると、それが



マッチする行が「見出しの文字色」で表示されます。なお見出し

パターンを指定しない場合、構文強調表示定義ファイルで定義さ

れた見出しパターンや、ユーザ定義文字列一覧で設定された拡張

子に対する見出しパターンがあれば、それを用いて強調表示を行

います。

パラメータに特定のファイル名を指定して直接開くこともできま

す。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。また、ファイル名は最後に指定してください。

ダイアログで「監視」をチェックすると、ファイルの変化を監視

して表示を自動的に更新することもできます(監視間隔=1秒)。ま
た、「通知」をチェックしていると、ファイルが変化(フィルタ中
なら表示内容が変化)したときに、オプション設定	-	通知・確認で
「ファイル監視の通知音」で設定されている通知音が鳴ります。

例:	末尾から50行を逆順で表示し、フィルタ欄にフォーカス
　ListTail_R50;FF
例:	指定ファイルの末尾200行を表示し、最後尾に移動
　ListTail_200;TE;D:\data\hoge.txt

→	WatchTail　→	ViewTail

ListText[_[FF][;EO][;/見出しパターン/][;ファイル名]]

カーソル位置のテキストファイルを一覧ダイアログで表示しま

す。

表示処理などが単純な分、テキストビュアーよりも高速に動作し

ます。またフィルタによる絞り込み表示が可能。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

カーソル位置が	NyanFi	のログファイル(tasklog*.txt)の場合、パラ



メータに	EO	を指定するとエラー箇所を絞り込んで表示します。
また、一覧の右クリックメニューでも「エラー箇所の絞り込み」

を切り替え可能。なお、ログファイル以外の場合	EO	は無視され
ます。

パラメータに見出しパターン(正規表現)を指定すると、それが
マッチする行が「見出しの文字色」で表示されます。なお見出し

パターンを指定しない場合、構文強調表示定義ファイルで定義さ

れた見出しパターンや、ユーザ定義文字列一覧で設定された拡張

子に対する見出しパターンがあれば、それを用いて強調表示を行

います。

パラメータに特定のファイル名を指定して直接開くこともできま

す。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

例:	カーソル位置のファイルを表示。●で始まる行は見出しとして
強調。

　ListText_/^●/
例:	カレントの	tasklog.txt	のエラー箇所を表示し、フィルタ欄に
フォーカス

　ListText_FF;EO;tasklog.txt
→	ListLog　→	ListClipboard　→	ListTree

ListTree[_ディレクトリ名]

カレント以下のディレクトリ構造を一覧ダイアログでツリー表示

します。

ディレクトリを選択している場合、それらの階層下だけが対象と

なります。

またアーカイブファイルを選択している場合は、仮想ディレクト



リとしてツリー表示します。

基準となるディレクトリ名をパラメータで指定することもできま

す。

ExeCommands	コマンドのパラメータ区切り文字との混同を避け
るため、ルートディレクトリの場合は	:	の後に	\	を付けてくださ
い。"%変数名%"	という書式で環境変数も使えます。なおドライ
ブ名がない場合はカレントからの相対指定となります。

表示内容を右クリックメニューの「一覧をファイルに保存」で保

存した場合、それを	ListText	コマンドで表示すると	ListTree	コマ
ンドの場合と同様の表示/操作が可能になります。

なおフィルタで絞り込んだ場合、ツリー構造が崩れないように階

層の抜けが補われます。

→	ListFileName　→	ListText

LoadBgImage[_ファイル名]

カーソル位置の画像ファイル(メタファイルは除く)を背景画像と
して読み込みます。

→	オプション設定	-	デザイン	-	「背景画像表示」	で「2画面にわ
たって表示」が選択されている場合は画像1に、「それぞれに表
示」が選択されている場合は、左側なら画像1に、右側なら画像2
に読み込まれます。

パラメータにファイル名を指定すると直接開けます(ドライブ名が
ない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。
→	BgImgMode

LoadResultList[_ファイル名]

SaveAsResultList	コマンドで保存しておいたファイルを読み込
み、結果リストとして表示します。



パラメータでファイル名を指定することも可能(ドライブ名がない
場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。

読み込みの際に存在しない項目は自動的に削除されます(UNCパス
が含まれる場合は要注意)。
表示されたリストは通常と同様に扱えますが、ReloadList	コマン
ドによる再検索はできません(フォルダアイコン検索は除く)。

→	SaveAsResultList　→	SelByList

LoadTabGroup[_ファイル名]

SaveAsTabGroup	コマンドで保存しておいたタブグループ・ファ
イルを読み込んで、タブの状態を復元します。

パラメータでファイル名を指定することも可能(ドライブ名がない
場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。

なお、読み込む前に別のタブグループを用いていた場合、直前の

状態が自動的に保存されますます。

→	SaveAsTabGroup　→	SaveTabGroup

LoadWorkList[_ファイル名]

ワークリストを選択して読み込みます。

直前に使用していたワークリストは自動的に保存されます(無名
だった場合は「ワークリストに名前を付けて保存」ダイアログが

出ます)。
なお保存しようとした時点で、当該ワークリスト・ファイルのタ

イムスタンプが変化していたら、保存せずに変更内容を破棄する

かを確認するメッセージが出ます。

パラメータにファイル名を指定すると直接開けます(ドライブ名が
ない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。
→	SaveWorkList　→	SaveAsWorkList　→	NewWorkList



LockComputer[_MO]

コンピュータをロックします。

パラメータに	MO	を指定すると、1秒後にディスプレイの電源を
切ります。

→	LockKeyMouse　→	MonitorOff

LockKeyMouse[_解除ワード]

キーボードおよびマウスをロックします。

オプション設定	-	デザイン	-	モーダル表示効果	を有効にしている
と、デスクトップ全体が半透明のスクリーンで覆われます。

ロック解除は、パラメータで指定した解除ワードで行います。使

用できるのは英数字のみで、大小文字は区別されません。文字数

は任意です。

無指定の場合は ESC キーで解除できます。

Ctrl + Alt + Del キーは無効化されません。解除ワードを忘れた

り、エラーで復帰できなくなったりした場合は、一旦サインアウ

トしてください。

→	LockComputer　→	MonitorOff

LockTextPreview[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、テキストプレビューのロック/解除
をトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定するとロック、OFF	で解除になります。
ロックされると、別のファイルにカーソルを移動しても、表示内

容がそのまま保持されます。

切り替えは、テキストプレビューの右クリックメニューからも可

能。また、プレビュー下部のロック表示をダブルクリックすると

解除されます。



LogFileInfo
選択中(無ければカーソル位置)の項目のファイル情報をログに出
力します。

オプション設定	-	一般2	-	ファイル情報	の「アーカイブ内の情報を
表示(一時解凍)」、「情報を取得しない拡張子」、「RARの情報
取得をサイズで制限する」の設定は無視されます。

→	ShowFileInfo　→	ListFileInfo　→	ShowProperty

Mark[_IM|_ND|_メモ]

カーソル位置の項目に栞マークを設定ます。すでに栞マークが設

定されている場合は解除します。

栞マークは、栞マーク一覧などで参照できます。

パラメータに	IM	を指定すると、項目に栞マークを設定するとと
もに、入力ボックスでメモを設定できます。パラメータでメモ内

容を直接指定することも可能。なおメモ設定時は、実行後にカー

ソルを下に移動しません。

パラメータに	ND	を指定すると、実行後にカーソルを下に移動し
ません。

→	ClearMark　→	NextMark　→	PrevMark　→	MarkList　→
FindMark　→	SelMark　→	MarkMask

MarkList[_FF]

栞マーク一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	Mark　→	ClearMark　→	FindMark

MarkMask[_CA]

栞マーク項目だけを残して他を隠します(栞マーク項目に対する選



択マスク)。栞マーク項目がない場合は何もしません。
マスクを解除するには、パラメータに	CA	を指定してくださ
い。ClearMask	や	SelMask_CA	コマンドでも解除できます。ま
た、別のディレクトリに移動した場合にも解除されます。

→	Mark　→	SelMask　→	DelSelMask　→	ClearMark　→
ClearMask

MaskFind_マスク[\]

カレントパスまたは選択ディレクトリ以下で、指定マスクにマッ

チする項目を検索します。マスクの末尾が	\	の場合はディレクト
リに、そうでない場合はファイルにマッチします。ファイル名検

索、ディレクトリ名検索	でマスクのみ指定した場合と同様になり
ます。見つかるとカレント側に結果リストが表示されます。

→	FindFileDlg　→	FindDirDlg

MaskSelect[_[!]マスク[\][;[!]マスク[\]...]]

指定マスクにマッチする項目を選択します。マスクは	;	(セミコロ
ン)で区切って複数指定できます。
マスクの末尾が	\	の場合はディレクトリに、そうでない場合は
ファイルにマッチします。

マスクの先頭に	!	があると、それ以外のファイルまたはディレク
トリが選択されます。ファイルとディレクトリに対して別々に適

用されますので、例えば	!*.txt	だけを指定した場合、*.txt	以外の
ファイルが選択されますがディレクトリは選択されません。

なお、コンボボックス上の右クリックメニューで入力履歴を削除

したりできます。

パラメータにマスク文字列を指定すると、ダイアログを出さずに

そのマスクで直ちに選択します。

例:	ZIP	と	7z	のアーカイブを選択
　MaskSelect_*.zip;*.7z



例:	temp	以外のディレクトリと、*.bak	以外のファイルを選択
　MaskSelect_!temp\;!*.bak

→	MatchSelect　→	SelMask　→	DateSelect

MatchSelect_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]]

名前に指定文字列が含まれている項目を選択します。

文字列は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。大小文字は
区別されません。指定文字列を	/	で囲むと正規表現パターンとみ
なされます。

また、文字列や正規表現パターンに	\N	という書式文字列が含まれ
ていると、カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名

に置換して用いられます。

なおコンボボックス上の右クリックメニューで、入力履歴を削除

したり正規表現を参照したりできます。

パラメータを指定すると、ダイアログを出さずに直ちに選択しま

す。

例:	4桁の数字を含む項目を選択
　MatchSelect_/\d{4}/
例:	カーソル位置のファイルと名前主部が同じファイル(連番付き
を含む)を選択
　MatchSelect_/^\N([	_\-([]*\d+[)\]]*)*\./

→	MaskSelect　→	SelMask　→	DateSelect　→	TagSelect　→
SelSameName

MenuBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、メニューバーの表示/非表示をトグ
ルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。



→	オプション設定	-	デザイン	-	「メニューバーを表示」
→	PopupMainMenu

MonitorOff[_LK]
MonitorOff_KM[;解除ワード]

ディスプレイの電源を切ります。

パラメータに	LK	を指定すると、ディスプレイの電源を切る前に
コンピュータをロックします。

パラメータに	KM	を指定すると、ディスプレイの電源を切る前に
キーボードおよびマウスをロックします。

オプション設定	-	デザイン	-	モーダル表示効果	を有効にしている
と、デスクトップ全体が半透明のスクリーンで覆われます。

ロック解除は、パラメータで指定した解除ワードで行います。使

用できるのは英数字のみで、大小文字は区別されません。文字数

は任意です。

無指定の場合は ESC キーで解除できます。

例:	キーボード/マウスをロック、 3 3 1 で解除

　MonitorOff_KM;321

→	LockComputer　→	LockKeyMouse

Move[_SO|_OP|_TO|_SD|_SS]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を反対パスに移動します。
移動処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

パラメータに	SO	を指定すると、選択されている項目のみを移動
します。

パラメータに	OP	を指定すると、移動終了後、反対側の移動先に
移ったときのカーソル位置が最初に移動したファイルに設定され

ます。移動終了時、すでに反対側に移っていた場合は、カーソル



移動が行われません。

また	OP2	を指定すると、バックグラウンド・タスク実行中に移動
先ディレクトリの変化が検出されると、そのリストのカーソル位

置が、その時点で移動が終わっているファイルに逐次設定され、

タスク終了時には最後に移動したファイルに設定されます。

パラメータに	TO	を指定すると、反対パスではなく、入力ボック
ス(→	InputDir)で指定したディレクトリが移動先になります。こ
のとき存在しないディレクトリを指定すると、確認メッセージが

出てそれを新規作成できます。

パラメータに	SD	を指定すると、フォルダの参照ダイアログで移
動先を選択できます。

パラメータに	SS	を指定すると、カレントのサブディレクトリを
移動先として選択するダイアログが開きます。最初の	..	を選ぶと
親ディレクトリに移動します。

→	オプション設定	-	一般	-	コピー動作
→	MoveTo　→	Copy　→	CopyTo

MoveTab_PR|_TP|_ED

現在のタブの位置を移動します。

パラメータが指定されていないと、一つ次の位置に移動(交換)し
ます。

パラメータに	PR	を指定すると一つ前、TP	では先頭、TP	では最
後に移動します。

なお、タブの移動はドラッグ＆ドロップでも可能です。

→	AddTab　→	DelTab　→	SoloTab　→	MoveTab　→
ShowTabBar

MoveTo_ディレクトリ名

選択中(無ければカーソル位置)の項目を指定ディレクトリへ移動



します。

ディレクトリ名には、"%変数名%"	という書式で環境変数も使え
ます。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定になりま

す。

例:	親ディレクトリに移動
　MoveTo_..
→	Move　→	Copy　→	CopyTo

MuteVolume[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、音量ミュートをトグルで切り替え

ます。

パラメータに	ON	を指定するとミュート、OFF	で解除になりま
す。

NameFromClip[_[RC][;書式]]

カーソル位置項目の名前を、クリップボードの内容に変更しま

す。

文字列が引用符で囲まれていたら外します。ドライブ名やディレ

クトリ名が含まれている場合、ファイル名部分のみを抽出して用

います。また、前後の制御文字や空白は取り除き、複数行の場合

は空でない最初の行内容を用います。

パラメータに	RC	を指定すると、名前の変更ダイアログの「ファ
イル名主部の文字置換」で設定されている置換内容を適用しま

す。

パラメータで改名の書式を指定することもできます。以下の書式

文字列が使え、クリップボードのかかわらない簡単な改名も可能

です。

\A　元のファイル名主部
\E　元の拡張子(	.	は除く)



\CA　クリップボード内のファイル名主部
\CE　クリップボード内の拡張子(	.	は除く)

例:
　NameFromClip_RC;\CA.\E
　NameFromClip_\A.\E.bak

→	CopyFileName

NameToLower
選択中(無ければカーソル位置)の項目のファイル名を小文字化し
ます。

NameToUpper
選択中(無ければカーソル位置)の項目のファイル名を大文字化し
ます。

NetConnect
「ネットワークドライブの割り当て」ダイアログを開きます。

NetDisconnect
「ネットワークドライブの切断」ダイアログを開きます。

NewFile
あらかじめ用意したテンプレートをカレントパスにコピーして、

新規ファイルを作成します。

... ボタンでテンプレートを選択するとコンボボックスに追加され

ます。

作成するファイルの名前は、必要に応じて変更してください。

「作成後に実行するコマンド」を設定しておくと、それが

ExeCommands	のパラメータとして実行されます。
→	NewTextFile



NewTextFile[_名前]

カレントパスに新規テキストファイルを作成します。

ファイル名の拡張子を省略すると	.txt	が付加されます(代替データ
ストリーム一覧の場合は除く)。
「クリップボードから貼り付け」をチェックしていると、クリッ

プボードのテキスト内容をファイルに出力します(Paste_EX	コマ
ンドでも可能)。
文字コードはコンボボックスで選択できます。

「エディタで開く」チェックしていると、作成したファイルをテ

キストエディタで開きます。

パラメータを指定すると、入力ボックスを出さずにその名前で直

ちにファイルを作成します。名前の指定には以下の書式文字列が

使えます。

\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　カーソル位置項目のタイムスタンプ	(書式:	yyyy	年(4
桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\C　カレントのパス無しディレクトリ名
\N　カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名
\E　カーソル位置のファイル拡張子(	.	は除く)
例:	NewTextFile_hoge\DT(yymmdd).txt　→　hoge180918.txt

→	NewFile　→	Paste

NewWorkList
新規に空のワークリストを作成して表示します。

新規ワークリストは無名ですので、保存するには	SaveAsWorkList
コマンドを用いてください。

→	LoadWorkList



NextDrive
利用可能な次のドライブに移ります。

→	PrevDrive　→	ChangeDrive　→	DriveList

NextMark
次の栞マーク項目へ移動します。下方向で見つからなかった場合

は先頭から探します。

→	PrevMark　→	Mark　→	ClearMark　→	FindMark

NextNyanFi[_DN]

複数起動されている場合、次の	NyanFi	をアクティブにします。
パラメータに	DN	を指定すると、複数起動されていない場合、新
たに	NyanFi	を二重起動します。
→	PrevNyanFi　→	ToNextOnRight　→	ToPrevOnLeft　→
Duplicate

NextSameName
カーソル位置とファイル名主部が同じ次のファイルへ移動しま

す。下方向で見つからなかった場合は先頭から探します。

→	SelSameName

NextSelItem
CursorDown_SL	のエイリアス(別名)です。
次の選択項目にカーソル移動します。

→	CursorDown

NextTab
次のタブに移ります。

通常のファイルリストの選択状態(ワークリストのセパレータは除
く)は、タブ切り替え時に待避/復元されます。
→	PrevTab　→	ToTab　→	FixTabPath



OpenADS
カーソル位置の項目の代替データストリーム一覧を仮想リストと

して開きます。

仮想リストに対しては、コピー、削除、閲覧、編集(アプリケー
ションが対応している場合)などの基本的な操作が可能ですが、移
動や改名、実行、各種変換などはできません。

また独自の関連付け(OpenByApp)では開けますが、Windowsの関
連付け(OpenByWin)では開けません。
テキストや通常の画像はプレビュー可能ですが、動画、アイコ

ン、カーソル、フォントなどはプレビューできません。

代替データストリームは、NTFSでないと利用できません。他の
ファイルシステムにファイルをコピーすると、代替データスト

リームは失われます。

同名ファイルで上書きコピーした場合、代替データストリームも

上書きされます。代替データストリームを持たないファイルで上

書きすると、元あった代替データストリームはすべて失われま

す。

ディレクトリをコピーした場合、代替データストリームはコピー

されません。別途コピーしてください。

→	DeleteADS

OpenByApp[_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を、独自の関連付けで開き
ます。関連付けは、オプション設定	-	関連付けで行ってくださ
い。一つの拡張子に対して複数の関連付けが設定されていると、

ポップアップメニューで選択できます。

アーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍したもの

が開かれます。仮想ディレクトリから抜けると一時ディレクトリ

のファイルは削除されますので注意してください(排他的に開かれ



ていると削除できず残ります)。
パラメータにファイル名を指定すると直接開けます。ドライブ名

がない場合はカレントからの相対指定になります。

→	オプション設定	-	コマンド
→	OpenByWin　→	OpenStandard

OpenByExp[_ディレクトリ名|_"CLSID"|_"shell:コマンド"|_/コマンドライ
ン・オプション]

カーソル位置のディレクトリをエクスプローラで開きます。[..]	の
場合はカレントパスが開かれます。

カーソル位置がファイル場合は、カレントパスを開いて、その

ファイルを選択状態にします。

パラメータにディレクトリ名を指定すると直接開けます。ルート

ディレクトリの場合は	:	の後に	\	を付けてください。"%変数名%"
という書式で環境変数も使えます。なおドライブ名がない場合は

カレントからの相対指定となります。

CLSID	や	shell	コマンドを指定することも可能です。またパラ
メータが	/	で始まる場合、エクスプローラのコマンドライン・オ
プションとみなしてそのまま渡します。

例:	マイドキュメント
　OpenByExp_"::{450D8FBA-AD25-11D0-98A8-0800361B1103}"
例:	プリンター
　OpenByExp_"shell:PrintersFolder"
例:	設定
　

OpenByExp_"shell:AppsFolder\Windows.ImmersiveControlPanel_cw5n1h2txyewy!microsoft.windows.immersivecontrolpanel"
例:	指定ディレクトリをルートとして開く
　OpenByExp_/root,D:\qx2

→	OpenCtrlPanel



OpenByWin[_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を、Windowsの関連付けで開
きます。

アーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍したもの

が開かれます。仮想ディレクトリから抜けると一時ディレクトリ

のファイルは削除されますので注意してください(排他的に開かれ
ていると削除できず残ります)。
パラメータでファイル名を指定して開くこともできます。ドライ

ブ名がない場合はカレントからの相対指定になります。

またパラメータが、"http://"、"https://"、"mailto:"	で始まる場合、
URLやアドレスとして開けます。
→	オプション設定	-	コマンド
→	OpenByApp　→	OpenStandard

OpenCtrlPanel[_GM]

OpenByExp_"shell:ControlPanelFolder"	のエイリアス(別名)で、コン
トロールパネルを開きます。

パラメータに	GM	を指定すると、OpenByExp_"shell:::
{ED7BA470-8E54-465E-825C-99712043E01C}"	のエイリアスとな
り、GodMode	で開きます。
→	OpenByExp

OpenGitURL
カーソル位置項目のGitリモートリポジトリURL(https://〜)を取得
してブラウザで開きます。

GitHub、GitLab、BitBucket	では多分大丈夫だと思います。
.gitignore	の内容は考慮していませんので注意してください。

基準となるURLは、カレントから上位階層へと検索して見つかっ
た	.git\config	ファイルから取得します。一度取得した情報は、



ファイルのタイムスタンプが変化しない限り再利用します。

→	Git	の利用について	→	GitViewer

OpenStandard[_ファイル名|_ディレクトリ名]

カーソル位置の項目に対し、 Enter キーによる標準の動作を行い

ます。

・実行可能なファイルは実行します(仮想ディレクトリ内は除
く)。
・画像ファイルやアイコンファイルはイメージビュアーで表

示。

・サウンドファイル(.wav、.wma、.mp3、.mid)は秒数制限で再
生。

・対応可能なアーカイブは仮想ディレクトリとして開きます。

・.nwl	ファイルはワークリストとして開きます。
・コマンドファイル(.nbt)へのショートカット(.lnk)は
ExeCommands	コマンドで実行。
・ディレクトリやディレクトリへのショートカット(.lnk)は、そ
こへ移動。

・ライブラリファイル(.library-ms)は登録場所を開きます(複数
ある場合はポップアップメニューで選択)。
・オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「タブグルー
プ」をチェックしていると、タブグループ・ファイルを

LoadTabGroup	コマンドで開きます。
・オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「メニュー定
義」をチェックしていると、メニュー定義ファイル(一行目が	";
[MenuFile]")	を	ExeMenuFile	コマンドで開きます。
・オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「結果リスト」
をチェックしていると、結果リストファイル(一行目が	";
[ResultList]")	を	LoadResultList	コマンドで開きます。



・それ以外のファイルはビュアーでテキストまたはバイナリ表

示します。

・FTP接続時のリモート側では、ディレクトリの変更のみ可能
です。

オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で、特定のファイル拡
張子に対し、標準とは異なる動作

(OpenByWin、OpenByApp、TextViewer、FileEdit、BinaryEdit、ExeCommands
を指定することも可能です。

xd2txlib.dll	を利用して	.docx、.pptx、.xlsx	ファイルをテキスト表
示したい場合は、これらの拡張子に対して「テキストビュアーで

開く(TextViewer)」を設定してください。

パラメータでファイル名またはディレクトリ名を指定して開くこ

ともできます。ドライブ名がない場合はカレントからの相対指定

になります。

カレントが通常のファイルリストではない場合、それを解除して

からファイルを開きます。なお検索中は実行できません。

.mp3	の場合ID3タグの内容によっては再生できない場合がありま
すが、適切なコーデックを別途インストールすれば再生できるよ

うになります(ADVANCED	Codecs	など)。

→	オプション設定	-	コマンド
→	オプション設定	-	一般2	-	サウンド再生	-	「再生制限」
→	OpenByApp　→	OpenByWin　→	SyncLR

OpenTrash
ごみ箱をエクスプローラで開きます。

→	UseTrash　→	EmptyTrash　→	OpenByExp

OptionDlg[_GN|_G2|_MO|_DS|_FC|_TV|_IV|_ED|_KY|_AC|_XM|_XT|_ST|_NT|_CM|_EV]



「オプション設定」ダイアログを開きます。

パラメータを指定すると特定のタブを開くことができます。パラ

メータとタブの対応は次の通りです。GN:	一般、G2:	一般2、MO:
マウス操作、DS:	デザイン、FC:	フォント・配色、TV:	テキスト
ビュアー、IV:	イメージビュアー、ED:	エディタ、KY:	キー設
定、AC:	関連付け、XM:	追加メニュー、XT:	外部ツール、ST:	起
動時、NT:	通知・確認、CM:	コマンド、EV:	イベント。
このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。

ダイアログを開く直前に、画面が通常のファイルリスト表示に戻

りますので注意してください。FTPも切断されます。

Pack[_アーカイブ名]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を圧縮して、反対パスに
アーカイブを作成します。

ダイアログで必要な設定を行ってください。なお、?	を含むパラ
メータを指定しない場合、カーソル位置のファイル名主部がデ

フォルトのアーカイブ名となります。

フォーマットは、ZIP、7z、TAR	に対応しています(要	7-
zip64.dll、tar64.dll)。

高い圧縮レベルを用いたり巨大なファイルを扱ったりすると、

アーカイバDLLでエラーが発生する可能性があります。そのよう
な場合は外部ツールを利用することをおすすめします。コマンド

ライン版の	7z.exe	などを登録して用いるのもよいかもしれませ
ん。

各アーカイバDLLに渡すコマンドラインにスイッチオプションを
追加指定したい場合は、追加スイッチ	に記述してください。指定
した内容は、規定スイッチオプションの末尾(構文解析停止の直
前)に挿入されます。なお、オプション設定	-	一般2	-	ログ	の「デ
バッグ情報」をチェックしていると、実際に渡されたコマンドラ



インを確認できます。

例:	7z	でソリッドモードをオフにする。
-ms=off

パラメータにアーカイブ名(拡張子付)を指定すると、ダイアログ
を出さずに(?	を含む場合は除く)、拡張子に対応したフォーマット
ですぐにアーカイブを作成します。この場合、圧縮形式や追加ス

イッチは、ダイアログで前回指定された内容が用いられます。

アーカイブ名の指定には以下の書式文字列が使えます。

\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　カーソル位置項目のタイムスタンプ	(書式:	yyyy	年(4
桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\C　カレントのパス無しディレクトリ名
\N　カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名
\E　カーソル位置のファイル拡張子(	.	は除く)
?	　指定アーカイブ名をデフォルトとしてダイアログを表示

例:カーソル位置の名前に現在の日付を付けてアーカイブ(zip)を作
成

　Pack_\N_\DT(yymmdd).zip
例:カレントディレクトリをデフォルト名(zip)としてダイアログを
開く

　Pack_\C.zip?

ZIP、7z、LHA、TAR	では空のディレクトリも格納されま
す。CAB	は、その仕様上、空のディレクトリは格納できませ
ん。

ディレクトリのみを選択している場合に「ディレクトリごとに個

別作成」をチェックすると、ディレクトリごとに「ディレクトリ

名	+	拡張子」の名前でアーカイブを個別に作成します。



その際「対象ディレクトリも含める」をチェックしているとその

ディレクトリごと、そうでなければディレクトリ内の対象を圧縮

します。

「同名アーカイブがある場合の処理」で、「既存内容に追加」(同
名ファイルは上書き)または「削除して新規作成」のいずれかを選
択できます。

また「確認」をチェックしていると、同名アーカイブがある場合

に確認メッセージが出ます。

→	PackToCurr　→	UnPack

PackToCurr[_アーカイブ名]

選択中(無ければカーソル位置)の項目を圧縮して、カレントパス
にアーカイブを作成します。作成先以外は	Pack	と同じです。
→	Pack　→	UnPackToCurr

PageDown
カーソルを1ページ下に移動します。
→	PageUp

PageDownSel
選択しながらカーソルを1ページ下に移動します。
→	PageUpSel

PageUp
カーソルを1ページ上に移動します。
→	PageDown

PageUpSel
選択しながらカーソルを1ページ上に移動します。
→	PageDownSel



Paste[_CL|_EX]

CopyToClip(CutToClip)コマンドを実行した対象や、エクスプロー
ラなどでコピー(切り取り)した対象をカレントにコピー(移動)しま
す。

コピー(移動)はバックグラウンド・タスクで行われます。

パラメータに	CL	を指定すると、コピーの場合に同名のファイル
や同一パスの同名ディレクトリがあると、オプション設定	-	一般	-
コピー動作の「同名時の自動改名書式」にしたがってクローン化

を行います。

対象がディレクトリの場合、Clone	コマンドとは異なり同一パス
の同名でなければ通常のコピーになります。

なお移動の場合は、このパラメータは無視されます。

パラメータに	EX	を指定すると、クリップボードの内容がテキス
トの場合は	NewTextFile	コマンド、画像の場合は
ConvertImage_CB	コマンドを利用して新規ファイルを作成しま
す。

それ以外の場合、このパラメータは無視され通常動作になりま

す。

→	CopyToClip　→	CutToClip　→	Clone　→	CloneToCurr　→
NewTextFile　→	ConvertImage

PathMaskDlg[_ND]

「パスマスク」ダイアログを開きます。

割り当てられているキーを押すと、そのマスクがカレントパスに

適用されます。

マスクの編集・追加もこのダイアログで行えます。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定可能。マスクの先頭に
!があると除外。また	*	を指定するとマスク解除になります。マス



クの末尾が	\	の場合はディレクトリとみなされます

例:	テキストファイルのみ表示、ディレクトリは非表示
　*.txt;!*\

なお右下隅の ∨ / ∧ ボタン( Alt + O キーでも可)で設定パネルを
開閉できます。

パラメータに	ND	を指定すると、ダイアログの代わりに、マスク
を選択するポップアップメニューを表示します。

→	InputPathMask　→	SetPathMask　→	ClearMask　→	SelMask

PauseAllTask[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、すべてのタスクの一旦停止/再開を
トグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると一旦停止、OFF	で再開になりま
す。

→	TaskMan　→	CancelAllTask　→	Suspend

PlayList[_RP|_SF|_SR][;ディレクトリ名|リストファイル名]

PlayList[_NX|_PR|_PS|_RS|_FI|_LS]

選択中の項目からサウンドファイル(.wav、.wma、.mp3、.mid)の
プレイリストを作成して再生します。ディレクトリが選択されて

いる場合はその中のサウンドファイル(サブディレクトリを含む)
が、リストファイル(ファイル/ディレクトリ名を列挙したテキス
トファイル、ワークリストも可)が選択されている場合はその内容
がプレイリストに追加されます。

パラメータに	RP	を指定するとリピート、SF	でシャッフル、SR
でシャッフル・リピート再生になります。

パラメータでディレクトリ名やリストファイル名を指定すること

もできます。リストファイル名にドライブ名がない場合は	NyanFi



ディレクトリからの相対指定となります。再生モードも指定する

場合は、間に	;	(セミコロン)を入れてください。
プレイリストの再生中、パラメータに	NX	を指定すると次曲、PR
で前曲、PS	で一時停止、RS	で再開となります。
またパラメータに	FI	を指定すると再生中のファイル情報をダイア
ログ表示、LS	を指定すると再生中のプレイリストが一覧ダイアロ
グで表示されます。この場合、シャッフル再生中だと一覧もその

ときのシャッフルされた状態で表示されます。

選択中の項目が何もなく、パラメータも無指定の場合、プレイリ

ストの再生を終了します。

なおこのコマンドは、OpenStandard	コマンドや	PlaySound	補助
コマンドによる再生とは独立して動作します。

.mp3	の場合ID3タグの内容によっては再生できない場合がありま
すが、適切なコーデックを別途インストールすれば再生できるよ

うになります(ADVANCED	Codecs	など)。

例:	選択項目をシャッフル・リピート再生
　PlayList_SR
例:	ディレクトリを指定してリピート再生
　PlayList_RP;"d:\Music\丸尾めぐみ\ヤーチャイカ"
例:	リストファイルを指定して再生
　PlayList_favorite.txt

PopDir[_OP]

スタックからディレクトリをポップし、そこに移動します。

パラメータに	OP	を指定すると、コマンドを反対側で実行しま
す。

→	PushDir　→	DirStack　→	BackDirHist　→	ForwardDirHist

PopupMainMenu[_{F|E|S|V|L|T|O|H}]



メインメニューの内容をポップアップメニューに変換して表示し

ます。

パラメータにデフォルトのアクセラレータキー(F	ファイル、E	編
集、S	検索、V	表示、L	一覧、T	ツール、O	設定、H	ヘルプ)を指
定すると、そのメニューだけを表示できます。

メニュー項目をツールバーに配置してメニューバーを隠せば、画

面を有効に使え、配色も統一できてよいかもしれません。

→	オプション設定	-	デザイン	-	「メニューバーを表示」
→	MenuBar　→	ExPopupMenu

PopupTab
タブ選択ポップアップメニューを表示します。メニューでは、左

右がフルパスで表示されます。

このメニューは、タブバー左端のボタンを押しても表示できま

す。

→	ShowTabBar

PowerOff
NyanFi	の終了処理後、Windows	を終了します。
→	Reboot

PowerShell
PowerShell	を起動します(FileRun_powershell	に相当)。
作業ディレクトリはカレントパスになります。

→	CommandPrompt　→	FileRun

PrevDrive
利用可能な前のドライブに移ります。

→	NextDrive　→	ChangeDrive　→	DriveList



PrevMark
前の栞マーク項目へ移動します。上下方向で見つからなかった場

合は最後から探します。

→	NextMark　→	Mark　→	ClearMark　→	FindMark

PrevNyanFi
複数起動されている場合、前の	NyanFi	をアクティブにします。
→	NextNyanFi　→	ToPrevOnLeft　→	ToNextOnRight　→
Duplicate

PrevSelItem
CursorUp_SL	のエイリアス(別名)です。
前の選択項目にカーソル移動します。

→	CursorUp

PrevTab
前のタブに移ります。

通常のファイルリストの選択状態(ワークリストのセパレータは除
く)は、タブ切り替え時に待避/復元されます。
→	NextTab　→	ToTab　→	FixTabPath

PropertyDlg[_ファイル名|_ディレクトリ名]

カーソル位置項目についてのプロパティダイアログを開きます。

パラメータで、対象のファイル名やディレクトリ名を指定するこ

ともできます。

例:	Cドライブのプロパティを表示
　PropertyDlg_C:\

→	ShowFileInfo

PushDir[_OP]



現在のディレクトリをスタックにプッシュします。

パラメータに	OP	を指定すると、コマンドを反対側で実行しま
す。

→	PopDir　→	DirStack

Reboot
NyanFi	の終了処理後、Windows	を再起動します。
→	PowerOff

RecentList[_AC|_BC]

最近使ったファイル一覧	が開きます。
一覧には、Windows	の特殊フォルダにある項目のうち、リンク先
のファイルが取得できたものが表示されます。

パラメータに	AC	を指定すると、最近使った項目(ファイル以外も
含む)がすべて削除されます(一覧の右クリックメニューからも可
能)。
また	BC	を指定すると、最近使った項目のうちリンク先のファイ
ルやディレクトリが存在しなくなっているものが削除されます(一
覧の右クリックメニューからも可能)。
→	EditHistory　→	ViewHistory

RegDirDlg[_ND|_AD]

「登録ディレクトリ」ダイアログを開きます。

割り当てられているキーを押すと、そのディレクトリに移動しま

す。

また、登録ディレクトリの編集・追加・削除もこのダイアログで

行えます。

ここで割り当てたキーを、ChangeRegDir	コマンドのパラメータ
に設定すれば、そのディレクトリを開くこともできます。

パラメータに	ND	を指定すると、ダイアログの代わりに、ディレ



クトリを選択するポップアップメニューを表示します

(RegDirPopup	と同じ)。

パラメータに	AD	を指定して未登録のディレクトリで実行する
と、追加モードでダイアログが開きます。

この場合、一覧でカーソルを移動しても、その内容が設定欄に入

りません。また 変更 ボタンが 挿入 に代わり、カーソル位置に新

しい項目を挿入できます。一度、追加または挿入を行うと通常

モードに戻ります。

登録済みのディレクトリで実行した場合は、このパラメータが無

視され通常モードで開きます。

なお右下隅の ∨ / ∧ ボタン( Alt + O キーでも可)で設定パネルを
開閉できます。

→	ChangeRegDir　→	RegDirPopup　→	SpecialDirList　→
SubDirList

RegDirPopup[_OP]

登録ディレクトリを選択するポップアップメニューを表示しま

す。

パラメータに	OP	を指定すると、反対側で登録ディレクトリを開
きます。無指定の場合、RegDirDlg_ND	と同じです。
なお、「登録ディレクトリ」ダイアログの「呼出項目を先頭へ」

をチェックしていると、呼び出したディレクトリ項目が先頭に移

動します(セパレータがある場合はそのブロックの先頭)。
→	RegDirDlg　→	ChangeRegDir

RegExChecker[_パターン]

正規表現チェッカー	を開きます。
パラメータにパターンを指定すると、チェッカー画面のパターン

欄に入力されます。



Tips 外部から利用することもできます。
NyanFi.exe	-XRegExChecker

RegSyncDlg
「同期コピーの設定」ダイアログが開きます。

複数のディレクトリをまとめて登録しておくと、そのいずれかに

ファイルやディレクトリをコピーしたとき、他のディレクトリに

も同時にコピーされます。設定により、削除やバックアップの同

期も可能です。なお、仮想ディレクトリからのコピー(解凍)には
対応していません。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
→	Copy　→	CopyTo　→	Backup

ReloadList[_CO|_HL|_OFF]

ファイルリストを最新の情報に更新します。検索の結果リストの

場合は、同条件で再度検索を行います(重複ファイルの検索を除
く)。
パラメータに	CO	を指定すると、カレント側のみ更新します。
パラメータに	HL	を指定すると、ファイルリストにあるファイル
のハードリンク情報をチェックすることで、タイムスタンプ情報

を更新します。

パラメータに	OFF	を指定すると、監視ディレクトリに変化があっ
た場合やアクティブになった時などに、ファイルリストの更新が

行われなくなります。またファイル操作を行っても表示に反映さ

ないので注意してください。CalcDirSize/CalcDirSizeAll	コマンド
によるディレクトリ容量の計算結果

や、ItemTmpDown/ItemTmpUp	コマンドによる一時的な並び替え
を保持しておきたい場合などに役立つかもしれません。解除する

には、ReloadList	コマンドを、パラメータなしか	OFF	以外のパラ
メータを指定して実行してください。



RenameDlg[_ED]

「名前の変更」ダイアログが開き、ファイル名や属性、タイムス

タンプを変更できます。

パラメータに	ED	を指定すると、改名対象に対して	項目番号
[TAB]	ファイル名 	という書式のリストファイルが作られ、それを
テキストエディタで編集することで改名を行えます。

ワークリストの場合、SetAlias	コマンドが実行され、カーソル位
置の登録ファイルにエイリアス(別名)を設定します。
FTP接続時のリモート側の場合、カーソル位置の単純な改名のみ
になります。

仮想ディレクトリで、アーカイバDLLに	7-zip64.dll	文字化け対策
版(Ver.15.〜)を使用している場合、ZIP	および	7z	内のファイル名
を変更できます(カーソル位置の単純な改名のみ)。

→	SetAlias　→	SwapName　→	UndoRename　→	SetArcTime　→
SetDirTime

RepositoryList[_FF]

リポジトリ一覧を表示します。

キー操作などは他の一覧と同様です。数字キーまたは ENTER キー

で確定すると、そのディレクトリに移動します。

また右クリックメニューの「Gitビュアーを開く」
(GitViewer、TextViewer	コマンドのキーでも可)では、ディレクト
リ移動後にGitビュアーを開きます。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

一覧の表示は、ファイル情報	Git-Commit/Status	のキャッシュ内
容に基づいているため、これらが両方とも非表示になっていると

利用できません。



→	Git	の利用について
→	GitViewer

Restart[_[NS][;RA|DM][;ファイル名]

NyanFi	を再起動します。
パラメータに	NS	を指定すると、終了時に	INIファイルを保存しま
せん。

パラメータに	RA	を指定すると、管理者として再起動します。
パラメータに	DM	を指定すると、現在管理者として実行している
場合、通常ユーザに降格して再起動します(一時的なタスクスケ
ジュールを作成して起動)。通常実行している場合、このパラメー
タは無視されます。

パラメータにファイル名を指定すると、デフォルトのINIファイル
(実行ディレクトリ\NyanFi.INI)の代わりに、指定した名前のINI
ファイルを用いて再起動します。ドライブ名がない場合、NyanFi
ディレクトリからの相対指定とみなされます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
複数起動されている場合、最初の	NyanFi	を再起動すると、それ
が再び最初に起動された	NyanFi	として扱われます。

例:	INIファイルを切り替えて管理者として再起動
　Restart_RA;admin.INI
例:	管理者から降格して再起動
　Restart_DM

→	Exit　→	Close

ReturnList
アーカイブの仮想ディレクトリ表示、ファイル名検索／ディレク



トリ名検索の結果リスト、ワークリストから、通常のファイルリ

スト表示に戻ります。

これは ESC キーによっても可能です(ExeCommands	が割り当てら
れている場合を除く)。

また	文字列検索(GREP)の結果リスト、最近編集／閲覧したファ
イル一覧、ディレクトリ履歴、キー割り当て一覧、コマンドファ

イル一覧、栞マーク一覧、拡張子別一覧、一覧ダイアログ、タス

クマネージャ	では、ReturnList	を割り当てたキーを押すことで画
面を閉じられます。

SaveAsResultList
カレントが検索結果リストの場合、それに名前を付けて保存しま

す。

保存したファイルは、LoadResultList	コマンドで読み込んで再利
用できます。

また	オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「結果リスト」
をチェックしていると、OpenStandard	コマンドでも開けます。

ファイルの内容はワークリストと同様ですが、先頭に	";
[ResultList]"	という識別行が、その後に	";"	で始まるコメントの形
で検索情報が付加されます。

LoadWorkList	コマンドでワークリストとして読み込むことも可
能です。

→	LoadResultList　→	SaveWorkList　→	LoadWorkList　→
OpenStandard　→	SelByList

SaveAsTabGroup[_ファイル名]

現在のタブバーの状態(ディレクトリ履歴を含む)をタブグループ
としてファイルに保存します。

保存したファイルを	LoadTabGroup	コマンドで読み込むと、タブ



の状態を復元できます。

また	オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「タブグルー
プ」をチェックしていると、OpenStandard	コマンドでも開けま
す。

パラメータでファイル名を指定することも可能です(ドライブ名が
ない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。この場合、既
存ファイルは確認なしで上書きされます。

→	LoadTabGroup　→	SaveTabGroup　→	OpenStandard

SaveTabGroup
SaveAsTabGroup/LoadTabGroup	コマンドで用いたタブグルー
プ・ファイルに、現在のタブバーの状態を直ちに上書き保存しま

す。

起動後にタブグループ・ファイルを用いていない場合に

は、SaveAsTabGroup	コマンドが実行されます。

なお	LoadTabGroup	コマンドによってタブグループを切り替えた
ときや、NyanFi	終了時には、直前のタブグループの状態が自動的
に保存されますます。

→	LoadTabGroup　→	SaveAsTabGroup

SaveAsWorkList[_FL]

現在のワークリストに名前を付けて保存します。

パラメータに	FL	を指定すると、カレントのファイルリスト(仮想
ディレクトリは除く)または検索結果リストの内容に名前を付け、
ワークリストとして保存します。

→	SaveWorkList　→	LoadWorkList

SaveWorkList
現在のワークリストを上書き保存します。無名だった場合



は、SaveAsWorkList	コマンドが実行されます。
保存に失敗した場合、再試行の確認が出ます。キャンセルすると

ファイル名の末尾に	.$$$	を付加して一時保存されます。
なお、当該ワークリスト・ファイルのタイムスタンプが変化して

いたら、保存せずに変更内容を破棄するかを確認するメッセージ

が出ます。

NyanFi	終了時には自動的に現在のワークリストが上書き保存され
ます。

→	SaveAsWorkList　→	LoadWorkList

ScrollDown[_{行数|HP|FP|ED}]

ファイルリストをパラメータで指定した行数(無指定の場合はホ
イール設定)下にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP
では1ページ分上に、EDでは最後へスクロールします。

ScrollUp[_{行数|HP|FP|TP}]

ファイルリストをパラメータで指定した行数(無指定の場合はホ
イール設定)上にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP
では1ページ分上に、TPでは先頭へスクロールします。

ScrollDownLog[_{行数|HP|FP|ED}]

ログウィンドウをパラメータで指定した行数(無指定の場合はホ
イール設定)下にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP
では1ページ分上に、EDでは最後へスクロールします。フォーカ
スは移動しません。

ScrollUpLog[_{行数|HP|FP|TP}]

ログウィンドウをパラメータで指定した行数(無指定の場合はホ
イール設定)上にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP
では1ページ分下に、TPでは先頭へスクロールします。フォーカ



スは移動しません。

ScrollDownText[_{行数|HP|FP|ED}]

テキストプレビューをパラメータで指定した行数(無指定の場合は
ホイール設定)下にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP
では1ページ分上に、EDでは最後へスクロールします。フォーカ
スは移動しません。

ScrollUpText[_{行数|HP|FP|TP}]

テキストプレビューをパラメータで指定した行数(無指定の場合は
ホイール設定)上にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP
では1ページ分下に、TPでは先頭へスクロールします。フォーカ
スは移動しません。

SelAllFile
すべてファイルを選択します。すでに何かが選択されている場合

は、すべての選択が解除されます。

→	ClearAll

SelAllItem
すべてのファイルとディレクトリを選択します。すでに何かが選

択されている場合は、すべての選択が解除されます。

→	ClearAll

SelByList_[LR;][SM;]{リストファイル名|CP|OP}

指定したリストファイルの内容に基づいて項目を選択します。

ファイル名にドライブ名がない場合はカレントからの相対指定に

なります。

リストファイルには、選択したいファイル名を一行ずつ記述して

ください。;	(セミコロン)で始まる行や空行は無視されます。また



行にタブ文字が含まれている場合、それ以降の内容は無視されま

す。したがってワークリストや検索結果リストを保存したもので

もかまいません。

パス無しファイル名で記述すると、パスに関係なく選択できま

す。この場合、ファイル名にはワイルドカードを使用できます。

また	/	で囲むと正規表現パターンとみなされ、それが含まれてい
る項目が選択されます。

パス付き/パス無しファイル名が混在していてもかまいません。

例:
D:\Data\*.txt

*.cpp

*.h

/hoge_\d{4}\.txt/

パラメータに	LR	を指定すると、カレントと反対側の両方で選択
を行います。

パラメータに	SM	を指定すると、選択された項目だけを残して他
を隠します(選択マスク)。

パラメータに	CP	を指定すると、カーソル位置のファイルによっ
てカレント側で選択を行います。OP	を指定すると、カーソル位
置のファイルによって反対側で選択を行います。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	SaveAsResultList　→	SelMask　→	MatchSelect

Select[_ND|_IN|_繰り返し回数]

カーソル位置の項目を選択します。すでに選択中の場合は解除し

ます。実行後、カーソルは下に移動します。

パラメータに	ND	を指定すると、実行後にカーソルを下に移動し
ません。



パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで繰り返し回数を
指定できます。またパラメータに繰り返し回数を数値指定するこ

とも可能です。なおカーソルが最下行に達したら中断します。

→	CursorDownSel

SelectUp
Select	コマンドと同様ですが、実行後にカーソルが上に移動しま
す。

→	Select　→	CursorUpSel

SelEmptyDir[_NF]

カレントで、空のディレクトリだけを選択します。

パラメータに	NF	を指定すると、ディレクトリ内にサブディレク
トリがあってもファイルが含まれていなければ(サイズ=0)、空と
みなして選択します。

SelGitChanged
Gitの作業ディレクトリにいる場合、カレントで変更されている
ファイル(状態フラグが	"?"	以外)を選択します。
→	Git	の利用について

SelMark
栞マーク項目を選択します。

→	Mark　→	ClearMark

SelMask[_CA]

選択中の項目(ワークリストのセパレータは除く)だけを残して他
を隠します(選択マスク)。
選択マスクを解除するには、パラメータに	CA	を指定するか、何
も選択していない状態で再度コマンドを実行してくださ

い。ClearMask	コマンドでも解除できます。また、別のディレク



トリに移動した場合にも解除されます。

インクリメンタルサーチのフィルタマスク・モードや

Filter、MarkMask	コマンドによるマスクも選択マスクですので、
同様に解除できます。

なお、選択マスクは、パスマスクとは独立して働きます。

→	DelSelMask　→	MarkMask　→	PathMaskDlg　→
MaskSelect　→	MatchSelect　→	IncSearch　→	Filter　→
ClearMask　→	SelByList

SelOnlyCur
カレント側だけにあって、反対側には存在しないファイルを選択

します。

→	CompareDlg

SelReverse
ファイルの選択状態を反転させます。

なお、ディレクトリだけを選択していた場合は、ディレクトリの

選択状態を反転させます。

SelReverseAll
選択可能なすべての項目について、選択状態を反転させます。

SelSameExt
カーソル位置のファイルと拡張子が同じすべてのファイルを選択

します。

→	SelSameName

SelSameName
カーソル位置のファイルと名前主部が同じすべてのファイルを選

択します。

連番付きファイルなども合わせて選択したい場合は、MatchSelect



コマンドを利用してください。

→	NextSameName　→	SelSameExt　→	MatchSelect

SelWorkItem
現在のワークリストに登録されている項目を選択します。

→	WorkList

SetAlias
ワークリストで、カーソル位置の登録項目エイリアス(別名)を設
定します。

エイリアスが設定されていると、リストでファイル名の代わりに

表示されます(拡張子はそのまま)。
入力ボックスを空欄にすると、エイリアスが解除されます。

なお、ワークリストで	RenameDlg	コマンドを実行すると、代わり
にこの	SetAlias	コマンドが実行されます。
→	WorkItemDown　→	WorkItemUp　→	InsSeparator　→
WorkList　→	RenameDlg

SetArcTime
選択中(無ければカーソル位置)のアーカイブのタイムスタンプ
を、それに含まれる最新ファイルの日時に設定します。

SetDirTime[_ディレクトリ名]

選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリのタイムスタンプ
を、それに含まれる最新ファイルの日時に設定します。中のサブ

ディレクトリについてもそれぞれ再帰的に設定されます。

なお非表示になっている隠しファイル/システムファイル属性の
ファイルやサブディレクトリは処理対象から外されます。

パラメータでディレクトリ名を指定すると、選択状態にかかわら

ず、そのディレクトリが対象になります。ドライブ名がない場合

はカレントからの相対指定になります。



処理はバックグラウンド・タスクで行われます。

SetExifTime
選択中(無ければカーソル位置)の画像ファイルのタイムスタンプ
を、Exif情報の撮影日時に設定します。
Jpeg	だけでなく、HEIF(.heic)や各種RAWファイルにも対応してい
ます(.CRW	ではCIFF情報から取得)。
→	DelJpgExif

SetFolderIcon[_{ND|RS|ファイル名[,インデックス番号]}]

選択中(無ければカーソル位置)のディレクトリに対して、表示用
のフォルダアイコンを設定します。

パラメータを指定しないと、アイコンファイルを選択するダイア

ログが出ます。.exe	や	.dll	ファイルを選んだ場合は、さらにアイ
コンの選択ダイアログが出ます。

パラメータでファイル名を直接指定することもできます。ドライ

ブ名がない場合、NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみなされ
ます。.exe	や	.dll	ではアイコンのインデックス番号も指定可能(例:
%WINDIR%\system32\shell32.dll,21)。
パラメータに	ND	を指定すると、ダイアログの代わりに、すでに
用いられているアイコンから選択するポップアップメニューが表

示されます(設定解除やデフォルトアイコンの設定も可能)。
RS	を指定すると、デフォルトアイコンに戻ります。

フォルダアイコンについての設定は、実行ディレクトリの

FolderIcon.INI	に保存されます。
なお設定しているアイコンファイルを単純改名/移動/削除した場
合、既存の設定内容にそれが反映されます。

Tips ShowIcon_FD	コマンドを用いると、ディレクトリだけにア
イコンを表示できます。ファイルの種類を拡張子別配色で区別し



ていれば、この方がすっきりします。

Tips ディレクトリは、設定されているフォルダアイコンの名前
によってもソート可能(SortDlg_XI)。適切な名前を付けたアイコ
ンファイルを用意すれば、好きな並べ方で整理できます。

→	FindFolderIcon　→	ShowIcon　→	SortDlg

SetFontSize_[^]サイズ

フォントサイズをパラメータで指定した値にします。値はポイン

ト単位で	2〜72	を指定できます。
値の先頭に	^	を付けると、すでにそのサイズなら通常サイズに戻
し、そうでなければ指定値に設定します。

サイズ変更は一時的なもので、次回起動時には通常サイズに戻り

ます。

→	ZoomIn　→	ZoomOut　→	ZoomReset

SetPathMask_[:マスク名:]{[!]マスク[\][;[!]マスク[\]...]}|_EX

カレントのパスマスクをパラメータで設定します。

マスクは「パスマスク」ダイアログと同様、;	(セミコロン)で区
切って複数指定できます。マスクの先頭に	!	があると除外になり
ます。また、末尾が	\	の場合はディレクトリとみなされます。説
明文字列の書式でマスク名を指定すると、ドライブ情報にそれが

表示されます。無指定の場合は、マスクがそのまま表示されま

す。ExeCommands	コマンド内でマスク名を指定する場合は、パ
ラメータ全体をダブルクォーテーションで囲んでください。パラ

メータに	EX	を指定すると、カーソル位置のファイルの拡張子を
マスクとして用います(*.xxx)。
なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。

例:DLLファイルのみ表示、ディレクトリは非表示
　SetPathMask_:only	DLL:*.dll;!*\



→	PathMaskDlg　→	InputPathMask　→	ClearMask

SetSttBarFmt_書式

ステータスバーの書式を設定します。

→	オプション設定	-	デザイン	-	「ステータスバーの書式」

SetSubSize_[+|-]高さ/幅

サブウィンドウ(プレビュー、ファイル情報、ログを含む部分)の
サイズを設定します。

オプション設定	-	デザイン	-	「画面レイアウト」で「ファイルリ
ストが上」の場合は高さが、「ファイルリストが左/右」の場合は
幅が変更されます。値の前に符号(+	または	-)を付けると、現在の
サイズからの相対指定になります。

SetTag[_タグ[;タグ...]]

SetTag_;

選択中(無ければカーソル位置)の項目にタグを設定します。
ダイアログの入力欄に新たなタグを入力するか、既存のタグを一

覧のチェックボックスで選択してください。

タグは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。無指定にする
と、以前に設定されていたタグが削除されます。

タグ一覧にフォーカスがある場合、ファイラーで割り当てられて

いるのと同じキーで、頭文字サーチ、全選択/解除、タグ名の変
更、削除などを行えます。

また、タグ一覧の右クリックメニューから、「タグ名の変更」、

「タグ名の削除」、「タグ色の設定」、「タグの使用数をカウン

ト」、「タグの使用数を常に表示」、「タグデータの整理」

(TrimTagData)が可能です(ダイアログ共通)。

パラメータにタグを指定すると、ダイアログを出さずに直接設定

できます。タグは、;	(セミコロン)で区切って複数指定可能。



パラメータに	;	(セミコロン)	だけを指定すると、ダイアログの代
わりにタグの入力ボックスが出ます。

→	タグによるファイル管理
→	AddTag　→	DelTag　→	FindTag　→	TrimTagData　→
TagSelect

ShareList
カレントのコンピュータの共有フォルダ一覧を表示します。フォ

ルダを選択すると、そのUNCパスに移動します。
一覧でのキー操作は、ディレクトリ履歴などと同様です。

なお、右クリックメニューで、UNCパスのコピーが可能です。
表示位置はカレント側の中央になりますが、サイズは変更可能で

保存されます。

ShowByteSize[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ファイルサイズをバイト単位で表

示するか、あるいは	オプション設定	-	デザイン	-	「サイズ表示」
で指定された書式で表示するかをトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定するとバイト表示、OFF	で指定書式での
表示になります。

なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。
→	オプション設定	-	デザイン	-	「バイト表示」

ShowFileInfo[_SD]

カーソル位置のファイル情報を強制的に表示します。ディレクト

リの場合は、容量を計算してから情報を表示します。またプレ

ビュー画面が表示されているとプレビューも強制的に行われま

す。

ファイル情報の画面が非表示の場合は、ダイアログを出してファ

イル情報を表示します。



オプション設定	-	一般2	-	ファイル情報	の「アーカイブ内の情報を
表示(一時解凍)」、「情報を取得しない拡張子」、「RARの情報
取得をサイズで制限する」の設定は無視されます。

パラメータに	SD	を指定すると、ファイル情報の画面の表示状態
にかかわらずダイアログで表示します(=	ListFileInfo)。
ダイアログでのカーソル移動などは、ファイラーやテキストビュ

アーで割り当てられているのと同じキー操作や、テキストビュ

アーで割り当てられているマウスホイール操作によって可能で

す。ただし、2ストロークキー操作はできません。
右クリックメニューの「イメージプレビュー」では、サブビュ

アーを利用して画像を表示できます。ビュアーの表示状態、位

置、サイズは別途保存/復元。

→	ListFileInfo　→	CopyFileInfo　→	LogFileInfo　→
ShowProperty　→	PropertyDlg　→	CalcDirSize

ShowFKeyBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ファンクションキーバーの表示/非
表示をトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
ファンクションキーバーのボタンには、キーに割り当てられてい

るコマンド名(パラメータ部分を除く)がデフォルトで表示されま
すが、変更も可能です。

ボタンを右クリックするか、オプション設定	-	キー設定の一覧で
項目をダブルクリックすると、表示名変更のための入力ボックス

が表示されます。

なおツールバーとは異なり、割り当てられているコマンドの有効/
無効やチェック状態はボタンに反映されません。

ShowHideAtr[_ON|_OFF]



パラメータを指定しない場合、隠しファイル属性のファイル(ディ
レクトリ)の表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。
→	オプション設定	-	一般	-	表示	-	「隠しファイルを表示」
→	ShowSystemAtr

ShowIcon[_ON|_OFF|_FD]

パラメータを指定しない場合、アイコンの表示/非表示をトグルで
切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
パラメータに	FD	を指定すると、全表示/フォルダアイコンのみ表
示をトグルで切り替えられます(非表示だった場合は一旦全表
示)。
なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。
→	オプション設定	-	デザイン	-	「アイコン表示」
→	SetFolderIcon

ShowLogWin[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ログウィンドウの表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
→	ShowPreview　→	ShowProperty　→	ViewLog

ShowPreview[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、プレビューの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
→	オプション設定	-	デザイン	-	「プレビューを表示」	→
ShowLogWin　→	ShowProperty



ShowProperty[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ファイル情報の表示/非表示をトグ
ルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
→	オプション設定	-	デザイン	-	「ファイル情報を表示」
→	ShowFileInfo　→	ListFileInfo　→	CopyFileInfo　→
LogFileInfo　→	ShowPreview　→	ShowLogWin

ShowStatusBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ステータスバーの表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
ステータスバーには、ファイル操作に関する情報(オプション設定
-	デザイン	で書式指定可能)、警告メッセージなどが表示されま
す。

なお、ステータスバーが非表示のとき、警告は、オプション設定

-	通知・確認で「メッセージをヒント表示」が有効ならヒント
ウィンドウに、そうでない場合はドライブ情報に表示されます。

ShowSystemAtr[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、システムファイル属性のファイル

(ディレクトリ)の表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。
→	オプション設定	-	一般	-	表示	-	「システムファイルを表示」
→	ShowHideAtr

ShowTabBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、タブバーの表示/非表示をトグルで
切り替えます。



パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
タブは、一般的なタブ型ファイラーとは異なり、左右のディレク

トリを組として切り替えるためのボタンとして機能します。

→	AddTab　→	DelTab　→	MoveTab　→	SoloTab　→	TabDlg

ShowToolBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ツールバーの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
「ツールバーの設定」ダイアログは、ツールバーをダブルクリッ

クするか、設定メニュー	-	「ツールバーの設定」あるいは
ToolBarDlg	コマンドで表示されます。
→	ToolBarDlg　→	ExeToolBtn

SimilarSort[_[IX][;IC][;IN][;IF]]
SimilarSort_IA

カーソル位置のファイル名との類似性(標準化されたレーベンシュ
タイン距離)に基づいてファイルリストをソートします。
ファイルとディレクトリは区別されません。

パラメータに	IX	を指定すると拡張子の違いを無視します。また
IC	では大小文字、IN	では数字部分、IF	では全角/半角の違いを無
視します。

パラメータに	IA	を指定すると、IX、IC、IN、IF	のすべてが適用
されます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

ファイルリストが更新されるとソートは解除されます。

→	SortDlg

SoloTab



現在のタブだけを残して、他のタブをすべて削除します。

→	DelTab

SortDlg[_F|_E|_D|_S|_A|_U]
SortDlg_{F|E|D|S|A|U}{F|E|D|S|A|U}
SortDlg_{IV|IA}
SortDlg_{XN|XF|XD|XS|XA|XX|XI}
SortDlg_{XNX|XNI}
SortDlg_L

パラメータを指定しない場合、「ソート」ダイアログを開きま

す。名前、拡張子、更新日時、サイズ、属性、なし	によるソート
を選べます。

名前/拡張子の場合、「自然順」をチェックすると、数字を数値と
みなすソートになります。また、名前/拡張子および属性には「降
順」、更新日時には「古い順」、サイズには「小さい順」のオプ

ションがあり、個別にソート順を指定できます。

「ディレクトリのソート方法」コンボボックスで、ディレクトリ

をファイルとは異なるソート方法にすることもできます。また、

ここで「ディレクトリを区別しない」を選ぶと、ディレクトリと

ファイルを区別せずにソートします。

「左右とも変更」をチェックしていると、反対側も同じソートに

変更されます。

パラメータ	(F	:名前、E	:拡張子、D	:更新日時、S	:サイズ、A	:属
性、U	:なし)	を指定すると、ダイアログを出さずに変更できま
す。

また	F、E、D、S、A、U	のうち任意の2つを組み合わせて指定す
ると、それらの間をトグルで切り替えられます(結果リストで場所
ソートの場合は、それを解除)。
例えば	FE	を指定すると、名前/拡張子のトグル切り替えになりま



す。オプション設定	-	キー設定	のパラメータ欄でドロップダウン
リストにない組み合わせについては直接入力してください。

パラメータに	IV	を指定すると現在のソート方法を逆順に(降順、
古い順、小さい順のチェックを個別に反転)、IA	を指定するとす
べてのソートを逆順にします。

X	で始まる以下のパラメータは、「ディレクトリのソート方法」
を変更します。

XN	:ファイルと同じ、XF	:名前、XD	:更新日時、XS	:サイズ、XA
:属性、XX	:ディレクトリを区別しない、XI	:アイコン(ファイル:名
前/拡張子)。
最後の	XI	は、SetFolderIcon	コマンドによってディレクトリに設
定されたフォルダアイコンのファイル名に基づくソートです。ア

イコンが設定されていないものは下に集められます。これは、

ファイルのソートが名前または拡張子のときにのみ適用され、他

の場合はファイルと同じになります。

XNX	は、XN	と	XX	(ファイルと同じ/ディレクトリを区別しない)
をトグルで切り替えます。

XNI	は、XN	と	XI	(ファイルと同じ/アイコン)をトグルで切り替え
ます。

これらのパラメータについても、ダイアログで「左右とも変更」

をチェックしていると反対側にも反映されます。

L	を指定すると、各種検索の結果リストで場所を表示している場
合に、場所によるソートを行います(検索後のデフォルト)。これ
は、ダイアログでは切り替えられません。

オプション設定	-	デザイン	-	ファイルリスト	の「ヘッダを表示」
をチェックしていると、ヘッダをクリックすることでもソートを

変更できます。この場合、ダイアログの「左右とも変更」の状態

にかかわらず、カレント側だけが変更されます。



なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です(ディレクトリの
ソート方法は除く)。

→	SetFolderIcon　→	SimilarSort

SpecialDirList[_FF]

「特殊フォルダ一覧」ダイアログを開きます。

ENTER キーを押すかダブルクリックすると、カーソル位置の特殊

フォルダに対応するディレクトリに移動します。

仮想フォルダを選んだ場合は、対応するディレクトリが存在しな

いためエクスプローラで開きます。

一覧にフォーカスがある場合、アクセラレータキーで各ブロック

の先頭項目にカーソル移動できます(例:	 Alt + V で「仮想フォル

ダ」)。
OpenByExp	コマンドが割り当てられているキーを押すと、カーソ
ル位置のフォルダをエクスプローラで開けます。また

PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押すとプロパ
ティダイアログが開きます。

一覧の右クリックメニューからは「パス名のコピー」や「一覧を

ワークリストとして保存」なども可能です。

また「NyanFi	関連のディレクトリを表示」をチェックしていると
NyanFi	関連のディレクトリや各種エディタなどの場所が追加表示
されます。エディタや外部ツール項目については「アプリケー

ション情報」を確認できます。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

フィルタ欄でのキー操作は	一覧ダイアログ	などの場合と同様で
す。

なお項目が一つだけに絞られている場合は、フィルタ欄で ENTER



キーを押してもそのディレクトリに移動できます。

→	RegDirDlg　→	Library

SubDirList[_[ND;]ディレクトリ名]

パラメータで指定したディレクトリ名の直下にあるサブディレク

トリの一覧を表示し、選択した場所に移動します。

ディレクトリ名はカレントからの相対指定も可能です。無指定の

場合	.	とみなし、カレントを基準とします。	また、\	を指定した
場合、カーソル位置のディレクトリ名を用います(ディレクトリで
ない場合はカレント)。

一覧でのキー操作は、ディレクトリ履歴などと同様です(頭文字
サーチも可能)。
また ← 	/	 → キー

や、ToLeft/ToRight、ToParentOnLeft/ToParentOnRight、PrevTab/NextTab
コマンドが割り当てられているキーによって、基準となるディレ

クトリをパンくずリストのように遡って変更できます(マウスによ
る選択も可能)。左端ではドライブの変更(UNCパスの場合は共有
フォルダ)やライブラリへの移動が可能。
一覧の表示位置はカレント側の中央になりますが、サイズは変更

可能で保存されます。

パラメータに	ND	をあわせて指定すると、ダイアログの代わり
に、サブディレクトリを選択するポップアップメニューを表示し

ます。

なおディレクトリ情報を右クリックすると、クリック位置のディ

レクトリのサブディレクトリを選択するポップアップメニューが

出ます(イベント未割り当て時)。
例:
　SubDirList_..



　SubDirList_ND;\
　SubDirList_D:\hoge

→	ChangeDir　→	ChangeRegDir　→	RegDirDlg　→
RegDirPopup　→	InputDir　→	Library

SubViewer[_ON|_OFF|_CB|_LK|_RL|_RR|_FH|_FV]

パラメータを指定しない場合、サブビュアーの表示/非表示をトグ
ルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

サブビュアーには、ファイルリストのカーソル位置の画像が

フィット表示されます(アニメーションGIF対応)。
縮小の際は単純な補間しか行われませんが、画面のリサイズにし

たがってすぐにフィットします。

パラメータに	CB	を指定すると、クリップボードのビットマップ
内容を表示します。

パラメータに	LK	を指定すると、現在表示中の画像の固定/解除を
トグルで切り替えます。固定状態(赤枠表示)では、別のファイル
に移動しても表示が変わりません。LK	を指定したコマンドに
よってサブビュアーが非表示から表示になった場合は、固定状態

になります。

パラメータに	RL	を指定すると表示中の画像(GIFやメタファイル
は除く)を左に90度、RR	を指定すると右に90度回転します。また
FH	では左右反転、	FV	では上下反転します。これらの操作は右ク
リックメニューからも可能です。

なお、右クリックメニューで背景色を変更できます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。



→	ImageViewer

Suspend[_ON|_OFF]

タスク予約項目の実行の保留およびその解除をトグルで切り替え

ます。保留中は、タスクに空きがあっても予約項目が実行されま

せん。また、タスクを要するコマンドを実行しようとすると予約

になります。なお、現在実行中のタスクはそのまま続行されま

す。

パラメータに	ON	を指定すると保留、OFF	で解除になります。
→	TaskMan　→	CancelAllTask　→	PauseAllTask

SwapLR[_TO]

左右のファイルリストの内容を入れ替えます。

パラメータに	TO	を指定すると、入れ替えとともに反対側へ移動
します。

SwapName[_LR]

選択している2項目の名前を入れ替えます。対象がファイルの場
合、拡張子はそのままです。

パラメータに	LR	を指定すると、左右のファイルリストで一つず
つ選択している項目の名前を入れ替えます。これは、左右とも通

常のファイルリストの場合のみ可能です。また左右が親子関係に

あって、一方のパスが改名される場合には対応していません。

→	RenameDlg　→	UndoRename

SyncLR[_ON|_OFF]

カレント側で階層を移動したときに、反対側の階層も同期して変

更する機能の有効/無効をトグルで切り替えます。
サブディレクトリに移ったとき、反対側にも同名のサブディレク

トリがあれば同期してそのディレクトリに移ります。また親ディ



レクトリに移った場合、左右のパス無しディレクトリ名が同じな

ら反対側も親ディレクトリに移ります。

パラメータに	ON	を指定すると階層同期機能を有効、OFF	で解除
になります。

階層同期機能が有効の場合、ディレクトリ関係表示の上下端に横

線が引かれます。

なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。
→	OpenStandard　→	ToParent

TabDlg
タブの設定ダイアログを開きます

現在のタブのキャプション(表示名、無指定の場合はディレクトリ
名を表示、カラー絵文字対応)、アイコン、ホーム(ディレクトリ
またはワークリスト)、ワークリスト(そのまま、ホーム、指定)を
設定できます。

ホームを設定していると	TabHome	コマンドでそれらを開けま
す。

なお、二重起動した	NyanFi	では、タブ内容の変更は保存されま
せん。

→	AddTab　→	TabHome　→	ToTab　→	ShowTabBar

TabHome[_AL|_CO]

タブの設定ダイアログ(TabDlg)で設定したホーム(ディレクトリま
たはワークリスト)を、現在のタブで開きます。
カレントのタブにワークリストが設定されている場合は、それも

再読み込みします。

パラメータに	AL	を指定すると、すべてのタブをホームにしま
す。

パラメータに	CO	を指定すると、カレントのタブのみをホームに
します。



→	TabDlg　→	ToTab　→	PrevTab　→	NextTab

TagSelect[_タグ[;タグ...]]

TagSelect_*
TagSelect_;

指定タグが設定されている項目を選択します。

パラメータを指定しないと、「タグ選択」ダイアログが開きます

ので、入力欄に入力するか、一覧のチェックボックスで選択して

ください。

タグは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。大小文字は区
別されません。

「AND検索」をチェックしていると、指定したすべてのタグを含
む項目が、チェックを外すと、いずれかのタグを含む項目がマッ

チします。

「選択項目だけを残す」をチェックしていると、結果の選択項目

だけを残して他を隠します(選択マスク)。

パラメータにタグを指定すると、ダイアログを出さずに直ちに実

行できます。

複数のタグを指定する場合、;	(セミコロン)で区切るとAND検
索、|	で区切るとOR検索になります。混在はできません。
"*"	を指定すると、すべてのタグにマッチします。
なお、ダイアログの「選択項目だけを残す」の設定が適用されま

す。

例:	TagSelect_Hoge|Nyan

パラメータに	;	(セミコロン)	だけを指定すると、ダイアログの代
わりにタグの入力ボックスが出ます。

→	タグによるファイル管理
→	FindTag　→	MaskSelect　→	DateSelect　→	SelMask



TaskMan
タスクマネージャを開きます。

タスクの中止、一旦停止、再開や、予約項目の保留/解除、開始な
どを行えます。

→	オプション設定	-	コマンド
→	CancelAllTask　→	PauseAllTask　→	Suspend

TestArchive
カーソル位置のアーカイブの正当性を検査してログに結果を表示

します。

アーカイバDLLの	t	コマンドで得られた結果出力をそのまま表示
しています。

取得用のバッファは1MBにしていますが、ファイル数があまりに
多い場合、途中で途切れる可能性があります。

なお、TAR	(tar64.dll)では正当性検査ではなく、ListArchive	コマ
ンドと同じ一覧が表示されます。また	RAR	(unrar64j.dll)では現在
未実装のようです。

→	ListArchive

TextViewer[_ファイル名|_URL|_CB|_XW|_NN]
TextViewer_{ファイル名|URL|CB};XW

カーソル位置のファイルをテキストビュアーで表示します。

テキストファイル以外は、バイナリ・ダンプ表示します。

パラメータに特定のファイル名を指定すると直接開けます。ドラ

イブ名がない場合はカレントからの相対指定になります。

URLでHTML文書などのファイルを指定すると、一時ディレクト
リにダウンロードしてテキストビュアーで表示します。なお、

URLの末尾が	/	の場合	"index.html"	が付加されます。

パラメータに	CB	を指定すると、クリップボードのテキストを表



示します。

パラメータに	XW	を指定すると、テキストビュアーを別ウィンド
ウで開きます。詳しくは	テキストビュアー	のページを参照してく
ださい。

２番目の書式のように、表示対象に追加指定することもできま

す。

例:	クリップボードを別ウィンドウで表示
　TextViewer_CB;XW
例:	Webページをダウンロードして別ウィンドウで表示
　TextViewer_"http://nekomimi.la.coocan.jp/freesoft/nyanfi.htm";XW

パラメータに	NN	を指定すると、複数の	NyanFi	が起動している
場合、次の	NyanFi	のテキストビュアーで表示します(アーカイブ
やFTPは除く)。二重起動されていない場合は、自身で表示しま
す。

なお、オプション設定	-	イベントで、テキストビュアーを開く直
前/開いた直後/閉じる直前/閉じた直後に実行するコマンドを設定
できます(別ウィンドウの場合は開く直前のみ)。	これを利用すれ
ば、例えば拡張子別にビュアーの表示設定を変えるようなことも

可能です。

→	ToExViewer　→	ViewTail　→	ViewHistory

ToExViewer
別ウィンドウのテキストビュアーにフォーカスを移します。

ウィンドウが複数ある場合は、ポップアップメニューで選択でき

ます。

なお、アプリケーション一覧によって切り替えることも可能で

す。

→	TextViewer



ToLeft
左ファイルリストへ移動します。

逆カーソルで親ディレクトリに移動したい場合は、 ← キーに対

して	ToLeft	の代わりに	ToParentOnLeft	コマンドを割り当ててく
ださい。

→	ToRight　→	ToOpposite　→	ToParentOnLeft　→
ToPrevOnLeft

ToLog
ログウィンドウへ移動します。

ログウィンドウのキー割り当てで	ToLeft/ToRight	コマンドが割り
当てられていない場合でも、ファイラーで	ToLeft	/
ToRight、ToParentOnLeft	/	ToParentOnRight	コマンドが割り当て
られているキーや、 ← 	/	 → キーを押すことによって、左/右ファ
イルリストに戻れます。

→	ToText

ToNextOnRight
カレントが右ファイルリストの場合、複数起動されていれば、次

の	NyanFi	をアクティブにします。左ファイルリストの場合は右
ファイルリストへ移動します(=ToRight)。
→	ToPrevOnLeft　→	NextNyanFi　→	PrevNyanFi

ToolBarDlg
「ツールバーの設定」ダイアログを表示します。

ツールボタン上にマウスがある状態で実行すると、そのボタン項

目が選択された状態でダイアログが開きます。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
→	ShowToolBar　→	ExeToolBtn



ToOpposite
反対側のファイルリストへ移動します。

→	ToLeft　→	ToRight　→	ToParentOnLeft　→	ToPrevOnLeft

ToOppSameHash[_MD5|_SHA1|_SHA256|_SHA384|_SHA512|_CRC32[;NO]]

カーソル位置のファイルと同じハッシュ値のファイルが反対側に

存在する場合、その位置に移動します。このとき、可能なら表示

位置を左右で合わせます。

パラメータでハッシュの種類を指定してください。省略した場合

は、MD5	とみなします。
パラメータに	NO	を指定すると、反対側へ移動せずに、同名の項
目に点線カーソルを表示します。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	CompareHash　→	ToOppSameItem

ToOppSameItem[_NO]

カーソル位置と同名の項目が反対パスに存在する場合、反対側の

その項目位置に移動します。このとき、可能なら同名項目の表示

位置を左右で合わせます。

パラメータに	NO	を指定すると、反対側へ移動せずに、同名の項
目に点線カーソルを表示します。

→	ToOppSameHash

ToParent[_DL|_DP]

親ディレクトリ(一つ上の階層)に移ります。また検索結果リスト
から抜けることもできます。

ワークリストの場合は、そのワークリスト・ファイルの位置に移

動します。

ライブラリファイル(.library-ms)から開いた登録場所で実行した場



合は、そのライブラリファイルの位置に戻ります。

パラメータに	DL	を指定すると、ルートディレクトリだった場合
はドライブ一覧を、UNCパスのルートレベルだった場合は、共有
フォルダ一覧(ShareList)を表示します
パラメータに	DP	を指定すると、ルートディレクトリだった場合
にドライブ選択ポップアップメニューを表示します。

→	ToParentOnLeft　→	ToParentOnRight　→	ToRoot　→
DriveList　→	SyncLR

ToParentOnLeft[_DL|_DP]

カレントが左ファイルリストの場合、親ディレクトリ(一つ上の階
層)へ移ります。右ファイルリストの場合は左ファイルリストへ移
動します(=ToLeft)。
したがって ← キーに割り当てれば、「逆カーソルで親ディレク

トリに移動」という動作になります。

パラメータに	DL	を指定すると、左側がルートディレクトリだっ
た場合はドライブ一覧を、UNCパスのルートレベルだった場合
は、共有フォルダ一覧(ShareList)を表示します
パラメータに	DP	を指定すると、左側がルートディレクトリだっ
た場合にドライブ選択ポップアップメニューを表示します。

→	ToParent　→	DriveList

ToParentOnRight[_DL|_DP]

カレントが右ファイルリストの場合、親ディレクトリ(一つ上の階
層)へ移ります。左ファイルリストの場合は右ファイルリストへ移
動します(=ToRight)。
したがって → キーに割り当てれば、「逆カーソルで親ディレク

トリに移動」という動作になります。



パラメータに	DL	を指定すると、右側がルートディレクトリだっ
た場合はドライブ一覧を、UNCパスのルートレベルだった場合
は、共有フォルダ一覧(ShareList)を表示します
パラメータに	DP	を指定すると、右側がルートディレクトリだっ
た場合にドライブ選択ポップアップメニューを表示します。

→	ToParent　→	ToRight　→	DriveList

ToPrevOnLeft
カレントが左ファイルリストの場合、複数起動されていれば、前

の	NyanFi	をアクティブにします。右ファイルリストの場合は左
ファイルリストへ移動します(=ToLeft)。
→	ToNextOnRight　→	NextNyanFi　→	PrevNyanFi

ToRight
右ファイルリストへ移動します。

逆カーソルで親ディレクトリに移動したい場合は、 → キーに対

して	ToRight	の代わりに	ToParentOnRight	コマンドを割り当てて
ください。

→	ToLeft　→	ToOpposite　→	ToParentOnRight　→
ToNextOnRight

ToRoot
ルートディレクトリに移ります。

FTP接続時のリモート側では、設定されている開始ディレクトリ
に移ります。	→	ToParent

ToTab_タブ番号|_キャプション

指定した番号(1〜)のタブに移ります。存在するタブよりも大きな
番号が指定された場合は、最後のタブに移ります。

また、タブの設定ダイアログ(TabDlg)でキャプションが設定され



ている場合、それを指定することも可能です。

通常のファイルリストの選択状態(ワークリストのセパレータは除
く)は、タブ切り替え時に待避/復元されます。
→	PrevTab　→	NextTab　→	FixTabPath

ToText
テキストプレビューが表示されている場合、フォーカスを移しま

す。

ファイラーで	ToLeft	/	ToRight、ToParentOnLeft	/
ToParentOnRight	コマンドが割り当てられているキーや、 ← 	/
→ キーを押すことによって、左/右ファイルリストに戻れます。
なお、テキストプレビューでは、ファイラーやテキストビュアー

で割り当てられているのと同じキー(2ストローク操作は除く)で
カーソル移動などを行えます。

→	ToLog

TrimTagData
存在しない項目に関するタグデータを一括削除し

て、TAGDATA.TXT	を更新します。
無効なドライブのデータも削除されますので注意してください。

なお	NyanFi	上で項目を削除した場合や、タグ検索でマッチした
項目が存在しなくなっていた場合(無効なドライブは除く)、設定
されていたタグデータは自動的に削除されます。

→	タグによるファイル管理
→	AddTag　→	DelTag　→	SetTag　→	FindTag

UndoRename
直前の	RenameDlg	または	SwapName	コマンドで変更したファイ
ル名を元に戻します。

改名を行うと、NyanFi	ディレクトリに	"renamelog.txt"	という改



名ログが作成されます。アンドゥはこのログファイルに基づいて

行われ、実行後には削除されます。

なお、「名前の変更」ダイアログの	設定	-	その他	で「改名ログを
作成しない」をチェックしていると、改名ログが作成されません

ので注意してください。

→	RenameDlg　→	SwapName

UnPack[_CD|_CD2[;OW]]

選択中(無ければカーソル位置)のアーカイブを反対パスに解凍し
ます。

ZIP、7Z、LHA、CAB、TAR、RAR、ISO	に対応しています(要
7-zip32.dll、unlha32.dll、cab32.dll、tar32.dll、unrar32.dll、
unrar.dll、uniso32.dll)。特殊な拡張子でも、アーカイバが対応でき
るものは解凍可能です。

パラメータに	CD	を指定すると、対象アーカイブのファイル名主
部と同じ名前のディレクトリを作成し、その中に解凍します。ま

た	CD2	を指定すると、アーカイブのルートに複数の対象がある場
合にディレクトリを作成して解凍します。

ZIP、7Z	では、解凍先ディレクトリ名に連続した空白が含まれ
ていると、それが一つの空白と解釈されてしまうため(7-zip64.dll
の仕様?)、一時的にディレクトリ名を変更(空白×2	を	"~x~"
(x=A〜Z)	に置換)して処理しています。

パラメータに	OW	を指定すると、解凍先に同名ファイルがあった
場合に確認無しで上書きします。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	UnPackToCurr　→	Pack

UnPackToCurr[_CD|_CD2[;OW]]



選択中(無ければカーソル位置)のアーカイブをカレントパスに解
凍します。解凍先以外は	UnPack	と同じです。
→	UnPack　→	PackToCurr

UpdateFromArc[_UN]

実行中の	NyanFi	を、既存のアーカイブから更新します。
ファイルを選択すると、「更新しますか?」の確認後、NyanFi.exe
と	NyanFi.chm	が更新され再起動します。
参照場所は記憶され、次回選択する際の初期ディレクトリとして

用いられます。

パラメータに	UN	を指定すると、前回の保存場所に新しいアーカ
イブが見つかったら確認なしで更新、再起動します。

なお、バージョン判定はアーカイブのファイル名で行っているの

で、保存の際に改名していると正しく機能しない場合がありま

す。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。

32ビット版と64ビット版のアーカイブを間違えないでください。
→	CheckUpdate

UseTrash[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、削除にごみ箱を使う/使わないをト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると使う、OFF	で使わない設定になり
ます。

→	オプション設定	-	一般	-	「削除にごみ箱を使う」
→	EmptyTrash　→	OpenTrash

ViewHistory[_FF|_AC]

最近閲覧したファイル一覧が開き、テキストビュアー

(TextViewer)	で閲覧したファイルの履歴が表示されます。



画面は	EditHistory	と共用していますので、表示位置やサイズは
同じになります。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

また	AC	を指定すると、履歴をすべて削除できます(一覧の右ク
リックメニューからも可能)。
→	TextViewer　→	EditHistory　→	RecentList

ViewIniFile
現在のINIファイルをテキストビュアーで表示します。
→	EditIniFile　→	TextViewer

ViewLog[_XW]

現在のログ内容をテキストビュアーで表示します(ログウィンドウ
の右クリックメニューからも可能)。
パラメータに	XW	を指定すると、別ウィンドウのテキストビュ
アーで開きます。

→	ListLog　→	TextViewer

ViewTail[_[R][行数]]

カーソル位置のテキストファイルの末尾から指定行数分をテキス

トビュアーで表示します。

表示部分のみを読み込むので、巨大なログファイルなどもすばや

く確認できます。

パラメータで行数を指定しない場合、デフォルトの100行になりま
す。

行数の頭に	R	を付けると、逆順で表示します。
開いたときのカーソル行は、逆順では先頭、そうでない場合は最

後になります。

例:	末尾から200行を逆順で表示



　ViewTail_R200

→	ListTail　→	WatchTail　→	TextViewer

WatchTail[_{キーワード|/正規表現パターン/}|_ST|_AC]

カーソル位置のテキストファイルの追記を監視します(監視間隔=1
秒)。
更新が検出されると、その内容をログに表示します。また、オプ

ション設定	-	通知・確認で「ファイル監視の通知音」が設定され
ていると、それが鳴ります。なお、タスク表示部の下部に監視数

が表示されます。

パラメータでキーワードを指定すると、追記内容にそのキーワー

ドが含まれている場合のみ表示します。キーワードを	/	で囲むと
正規表現とみなされます。キーワードが無指定の場合は、すべて

の追記内容が表示されます。

パラメータに	ST	を指定すると、現在監視中のファイル名とキー
ワードがログに一覧表示されます。

CC	を指定すると、カーソル位置ファイルの監視を中止します。
AC	を指定すると、すべての監視を中止します。

例:	ERROR	または	WARN	を含む追記を監視
　WatchTail_/ERROR|WARN/

オプション設定	-	イベント	-	「WatchTailコマンドからの通知」を
設定することで、追記検出時に特定のコマンドを実行できます。

その場合、定義済み変数	LastWatchLog	によって、検出された
ファイル名と追記内容を参照できます。コマンドライン用メール

送信ソフトなどを利用すれば、通知メールの送信も可能。

→	ListTail　→	ViewTail

WebMap[_IN]



カーソル位置の画像ファイルからExif	GPS情報を取得し、地図
(Googleマップ)を開きます。
緯度、経度から地図表示用HTMLファイルを生成し、一時ディレ
クトリに	$~WEBMAP.HTM	という名前で保存して開きます。

パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで指定した地点の
マップを開けます。指定には10進DEG表記を用い、緯度経度の順
に、,(カンマ)	、;	(セミコロン)、半角空白のいずれかで区切って入
力してください(クリップボードから貼り付けた場合はタブ文字で
も可)。

なお表示をカスタマイズしたい場合、NyanFi	実行ディレクトリに
WEBMAP.HTM	という名前のHTMLファイルを置くと、それがテ
ンプレートとして用いられます。

テンプレートでは以下のマクロが使え、それぞれの内容で置き換

えられます。

$Latitude$　10進DEG表記の緯度。
$Longitude$　10進DEG表記の経度。
$PathName$　	画像のパス付ファイル名(入力ボックス指定時は
空)
$FileName$　画像のパス無ファイル名(入力ボックス指定時は
空)

例:
<!DOCTYPE	html	PUBLIC	"-//W3C//DTD	XHTML	1.0	Transitional//EN"	"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-transitional.dtd">

<html	xmlns="http://www.w3.org/1999/xhtml">

<head>

<meta	http-equiv="content-type"	content="text/html;	charset=utf-8"/>

<title>$FileName$</title>

<script	type="text/javascript"	src="http://maps.google.com/maps/api/js?sensor=false"></script>

<script	type="text/javascript">

google.maps.event.addDomListener(window,	'load',

		function()	{

				var	latlng	=	new	google.maps.LatLng($Latitude$,	$Longitude$);

				var	options	=	{zoom:16,	center:latlng,	mapTypeId:google.maps.MapTypeId.ROADMAP};



				var	map	=	new	google.maps.Map(document.getElementById("gmap"),	options);

				var	marker	=	new	google.maps.Marker({position:latlng,	map:map});

		}

);

</script>

</head>

<body><div	id="gmap"	style="width:500px;	height:500px;"></div></body></html>

WebSearch[_CB|_FN|_検索語]

入力ボックスで指定した文字列を	Web	で検索します。
パラメータに	CB	を指定すると、入力ボックスを出さずに、ク
リップボードのテキスト内容を検索します(複数行ある場合は最初
の行内容)。
FN	を指定すると、入力ボックスを出さずに、カーソル位置のパ
ス無しファイル名を検索します。

それ以外のパラメータは、検索語とみなして検索します。

使用する検索エンジンのURLは、オプション設定	-	コマンド	で指
定しておいてください。

WidenCurList[_[^]パーセント値]

カレント側ファイルリストの幅を広げます。

デフォルトでは全体の75%になりますが、パラメータで任意の
パーセント値を指定することも可能です。その場合、先頭に	^	を
付けると、現在左右が均等でない場合は均等に

(EqualListWidth)、そうでない場合は指定値に広げます。
なお、.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。
→	BorderLeft　→	BorderRight　→	EqualListWidth

WinMaximize
ウィンドウを最大化します。

WinMinimize



ウィンドウを最小化します。

WinNormal
ウィンドウを元のサイズに戻します。

WinPos[_{L|T|R|B}[+|-]数値][;...]

ウィンドウの四辺の位置を設定します。

パラメータで	L(左)、T(上)、R(右)、B(下)を任意に組み合わせて設
定できます。数値の前に	+	または	-	を付けると、現在位置からの
相対指定になります。

パラメータに何も指定しないと、起動時の画面状態に戻ります。

例

　WinPos_L600
　WinPos_L+200;T+200;R-200;B-200

WorkItemDown
ワークリストで、選択中(無ければカーソル位置)の項目を一つ下
に移動します(ItemTmpDown	で代替可能)。
→	ItemTmpDown　→	InsSeparator　→	SetAlias　→	WorkList

WorkItemMove
ワークリストで、選択中の項目をカーソル位置に移動します

(ItemTmpMove	で代替可能)。
→	ItemTmpMove　→	InsSeparator　→	SetAlias　→	WorkList

WorkItemUp
ワークリストで、選択中(無ければカーソル位置)の項目を一つ上
に移動します(ItemTmpUp	で代替可能)。
→	ItemTmpUp　→	InsSeparator　→	SetAlias　→	WorkList

WorkList[_OP|_RL|_DI]



カレント側に現在のワークリストを表示します。ワークリストに

なっている場合は通常のファイルリスト表示に戻ります。また、

反対側がワークリストの場合、それを通常のファイルリスト表示

に戻してから、カレント側をワークリストにします。

パラメータに	OP	を指定すると、コマンドを反対側で実行しま
す。

RL	を指定すると、変更内容を破棄してワークリストを読み込み
直します。

DI	を指定すると、カレントで表示中のワークリストに無効な項目
がある場合、それを一括削除(登録解除)します。

→	オプション設定	-	一般	-	ワークリスト
→	HomeWorkList　→	LoadWorkList　→	NewWorkList　→
SelWorkItem

XmlViewer
カーソル位置のXMLファイルをXMLビュアーで表示します。
.xml	以外の拡張子でも、XMLファイルと認識されれば閲覧できま
す。

ZoomIn[_1〜12]

フォントサイズをポイント単位で大きくします(最大72ポイン
ト)。
パラメータで、ポイントの増分を指定することもできます(無指定
の場合は	1)。
この機能は一時的なもので、次回起動時には解除されます。

→	SetFontSize

ZoomOut[_1〜12]

フォントサイズをポイント単位で小さくします(最小2ポイント)。



パラメータで、ポイントの減分を指定することもできます(無指定
の場合は	1)。
この機能は一時的なもので、次回起動時には解除されます。

→	SetFontSize

ZoomReset
フォントサイズを元に戻し、ズーム状態を解除します。

→	SetFontSize	

以下はテキストビュアーについてコマンドですが、ファイラーからも実

行できます。

オプション設定	-	イベント	「テキストビュアーを開く直前」のコマン
ドで用いれば、拡張子別に表示設定を変えたりできます。

FixedLen_ON|_OFF

パラメータに	ON	を指定するとCSV/TSVを固定長表示、OFF	では
通常表示になります。

HtmlToText_ON|_OFF

パラメータに	ON	を指定するとHTML→テキスト変換表示、OFF
では通常表示(ソース)になります。

SetColor_ファイル名

パラメータで指定したカラー設定ファイル(.INI)を読み込んで、テ
キストビュアーの配色を一時的に変更します。ドライブ名がない

場合、NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみなされます。
設定ファイルには、このダイアログでエクスポートしたもの、オ

プション設定	-	フォント・配色	-	配色の「エクスポート」で保存
したもの、あるいは	NyanFi	のINIファイルのいずれかを利用でき
ます。読み込む際には、テキストビュアーに関する設定内容だけ



が用いられます。

SetMargin_左側余白幅

オプション設定	-	テキストビュアー	の「左側余白幅」を設定しま
す。

SetTab[_タブストップ幅]

タブストップ幅を変更します。4、8以外の値を設定することも可
能です。

0	または無指定の場合は、オプション設定	-	テキストビュアー	の
「タブストップ4の拡張子」の設定にしたがいます。
この変更は一時的なもので、テキストビュアーを閉じるとリセッ

トされます。

SetWidth[_折り返し幅]

オプション設定	-	テキストビュアー	の「折り返し幅」を設定しま
す。入力値を	0	(または空欄)にするとウィンドウの幅に合わせま
す。

パラメータで幅を指定すると、入力ボックスを出さずに、その値

を設定します。

→	ShowRuler

ShowCR[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、改行マーク(↵)の表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
オプション設定	-	テキストビュアー	の「改行を表示」に反映され
ます。

→	ShowTAB

ShowLineNo[_ON|_OFF]



パラメータを指定しない場合、行番号の表示/非表示をトグルで切
り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
オプション設定	-	テキストビュアー	の「行番号を表示」に反映さ
れます。

ShowRuby[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、青空文庫形式やHTML→テキスト
変換表示で、ルビ部分の表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。

ShowRuler[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ルーラの表示/非表示をトグルで切
り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
オプション設定	-	テキストビュアー	の「ルーラを表示」に反映さ
れます。

ShowTAB[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、タブマーク(⇀)の表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
オプション設定	-	テキストビュアー	の「タブを表示」に反映され
ます。

→	ShowCR

付記

無効なUNCパスを開こうとしたり、最新の情報に更新しようとしたり



した場合、パスの存在チェック処理をタイムアウト前に ESC キーで中

断できます。チェックを開始して約1秒後に、注意を促すヒント表示が
出ます。存在チェックは、その都度スレッドを生成して行います。な

お、オプション設定	-	一般	-	監視/更新	-「UNCパスをチェック」	の
チェックを外すと、この機器を無効にすることもできます。

大量のファイルがあるディレクトリを開こうとした場合、ファイルの列

挙処理を ESC キーで中断できます。

外部からファイルリストにリンク項目をドロップした場合、URLが画像
(.jpg	.png	.gif	.webp	.ico)だったらダウンロード保存、それ以外ではイン
ターネットショートカットが作成されます。

F1 キーで状況依存ヘルプを表示している場合、元画面とヘルプ画面の

間を F1 キーで交互に行き来できます。

ヘルプ画面が開いている状態で何らかのダイアログをモーダル表示する

と、そのヘルプは閉じられます。モーダル表示中は、前に開いていたヘ

ルプ画面が操作禁止になってしまうため、このようにしています。

Windows	では、ファイルやディレクトリ名は255文字、パス全体の長さ
は259文字までに制限されていますが、NyanFi	では、ファイルやディレ
クトリ名の制限はそのままですが、パス全体の長さについては260文字
以上でも扱うことができます。また末尾に空白があるものも扱えます。

ただし、コピー、移動、(ごみ箱を使わない)削除、名前の変更など基本
的なファイル操作以外はできない場合があります。

NyanFi	では、名前が	.	で始まる場合(ドットファイル)、その直後の部分
は拡張子ではなくファイル名主部とみなしています。



ビュアー

テキストビュアー

ファイルリストで	TextViewer	コマンドを実行すると、テキストビュ
アー画面に切り替わります。

TextViewer_XW	コマンドを実行すると、テキストビュアーを別ウィ
ンドウで開くことも可能です。

イメージビュアー

ファイルリストで	ImageViewer	コマンドを実行すると、イメージ
ビュアー画面に切り替わります。

なお、SubViewer	コマンドを実行すると、カーソル位置の画像を別
ウィンドウで簡易表示するサブビュアーが開きます。



テキストビュアー

ファイルリストで ENTER キーを押すか、TextViewer	コマンドを実行す
ると、テキストビュアー画面に変わり、カーソル位置のファイル内容を

表示します。

ビュアーに読み込まれるサイズは、オプション設定	-	テキストビュアー
の「テキスト最大読込サイズ」によって制限されます。

プログラムソース(.as	.au3	.bat	.c	.cpp	.fs	.go	.hs	.hsp	.java	.js	.jsx	.kt	.lua	.pas
.php	.pl	.ps1	.py	.rb	.rs	.scala	.sh	.st	.swift	.v	.vbs	.vhd	などに対応)の場合、コ
メント、文字列、予約語、シンボルを別色で強調表示できます( 厳密で
はないため対応できない場合もあり)。構文強調表示定義ファイルを作
成することによってユーザ定義も可能です。

強調表示の切り替えは	オプション設定	-	テキストビュアー	の「強調表
示」で、文字色は	オプション設定	-	フォント・配色	で指定してくださ
い。

CSV/TSVファイルの場合、FixedLen	コマンドによって、項目位置をそ
ろえた固定長表示が可能です。

HTML文書の場合、HtmlToText	コマンドによってHTML→テキスト変
換表示が可能です。

オプション設定	-	テキストビュアー	で「青空文庫形式に対応する」を
チェックしている場合、"［＃〜］"	という書式を含むテキストファイ
ル(.txt)を青空文庫形式とみなし、"［＃〜］"	部分はコメント色
で、"《〜》"	部分はルビ色で表示します。また「字下げ」や「地から
の字上げ」にほぼ対応しています。

リッチテキスト(.RTF)は、書式無しのプレーンテキストとして表示しま
す。読込サイズは制限されません。



xd2txlib.dll	(hishida	氏作	xdoc2txt	のDLL版)がインストールされていて、
オプション設定	-	テキストビュアー	で「xd2txlib.dll	でテキスト表示」
をチェックしている場合、PDF、WORD、EXCEL、一太郎などの各種
バイナリ文書からテキストを抽出して表示できます。読込サイズは制限

されません。

ファイルをテキスト表示できない場合は、バイナリ・ダンプ表示しま

す。

表示範囲は	オプション設定	-	テキストビュアー	の「バイナリ最大読込
サイズ」によって制限されますが、最上/最下行からカーソルをさらに
移動すると自動的に先頭アドレスが切り替わるので、大きなファイル

(4GB超も可)も任意の部分を閲覧できます。

TextViewer_XW	コマンドを実行すると、テキストビュアーを別ウィン
ドウで開きます。

これはモーダルウィンドウではないので、表示したままメイン画面での

操作が可能です。また複数のウィンドウを開くこともできます。

ビュアーからは TAB キーでファイラーにフォーカスが戻ります。ファ

イラーからは	ToExViewer	コマンドで、開いているビュアーに移れます
(複数ある場合はポップアップメニューで選択)。また、内部と別ウィン
ドウの両方でテキストビュアーを開いている場合、 TAB 	キーで両者の
間を行き来できます。

別ウィンドウのテキストビュアーでは以下のような制限や違いがありま

す。

ウィンドウは、常にメイン画面の前面になります。
メニューバーやツールバーはありません(右クリックメニューは利用
可能)。
折り返しはウィンドウの幅に固定されます。また、左側余白は	0	に
なります。



BitmapView、CharInfo、CsvRecord、Delete、FunctionList、Inspector
コマンドや、ExeCommands、Grep、InputCommands、KeyList	コ
マンドなどは使えません。実行しようとすると警告が出ます。
対応しているイベントは、「テキストビュアーを開く直前」のみで
す。
NextFile/PrevFile	コマンドは、複数開いている場合のウィンドウ切
り替えとして機能します。
表示ファイルが切り替わっても、ファイルリストのカーソル位置は
同期しません。

コマンド

テキストビュアーでは以下のコマンドを使用できます。

これらは、オプション設定	-	キー設定でキーに割り当てることができま
す(2ストロークキー操作可能)。
キー割り当て一覧は、一覧メニュー	-	[キー割り当て一覧]	や、KeyList
コマンドで表示できます。

パラメータに文字列を指定できるコマンドの場合、先頭に	:文字列:	と
いう形で説明を付けると、キー割り当て一覧や2ストローク・ヒントの
説明部分に表示されます。

A	B	C	D	E	F	G	H	I	J	K	L	M	N	O	P	R	S	T	U	V	W	Z　　　　→	コマンド索引	／	→	機能別
索引

AlphaBlend[_IN|[[^|+|-]不透明度]

メインウィンドウを透過表示にします。

パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで不透明度(64:半透
明〜255:不透明)を指定できます。
パラメータで不透明度を指定する場合、先頭に	^	を付けると、す
でに透過表示なら解除、そうでなければ指定値が適用されます。

先頭に	+	や	-	を付けると、現在の不透明度に対して指定値分だけ
増減させます。値のみの場合は絶対指定になります。



パラメータが指定されていないと透過表示が解除されます。

AppList_FA|_FL|_FI|_AO|_LO|_LI

アプリケーション一覧が開き、実行中のアプリケーションが表示

されます。簡易ランチャーも備えています。

パラメータに	FA	を指定すると、開いたとき一覧側にフォーカス
します。

また	FL	を指定するとランチャー側にフォーカス、	FI	を指定する
とランチャー側をインクリメンタルサーチモードにしてフォーカ

スします。

AO	を指定すると、一覧のみを表示します。
LO	を指定すると、ランチャーのみを表示します。
LI	を指定すると、ランチャーのみを表示し、インクリメンタル
サーチモードにします。

→	オプション設定	-	コマンド

BackViewHist
テキストビュアーで開いたファイルの履歴を戻ります。

BinaryEdit
現在のファイルをバイナリエディタで開きます。使用するバイナ

リエディタは、オプション設定	-	エディタで設定しておいてくだ
さい。

なおアーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍した

ものが開かれます。編集後に保存してもアーカイブには反映され

ず、仮想ディレクトリから抜けると一時ディレクトリのファイル

は削除されますので注意してください。

→	FileEdit

BitmapView[_ON|_OFF]



パラメータを指定しない場合、バイナリ・ダンプ表示で、ビット

マップビューの表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

マップをクリックすると、そのアドレスに移動します。右クリッ

クメニューで、幅を128または256に切り替えられます。
マップ左側にあるのは、ファイル全体に対する読み込み済み部分

のマップ表示です。クリックすると、その位置に先頭アドレスが

変更されます。またボタンや右クリックメニューでも変更できま

す。

→	Inspector　→	SetTopAddr

BoxSelMode
箱形選択モードを開始します。箱形選択モードでは、すべての移

動コマンドが箱形選択しながらの動作になります。

ClipCopy	コマンドを実行するか、BoxSelMode	コマンドをもう一
度実行すると、箱形選択モードが解除されます。

Calculator[_計算式]
Calculator_CB[;計算式]

電卓が開きます。

パラメータで計算式を指定すると、入力欄にそれを設定して開き

ます。

無指定の場合、選択中の文字列があれば、それが入力欄に設定さ

れます。複数行が選択されていたら、それらの内容を	"+"	記号で
連結したものが設定されます(空白行などは無視)。例えば、固定
長表示で数値項目を箱形選択すれば、それらの合計を計算できま

す。

パラメータに	CB	を用いた書式については、ファイラーの同コマ
ンドを参照してください(→	ファイラー:	Calculator)。



ChangeCodePage[_コードページ]

テキスト表示で、文字コードを変更します。

パラメータを指定しないと、現在の文字コードから	Shift_JIS	→
JIS	→	EUC-JP	→	Latin-1	→	UTF-8	→	UTF-16	の順で切り替えま
す。

パラメータで特定のコードページを指定することもできます。

例:	ChangeCodePage_932

ChangeViewMode
テキスト/バイナリ・ダンプ表示を切り替えます。
バイナリからテキスト表示に切り替えた場合、テキストとみなさ

れないファイルでも強制的にテキスト表示します。この場合、ヌ

ル文字は空白に置換されます。

CharInfo[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、バイナリ・ダンプ表示で、文字情

報の表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

カーソル位置の文字を拡大表示し、その文字コードを確認できま

す。

右クリックメニューで「情報をコピー」、「フォントの選択」、

「拡大表示の背景色/文字色」設定が可能です。
拡大表示の文字サイズは、情報との分割境界線を上下にドラッグ

することで変更できます。

ClipCopy[_AD]

選択中の文字列をクリップボードにコピーします。

バイナリ・ダンプ表示の場合、アドレスも含んだダンプ形式でコ

ピーします(箱形選択モード時は除く)。



パラメータに	AD	を指定すると、現在のクリップボードの内容
に、選択中文字列を追加します。

→	SaveDump

Close[_AL]

テキストビュアーを閉じます。

ENTER キーを押すか、画面のテキスト外部分をダブルクリックし

ても閉じることができます。

また ESC キーを押すと、文字情報、CSV/TSVレコード、ビット
マップビュー、インスペクタ、イメージプレビュー	が表示されて
いたらそれを閉じ、なにも表示されていなかったらビュアーを閉

じます。

パラメータに	AL	を指定すると、別ウィンドウで開いているすべ
てのテキストビュアーを閉じます。

ClearMark
すべてのマークを解除します。

→	Mark　→	FindMarkDown　→	FindMarkUp

CmdFileList[_FF]

コマンドファイル一覧を表示します。一覧からは、コマンドファ

イルの実行、編集、閲覧ができます。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	ExeCommands　→	FileEdit

CmdHistory[_FF]

NyanFi	起動後に実行されたコマンドの履歴を一覧ダイアログで表
示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー



カスします。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	CmdHistory)。

CopyFileInfo
ファイル情報をクリップボードにコピーします。

CsvCalc
CSV/TSVファイルを固定長表示していて、カーソル位置の項目に
有効な数値がある場合、その合計、平均、最小、最大値、中央

値、分散、標準偏差、度数分布を計算して表示します。

度数分布では、最大値と最小値の間をスタージェスの公式で求め

た階級数で等分しています。表示される数値は、左から階級下限

値、度数、累積相対度数です。

なおCSV/TSVファイルでなくても、数値で始まる行からなるテキ
ストファイルは集計が可能です。

右クリックメニューやCSV/TSVレコードで「先頭行が項目名」を
チェックしていると、先頭行は集計対象から除外されますので注

意してください。

→	FixedLen　→	CsvGraph　→	CsvRecord

CsvGraph
CSV/TSVファイルを固定長表示していて、カーソル位置の項目に
有効な数値がある場合、最小値/最大値間の相対的な変化を折れ線
グラフで表示します。

グラフ上をクリックすると、テキストビュアーのカーソルがその

項目位置に移動します。

右クリックメニューでは、画像としてのコピーや基準ラインの表

示/非表示が可能です。

グラフの背景/ライン/グリッド/文字色は	オプション設定	-	フォン



ト・配色	で設定できます。

→	FixedLen　→	CsvCalc　→	CsvRecord

CsvRecord[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、CSV/TSVレコードの表示/非表示を
トグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

ファイルの先頭行に	TAB	が含まれていたら	TSV、そうでない場
合は	CSV	とみなし、カーソル行を一つのレコードとして内容を一
覧表示します。「先頭行が項目名」をチェックしていると、ファ

イルの一行目を項目名とみなしてそれを表示します(この設定は、
テキストビュアーの右クリックメニューと連動)。
集計 ボタンを押すと、選択している項目に有効な数値がある場

合、その合計、平均、最小、最大値、中央値、分散、標準偏差を

計算して表示します。

また グラフ ボタンを押すと、選択している項目に有効な数値があ

る場合、それをグラフ表示します。

右クリックメニューでは、内容の「コピー」が可能です(範囲指定
可)。
→	FixedLen　→	CsvCalc　→	CsvGraph　→	ExportCsv

CursorDown[_行数|_HP|_FP]

カーソルをパラメータで指定した行数(無指定の場合は1行)下に移
動します。また	HP	では半ページ、FP	では1ページ分下に移動し
ます。

→	CursorUp　→	ScrollDown　→	ScrollCursorDown

CursorDownSel
選択しながらカーソルを下に移動します。



→	CursorUpSel

CursorLeft
カーソルを左に移動します。バイナリ・ダンプ表示の場合はバイ

ト単位の移動になります。

→	CursorRight　→	WordLeft

CursorLeftSel
選択しながらカーソルを左に移動します。

→	CursorRightSel

CursorRight
カーソルを右に移動します。バイナリ・ダンプ表示の場合はバイ

ト単位の移動になります。

→	CursorLeft　→	WordRight

CursorRightSel
選択しながらカーソルを右に移動します。

→	CursorLeftSel

CursorUp[_行数|_HP|_FP]

カーソルをパラメータで指定した行数(無指定の場合は1行)上に移
動します。また	HP	では半ページ、FP	では1ページ分上に移動し
ます。

→	CursorDown　→	ScrollUp　→	ScrollCursorUp

CursorUpSel
選択しながらカーソルを上に移動します。

→	CursorDownSel

DebugCmdFile_@ファイル名



パラメータで指定したコマンドファイル(.nbt)に対するデバッグ
ウィンドウを開き、デバッグモードで実行します。

詳しくは	Debug	補助コマンドを参照してください。

Delete[_SO]

選択中(無ければ表示中)のファイルを削除します。表示中のファ
イルが削除された場合、次のファイルを表示します。

このコマンドは、通常のファイルリストおよび検索結果リストに

おいてのみ有効です。選択中のディレクトリは削除されません。

また、バイナリ・ダンプ表示中のファイルは削除できません。な

おテキストビュアーでの削除は、バックグラウンド・タスクでは

行いません。

パラメータに	SO	を指定すると、選択されているファイルのみを
削除します。

→	SelectFile

Duplicate[_RA]

オプション設定	-	起動時	で二重起動が許可されている場合、新た
に	NyanFi	を起動します。
パラメータに	RA	を指定すると、管理者として起動します。

EditHighlight
構文強調表示定義ファイル(Highlight.INI)をテキストエディタで開
きます。

定義ファイルが存在しない場合には実行できません。

EditHistory
最近編集したファイル一覧を表示します。

画面は	ViewHistory	と共用なので、表示位置やサイズは同じにな
ります。



ExeCommands_{コマンド[:コマンド...]	|	@ファイル名}

パラメータで指定したコマンドを実行します。コマンドは	:	(コロ
ン)で区切って複数指定できます。
またパラメータでのみ使える補助コマンドや制御文もあります。

パラメータの先頭が	@	の場合、コマンドファイル名の指定になり
ます。

詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してくださ
い。

ExeMenuFile_ファイル名

指定したメニュー定義ファイルを読み込んで、マウス位置にポッ

プアップメニューを表示し、選択された項目を実行します。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	ExeMenuFile)。

ExeToolBtn_ボタン番号

パラメータで指定した番号(1〜)のツールボタンを実行します。
→	ToolBarDlg　→	ShowToolBar

ExportCsv
CSV/TSVエクスポートダイアログを開きます。
閲覧してるCSV/TSVファイルから、指定した項目を別ファイルに
エクスポートできます。

左側リストから項目を選んで右側リストに追加し、出力ファイル

名や形式を指定してください。

ファイル名にドライブ名がない場合は、閲覧中ファイルからの相

対指定とみなされます。

なお	Sort	コマンドでソートしていると、その内容でエクスポート
されます。

→	FixedLen　→	CsvRecord　→	Sort



FileEdit[_ファイル名]

現在のファイルをテキストエディタで開き、カーソル行へ飛びま

す。

xd2txlib.dll	で各種バイナリ文書をテキスト表示している場合は、
対応するエディタで開きます。

エディタの設定は、オプション設定	-	エディタで行ってくださ
い。

アーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍したもの

が開かれます。編集後に保存してもアーカイブには反映されませ

ん。またアーカイブの仮想ディレクトリから抜けると一時ディレ

クトリのファイルは削除されますので注意してください。

クリップボードの内容を閲覧している場合は、一時ディレクトリ

に	CLIPBOARD.TXT	という名前で保存して開きます。一時ファ
イルは	NyanFi	終了時に削除されます。
パラメータでファイル名を指定して開くこともできます。

ファイラーから	ViewTail	コマンドで閲覧している場合、行番号
は相対的な表示になるので、実際のファイルでの位置には移れま

せん。

→	BinaryEdit

FindText
文字列検索ダイアログを表示し、検索を行います。

バイナリ・ダンプ表示の場合は、文字列検索の他にバイト列検索

も可能です。

なおダイアログを閉じても、FindDown	や	FindUp	コマンドで直
前の検索条件による再検索ができます。

→	Highlight　→	IncSearch　→	IncSearch　→	Grep	

FindDown[_文字列|/正規表現パターン/]

直前に文字列検索ダイアログで行った検索条件で、下方向に再検



索します。

パラメータで文字列を指定して検索することも可能です。その場

合、文字列を	/	で囲むと正規表現とみなされます。
例:	FindDown_:URLを検索:"/https?://[\w/:%#\$&\?\(\)~\.=\+\-]+/"
→	FindSelDown　→	FindSelUp

FindUp[_文字列|/正規表現パターン/]

直前に文字列検索ダイアログで行った検索条件で、上方向に再検

索します。

パラメータで文字列を指定して検索することも可能です。その場

合、文字列を	/	で囲むと正規表現とみなされます。
→	FindSelDown　→	FindSelUp

FindLinkDown
リンク先("http://〜"、"mailto:〜"	または	"file://〜")を下方向に検索
します。

HTML→テキスト変換表示で	TagView	コマンドで移動する場合な
どに便利です。

FindLinkUp
リンク先("http://〜"、"mailto:〜"	または	"file://〜")を上方向に検索
します。

HTML→テキスト変換表示で	TagView	コマンドで移動する場合な
どに便利です。

FindMarkDown
マーク行を下方向に検索します。

バイナリ最大読込サイズを超えた検索も可能です。

→	Mark　→	ClearMark

FindMarkUp



マーク行を上方向に検索します。

バイナリ最大読込サイズを超えた検索も可能です。

→	Mark　→	ClearMark

FindSelDown[_SW]

選択中の文字列を下方向に検索します。

見つかると、その文字列が新たに選択状態となり、引き続きそれ

を検索できます。

検索に用いられた選択文字列は内部的に保持されます。次回検索

時に選択中でなかったら、前回のものが用いられます。

パラメータに	EM	を指定すると、すべてのマッチ語が強調表示さ
れます(Highlight_ON)。
→	FindDown　→	FindUp　→	Highlight

FindSelUp[_SW]

選択中の文字列を上方向に検索します。

見つかると、その文字列が新たに選択状態となり、引き続きそれ

を検索できます。

検索に用いられた選択文字列は内部的に保持されます。次回検索

時に選択中でなかったら、前回のものが用いられます。

パラメータに	EM	を指定すると、すべてのマッチ語が強調表示さ
れます(Highlight_ON)。
→	FindDown　→	FindUp　→	Highlight

FindTagName[_EJ][;CO]

タグ名検索ダイアログ	を開いて	tags	からタグ名を検索した後、ダ
イレクトタグジャンプを行います。

パラメータに	EJ	を指定すると	ダイレクトタグジャンプをテキス
トエディタで(TagJumpDirect)、そうでない場合はテキストビュ
アーで(TagViewDirect)行います。



パラメータに	CO	を指定すると、現在閲覧中のファイルに関する
タグ名だけを検索します。この場合、ダイアログで何も入力して

いないと、すべてのタグが一覧表示されます。用途によっては関

数一覧より便利かもしれません。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

→	TagJumpDirect　→	TagViewDirect　→	FunctionList

FixedLen[_ON|_OFF|_制限幅]

パラメータを指定しない場合、CSV/TSVファイルで、固定長表示/
通常表示をトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定するとCSV/TSVファイルで固定長表
示、OFF	では通常表示になります。
対象となるのは、拡張子が	.csv、.tsv	のテキストファイルです。
拡張子にかかわらず、ファイルの先頭行に	TAB	が含まれていたら
TSV、そうでない場合は	CSV	とみなします。
固定長表示では、項目ごとに最大幅で桁位置を合わせて整形表示

します。項目数は1行目の内容に基づいています。
1レコードが1行に収まらないと見にくくなりますが、オプション
設定	-	テキストビュアー	の「固定長表示の制限幅」を設定して省
略表示すると収まるかもしれません。この値はパラメータでも指

定できます。

オプション設定	-	フォント・配色	-	配色の「固定長表示の縦罫
線」を設定すると、固定長表示時に縦罫線が表示されます。ただ

し、各レコードの2行目以降には表示されません。
固定長表示の場合、カーソル位置項目のソート(Sort)、集計
(CsvCalc)、グラフ表示(CsvGraph)が可能です。
レコード毎の項目内容は、CSV/TSVレコード	(CsvRecord)でも確
認できます。

→	CsvRecord　→	CsvCalc　→	CsvGraph　→	Sort　→	ExportCsv



FunctionList[_FF]

関数一覧を表示します。

ファイルの種類によっては、「見出し一覧」、「セクション一

覧」、「ラベル一覧」、「オブジェクト一覧」、「タスク一覧」

になります。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	UserDefList　→	MarkList

Grep[_検索文字列]

文字列検索(GREP)を開きます。
カレントパス以下のテキストファイルに対して、文字列検索を行

います。

パラメータに検索文字列を指定すると、それを設定します。また

パラメータ無指定で、選択中の文字列がある場合はそれを設定し

ます。

→	FindText　→	FindSelDown　→	FindSelUp

HelpContents[_CI|_FI]

ヘルプの目次を表示します。

パラメータに	CI	を指定すると「コマンドの索引(アルファベット
順)」のページを、FI	を指定すると「コマンドの索引(機能別)」の
ページを表示します。

HelpCurWord_ヘルプファイル名

指定したHTMLヘルプファイル(.chm)を用いて、カーソル位置の単
語を検索します。

見つからなかった場合は、ヘルプ画面がキーワードタブになりま

す。

例:	HelpCurWord_"C:\Program	Files



(x86)\Embarcadero\Studio\19.0\Help\Doc\ja\vcl.chm"

Highlight[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、文字列検索ダイアログでの検索条

件にマッチしている語の強調表示/非表示をトグルで切り替えま
す。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

文字列検索ダイアログの「強調表示を維持」をチェックしている

と、ダイアログを閉じた後もマッチ語の強調表示を行います。

→	FindText　→	FindSelDown　→	FindSelUp

HtmlToText[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、HTML文書で、HTML→テキスト
変換表示/通常表示(ソース)をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定するとHTML→テキスト変換表示、OFF
では通常表示になります。

<H1>〜<H6>	は、見出しマーク文字が付加されます。箇条書きな
どにも対応。リンク先のURLは括弧内に表示されます。また存在
するローカルファイルへのリンクも表示され、TagJump	や
TagView	コマンドで開けます(name	や	id	による指定は無効)。
なお、文字列検索(GREP)の結果リストからビュアーを開いたり、
通常テキストから	TagView	コマンドで開いたりした場合は通常表
示に戻ります。

→	オプション設定	-	テキストビュアー	-「HTML→テキスト変
換」

ImgPreview
カーソル位置に表示可能な画像ファイル名がある場合、イメージ

プレビューを表示します(イメージビュアーのサブビュアーを利用



→	SubViewer)。
ドライブ名がない場合は閲覧中ファイルからの相対指定とみなさ

れます。

プレビュー中に、カーソルを別の画像ファイル名に移すと、それ

にあわせて表示も変わります。

現在プレビュー中のファイル名上、または有効なファイル名がな

いカーソル位置でコマンドを再び実行すると、プレビューが閉じ

ます( ESC キーでも可能)。

IncSearch[_[MM|NM]]

インクリメンタルサーチ・モードで文字列検索を行います。

パラメータに	MM	を指定すると	Migemo	モード、NM	を指定する
と通常モード、無指定の場合は前回のモードになります。

→	オプション設定	-	コマンド
→	FindText　→	Highlight

InputCommands[_EL]

入力したコマンド(	:	で区切って複数指定可)を、ExeCommands	の
パラメータとして実行します。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	InputCommands)。

Inspector[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、バイナリ・ダンプ表示で、インス

ペクタの表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

インスペクタには、カーソル位置から1、2、4、8バイト分の値が
表示されます。

unsigned/signed(整数)、Big/Little-Endian	を切り替えられます



(synchsafe	int	は	Big	のみ)。
右クリックメニューで内容の「コピー」が可能です。

また、カーソル位置から最大128バイトを各種文字コードで強制的
に表した文字列(ヌル終端)を一覧表示します。
→	BitmapView

JumpLine[_行番号|_[+|-]アドレス]

テキスト表示の場合、指定した行番号に移動します。

バイナリ・ダンプ表示の場合は、指定した(16進/10進)アドレスに
移動します。その際、+	または	-	を付けると、現在位置からの相
対移動になります。また、指定アドレスが読み込み済み範囲外

だった場合、先頭アドレスを変更して移動します。

パラメータを指定しない場合は入力ボックスが出ます。

→	SetTopAddr

KeyList[_FF]

キー割り当て一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

LineEnd
行末に移動します。

→	LineTop

LineEndSel
選択しながら行末に移動します。

→	LineTopSel

LineTop
行頭に移動します。

→	LineEnd



LineTopSel
選択しながら行頭に移動します。

→	LineEndSel

ListFileInfo
ShowFileInfo	のエイリアス(別名)です。
表示中ファイルのファイル情報をダイアログ表示します。

→	ShowFileInfo　→	PropertyDlg

ListLog[_EO]

現在のログ内容を一覧ダイアログで表示します。

パラメータに	EO	を指定すると、ログの中からエラー箇所を絞り
込んで表示します。一覧の右クリックメニューでも「エラー箇所

の絞り込み」を切り替え可能。

Mark
カーソル行をマークします。すでにマークされている場合は解除

します。マーク情報は、ファイルの閲覧履歴に保存されます。

ファイラーやイメージビュアーの	Mark	コマンドと混同しないで
ください。

→	ClearMark　→	FindMarkDown　→	FindMarkUp

MarkList[_FF]

テキスト表示で、マーク行一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

ファイラーやイメージビュアーの	MarkList	コマンド(栞マーク一
覧)と混同しないでください。
→	FunctionList　→	UserDefList



MenuBar
メニューバーの表示／非表示を切り替えます(トグル動作)。
→	PopupMainMenu

NextErr
ログ内容を閲覧している場合、次のエラー位置(W:警告、C:中断を
含む)に移動します。	ログ以外のファイルでは機能しません。
→	PrevErr

NextFile
次のファイルを表示します。

別ウィンドウのテキストビュアーの場合、複数開いていれば次の

ウィンドウにフォーカスを移します。

文字列検索(GREP)の結果リストからビュアーを開いている場合
は、結果リストの次の項目を表示します。

FTP接続時のリモート側では無効です。
→	PrevFile

NextNyanFi[_DN]

複数起動されている場合、次の	NyanFi	をアクティブにします。
パラメータに	DN	を指定すると、複数起動されていない場合、新
たに	NyanFi	を二重起動します。
→	PrevNyanFi　→	Duplicate

OpenURL[_URL]

選択中の文字列(なければ現在行)からURLを抽出して開きます
(ttp://〜の場合、先頭のhを補完)。また	mailto:〜	の場合は既定の
メーラで開きます。

なお、オプション設定	-	テキストビュアー	で「ダブルクリックで
URLを開く」をチェックしていると、テキスト上のダブルクリッ



クでも実行されます。

パラメータで	URL	を指定することもできます。その場合、URL
に日本語などが含まれていたら	UTF-8	でエンコードします。
例:	OpenURL_:googleで「猫を」検
索:"https://www.google.co.jp/search?q=猫&ie=UTF-8"
→	WebSearch

OptionDlg[_GN|_G2|_MO|_DS|_FC|_TV|_IV|_ED|_KY|_AC|_XM|_XT|_ST|_NT|_CM|_EV]

「オプション設定」ダイアログを開きます。このとき、ビュアー

は安全のため一旦閉じます。

パラメータを指定すると特定のタブを開くことができます。パラ

メータとタブの対応は次の通りです。GN:	一般、G2:	一般2、MO:
マウス操作、DS:	デザイン、FC:	フォント・配色、TV:	テキスト
ビュアー、IV:	イメージビュアー、ED:	エディタ、KY:	キー設
定、AC:	関連付け、XM:	追加メニュー、XT:	外部ツール、ST:	起
動時、NT:	通知・確認、CM:	コマンド、EV:	イベント。
このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。

PageDown
カーソルを1ページ下に移動します。
→	PageUp

PageDownSel
選択しながらカーソルを1ページ下に移動します。
→	PageUpSel

PageUp
カーソルを1ページ上に移動します。
→	PageDown

PageUpSel



選択しながらカーソルを1ページ上に移動します。
→	PageDownSel

PopupMainMenu
メインメニューの内容をポップアップメニューに変換して表示し

ます。

→	MenuBar

PrevErr
ログ内容を閲覧している場合、前のエラー位置(W:警告、C:中断を
含む)に移動します。
ログ以外のファイルでは機能しません。

→	NextErr

PrevFile
前のファイルを表示します。

別ウィンドウのテキストビュアーの場合、複数開いていれば前の

ウィンドウにフォーカスを移します。

文字列検索(GREP)の結果リストからビュアーを開いている場合
は、結果リストの前の項目を表示します。

FTP接続時のリモート側では無効です。
→	NextFile

PrevNyanFi
複数起動されている場合、前の	NyanFi	をアクティブにします。
→	NextNyanFi　→	Duplicate

PropertyDlg[_ファイル名|_ディレクトリ名]

表示中ファイルについてのプロパティダイアログを表示します。

パラメータで、対象のファイル名やディレクトリ名を指定するこ

ともできます。



RegExChecker[_パターン]

正規表現チェッカー	を開きます。
パラメータにパターンを指定すると、チェッカー画面のパターン

欄に入力されます。

ReloadFile
表示中のファイルを再読み込みします。

SaveDump
バイナリ・ダンプ表示の場合、ダンプリストに名前を付けてファ

イルに保存します。

その際、選択中ならその範囲を、そうでない場合は読み込み済み

範囲の全体を保存します。

ScrollCursorDown[_行数|_HP|_FP]

画面をパラメータで指定した行数(無指定の場合はホイール設定)
下にスクロールし、その分カーソルも移動します。また	HP	では
半ページ、FP	では1ページ分下にスクロール移動します。
→	ScrollDown　→	CursorDown

ScrollCursorUp[_行数|_HP|_FP]

画面をパラメータで指定した行数(無指定の場合はホイール設定)
上にスクロールし、その分カーソルも移動します。また	HP	では
半ページ、FP	では1ページ分上にスクロール移動します。
→	ScrollUp　→	CursorUp

ScrollDown[_行数|_HP|_FP]

画面をパラメータで指定した行数(無指定の場合はホイール設定)
下にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP	では1ページ
分下にスクロールします。なおカーソル位置は変わりません。

→	ScrollCursorDown　→	CursorDown



ScrollUp[_行数|_HP|_FP]

画面をパラメータで指定した行数(無指定の場合はホイール設定)
上にスクロールします。また	HP	では半ページ、FP	では1ページ
分上にスクロールします。なおカーソル位置は変わりません。

→	ScrollCursorUp　→	CursorUp

SearchPair[_/開始行パターン/;/終了行パターン/]

カーソル位置の括弧と対応する括弧を検索します。

検索できるペアは（）〔〕［］｛｝ 《》「」『』【】(){}[]	で
す。

一部のプログラムソースなどでは、括弧以外に以下のような行単

位の対応関係を検索できます。

.cpp、.h	などでは、#if〜/#endif	を検索します。

.pas	では、行単位で記述された	begin/end	などを検索します。

.dfm	(Delphiフォームファイル)では、object/end	や	item/end	を検索
します。

.vbs	では、各種制御文などに対応しています(例:	sub/end	sub、
if/end	if、for/next	…)。
.pod	では、=pod/=cut	および	=over/=back	を検索します(.pl、.pm	内
でも可)。

正規表現で処理しているため、正しく検索できない場合もありま

す。

検索のための開始行パターンと終了行パターンは、パラメータで

指定することもできます。

例:	SearchPair_/^#BEGIN/;/^#END/

また構文強調表示定義ファイルを利用すると、複数の検索パター

ンを指定できます(PairBeginPtn1〜、PairEndPtn1〜)。
特定の拡張子に対するデフォルトの検索パターンは、設定メ



ニュー	-	[デフォルトの構文強調表示定義をコピー]	で確認できま
す。

SelCurWord
カーソル位置の単語またはURLを選択します。
なお、ダブルクリックした場合にも、その位置の単語が選択され

ます。ただし、オプション設定	-	テキストビュアー	で「ダブルク
リックでURLを開く」をチェックしていると、その行にURLが含
まれている場合、それが開かれます。

SelLine
カーソル行を選択します。

→	SelLineCR

SelLineCR
カーソル行全体を改行単位で選択します。

→	SelLine

SelectAll
すべてを選択します。

SelectFile[_NX]

表示中のファイルを、カレントのファイルリストで選択状態にし

ます。すでに選択中の場合は解除します。

ファイルが選択されていると、情報ヘッダが選択中の配色になり

ます。

パラメータに	NX	を指定すると、実行後に次のファイルを表示し
ます。

→	Delete　→	NextFile

SelectMode



選択モードを開始します。選択モードでは、すべての移動コマン

ドが選択しながらの動作になります。

ClipCopy	コマンド、FindSelDown、FindSelUp	コマンドを実行す
るか、SelectMode	コマンドをもう一度実行すると、選択モードが
解除されます。

SetColor[_ファイル名|_RS]

テキストビュアーの配色ダイアログを開きます。このダイアログ

での設定は一時的なもので、テキストビュアーを閉じるとリセッ

トされます。

ただし 全体に反映 ボタンを押すと、全体のオプション設定にも反

映されます。

パラメータにファイル名を指定すると、カラー設定ファイル(.INI)
を読み込んで、テキストビュアーの配色を一時的に変更します。

ドライブ名がない場合、NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみ
なされます。

また	RS	を指定すると配色をリセットします。

設定ファイルには、このダイアログでエクスポートしたもの、オ

プション設定	-	フォント・配色	-	配色の「エクスポート」で保存
したもの、あるいは	NyanFi	のINIファイルのいずれかを利用でき
ます。読み込む際には、テキストビュアーに関する設定内容だけ

が用いられます。

なお、構文強調表示定義ファイルでも、このカラー設定ファイル

を用いて配色を変更できます。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。

SetFontSize_[^]サイズ

フォントサイズをパラメータで指定した値にします。値はポイン

ト単位で	2〜72	を指定できます。



値の先頭に	^	を付けると、すでにそのサイズなら通常サイズに戻
し、そうでなければ指定値に設定します。

サイズ変更は一時的なもので、次回開いた時には通常サイズに戻

ります。

例:最小/通常サイズをトグル切り替え
　SetFontSize_^2
→	ZoomIn　→	ZoomOut　→	ZoomReset

SetMargin_左側余白幅

オプション設定	-	テキストビュアー	の「左側余白幅」を設定しま
す。

SetTab[_タブストップ幅]

タブストップを任意の幅に変更します。

0	または無指定の場合は、オプション設定	-	テキストビュアー	の
「タブストップ4の拡張子」や「タブストップ	〜	の拡張子」の設
定にしたがいます(デフォルト=8)。
この変更は一時的なもので、テキストビュアーを閉じるとリセッ

トされます。

SetTopAddr[_TP|_PR|_NX|_ED]

バイナリ・ダンプ表示の場合、先頭アドレスを設定して、ファイ

ルの再読み込みを行います。

これにより、オプション設定	-	テキストビュアー	「バイナリ最大
読込サイズ」よりも大きなファイル(4GB超も可)でも、任意の部
分を閲覧できます。なおビットマップビューのファイルマップ表

示をクリックすることでも先頭アドレスを変更できます。

パラメータに	TP	を指定すると、入力ボックスを出さずに、先頭
アドレスをファイルの先頭に設定します。PR	を指定すると先頭
アドレスをファイルの先行部に、NX	を指定するとファイルの後



続部に設定します。ED	を指定すると、終端アドレスをファイル
の最後に設定します。

これらは、ビットマップビューのファイルマップの右クリックメ

ニューからも可能です。

→	JumpLine　→	BitmapView

SetUserDefStr_文字列

ユーザ定義文字列一覧で検索に用いる文字列を事前に設定しま

す。

一覧を開くとこの設定はクリアされます。事前設定していない場

合は、前回使用した文字列が用いられます。

→	UserDefList

SetWidth[_折り返し幅]

オプション設定	-	テキストビュアー	の「折り返し幅」を設定しま
す。入力値を	0	(または空欄)にするとウィンドウの幅に合わせま
す。

パラメータで幅を指定すると、入力ボックスを出さずに、その値

を設定します。

なおルーラを表示している場合、ダブルクリックで折り返し幅を

変更することもできます。

→	ShowRuler

ShowCR[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、改行マーク(↵)の表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
オプション設定	-	テキストビュアー	の「改行を表示」に反映され
ます。

→	ShowTAB



ShowFileInfo
表示中ファイルのファイル情報をダイアログで表示します。

ListFileInfo	コマンドでも同じです。
ファイラーやイメージビュアーの場合とは異なり、パラメータは

ありません。

→	ListFileInfo　→	PropertyDlg

ShowFKeyBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ファンクションキーバーの表示/非
表示をトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
ファンクションキーバーのボタンには、キーに割り当てられてい

るコマンド名(パラメータ部分を除く)がデフォルトで表示されま
すが、変更も可能です。

ボタンを右クリックするか、オプション設定	-	キー設定の一覧で
項目をダブルクリックすると、表示名変更のための入力ボックス

が表示されます。

なおツールバーとは異なり、割り当てられているコマンドの有効/
無効やチェック状態はボタンに反映されません。

ShowLineNo[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、行番号の表示/非表示をトグルで切
り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

オプション設定	-	テキストビュアー	の「行番号を表示」に反映さ
れます。

ShowRuby[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、青空文庫形式やHTML→テキスト



変換表示で、ルビ部分の表示/非表示をトグルで切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

ShowRuler[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ルーラの表示/非表示をトグルで切
り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

オプション設定	-	テキストビュアー	の「ルーラを表示」に反映さ
れます。

ルーラを表示していると、ダブルクリックで折り返し幅を変更す

ることもできます。

→	SetWidth

ShowStatusBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ステータスバーの表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

ShowTAB[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、タブマーク(⇀)の表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
これは、テキストプレビューや一覧ダイアログでのテキスト表示

にも適用されます。

オプション設定	-	テキストビュアー	の「タブを表示」に反映され
ます。

→	ShowCR



ShowToolBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ツールバーの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
「ツールバーの設定」ダイアログは、ツールバーをダブルクリッ

クするか、設定メニュー	-	「ツールバーの設定」あるいは
ToolBarDlg	コマンドで表示されます。
→	ToolBarDlg　→	ExeToolBtn

Sort[_AO|_DO]

テキスト表示で、全体を改行単位でソートします。

パラメータに	AO	を指定すると昇順、DO	で降順になります。無
指定の場合は、ソートが解除され行番号順に戻ります。

CSV/TSVファイルで固定長表示の場合、カーソル位置の項目が
ソート対象になります。CSV/TSVレコード	(CsvRecord)や右ク
リックメニューで「先頭行が項目名」をチェックしていると、先

頭行はソートされません。

ソートは右クリックメニューからも可能です。

→	FixedLen　→	CsvRecord　→	ExportCsv

SwitchSameName
カレントディレクトリ内で、表示中ファイルとファイル名主部が

同じ次のテキストファイルに切り替えます(ループ動作)。

SwitchSrcHdr
カレントディレクトリ内にある	c、c++	のヘッダ/ソースファイル
を切り替えます。

TagJump[_DJ]

現在行の内容でタグジャンプを行い、テキストエディタで開きま



す。

選択中ならその文字列、そうでない場合はカーソル行を対象とし

ます。行内に複数のジャンプ先がある場合、カーソル位置から最

初に見つかったものを開きます。

HTML→テキスト変換表示の場合、file:://〜	という形式のローカ
ルファイルや、Markdown記法によるリンクにも対応(name	や	id	に
よる移動先指定は無効)。
また	#include	相対ファイル名	という形式も開けます。	
行番号の指定のためのパラメータは、オプション設定	-	エディタ
で設定できます。

パラメータに	DJ	を指定すると、タグジャンプができなかった場
合、カーソル位置の単語でダイレクトタグジャンプ

(TagJumpDirect)を試みます。
→	TagView　→	TagJumpDirect

TagJumpDirect[_タグ名]

カーソル位置の単語でダイレクトタグジャンプを行い、テキスト

エディタで開きます。ジャンプ先の候補が複数ある場合、一覧で

選択できます。

パラメータでタグ名を指定すると、その単語でダイレクトタグ

ジャンプを行います。

→	TagViewDirect　→	FindTagName

TagView[_DJ]

現在行の内容でタグジャンプを行い、テキストビュアーで開きま

す。

選択中ならその文字列、そうでない場合はカーソル行を対象とし

ます。行内に複数のジャンプ先がある場合、カーソル位置から最

初に見つかったものを開きます。

HTML→テキスト変換表示の場合、file:://〜	という形式のローカ



ルファイルへのリンクにも対応(name	や	id	による移動先指定は無
効)。また	#include	相対ファイル名	という形式も開けます。
パラメータに	DJ	を指定すると、タグジャンプができなかった場
合、カーソル位置の単語でダイレクトタグジャンプ

(TagViewDirect)を試みます。
→	TagJump　→	TagViewDirect

TagViewDirect[_タグ名]

カーソル位置の単語でダイレクトタグジャンプを行い、テキスト

ビュアーで開きます。ジャンプ先の候補が複数ある場合、一覧で

選択できます。

パラメータでタグ名を指定すると、その単語でダイレクトタグ

ジャンプを行います。

→	TagJumpDirect　→	FindTagName

TextEnd
最後尾に移動します。

→	TextTop

TextEndSel
選択しながら最後尾に移動します。

→	TextTopSel

TextTop
先頭に移動します。

→	TextEnd

TextTopSel
選択しながら先頭に移動します。

→	TextEndSel



ToolBarDlg
「ツールバーの設定」ダイアログを表示します。

→	ShowToolBar　→	ExeToolBtn	このコマンドは、二重起動した
NyanFi	からは実行できません。

UserDefList[_FF]

ユーザ定義文字列一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

なお	SetUserDefStr	コマンドで、事前に文字列を設定しておくこ
とができます。

→	SetUserDefStr	　→	FunctionList　→	MarkList

ViewHistory
最近閲覧したファイル一覧を表示します。

画面は	EditHistory	と共用なので、表示位置やサイズは同じにな
ります。

WebMap
入力ボックスで指定した緯度経度の地図(Googleマップ)を開きま
す。

マップ表示用のHTMLファイルを生成し、一時ディレクトリに
$~WEBMAP.HTM	という名前で保存して開きます。
指定には10進数のDEG表記を用い、緯度経度の順に、,(カンマ)
、;	(セミコロン)、半角空白のいずれかで区切って入力してくださ
い(クリップボードから貼り付けた場合はタブ文字でも可)。
なお表示をカスタマイズしたい場合、実行ディレクトリに

WEBMAP.HTM	という名前のHTMLファイルを置くと、それがテ
ンプレートとして用いられます。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ



ラー:	WebMap)。
→	WebSearch　→	OpenURL

WebSearch[_CB|_検索語]

選択中の文字列(無ければ入力ボックスで指定)を	Web	で検索しま
す。複数行が選択されている場合は、最初の行が対象となりま

す。

パラメータに	CB	を指定すると、クリップボードのテキスト内容
を検索します。

それ以外のパラメータは、検索語とみなして検索します。

使用する検索エンジンのURLは、オプション設定	-	コマンド	で指
定しておいてください。

なお、右クリックメニューからも実行できます。

→	WebMap　→	OpenURL

WinPos[_{L|T|R|B}[+|-]数値][;...]

ウィンドウの四辺の位置を設定します。

パラメータで	L(左)、T(上)、R(右)、B(下)を任意に組み合わせて設
定できます。数値の前に	+	または	-	を付けると、現在位置からの
相対指定になります。

パラメータを何も指定しないと、起動時の画面状態に戻ります。

WordLeft
カーソルを前の単語に移動します。

固定長表示でレコードの1行目部分の場合は、左隣の列項目に移動
します。

バイナリ・ダンプ表示では	2バイト(WORD)分左に移動します。
→	CursorLeft

WordRight



カーソルを次の単語に移動します。

固定長表示でレコードの1行目部分の場合は、右隣の列項目に移動
します。

バイナリ・ダンプ表示では	2バイト(WORD)分右に移動します。
→	CursorRight

ZoomIn[_1〜12]

フォントサイズをポイント単位で大きくします(最大72ポイン
ト)。
なお、折り返し位置の更新は行いませんので、条件によっては右

端が切れます。

パラメータで、ポイントの増分を指定することもできます(無指定
の場合は	1)。
この機能は一時的なもので、次回開いた時には解除されます。

→	SetFontSize

ZoomOut[_1〜12]

フォントサイズをポイント単位で小さくします(最小2ポイント)。
なお、折り返し位置の更新は行いません。

パラメータで、ポイントの減分を指定することもできます(無指定
の場合は	1)。
この機能は一時的なもので、次回開いた時には解除されます。

→	SetFontSize

ZoomReset
フォントサイズをデフォルトに戻し、ズーム状態を解除します。

→	SetFontSize



イメージビュアー

ファイルリストで ENTER キーを押すか、ImageViewer	コマンドを実行
すると、イメージビュアー画面に変わり、カーソル位置の画像ファイル

を表示します。また実行ファイルやDLLの場合は、アイコンを抽出して
一覧表示します。

また、カレント側にある画像ファイルのサムネイルを一覧表示すること

もできます。ただし、ファイル名検索の結果リストの場合、アーカイブ

内ファイルは表示対象から外されます。

画像ファイルの表示は、WIC	コーデックで行っています。
必要に応じてコーデックやプラグインをインストールしてください。

インストールされているコーデックやプラグインの詳細は、ListNyanFi
コマンドで確認できます。

また、メタファイル(.WMF、.EMF)にも対応しています。背景色はデ
フォルトで白ですが、オプション設定	-	フォント・配色の「配色」で変
更可能です。

オプション設定	-	イメージビュアーの「アニメーションGIFを再生す
る」をチェックしていると、アニメーションGIFを再生できます(ビュ
アー機能の制限あり)。

Exif	情報は自前で取得しています。対応しているの
は、.JPG、.TIF、.HEIC、.ARW(Sony)、.CR2(Canon)、.DNG(その
他)、.ERF(Epson)、.MEF(Mamiya)、.NEF/.NRW(Nikon)、.ORF(OLYMPUS)、
Leica
等)、.RW2(Panasonic)、.SR2(Sony)、.SRW(Samsung)、.X3F(SIGMA)、.3FR
です。また	.CRW(古い	Canon	RAW)については	CIFF	情報を取得してい
ます。

サムネイルからは、外部へのドラッグ＆ドロップが可能です。選択中



(無ければカーソル位置)のファイルが対象となります。

コマンド

イメージビュアーでは以下のコマンドを使用できます。

これらは、オプション設定	-	キー設定でキーに割り当てることができま
す(2ストロークキー操作可能)。
キー割り当て一覧は、一覧メニュー	-	[キー割り当て一覧]	や、KeyList
コマンドで表示できます。

A	C	D	E	F	G	H	I	J	K	L	M	N	O	P	R	S	T	W	Z　　　　→	コマンド索引	／	→	機能別索引

AddTag[_タグ[;タグ...]]

選択中(無ければ現在表示中)のファイルにタグを追加します。
詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	AddTag)。	→	SetTag　→	DelTag

AlphaBlend[_IN|[[^|+|-]不透明度]

メインウィンドウを透過表示にします。

パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで不透明度(64:半透
明〜255:不透明)を指定できます。
パラメータで不透明度を指定する場合、先頭に	^	を付けると、す
でに透過表示なら解除、そうでなければ指定値が適用されます。

先頭に	+	や	-	を付けると、現在の不透明度に対して指定値分だけ
増減させます。値のみの場合は絶対指定になります。

パラメータが指定されていないと透過表示が解除されます。

AppList_FA|_FL|_FI|_AO|_LO|_LI

アプリケーション一覧が開き、実行中のアプリケーションが表示

されます。簡易ランチャーも備えています。



パラメータに	FA	を指定すると、開いたとき一覧側にフォーカス
します。

また	FL	を指定するとランチャー側にフォーカス、	FI	を指定する
とランチャー側をインクリメンタルサーチモードにしてフォーカ

スします。

AO	を指定すると、一覧のみを表示します。
LO	を指定すると、ランチャーのみを表示します。
LI	を指定すると、ランチャーのみを表示し、インクリメンタル
サーチモードにします。

→	オプション設定	-	コマンド

Calculator_計算式	Calculator_CB[;計算式]

電卓が開きます。

パラメータで計算式を指定すると、入力欄にそれを設定して開き

ます。

パラメータに	CB	を用いた書式については、ファイラーの同コマ
ンドを参照してください(→	ファイラー:	Calculator)。

ClearMark
カレントのすべての栞マークを解除します。

→	Mark　→	NextMark　→	PrevMark　→	SelMark

ClipCopy[_VI]

画像をクリップボードにコピーします。縮小表示されている場合

でも、元サイズの画像がコピーされます。

パラメータに	VI	を指定すると、元サイズではなく、実際に表示
されている状態でコピーします。クリップボードの内容を閲覧し

ている場合は表示も更新されます。

見開き表示では、左右2画像を連結したものがコピーされます。



Close
イメージビュアーを閉じます。

ENTER キーまたは ESC キー(通常表示時)を押すか、サムネイル以
外の部分をダブルクリックしても閉じることができます。

CmdFileList[_FF]

コマンドファイル一覧を表示します。一覧からは、コマンドファ

イルの実行、編集、閲覧ができます。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	ExeCommands　→	FileEdit

CmdHistory[_FF]

NyanFi	起動後に実行されたコマンドの履歴を一覧ダイアログで表
示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	CmdHistory)。

ColorPicker
カラーピッカーを表示します。

画像をクリックすると、その位置のピクセル色を、コンボボック

スで選択した書式でクリップボードにコピーします。また、

「BITMAP(〜)」を選ぶと、括弧内のサイズの正方形を取得色で
塗りつぶしたものをビットマップとしてコピーします。

「9px平均」をチェックすると、隣接する9ピクセルの平均色を取
得します。また、「補色」をチェックすると補色を、「セーフカ

ラー」をチェックすると、Webセーフカラーの近似色を取得しま
す。



「連続取得」では、ピクセル色を連続的に取得できます(ビット
マップのコピーでは不可)。
回数および結果の連結方法を指定して 開始 キーを押してくださ

い。 ESC キーで中断できます。

CopyFileInfo
ファイル情報をクリップボードにコピーします。

DebugCmdFile_@ファイル名

パラメータで指定したコマンドファイル(.nbt)に対するデバッグ
ウィンドウを開き、デバッグモードで実行します。

詳しくは	Debug	補助コマンドを参照してください。

Delete[_SO]

選択中のファイルがあればそれを、無ければ現在表示中のファイ

ルを削除します。

なおイメージビュアーでの削除は、バックグラウンド・タスクで

は行いません。

パラメータに	SO	を指定すると、選択されているファイルのみを
削除します。

DelTag
選択中(無ければ現在表示中)のファイルのタグを削除します。
→	AddTag　→	SetTag

DoublePage[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、通常表示/見開き表示をトグルで切
り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると見開き表示、OFF	では通常表示に
なります。

見開き表示では、現在の画像と次の画像を2つ左右に並べて連結表



示します。左右で高さが異なる場合は、縦方向に中央揃えしま

す。綴じ方向は	PageBind	コマンドや表示メニューで変更できま
す。なおメタファイルやアイコンの場合は見開き表示になりませ

ん。

→	PageBind

Duplicate[_RA]

オプション設定	-	起動時	で二重起動が許可されている場合、新た
に	NyanFi	を起動します。
パラメータに	RA	を指定すると、管理者として起動します。

EndFile
表示可能な最後のファイルに移動します。

→	TopFile

EqualSize
画像を元のサイズで等倍表示します。

画像が画面サイズより大きい場合、中心部が表示され、カーソル

キーやマウスドラッグによってスクロールできます。

なおフィット表示されている画像をマウス左ボタンで押している

と、一時的に等倍表示になり、そのままドラッグでスクロールで

きます。

→	FittedSize　→	ZoomIn　→	ZoomOut

ExeCommands_[:説明:]{コマンド[:コマンド...]	|	@ファイル名}

パラメータで指定したコマンドを実行します。コマンドは	:	(コロ
ン)で区切って複数指定できます。
またパラメータでのみ使える補助コマンドや制御文もあります。

パラメータの先頭が	@	の場合、コマンドファイル名の指定になり
ます。



詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してくださ
い。

ExeMenuFile_ファイル名

指定したメニュー定義ファイルを読み込んで、マウス位置にポッ

プアップメニューを表示し、選択された項目を実行します。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	ExeMenuFile)。

ExeToolBtn_ボタン番号

パラメータで指定した番号(1〜)のツールボタンを実行します。
→	ToolBarDlg　→	ShowToolBar

FileEdit[_ファイル名]

選択中(無ければ現在表示中)のファイルをイメージエディタ(ペイ
ントソフト等)またはその他のエディタで開きます。
エディタの設定は、オプション設定	-	エディタで行ってくださ
い。

アーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍したもの

が開かれます。編集後に保存してもアーカイブには反映されませ

ん。またアーカイブの仮想ディレクトリから抜けると一時ディレ

クトリのファイルは削除されますので注意してください。

クリップボードの内容を閲覧している場合は、一時ディレクトリ

に	CLIPBOARD.BMP	という名前で保存して開きます。一時ファ
イルは	NyanFi	終了時に削除されます。
パラメータでファイル名を指定して開くこともできます。

FlipHorz
画像表示の左右を反転します(アイコン表示の場合は無効)。
→	FlipVert



FlipVert
画像表示の上下を反転します(アイコン表示の場合は無効)。
→	FlipHorz

FittedSize
画像を画面サイズにフィットするように表示します(アイコン表示
の場合は無効)。
画像が画面サイズより小さい場合は等倍表示になります。

縮小・縮小アルゴリズムは	オプション設定	-	イメージビュアー	で
選べます。

フィット表示されている画像をマウス左ボタンで押していると、

一時的に等倍表示になり、そのままドラッグでスクロールできま

す。

なお、オプション設定	-	イメージビュアー	で「許容フィット倍
率」に100よりも大きな値を設定した場合、その倍率の範囲内で
フィットできれば拡大表示します(そうでない場合は等倍表示)。
→	EqualSize　→	ZoomIn　→	ZoomOut

FullScreen[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、イメージビュアーの全画面表示/通
常表示をトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると全画面表示、OFF	では通常表示に
なります。

全画面表示からは、 ESC キーでも通常表示に戻れます。

全画面表示では、サイドバー、シークバー、情報ヘッダ、ステー

タスバーは表示されません。

オプション設定	-	イメージビュアー	で「全画面表示でサムネイル
を隠す」をチェックしていると、サムネイルも非表示になりま

す。全画面表示から抜けると、以前の表示状態に戻りますが、全

画面表示時にに表示を切り替えた場合はそれが維持されます。



「全画面表示でマウスポインタを隠す」をチェックしていると、

マウスポインタが隠れます。この場合、クリックで非表示状態が

解除されます。

GrayScale[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、画像のグレースケール表示/通常表
示をトグルで切り替えます(アイコン表示の場合は無効)。
パラメータに	ON	を指定するとグレースケール表示、OFF	では通
常表示になります。

HelpContents[_CI|_FI]

ヘルプの目次を表示します。

パラメータに	CI	を指定すると「コマンドの索引(アルファベット
順)」のページを、FI	を指定すると「コマンドの索引(機能別)」の
ページを表示します。

Histogram[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ヒストグラムの表示/非表示をトグ
ルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

画像が表示されている場合は、元サイズのデータからヒストグラ

ムを作成しますが、サムネイル全面表示の場合は、サムネイル画

像から作成するのであまり正確ではありません。

サイドバーが表示されている場合、ファイル情報の上または下に

ヒストグラムをドッキングすることもできます。

全画面表示では、サイドバーにドッキングされていない場合にの

み表示可能です。

→	Sidebar　　→	Histogram



HomeWorkList
ホームワークリストを読み込みます。ワークリスト表示でない場

合、表示は切り替わりません。

ホームワークリストは、オプション設定	-	起動時	で指定されてい
るファイルが用いられます。

→	WorkList　→	LoadWorkList

InputCommands[_EL]

入力したコマンド(	:	で区切って複数指定可)を、ExeCommands	の
パラメータとして実行します。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	InputCommands)。

JumpIndex[_[+|-]インデックス]

指定したインデックスのファイルに移動します。

+	または	-	を付けると、現在位置からの相対移動になります。
パラメータを指定しない場合は入力ボックスが出ます。

→	NextFile　→	PrevFile

KeyList[_FF]

キー割り当て一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

ListFileInfo
ShowFileInfo_SD	のエイリアス(別名)です。
表示中画像のファイル情報をダイアログ表示します。

→	ShowFileInfo　→	PropertyDlg

ListLog[_EO]

現在のログ内容を一覧ダイアログで表示します。



パラメータに	EO	を指定すると、ログの中からエラー箇所を絞り
込んで表示します。一覧の右クリックメニューでも「エラー箇所

の絞り込み」を切り替え可能。

LoadBgImage[_ファイル名]

表示中のファイル(メタファイルは除く)を背景画像として読み込
みます。

→	オプション設定	-	デザイン	-	「背景画像表示」	で「2画面にわ
たって表示」が選択されている場合は画像1に、「それぞれに表
示」が選択されている場合は、左側なら画像1に、右側なら画像2
に読み込まれます。

パラメータにファイル名を指定すると直接開けます(ドライブ名が
ない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。

LoadWorkList[_ファイル名]

ワークリストをファイルから読み込みます。ワークリスト表示で

ない場合、表示は切り替わりません。

直前に使用していたワークリストは自動的に保存されます(無名
だった場合は「ワークリストに名前を付けて保存」ダイアログが

出ます)。
パラメータにファイル名を指定すると直接開けます(ドライブ名が
ない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定)。
→	SaveWorkList　→	SaveAsWorkList　→	NewWorkList

Loupe[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ルーペの表示/非表示をトグルで切
り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

画像(メタファイルは除く)のマウス位置を拡大表示します。倍率



は ×1 ×2 ×4 ×8 ボタンか右クリックメニューで切り替えられま

す。拡大の際に補間は行われません。

サイドバーが表示されている場合、ファイル情報の上または下に

ルーペをドッキングすることもできます。

なお、クリックで一時的に等倍表示になっている間は、浮動化し

ているルーペは隠れます。

全画面表示では、サイドバーにドッキングされていない場合にの

み表示可能です。

→	Sidebar　→	Histogram

Mark[_IM|_ND|_メモ]

カーソル位置のファイルに栞マークを設定します。すでにマーク

されている場合は解除します。

パラメータに	IM	を指定すると、ファイルに栞マークを設定する
とともに、入力ボックスでメモを設定します。パラメータでメモ

内容を直接指定することも可能。なおメモ設定時は、実行後、次

のファイルに移動しません。

パラメータに	ND	を指定すると、実行後、次のファイルに移動し
ません。

→	ClearMark　→	NextMark　→	PrevMark　→	MarkList　→
SelMark

MarkList[_FF]

栞マーク一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー
カスします。

→	Mark　→	ClearMark

MaskSelect
サムネイルを表示している場合、指定マスクに一致するファイル



を選択します。

→	TagSelect

MenuBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、メニューバーの表示/非表示をトグ
ルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

→	PopupMainMenu

NewWorkList
新規に空のワークリストを作成して表示します。ワークリスト表

示でない場合、表示は切り替わりません。

新規ワークリストは無名ですので、保存するには	SaveAsWorkList
コマンドを用いてください。

→	LoadWorkList　→	SaveWorkList　→	SaveAsWorkList

NextFile[_F1]

表示可能な次のファイルに移動します。

オプション設定	-	イメージビュアー	で「カーソルをループ移動す
る」をチェックしている場合、最後まで達したら先頭に移ります

(見開き表示では無効)。また「先頭・最後でヒント表示」を
チェックしていると、先頭からさらに移動しようとした場合にヒ

ント表示します。

見開き表示している場合は2ファイル単位での移動になりますが、
オプション設定	-	イメージビュアー	で「見開き表示で1ファイル
ずつ移動」をチェックすれば1ファイルずつの移動も可能です。ま
たパラメータに	F1	を指定すると、この設定にかかわらず1ファイ
ルずつ移動します。

なお、「シークバーの始点を綴じ方向に合わす」と「右綴じで



Next/Prev入替」がチェックされていて、右綴じ見開き表示でシー
クバーが表示になっている場合、キーによってこのコマンドを実

行しようとすると、代わりに	PrevFile	が実行されます。
FTP接続時のリモート側では無効です。
→	PrevFile　→	JumpIndex

NextMark
次の栞マークファイルへ移動します(ループ動作)。
→	PrevMark　→	Mark　→	ClearMark

NextNyanFi[_DN]

複数起動されている場合、次の	NyanFi	をアクティブにします。
パラメータに	DN	を指定すると、複数起動されていない場合、新
たに	NyanFi	を二重起動します。
→	PrevNyanFi　→	Duplicate

NextPage
サムネイルを表示している場合、通常表示では1ページ分後に、全
面表示では1行下に移動します。
サムネイルが非表示の場合は何もしません。

→	PrevPage

NextSameName
カーソル位置とファイル名主部が同じ次のファイルへ移動しま

す。見つからなかった場合は先頭から探します。

OpenByApp[_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)のファイルを、独自の関連付けで
開きます。関連付けは、オプション設定	-	関連付けで行ってくだ
さい。

アーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍したもの



が開かれます。仮想ディレクトリから抜けると一時ディレクトリ

のファイルは削除されますので注意してください(排他的に開かれ
ていると削除できず残ります)。
パラメータにファイル名を指定すると直接開けます。ドライブ名

がない場合はカレントからの相対指定になります。

OpenByWin[_ファイル名]

選択中(無ければカーソル位置)のファイルを、Windowsの関連付け
で開きます。

アーカイブ内のファイルは、一時ディレクトリ下に解凍したもの

が開かれます。仮想ディレクトリから抜けると一時ディレクトリ

のファイルは削除されますので注意してください(排他的に開かれ
ていると削除できず残ります)。
パラメータでファイル名を指定して開くこともできます。ドライ

ブ名がない場合はカレントからの相対指定になります。

OptionDlg[_GN|_G2|_MO|_DS|_FC|_TV|_IV|_ED|_KY|_AC|_XM|_XT|_ST|_NT|_CM|_EV]

「オプション設定」ダイアログを開きます。このとき、ビュアー

は安全のため一旦閉じます。

パラメータを指定すると特定のタブを開くことができます。パラ

メータとタブの対応は次の通りです。GN:	一般、G2:	一般2、MO:
マウス操作、DS:	デザイン、FC:	フォント・配色、TV:	テキスト
ビュアー、IV:	イメージビュアー、ED:	エディタ、KY:	キー設
定、AC:	関連付け、XM:	追加メニュー、XT:	外部ツール、ST:	起
動時、NT:	通知・確認、CM:	コマンド、EV:	イベント。
このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。

PageBind[_R|_L]

見開き表示のときの綴じ方向を設定します。

パラメータを指定しない場合、現在と逆の方向に変更します。



パラメータに	R	を指定すると右綴じ、L	では左綴じになります。
→	DoublePage

PageUp
サムネイル全面表示の場合に、1ページ上に移動します。

PageDown
サムネイル全面表示の場合に、1ページ下に移動します。

PopupMainMenu
メインメニューの内容をポップアップメニューに変換して表示し

ます。

→	MenuBar

PrevFile[_F1]

表示可能な前のファイルに移動します。

オプション設定	-	イメージビュアー	で「カーソルをループ移動す
る」をチェックしている場合、先頭まで達したら最後に移ります

(見開き表示では無効)。また「先頭・最後でヒント表示」を
チェックしていると、最後からさらに移動しようとした場合にヒ

ント表示します。

見開き表示している場合は2ファイル単位での移動になりますが、
オプション設定	-	イメージビュアー	で「見開き表示で1ファイル
ずつ移動」をチェックすれば1ファイルずつの移動も可能です。ま
たパラメータに	F1	を指定すると、この設定にかかわらず1ファイ
ルずつ移動します。

なお、「シークバーの始点を綴じ方向に合わす」と「右綴じで

Next/Prev入替」がチェックされていて、右綴じ見開き表示でシー
クバーが表示になっている場合、キーによってこのコマンドを実

行しようとすると、代わりに	NextFile	が実行されます。
FTP接続時のリモート側では無効です。



→	NextFile　→	JumpIndex

PrevMark
前の栞マークファイルへ移動します(ループ動作)。
→	NextMark　→	Mark　→	ClearMark

PrevNyanFi
複数起動されている場合、前の	NyanFi	をアクティブにします。
→	NextNyanFi　→	Duplicate

PrevPage
サムネイルを表示している場合、通常表示では1ページ分前に、全
面表示では1行上に移動します。
サムネイルが非表示の場合は何もしません。

→	NextPage

Print
表示中の画像を印刷するためのダイアログを表示します(アイコン
の印刷はできません)。
プリンターの設定の他、印刷位置やサイズなどを設定できます。

スケールやオフセットなどは用紙サイズに対するパーセントで指

定します。

文字 タブでは、文字入れの設定を行え、以下の書式文字列が使

えます。

　$F　パス付ファイル名
　$B　パス無しファイル名
　$XT(書式)　Exif撮影日時(取得できない場合はタイムスタン
プ、クリップボードの場合は現在日時)
　　　　　書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、hh
時、nn	分、ss	秒
なお、画面下部の移動ボタンによって、ダイアログを表示したま



ま前後の画像に移動できます。

PropertyDlg[_ファイル名|_ディレクトリ名]

表示中画像についてのプロパティダイアログを表示します。

パラメータで、対象のファイル名やディレクトリ名を指定するこ

ともできます。

→	ShowFileInfo　→	ListFileInfo

RotateLeft
画像表示を左に90度回転します(アイコン表示の場合は無効)。
なおメタファイルをフィット表示している場合、回転しても倍率

が変化しません。

→	RotateRight

RotateRight
画像表示を右に90度回転します(アイコン表示の場合は無効)。
なおメタファイルをフィット表示している場合、回転しても倍率

が変化しません。

→	RotateLeft

SaveAsWorkList
現在のワークリストに名前を付けて保存します。

→	SaveWorkList

SaveWorkList
現在のワークリストを上書き保存します。無名だった場合

は、SaveAsWorkList	コマンドが実行されます。
なお、NyanFi	終了時には自動的に現在のワークリストが上書き保
存されます。

→	SaveAsWorkList　→	LoadWorkList



ScrollDown
画像を下にスクロールします。

ScrollLeft
画像を左にスクロールします。

ScrollRight
画像を右にスクロールします。

ScrollUp
画像を上にスクロールします。

SelAllFile
サムネイルを表示している場合、すべてファイルを選択します。

すでに選択されているファイルがある場合は、すべての選択が解

除されます。

Select[_ND]

現在表示しているファイルを選択します。すでに選択中の場合は

解除します。

パラメータに	ND	を指定すると、実行後、次のファイルに移動し
ません。

SelMark
栞マーク項目を選択します。

→	Mark　→	ClearMark

SelReverse
サムネイルを表示している場合、ファイルの選択状態を反転させ

ます。

SelSameExt



サムネイルを表示している場合、カーソル位置のファイルと拡張

子が同じすべてのファイルを選択します。

→	SelSameName

SelSameName
サムネイルを表示している場合、カーソル位置のファイルと名前

主部が同じすべてのファイルを選択します。	→	SelSameExt

SelWorkItem
現在のワークリストに登録されているファイルを選択します。

→	WorkList

SendToWorkList
選択中(無ければ現在表示中)のファイルを、現在のワークリスト
に送ります。

→	WorkList

SetTag
選択中(無ければ現在表示中)のファイルにタグを設定します。
詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	SetTag)。
→	AddTag　→	DelTag

ShowFileInfo[_SD]

サイドバーが非表示の場合、表示中の画像のファイル情報をダイ

アログで表示します。

パラメータに	SD	を指定すると、サイドバーの表示状態にかかわ
らずダイアログを表示します。

→	ListFileInfo　→	PropertyDlg

ShowFKeyBar[_ON|_OFF]



パラメータを指定しない場合、ファンクションキーバーの表示/非
表示をトグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
ファンクションキーバーのボタンには、キーに割り当てられてい

るコマンド名(パラメータ部分を除く)がデフォルトで表示されま
すが、変更も可能です。

ボタンを右クリックするか、オプション設定	-	キー設定の一覧で
項目をダブルクリックすると、表示名変更のための入力ボックス

が表示されます。

なおツールバーとは異なり、割り当てられているコマンドの有効/
無効やチェック状態はボタンに反映されません。

ShowGrid[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、画像分割グリッドの表示/非表示を
トグルで切り替えます(アイコン表示の場合は無効)。
パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

グリッドの分割数は	オプション設定	-	イメージビュアー	で設定で
きます。

ShowSeekBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、シークバーの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

オプション設定	-	イメージビュアー	で「シークバーの始点を綴じ
方向に合わす」をチェックしていると、右綴じ見開き表示の場合

にシークバーの始点も右端になります。さらに「右綴じで

Next/Prev入替」をチェックしていると、キーによる前後移動
(NextFile/PrevFile	コマンド)も入れ替わります。



ShowStatusBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ステータスバーの表示/非表示をト
グルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

ShowToolBar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、ツールバーの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	で非表示になります。
オプション設定	-	イメージビュアー	で「ツールバーをサイドバー
上に表示」をチェックしていると、画面上部ではなく、サイド

バーの上端にツールバーが表示されます。

「ツールバーの設定」ダイアログは、ツールバーをダブルクリッ

クするか、設定メニュー	-	「ツールバーの設定」あるいは
ToolBarDlg	コマンドで表示されます。
→	ToolBarDlg　→	ExeToolBtn

Sidebar[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、サイドバーの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

サイドバーには、表示中の画像のファイル情報が表示されます。

またファイル情報の上または下に、ルーペやヒストグラムをドッ

キングすることも可能です。ルーペとヒストグラムを両方とも

ドッキングした場合、ヒストグラムはルーペのすぐ下になりま

す。

なおサイドバーが表示されている場合、情報ヘッダは非表示とな

り、一部の情報(インデックス、倍率など)がサイドバー上に表示



されます。

→	Loupe　→	Histogram

SortDlg[_F|_E|_D|_S]

「ソート」ダイアログを開きます。名前、拡張子、更新日時、サ

イズによるソート方法を選べます。名前順の場合、「自然順」を

チェックすると、数字を数値とみなすソートになります。

なお、パラメータ	(F	:名前順、E	:拡張子順、D	:更新日時順、S	:サ
イズ順)	を指定すると、ダイアログを出さずに変更することも可
能です。

SubViewer[_ON|_OFF|_CB|_LK|_RL|_RR|_FH|_FV]

パラメータを指定しない場合、サブビュアーの表示/非表示をトグ
ルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると表示、OFF	では非表示になりま
す。

サブビュアーには、現在表示中の画像がフィット表示されます(ア
ニメーションGIF対応)。
縮小の際は単純な補間しか行われませんが、画面のリサイズにし

たがってすぐにフィットします。なお実行ファイルなどのアイコ

ンは表示されません。

パラメータに	CB	を指定すると、クリップボードのビットマップ
内容を表示します。

パラメータに	LK	を指定すると、現在表示中の画像の固定/解除を
トグルで切り替えます。固定状態(赤枠表示)では、別のファイル
に移動しても表示が変わりません。

パラメータに	RL	を指定すると表示中の画像(GIFやメタファイル
は除く)を左に90度、RR	を指定すると右に90度回転します。また
FH	では左右反転、	FV	では上下反転します。これらの操作は右ク
リックメニューからも可能です。



なお、右クリックメニューで背景色を変更できます。

複数のパラメータを指定する場合は	;	(セミコロン)で区切ってくだ
さい。

TagSelect[_タグ[;タグ...]]

指定タグが設定されている画像を選択します。

パラメータを指定しないと、「タグ選択」ダイアログが開きます

ので、入力欄に入力するか、一覧のチェックボックスで選択して

ください。

タグは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。大小文字は区
別されません。

「AND検索」をチェックしていると、指定したすべてのタグを含
む項目が、チェックを外すと、いずれかのタグを含む項目がマッ

チします。

パラメータにタグを指定すると、ダイアログを出さずに直ちに実

行できます。

複数のタグを指定する場合、;	(セミコロン)で区切るとAND検
索、|	で区切るとOR検索になります。混在はできません。

→	タグによるファイル管理
→	MaskSelect

Thumbnail[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、サムネイルの表示/非表示をトグル
で切り替えます。

パラメータに	ON	を指定するとサムネイルを表示、OFF	では非表
示になります。

表示する位置は	表示メニュー	-	[サムネイルの位置]	で選べます。
それ以外の設定は	オプション設定	-	イメージビュアー	で行ってく
ださい。



→	ThumbnailEx

ThumbnailEx[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、サムネイルの全面表示/通常表示を
トグルで切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると全面表示、OFF	では通常表示にな
ります。

→	Thumbnail

ToolBarDlg
「ツールバーの設定」ダイアログを表示します。

このコマンドは、二重起動した	NyanFi	からは実行できません。
→	ShowToolBar　→	ExeToolBtn

TopFile
表示可能な先頭のファイルに移動します。

→	EndFile

WarnHighlight[_ON|_OFF]

パラメータを指定しない場合、白飛び警告の有効/無効をトグルで
切り替えます。

パラメータに	ON	を指定すると有効、OFF	では無効になります。
画像の白飛び部分をブリンク表示で警告します。

WebMap[_IN]

表示中画像からExif	GPS情報を取得し、地図(Googleマップ)を開き
ます。

緯度、経度からマップ表示用のHTMLファイルを生成し、一時
ディレクトリに	$~WEBMAP.HTM	という名前で保存して開きま
す。

パラメータに	IN	を指定すると、入力ボックスで指定した地点の



マップを開けます。指定には10進数のDEG表記を用い、緯度経度
の順に、,(カンマ)	、;	(セミコロン)、半角空白のいずれかで区切っ
て入力してください(クリップボードから貼り付けた場合はタブ文
字でも可)。
なお表示をカスタマイズしたい場合、実行ディレクトリに

WEBMAP.HTM	という名前のHTMLファイルを置くと、それがテ
ンプレートとして用いられます。

詳しくはファイラーの同コマンドを参照してください(→	ファイ
ラー:	WebMap)。

WinPos[_{L|T|R|B}[+|-]数値][;...]

ウィンドウの四辺の位置を設定します。

パラメータで	L(左)、T(上)、R(右)、B(下)を任意に組み合わせて設
定できます。数値の前に	+	または	-	を付けると、現在位置からの
相対指定になります。

パラメータを何も指定しないと、起動時の画面状態に戻ります。

WorkList
イメージビュアーにワークリストの内容を表示します。もう一度

実行するとカレントパスの内容表示に戻ります。ただしカレント

がワークリストだった場合は、そのまま切り替わりません。

→	HomeWorkList　→	LoadWorkList　→	NewWorkList

ZoomIn
ズームインします(アイコン表示の場合は無効)。
ズーム倍率は、10、25、50、75、100、150、200、300、400%のい
ずれかになります。

縮小・拡大アルゴリズムは	オプション設定	-	イメージビュアー	で
選択できます。なおメタファイルは、ベクタイメージとして処理

されます。



→	ZoomOut　→	FittedSize　→	EqualSize

ZoomOut
ズームアウトします(アイコン表示の場合は無効)。
ズーム倍率は、10、25、50、75、100、150、200、300、400%のい
ずれかになります。

縮小・拡大アルゴリズムは	オプション設定	-	イメージビュアー	で
選択できます。なおメタファイルは、ベクタイメージとして処理

されます。

→	ZoomIn　→	FittedSize　→	EqualSize



その他の機能

インクリメンタルサーチ・モード

名前の変更ダイアログ

ファイル名検索ダイアログ

ディレクトリ名検索ダイアログ

登録ディレクトリダイアログ

ディレクトリ履歴

ドライブ一覧

最近編集／閲覧したファイル一覧

栞マーク一覧

拡張子別一覧

ドライブ容量グラフ

キー割り当て一覧

コマンドファイル一覧

アプリケーション一覧

一覧ダイアログ

XMLビュアー

文字列検索(GREP)

文字列置換

画像ファイルの変換ダイアログ

テキストファイルの結合ダイアログ

コマンドラインの実行



バックアップダイアログ

振り分けダイアログ

ディレクトリ一括作成ダイアログ

同期コピーの設定ダイアログ

FTP接続ダイアログ

ツールバーの設定ダイアログ

タスクマネージャ

ワークリスト

タグによるファイル管理

ダイレクトタグジャンプ

正規表現チェッカー

電卓

ExeCommands	コマンド

Git	の利用について

.nyanfi	ファイルによるファイラー設定

構文強調表示定義ファイル

起動時オプション



インクリメンタルサーチ・モード

ファイラーでのファイル名検索

ファイラーで	IncSearch	コマンドを実行すると、インクリメンタル
サーチ・モードでファイル名を検索できます。

ファイルリスト下のドライブ情報部分が、インクリメンタルサーチ

用の表示に変わります。

なお結果リストで「タグ(場所)」列が表示されている場合は、タグ
も検索対象となります(→	オプション設定	-	デザイン	-	ファイルリス
ト	-	「タグ検索では「タグ」列を表示」)。

コマンドのパラメータに	FM	を指定されていると、マッチした項目
だけを残して表示するフィルタマスク・モードになり、インクリメ

ンタルサーチから抜けた後も維持されます(選択マスク)。
マスクの解除は、ClearMask	や	SelMask_CA	コマンドで行ってくだ
さい。別のディレクトリに移動した場合にも解除されます。ワーク

リストの場合は、通常のファイルリスト表示に戻すと解除されま

す。また、パラメータに	CA	を指定すると、実行前に選択マスクを
解除できます。

選択マスクが適用された状態のワークリストでは、内容の変更や上

書き保存は行えません。注意を促すため、ディレクトリ情報に	"!"
マークが表示されます。

なお、Filter	コマンドを用いると、フィルタマスク・モードと同様
の動作を、フィルタ欄に入力した文字列を検索語として行えます

(IME使用可能)。ま
た、Select(SelectDown)、ClearAll、ClearIncKeyword	コマンドに割
り当てたキーで同様の操作が可能です。

インクリメンタルサーチ・モードでキーを入力するとキーワードが

設定されます(IMEは使えません)。 BS または Ctrl + H で一文字後



退します。キーワードが変化すると、そのたびにマッチするファイ

ルを検索します。通常モードでマッチするものが見つからない場

合、自動的に1文字後退して直前のキーワードに戻ります(Migemo
モードは除く)。
複数のキーワードを空白で区切って入力すると、それらがすべて含

まれるファイルにマッチします(AND検索)。
オプション設定	-	コマンド	の「大小文字を区別」がチェックされて
いると、	大文字・小文字を区別してサーチします。
通常モードでマッチする項目が複数ある場合、デフォルトでは、 ↓

で下方向へ検索、 ↑ で上方向へ検索します。

また、 ESC を押すとサーチ・モードから抜けて通常モードに戻りま

す。

テキストビュアーでの文字列検索

テキストビュアーで	IncSearch	コマンドを実行すると、文字列検索
をインクリメンタルサーチ・モードで行えます。

情報ヘッダがインクリメンタルサーチ用の表示に変わります。

キーワード入力や検索の操作は、ファイラーの場合と同様です(AND
検索は不可)。

ディレクトリ履歴の全体検索

ファイラーの	DirHistory_FM	コマンドでディレクトリ履歴を開く
と、全体としての履歴をインクリメンタルサーチ・モードで絞り込

み表示できます。

複数のキーワードを空白で区切って入力するとAND検索、"|"	で区切
るとOR検索になります。

タグ名検索

ファイラーまたはテキストビュアーの	FindTagName	コマンドでタ
グ名検索ダイアログを開いた場合、インクリメンタルサーチ・モー



ドで項目を絞り込み表示できます。

複数のキーワードを空白で区切って入力するとAND検索、"|"	で区切
るとOR検索になります。

ランチャー

AppList	コマンドによる	アプリケーション一覧	のランチャー
で、IncSearch	コマンドが割り当てられているキーを押すと、イン
クリメンタルサーチ・モードで項目を絞り込み表示できます。

インクリメンタルサーチ・モードでは、以下のコマンドを使用できます

(ファイラー以外では
IncSearchDown、IncSearchUp、ClearIncKeyword、MigemoMode、NormalMode
のみ)。これらは	オプション設定	-	キー設定	でキーに割り当てられま
す。

単純な文字キーは入力用として必要なため、特殊キーや修飾付きキー

を割り当ててください。

ClearAll
すべての選択状態を解除します。

ClearIncKeyword
キーワードをクリアします。

HelpContents
ヘルプの目次を表示します。

IncSearchExit
インクリメンタルサーチ・モードから抜けます。

なお通常モードでは、オプション設定	-	コマンド	の「マッチ数1



で抜ける」がチェックされていると、検索で見つかった項目が一

つだけだった場合、自動的に抜けます(Migemo	モードは除く)。

IncMatchSelect
マッチする項目をすべて選択します。

IncSearchDown
マッチする項目を下方向に検索します。

ファイラーでは、オプション設定	-	コマンド	の「上下端でルー
プ」がチェックされていると、見つからなかった場合に先頭から

再検索します。

フィルタマスク・モードでは、カーソルを下に移動します。

テキストビュアーでは、マッチする文字列をカーソル位置から下

方向に検索します。

IncSearchTop
マッチする項目を先頭から再検索します。

フィルタマスク・モードでは、カーソルを最上行に移動します。

IncSearchUp
マッチする項目を上方向に検索します。

ファイラーでは、オプション設定	-	コマンド	の「上下端でルー
プ」がチェックされていると、見つからなかった場合に最後から

再検索します。

フィルタマスク・モードでは、カーソルを上に移動します。

テキストビュアーでは、マッチする文字列を上方向に検索しま

す。

KeyList[_FF]

キー割り当て一覧を表示します。

パラメータに	FF	を指定すると、開いたときフィルタ欄にフォー



カスします。

KeywordHistory
キーワードの履歴をポップアップメニューで参照します。メ

ニューには、カレントでマッチするものだけが表示されます。

Migemo	モード時は機能しません。
履歴には、インクリメンタルサーチ・モードから抜ける際にマッ

チしているキーワード(3文字以上)が追加されます。

NormalMode
Migemo	モードから通常のサーチモードに戻ります。

MigemoMode
Migemo	によるサーチモードに切り替えます。再度実行すると通
常のサーチモードに戻ります(NormalMode	コマンドでも可能)。

OptionDlg[_GN|_DS|_FC|_TV|_IV|_ED|_AC|_ST|_XM|_XT|_KY|_NT|_CM|_EV]

「オプション設定」ダイアログを開きます。

パラメータを指定すると特定のタブを開くことができます。パラ

メータとタブの対応は次の通りです。GN:	一般、DS:	デザイ
ン、FC:	フォント・配色、TV:	テキストビュアー、IV:	イメージ
ビュアー、ED:	エディタ、AC:	関連付け、ST:	起動時、XM:	追加
メニュー、XT:	外部ツール、KY:	キー設定、NT:	通知・確
認、CM:	コマンド、EV:	イベント。

Select
カーソル位置の項目を選択します。すでに選択中の場合は解除し

ます。

フィルタマスク・モードでは、実行後カーソルを下に移動しま

す。



SelectDown
カーソル位置の項目を選択/解除後、下方向に検索します。
Select	+	IncSearchDown	に相当します。
フィルタマスク・モードでは、Select	と同じです。



名前の変更ダイアログ

ファイラーで	RenameDlg	コマンドを実行するとこのダイアログが開き
ます。

名前や属性(NTFS圧縮を含む)、タイムスタンプを変更できます。
なお、このダイアログはサイズ変更可能で、位置とサイズが保存されま

す。

画面の上側にあるタブページでは、名前の変更を行います。

対象が一つの場合は 名前 、 置換 、 リスト タブが、複数選択してい

る場合は 連番 、 置換 、 リスト タブが表示されます。

また、対象がすべてMP3ファイルの場合は MP3 タブが、FLACファイ
ルの場合は FLAC タブが表示されます(混在不可)。
なお	RenameDlg_ED	を実行した場合は、 リスト タブだけが利用できま

す。

変更処理に失敗すると、その都度、確認メッセージが表示されます。

対象が別プロセスで使用されている場合には、それを閉じれば再試行で

きます。

ディレクトリの圧縮属性を変更するとき、その階層下にあるファイルが

使用中だと失敗しますので注意してください。

改名を行うと、NyanFi	ディレクトリに	"renamelog.txt"	という名前の改
名ログが作成されます。

UndoRename	コマンドを用いると、このファイルに基づいて名前を元
に戻すことができます。アンドゥ後、このログファイルは削除されま

す。

なお、コマンドファイル(.nbt)のファイル名主部を変更すると、オプ
ション設定のキー設定、関連付け、追加メニュー、起動時に実行するコ



マンドなどで	ExeCommands	のパラメータとなっている箇所に反映され
ます。

NyanFi	では、名前が	.	で始まる場合(ドットファイル)、その直後の部分
は拡張子ではなくファイル名主部とみなしています。

名前

対象が一つの場合、単純にその名前を変更します。

入力欄で Ctrl + U を押すと、キャレット位置の１文字が大文字化され

ます。また Ctrl + L を押すと小文字化されます。

この機能は、名前の変更ダイアログによらない単純な改名を行う際の入

力ボックスなどでも利用できます。

連番

改名後のファイル名を	前部分	+	連番	+	後部分	+	拡張子	という形で指定
できます。

前部分および後部分には、通常の文字列の他に、以下のように展開され

る書式文字列が使用できます(\E	は「拡張子」でも使用可)。これらは対
応するボタンで参照設定できます。

　　\L(n) 左n字ファイル名主部の左からn文字

　　\S(m,n) m..n字ファイル名主部のm番目からn文字

　　\R(n) 右n字ファイル名主部の右からn文字

　　\A 主部ファイル名主部の全体

　　\E 拡張子拡張子(	.	は除く)

　　\TS(日時書式) 日時タイムスタンプ



日時書式には以下の指定子が使えます。

yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月(01〜12)、dd	日
(01〜31)、hh	時(00〜23)、nn	分(00〜59)、ss	秒
(00〜59)
例:	 \TS(yymmdd_hhnn) 　→　160512_0759

　　\XT(日時書式) Exif Exif情報の撮影日時	(取得できなかった場合
は空文字列になります)
日時書式は	\TS	と同じです。	

連番欄に数値を入れると、それを開始番号とし増分にしたがった連番が

付加されます。

連番の桁は入力された桁幅になります。例えば1から始まる4桁の連番を
付けたい場合には、0001	と入力してください。空欄にすると連番は付
加されません。

拡張子欄だけを変更した場合は、拡張子のみの一括変更になります。

なお、増分と後部分との境界線をドラッグすると左右のサイズを変更で

きます。

	自動プレビュー	がチェックされていて、プレビュー表示にフォーカ
スがある場合、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目を上下に移動できます。

保存 の右にあるコンボボックスに名前を入力してボタンを押すと、現

在の書式設定内容が保存されます(拡張子のみの変更は除く)。そしてコ
ンボボックスで名前を選択すると、その設定が呼び出されます。

不要な設定項目を削除したい場合は、コンボボックスの右クリックメ

ニュー「この項目を削除」で行ってください。

置換

ファイル名に対し、検索	 	に入力した文字列にマッチする部分を



置換	 	で指定した文字列で置換します。
	正規表現	をチェックしていると正規表現が使えます。検索文字列欄
の右クリックメニューから正規表現を参照できます。入力内容が正しく

ない場合、背景色が変わり(オプション設定	-	フォント・配色	「不正な
入力項目の背景色」)、置換を開始できません。
	拡張子は置換しない	をチェックしていると、ドットを含む拡張子部
分は置換の対象になりません。

リスト

リストファイルによる一括置換

検索文字列	[TAB]	置換文字列 	という書式で記述したリストファイルに
したがって一括置換を行います。

検索文字列を	/	で囲むと正規表現とみなされます。なお途中に空行があ
ると、それ以降は無視されます。

リストファイルは ... ボタンで参照してください。以前に利用したこと

のあるファイルは、コンボボックスで選択できます。デフォルトでは、

前回利用したファイルが選択されます。

リストファイルの内容を変更したい場合は、 編集 ボタンを押してくだ

さい。

	拡張子は置換しない	をチェックしていると、ドットを含む拡張子部
分は置換の対象になりません。

リストファイルの例	[TAB]	はタブ文字
ユーザー					[TAB]	ユーザ
惡											[TAB]	悪
/-\((\d+)\)/	[TAB]	_\1

リスト編集による改名

RenameDlg_ED	コマンドを実行すると、改名対象に対して	項目番号



[TAB]	ファイル名 	という書式でリストファイルが作られ、テキストエ
ディタで自動的に開かれます。

ファイル名部分を自由に変更し保存してください。不要な項目は削除し

てもかまいませんが、順番は入れ替えないでください。

保存後に	NyanFi	の確認メッセージで「はい」を選ぶとリストが読み込
まれ、ダイアログで改名を行えます。

リストファイルを編集し直したい場合は、 編集 ボタンを押してくださ

い。

リストファイルは、ダイアログを閉じた際に削除されます。

MP3	/	FLAC

MP3ファイルの場合はID3タグ情報、FLACファイルの場合はコメント
情報をもとに、指定した書式でファイル名を設定できます。

書式文字列はMP3/FLAC共通で以下のものがあり、対応するボタンで入
力できます(TRK1〜TRK3は手動入力)。右端は、対応するFLACのコメ
ント項目名です。

　　\ID3(TP1) アーティスト名 ARTIST

　　\ID3(TAL) アルバム名 ALBUM

　　\ID3(TT2) トラック名	(タイトル) TITLE

　　\ID3(TRK)
トラックNo.	(記録されている
文字列そのもの)

TRACKNUMBER

　　\ID3(TRK1) トラックNo.	(1桁表示) TRACKNUMBER

　　\ID3(TRK2) トラックNo.	(02桁表示) TRACKNUMBER

　　\ID3(TRK3) トラックNo.	(03桁表示) TRACKNUMBER

　　\ID3(TYE) リリース年 DATE

例	 \ID3(TRK)-\ID3(TT2).mp3



不要な書式設定を履歴から削除したい場合は、コンボボックスの右ク

リックメニュー「この項目を削除」で行ってください。

取得したテキスト情報にはファイル名に使用できない記号が含まれてい

る場合があるので、後述の	 	主部の禁止文字／ユーザ定義文字を置換
をチェックしておいた方がよいでしょう。

各タブページに共通して、「主部」および「拡張子」の文字種設定があ

ります。

これらの変換は改名結果に対して働きます。改名の設定をせずに、文字

種のみの変更も可能です。

ファイル名主部に対しては全角・半角変換ができます。 	カタカナも半
角に変換	をチェックしていると、全角→半角変換の際にカタカナも変
換します。

ただし半角に変換する場合、ファイル名に使用できない記号は変換され

ません。

	主部の禁止文字／ユーザ定義文字を置換	をチェックしていると、改
名・文字種変更後のファイル名に、禁止文字やユーザ定義文字が含まれ

ていた場合、自動的に置換されます。文字置換の設定は 設定 タブで行

えます。

	自動プレビュー	がチェックされている状態で改名設定を変更する
と、下のリストに「現在のファイル名	→	新しいファイル名」という形
のプレビューが自動的に表示されます。

チェックを外すと設定を変更してもプレビューは更新されません。改名

対象が多い場合に設定がしやすくなります。必要に応じて プレビュー ボ

タンで更新してください。未更新の状態で 	OK	 ボタンを押すと、プレ

ビューを更新してエラーがなければ改名が行われます。

名前の変更がまったくない場合は、リストの背景色がグレー(デフォル



ト)になります(オプション設定	-	フォント・配色	「無効な項目の背景
色」)。
またプレビュー表示の下には、改名した場合のフルパス名の文字数とそ

の名前部分の文字数が表示されています。フルパス名の全体長が260文
字以上になる場合、エラー色で注意を促します。ファイルやディレクト

リ名は255文字までしか入力できません。

プレビューで改名後の名前に問題があると警告が表示され、 	OK	 ボタ

ンが押せません。

なお複数改名中にファイル名の衝突がある場合、中間名

($~NFxxxx.~TMP)を経ることによって衝突を避けています。

属性

対象の属性を変更できます。NTFSの場合は圧縮属性の設定も可能で
す。

ディレクトリに圧縮属性を設定した場合、階層下にある既存のサブディ

レクトリやファイルの属性は変更されません。

階層下にあるすべての項目も圧縮したい場合は、CompressDir	コマンド
を使用してください。

タイムスタンプ

対象のタイムスタンプ(更新日時)を変更できます。
入力欄が全選択または選択無しの状態で貼り付けを行おうとした場合、

可能ならクリップボード内容を	yyyy/mm/dd	hh:nn:ss	形式に変換して貼
り付けます。〜年〜月〜日〜時〜分〜秒	などの形式にも対応。日付の
みの場合は、時刻が00:00:00となります。



入力による設定の他に、以下のボタンによる設定も可能です。

現在 	現在の日時に設定します。
最新 	複数選択している場合、それらの中の最新日時に設定します。
00:00 	今日の	00:00:00	に設定します。
12:00 	今日の	12:00:00	に設定します。
xx:00 	現在の日時に最も近い前後の正時に設定します

設定

名前の変更に関するオプション設定を行います。

関連ファイルの同時改名

改名対象と名前の主部が同じ関連ファイルがあった場合、それらを同

時に改名できます。

関連ファイルは、複数の拡張子の組み合わせで指定します。関連する

ファイルのいずれかを改名すると、他のすべてのファイルの主部が改

名されます。なお、関連ファイル同士をともに選択して改名する場

合、同時改名は行われません。

拡張子	 	欄に、複数の拡張子を	.	(ピリオド)で区切って入力し(例:
.mp3.lrc)、	 登録 ボタンで登録してください。
	部分一致ファイルも改名	をチェックすると、改名対象の主部全体を
部分として含むファイル(*主部*.*)があった場合、それらの一致部分も
改名します。例えば、hoge.mp3、hoge.lrc、hoge_memo.txt	があって、
hoge.mp3→HOGEHOGE.mp3	とすると、HOGEHOGE.lrc、
HOGEHOGE_memo.txt	と改名されます。同じ拡張子同士でも機能しま
すので、場合によっては注意が必要です。

一覧のチェックボックスで、登録項目の有効/無効を切り替えられま



す。

登録内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、削除したい場合は 削除

ボタンを押してください。また ↑ ↓ ボタンで、項目を上下に移動でき

ます。一覧にフォーカスがある場合は、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項

目の上下移動、 DEL キーで削除が可能です。なお、項目の移動はド

ラッグ＆ドロップでもできます(上下端で自動スクロール)。

その他

	ファイル名主部の文字置換
	主部の禁止文字／ユーザ定義文字を置換	をチェックしている場合
の文字置換の設定を行います。

最初の9項目(ファイル名に使えない文字)は、デフォルトとして全角
文字への置換に設定されています。これらの置換文字は変更できま

すが、項目そのものは削除できません。

これら以外に追加したい変換文字がある場合は、元文字と置換文字

を指定して 追加 ボタンを押してください。

また一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタ

ンを、項目を削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。

元文字を	\x{16進数}	という形式で入力すると、Unicode文字コードに
よる指定が可能です。

例:	Unicode制御文字のLRO(U+202E)を削除
\x{202e} 	→

禁止文字や置換文字はそれぞれ1文字を想定していますが、複数文字
を指定しても置換可能です(要注意)。
なお、CreateDir	コマンドの入力ボックスで	文字置換を適用	を
チェックしていると、入力したディレクトリ名に対しても、この設

定が適用されます。



本来この機能は、禁止文字などの混入を防ぐことを意図したもので

す。一般的な一括置換を行いたい場合は リスト タブを利用してく

ださい。

	名前入力欄の初期状態
名前 タブを開いた際の、入力欄の初期状態(キャレット位置、選択
範囲)を設定できます。
「指定語の後」や「指定語の前」を選んだ場合は、下の「指定語」

に文字列を設定してください。文字列は	;	(セミコロン)で区切って複
数設定することも可能です。その場合、先のものほど優先順位が高

くなります。

	最後の語にマッチ	をチェックしていると、同じ語が名前に複数含
まれている場合、一番最後のものにマッチします。

名前に指定語が含まれていない場合の状態は、「次候補」で指定で

きます。

	改名ログを作成しない
チェックすると、改名を行っても	"renamelog.txt"	を作成しませ
ん。UndoRename	コマンドによるアンドゥはできなくなります。
この設定は、SwapName	コマンドに対しても適用されるので注意し
てください。

特別な理由がない場合は、チェックしないことをお勧めします。



ファイル(/ディレクトリ)名検索ダイアログ

ファイラーで	FindFileDlg	コマンドを実行するとファイル名検索ダイア
ログが開きます。

また	FindFileDirDlg	コマンドを実行するとファイル/ディレクトリ名検
索ダイアログが開きます。

指定したマスク、検索語および、更新日付、サイズ、属性の条件にマッ

チするファイルをカレントパスで検索します。

ディレクトリが選択されている場合は、そのディレクトリが対象になり

ます。またカレントにあるライブラリファイル(.library-ms)が選択され
ている場合も、ディレクトリの集合とみなして対象になります。

FindFileDlg	コマンドのパラメータでリストファイルが指定されている
場合は、それに記述されているディレクトリが検索対象となります。

なおカレントが結果リストだった場合、再度	FindFileDlg	コマンドを実
行すると、ファイル名の絞り込み検索を行えます(ディレクトリは無
視)。

	マスク
必用ならマスクを指定します。マスクには	"*"	または	"?"	のワイル
ドカード文字を含めることができます。

空欄の場合、あるいはパラメータ	NM	によって非表示の場合は	"*.*"
とみなされます。

	検索語
必用なら検索語を指定します。マスクが指定されている場合、それ

にマッチするものからさらに絞り込むことになります。

半角または全角空白で区切って複数の検索語を指定することも可能

です(AND	または	OR	検索)。
空白を含む語を検索したい場合は、全体をダブルクォーテーション



で囲んでください。

	AND
検索語を複数指定している場合に、AND検索を行います。チェック
を外すとOR検索になります。

	大小区別
検索語の大文字・小文字を区別します。

	正規表現
検索語に正規表現を用います。検索語欄の右クリックメニューか

ら、正規表現を参照できます。

入力内容が正しくない場合、背景色が変わり(オプション設定	-	フォ
ント・配色	「不正な入力項目の背景色」)、検索を開始できませ
ん。

	更新日付
本日 ボタンを押すと、今日の日付が設定されます。また -1D ボタン

では現在設定されている日付に対して相対的に1日前、また -7D ボ

タンでは7日前、 -1M ボタンでは1月前、 -1Y ボタンでは1年前に変
更します。

条件が「以前」の場合、設定されている日付を含めて、それより古

いファイルがマッチします。

条件が「以降」の場合、設定されている日付を含めて、それより新

しいファイルがマッチします。

条件が「一致」の場合、日付の設定にワイルドカード	?	を使えま
す。

　例:	 2???/04/?? 	2000年以降の4月のファイルを検索



入力欄が全選択または選択無しの状態で貼り付けを行おうとした場

合、可能ならクリップボード内容を	yyyy/mm/dd	形式に変換して貼
り付けます。〜年〜月〜日	などの形式にも対応。

	サイズ
	B、KB、MB、GB	でサイズの単位を選べます。
条件が「以下」の場合、設定されているサイズ以下のファイルが

マッチします。

条件が「以降」の場合、設定されているサイズ以上のファイルが

マッチします。

ファイル/ディレクトリ名検索の場合、ディレクトリに関しては適用
されません。

	属性
条件が「含む」の場合、チェックしている属性のいずれかが含まれ

るファイルがマッチします。

条件が「含まない」の場合、チェックしている属性のいずれも含ま

れないファイルがマッチします。

なお	オプション設定	-	一般	-	表示	で、隠しファイル属性やシステム
ファイル属性を非表示にしている場合、それらは条件として設定で

きません。

	サブディレクトリも検索
チェックすると、カレントパス以下すべてのサブディレクトリも検

索対象になります。

また、カレントにあるライブラリファイル(.library-ms)もディレクト



リの集合としてみなして検索対象になります。

なおコマンドに	R0/R1	パラメータを指定することで、チェック状態
を事前に設定しておくこともできます。

	拡張検索
ダイアログの右側に拡張検索のための設定画面が表示されます。

ファイル名検索でマスク対象の拡張子によって、いくつかのプロパ

ティを条件とした拡張検索を行えます。

なおコマンドに	X0/X1	パラメータを指定することで、チェック状態
を事前に設定しておくこともできます。

テキスト(拡張子で判断)では内容に対する文字列検索が可能で
す。

また、コードページと改行コードを条件として指定できます。

Shift_JIS(932)	と	US-ASCII(20127)	は区別されますので注意して
ください。判定は先頭64KBで行いますが、改行コードを「混
在」とした場合はファイル中のすべての改行コードを調べます

ので、大きなファイルでは時間がかかります(中断可能)。

xd2txlib.dll	がインストールされている場合、各種バイナリ文書
から抽出されたテキスト内容に対する文字列検索が可能です。

対象がアプリケーション情報やその他のファイル情報を持つ場

合、その内容に対する文字列検索が可能です。

画像ではサイズやExif情報を指定できます。
Exif情報にGPS情報が含まれている場合、指定地点(書式:	[説明:]
緯度,経度)から指定距離内にある画像を検索できます。
　例:	東京駅から500m以内の画像を検索
　　緯度,経度	 東京駅:35.68114636,139.76684887 　　範囲	 500 	m

.wav	では長さとサウンド形式を指定できます。

.mp3	では長さとビットレート、およびID3タグ内の文字列を指
定できます。



.flac	では長さとサウンド形式、およびコメント情報の文字列を
指定できます。

動画では長さ、フレーム率、フレームサイズを指定できます。

実行ファイル、DLL、アイコンファイルなどではアイコン数を
指定できます。

タグを指定できます。複数指定する場合、;	区切りでAND検
索、|	区切りでOR検索(混在不可)。*	はすべてのタグにマッチ。

ハードリンクのリンクカウント数を指定できます。ハードリン

クではない通常のファイル(リンクカウント数=1)はマッチしま
せん。

「その他」で	 	代替データストリームを持つ	をチェックする
と、ファイルにNTFSの代替データストリームがある場合にマッ
チします。

「その他」で	 	プロセスが使用中	をチェックすると、何らかの
プロセスによって使用中のファイルがマッチします。この場

合、「アプリケーション情報」などの文字列検索でプロセス情

報も検索できます。

オプション設定	-	一般2	-	「ファイル情報」の「プロセス使用情
報を表示」をチェックしていると、ファイル情報でプロセスを

確認できます。

「その他」で	 	好ましくないファイル名	をチェックすると、長
すぎるパス名や、先頭/末尾の全角/半角空白、連続した半角空
白、サロゲートペア文字、環境依存文字(ローマ数字、囲み文
字、単位記号、合成文字など)、RLO文字を含む名前を検索でき
ます。マッチ理由はファイル情報で確認可能。

	アーカイブ内も検索	(ファイル名検索のみ)



チェックすると、アーカイブ内のファイルも検索対象になります。

拡張検索はできません。

なおコマンドに	A0/A1	パラメータを指定することで、チェック状態
を事前に設定しておくこともできます。

	結果リストから反対側へ反映
チェックすると、検索の結果リストでカーソルを移動した際に、反

対パスがカーソル位置のファイルのパスに自動的に変更され、当該

ファイルに点線カーソルが表示されます(ディレクトリ関係には	"⇔"
を表示)。
チェックしていない場合でも、CurrToOpp	コマンドを実行すると、
個々に同様の動作が可能です。

	ディレクトリ名を反映	(ファイル/ディレクトリ名検索のみ)
「結果リストから反対側へ反映」がチェックされていて、カーソル

位置がディレクトリ名の場合、反対パスをその親ディレクトリに変

更し、その中の当該ディレクトリに点線カーソルを表示します(ファ
イル名と同じ扱い)。CurrToOpp	コマンドを実行した場合も同様に
なります。

検索条件で無効になっているものは、わかりやすいように背景がグレー

表示になりす(オプション設定	-	フォント・配色	「無効な項目の背景
色」で変更可能)。

検索中にファイル(/ディレクトリ)が見つかるとカレント側に表示されて
いきます。また、ステータスバー(非表示の場合はドライブ情報部分)に
は検索状況が表示されます。括弧内の数字はヒット数です。

検索を中断したい場合は ESC キーを押してください。

検索中は、カーソル移動および



BinaryEdit、FileEdit、OpenByApp、OpenByWin、OpenStandard、Select
コマンドのみ受け付けます。なお	OpenStandard	については、対象拡張
子が	OpenByApp、OpenByWin、FileEdit、BinaryEdit	コマンドに関連
付けられている場合、および	WAVのファイルの再生、実行可能ファイ
ルの実行のみ可能です。またメインメニュー、ツールバー、イベント、

ログウィンドウでのコマンドはすべて無効になります。

検索が終わると、カレント側に結果リストが表示されます。

オプション設定	-	デザイン	-	ファイルリスト	で「結果リストに「場所」
列を表示」をチェックしていると、結果リストに「場所」列が表示さ

れ、それに基づくソートが行われます。

項目上で ENTER キーを押すと、結果リストから抜けて、そのファイル

のある位置に移動します。ただし、オプション設定	-	コマンド	-
OpenStandard	「検索結果リストでも通常動作」がチェックされている
と	OpenStandard	と同じ動作になります(アーカイブ内ファイルは除
く)。
その他、ファイル操作なども可能です。なお、アーカイブ内ファイルに

対するファイル操作はできません(プレビュー、閲覧、編集、再生など
は可能)。

通常のファイルリスト表示に戻るには、 ESC キーを押すか、".."
で ENTER キーを押してください。

ReturnList	コマンドや	ToParent	コマンドでも戻れます。
なお、 ESC キーに	ExeCommands	コマンドが割り当てられている場合
は、それが優先的に実行されます。



ディレクトリ名検索ダイアログ

ファイラーで	FindDirDlg	コマンドを実行するとこのダイアログが開き
ます。

指定したマスク、および更新日付、属性、内容の条件にマッチするディ

レクトリをカレントパス下(すべてのサブディレクトリを含む)で検索し
ます。

カレントにあるライブラリファイル(.library-ms)はディレクトリの集合
とみなします。ディレクトリが選択されている場合は、そのディレクト

リ下が対象になります。

	マスク
必用ならマスクを指定します。マスクには	"*"	または	"?"	のワイル
ドカード文字を含めることができます。

空欄の場合は	"*"	とみなされます。

	更新日付
本日 ボタンを押すと、今日の日付が設定されます。また -1D ボタン

では現在設定されている日付に対して相対的に1日前、また -7D ボ

タンでは7日前、 -1M ボタンでは1月前、 -1Y ボタンでは1年前に変
更します。

条件が「以前」の場合、設定されている日付を含めて、それより古

いディレクトリがマッチします。

条件が「以降」の場合、設定されている日付を含めて、それより新

しいディレクトリがマッチします。

条件が「一致」の場合、日付の設定にワイルドカード	?	を使えま
す。

　例:	 2016/01/?? 	2016年1月のディレクトリを検索



	属性
条件が「含む」の場合、チェックしている属性のいずれかが含まれ

るディレクトリがマッチします。

条件が「含まない」の場合、チェックしている属性のいずれも含ま

れないディレクトリがマッチします。

なお	オプション設定	-	一般	-	表示	で、隠しファイル属性やシステム
ファイル属性を非表示にしている場合、それらは条件として設定で

きません。

	内容
条件が「空」の場合、空のディレクトリがマッチします。	
条件が「空でない」の場合、空でないディレクトリがマッチしま

す。

	好ましくないディレクトリ名
長すぎるパス名や、先頭/末尾の全角/半角空白、連続した半角空
白、サロゲートペア文字、環境依存文字(ローマ数字、囲み文字、単
位記号、合成文字など)、RLO文字を含む名前がマッチします。
マッチ理由はファイル情報で確認できます。

	結果リストから反対側へ反映
チェックすると、検索の結果リストでカーソルを移動した際に、反

対パスがカーソル位置のディレクトリに自動的に変更されます。

チェックしていない場合でも、CurrToOpp	コマンドを実行すると、
個々に同様の動作が可能です。

	ディレクトリ名を反映
「結果リストから反対側へ反映」がチェックされている場合、反対



パスを、カーソル位置のディレクトリの親ディレクトリに変更し、

その中の当該ディレクトリに点線カーソルを表示しま

す。CurrToOpp	コマンドを実行した場合も同様になります。

更新日付、属性、内容で無効になっているものは、わかりやすいように

背景がグレー表示になります(オプション設定	-	フォント・配色	「無効
な項目の背景色」で変更可能)。

検索中にディレクトリが見つかるとカレント側に表示されていきます。

また、ステータスバー(非表示の場合はドライブ情報部分)には検索状況
が表示されます。括弧内の数字はヒット数です。

検索を中断したい場合は ESC キーを押してください。

なお検索中は、カーソル移動以外の操作はできません。

検索が終わると、カレント側に結果リストが表示されます。

オプション設定	-	デザイン	-	ファイルリスト	で「結果リストに「場所」
列を表示」をチェックしていると、結果リストに「場所」列が表示さ

れ、それに基づくソートが行われます。

項目上で ENTER キーを押すと、結果リストから抜けて、そのディレク

トリに移動します。

通常のファイルリスト表示に戻るには、 ESC キーを押すか、".."
で ENTER キーを押してください。

ReturnList	コマンドや	ToParent	コマンドでも戻れます。
なお、 ESC キーに	ExeCommands	コマンドが割り当てられている場合
は、それが優先的に実行されます。



登録ディレクトリダイアログ

ファイラーで	RegDirDlg	コマンドを実行するとこのダイアログが開き
ます。

キー操作

割り当てられている呼び出しキーを押すと、そのディレクトリに移

動します。

一つの呼び出しキーに対して複数のディレクトリが登録されている

場合は、そのキーを押すたびにカーソルが移動します。確定するに

は ENTER キーを押してください。

ディレクトリを移動せずに画面を閉じたい場合は、 ESC (or
Alt + F4 )キーを押してください。
	呼出項目を先頭へ	がチェックされていると、呼び出したディレク
トリ項目が一覧の先頭に移動します(セパレータを考慮)。

ファイラーで	OpenByExp	コマンドが割り当てられているキーを押
すと、カーソル位置のディレクトリをエクスプローラで開けます。

また	PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押すとプロ
パティダイアログが開きます。

なお呼び出しキーと重複する場合はそちらが優先されます。2スト
ロークキー操作には対応していません。

これらは右クリックメニューからも可能です。

項目の編集

登録ディレクトリの編集・追加・削除もこのダイアログで行えま

す。

呼び出しキー(無指定でも可)、名前、ディレクトリ名を指定して、
追加 ボタンを押してください。

RegDirDlg_AD	で開いた場合は 挿入 ボタン( 変更 ボタンが変化)で



カーソル位置への挿入も可能です。

一つの呼び出しキーに対して複数のディレクトリを登録することも

できます。

名前を	"-"	(ハイフン)にするとセパレータになります。
一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタン

を、削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。また、 ↑ / ↓

ボタンで、項目を上下に移動できます。

一覧にフォーカスがある場合は、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の

上下移動、 DEL キーで削除が可能です。

なお、右下隅の ∨ / ∧ ボタン( Alt + O キーでも可)で設定パネルを
開閉できます。

ディレクトリ名には、"%変数名%"	という書式で環境変数が使えま
す。

　例:	 %USERPROFILE%\Documents\
また、以下の書式文字列が使えます。

　$X　NyanFi	の起動パス(末尾の	\	は無し)
　$D　NyanFi	の起動ドライブ(末尾の	\	は無し、例:	"D:")
　$$　$	そのもの

先頭に	"shell:"	を付けると特殊フォルダを指定でき、エクスプローラ
で開きます。

　例:	 shell:ControlPanelFolder 　コントロールパネルを開く

先頭に	"#:"	を付けるタグ検索(FindTag)を行えます。
複数のタグを指定する場合、;	(セミコロン)で区切るとAND検索、|
で区切るとOR検索になります(混在不可)。
タグ検索の結果リストからダイアログを開くと、その条件が自動的

に入力されます。

　例:	 #:Hoge|Nyan 　Hoge	または	Nyan	を検索

なお、 ... ボタンでは通常のディレクトリを、 特殊... ボタンでは特殊



フォルダ一覧を参照できます。

RegDirDlg	コマンドのパラメータに	ND	を指定すると、このダイアログ
の代わりに選択ポップアップメニューが表示されます(→
RegDirPopup)。

タブバーを利用している場合、特定のタブでだけ開くディレクトリは、

ワークリストに登録した方が便利かもしれません。

タブの設定ダイアログ(TabDlg)でワークリストを指定できます。



ディレクトリ履歴

DirHistory	コマンドを実行すると、ディレクトリ履歴が表示されます。
また	DirStack	コマンドを実行すると、この画面を利用してディレクト
リ・スタックの内容が表示されます。

ディレクトリ履歴は、タブごとに、左右のリストについて個別に管理さ

れます。

ただし、コマンドのパラメータに	GA、GS	や	FM	を指定すると、全体
としての履歴が表示されます。これは、タブ毎や左右の個別履歴とは別

に管理されており、このコマンドでの表示にのみ用いられます。

ディレクトリ・スタックは、全体で共通です。

一覧でのキー操作

1 〜 9 、 0 キーではそのディレクトリに(FM	の場合を除
く)、 ENTER キーでは、カーソル位置のディレクトリに移動しま

す。

オプション設定	-	一般	-	ディレクトリ履歴	で「カーソル位置を記
憶」がチェックされていると、カーソル位置も復元されます。

一覧でのカーソル移動は、ファイラーで割り当てられているのと同

じキーで行えます( Ctrl + E / Ctrl + X (↑/
↓)、 Ctrl + R / Ctrl + C (PGUP/PGDN)も利用可能)。
DEL キーや	Delete	コマンドが割り当てられているキーを押すと、
カーソル位置のディレクトリを履歴から削除できます。ただし2スト
ロークキー操作には対応していません。

画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーか、ReturnList	が割
り当てられているキーを押してください。

ファイラーで	ToLeft	/	ToRight、ToParentOnLeft	/	ToParentOnRight
コマンドが割り当てられているキーや、 ← 	/	 → キーを押すと、反



対側の履歴が参照表示されます。この場合は、履歴の移動ではな

く、選択したディレクトリへの移動動作になります。

ファイラーで	PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押
すと、カーソル位置のディレクトリのプロパティが表示されます(右
クリックメニューからも可能)。

インクリメンタルサーチ

コマンドのパラメータに	FM	を指定した場合、全体としての履歴を
ソートして表示しますが、文字列を入力すると、それが含まれる

ディレクトリをインクリメンタルサーチモードで絞り込むことがで

きます。

複数のキーワードを空白で区切って入力するとAND検索、"|"	で区切
るとOR検索になります。区切りが混在しているその場合は、空白
(AND)の方が	|	(OR)よりも優先順位が高くなります。
例:	"dat"	と	"nyan"	の両方が含まれているか、"usr"	と	"nyan"	の両方
が含まれている。

　 dat	nayn|usr	nyan

なお階層の区切り記号は	\	と	/	のどちらでもマッチします。

BS または Ctrl + H で一文字後退、インクリメンタルサーチで

ClearIncKeyword	コマンドが割り当てられているキーで入力がクリ
アされます。

MigemoMode	コマンドが割り当てられているキーで	Migomo	モード
に切り替えると、日本語を含む名前も検索できます。

このモードを利用する場合は、オプション設定	-	一般	-	ディレクト
リ履歴	で「全体履歴を別ファイルに保存」をチェックするとよいで
しょう。保存する履歴数が無制限になります。

この場合、右クリックメニューの「指定ディレクトリ以下を全体履

歴に追加」が有効になり、指定ディレクトリ以下のすべてのサブ



ディレクトリを全体履歴に追加できます( ESC キーで中断可能)。

その他

オプション設定	-	一般	-	ディレクトリ履歴	で「重複する履歴の削除
する」がチェックされていると、履歴が追加される際に、既存の重

複項目が削除されます。一覧でディレクトリを選ぶことが多い場合

は、この方が探しやすいでしょう。チェックを外すと単純な履歴動

作となります。BackDirHist/ForwardDirHist	コマンドを用いる場合
は、チェックを外した方がよいでしょう。なお全体履歴について

は、この設定にかかわらず重複項目が削除されます。

「履歴の存在チェックを行わない」がチェックされていると、存在

しなくなったディレクトリが一覧に残っている場合があります。そ

こへ移動しようとすると、警告が出てその項目が削除されます。

「履歴に入れないパス」を設定しておくと、その語が含まれている

パスは履歴に追加されません。

「サイズと位置をファイルリストに合わせる」では、メイン画面の

ファイルリスト全体を覆うように、ダイアログの位置とサイズを調

整します。



ドライブ一覧

ファイラーで	DriveList	コマンドを実行するとこのダイアログが開きま
す。

ドライブ文字のキーを押すと、そのドライブに移動します。

移動せずに画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押してく
ださい。

一覧の表示内容

一覧には、呼び出しキー(ドライブ文字)、ボリューム名、種類およ
び接続インターフェイス、使用容量、空き容量、全体容量、ファイ

ルシステムが表示されます。

Windwos	7	以降では	HDD	と	SSD	を判別して表示可能。また、デバ
イス情報が取得できず、かつサイズが物理メモリの使用容量より小

さい固定ドライブはRAMディスクと推測して表示します。なお、記
憶域スペースの場合、接続インターフェイスは	SPACE	と表示され
ます。

全体容量の下には使用率グラフが表示されます。バーの色は、50%
以下で緑、50%〜100%では緑〜黄〜赤と変化します。
種類の表示が収まらない場合、内容を順次省略していきます(例:	リ
ムーバブル・メディア	→	リムーバブル	→	RM	→	(I/F)を省略)。また
使用容量、空き容量の表示が収まらない場合、パーセント表示を省

略します。列幅を16px未満に狭めると、その項目が非表示になりま
す。

なおネットワークドライブや仮想ドライブの場合、ボリューム列に

は、UNCパスや対応ディレクトリ名(余裕があればパス付き)が表示
され、さらに余裕があればボリューム名も表示されます。

操作

プロパティ ボタンを押すと、選択されているドライブのプロパティ



ダイアログが表示されます。

ボタンを押すと、CD/DVDドライブのトレイを開きます。

取り外し ボタンを押すと、選択されているドライブを取り外せま

す。

特定のディレクトリをマウントした仮想ドライブの場合は、それを

解除します。

CD/DVDドライブ(OS機能によってマウントされたISOドライブを含
む)の場合は、コンテキストメニューの「取り出し」に相当する処理
を適用します(→	EjectDrive)。これらは右クリックによるコンテキ
ストメニューからも可能です。

オプション

	アクセス可能のみ表示	がチェックされていると、アクセス可能な
ドライブのみを一覧に表示し、メディアの挿入されていないドライ

ブなどは隠します。

	アイコンを表示	がチェックされていると、ボリュームラベルの前
にアイコンが表示されます。このとき	 	ラージ	がチェックされてい
ればラージアイコンが、そうでなければスモールアイコンが表示さ

れます。

なお、ドライブ(内蔵を含む)のルートに	autorun.inf	があってアイコ
ンが設定されている場合、それを表示します。

	ルートに移動	がチェックされていると、ドライブに移動した際
に、以前のディレクトリではなく、必ずルートディレクトリに移り

ます。

右下隅の ∨ / ∧ ボタン( Alt + O キーでも可)で設定パネルを開閉で
きます。

コンテキストメニュー

一覧のコンテキストメニューには、標準的な項目の他に、「ネット



ワークドライブの割り当て」、「ネットワークドライブの切断」、

「ボリューム名の変更」、「最新の情報に更新」、「ドライブ使用

率推移」があります。

プロパティでボリューム名を変更した場合は、「最新の情報に更

新」で反映されます。

なお	ドライブ使用率推移	は、ファイラーで	DriveGraph	コマンドが
割り当てられているキーで、またコンテキストメニューは

ContextMenu	コマンドのキーでも開けます。ただし、キーが単独英
字の場合はドライブ選択が優先されます。



最近編集／閲覧した／使ったファイル一覧

最近編集／閲覧したファイル一覧

EditHistory	コマンドを実行すると、最近編集したファイル一覧	が開
き、FileEdit	コマンドで開いたテキストファイル(アーカイブからの一
時ファイルは除く)の履歴が表示されます。テキスト以外の履歴も合わ
せて参照したい場合は、最近使ったファイル一覧を利用してください。

ViewHistory	コマンドを実行すると、最近閲覧したファイル一覧	が開
き、TextViewer	コマンドで開いたテキストファイル(アーカイブからの
一時ファイルは除く)の履歴が表示されます。

画面下のオプションによって表示するファイルを制限できます。

すべて表示 が有効だと履歴にあるすべてのファイルが、 カレント以下 では

カレントおよびそのサブディレクトリにあるファイルが、 カレントのみ

ではカレントにあるファイルのみが表示されます。なお、テキストビュ

アーから一覧を開いた場合は、閲覧中ファイルのディレクトリが基準と

なります。

一覧でのキー操作

1 〜 9 、 0 キーを押した場合、最近編集したファイル一覧ではそ

のファイルがテキストエディタで開かれ、最近閲覧したファイル一

覧ではテキストビュアーで開かれます。

また、ファイラーで	FileEdit	コマンドが割り当てられているキーで
は、カーソル位置のファイルがテキストエディタで開か

れ、TextViewer	コマンドが割り当てられているキーではテキスト
ビュアーで開かれます。 ENTER キーを押した場合は、ファイラー画

面に戻り、そのファイルのある位置に移動します。

一覧でのカーソル移動や頭文字サーチは、ファイラーで割り当てら



れているのと同じキーで行えます。

DEL キー、あるいは	Delete	コマンドが割り当てられているキーを
押すと、カーソル位置の項目を履歴から削除できます。

カーソル位置の項目に対して、ShowFileInfo	コマンド(パラメータは
無視)が割り当てられているキーを押すとファイル情報ダイアログ
が、PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押すとプロ
パティダイアログが表示されます(右クリックメニューからも可
能)。
なお、2ストロークキー操作には対応していません。

フィルタ

フィルタ覧に文字列を入力すると、ファイル名にそれが含まれるも

のだけが絞り込み表示されます。

Migemo を有効にすると	Migemo	モードで絞り込みを行えます。モー
ド切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能です。

フィルタ覧にフォーカスがある場合でも、 ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (選
択中でなければ Ctrl + X でも可)キーで一覧のカーソル移動
が、 PGUP (or	 Ctrl + R )	/	 PGDN (選択中でなければ Ctrl + C でも可)
キーでページ移動が可能です。

一覧とフィルタ欄との間は、 TAB キーで行き来できます。また一覧

からは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられている
キーでフィルタ欄に、フィルタ欄からは Ctrl + L で一覧に移れま

す。

画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押す
か、ReturnList	コマンドが割り当てられているキーを一覧で押して
ください。

右クリックメニュー

「履歴に入れないパスの設定」で設定した語がパス名に含まれてい



るファイルは履歴に追加されません。	;	(セミコロン)で区切って複数
指定可能です。

例:	 G:\;F:\;temp;backup

「ステータスバー」をチェックしていると、カーソル位置のファイ

ルについての情報を、オプション設定	-	デザイン	-	ステータスバー
の書式	にしたがって表示します。
「サイズと位置をファイルリストに合わせる」では、メイン画面の

ファイルリスト全体を覆うように、ダイアログの位置とサイズを調

整します。

なお右クリックメニューは、アプリケーションキーや Shift + F10

キーの他に、ファイラーで	ContextMenu	コマンドが割り当てられて
いるキーでも表示できます。

最近使ったファイル一覧

RecentList	コマンドを実行すると、最近使ったファイル一覧	が開きま
す。

一覧には、Windows	の特殊フォルダにある項目のうち、リンク先が
ファイルになっているもの(リンク切れは除く)が表示されます。
オプション設定	-	一般1	-	最近使ったファイル	の「開いたファイルを
「最近使った項目」に追加」をチェックしている

と、OpenByWin、OpenByApp、FileEdit、BinaryEdit	コマンドで開い
たファイルも明示的に追加されます。

「UNCパスをチェックしない」をチェックしていると、一覧を取得す
る際にリンク先のUNCパスの存在チェックを行いません。拡張子の有
無だけでファイルを判別するため、正しい表示にならない場合がありま

す。また日時は常に空欄となります。

※Windows	側の設定によって最近使った項目の保存が制限されている場



合は機能しません。

一覧でのキー操作

1 〜 9 、 0 キーを押すか、ファイルを選んで ENTER キーを押す

と、ファイラー画面に戻り、そのファイルのある位置に移動しま

す。

ファイラーで

FileEdit、TextViewer、ImageViewer、OpenByApp、OpenByWin	コ
マンドが割り当てられているキーを押すと、項目位置に移動してか

らコマンドが実行されます。

一覧でのカーソル移動や頭文字サーチは、ファイラーで割り当てら

れているのと同じキーで行えます。

DEL キー、あるいは	Delete	コマンドが割り当てられているキーを
押すと、カーソル位置の項目(「最近使った項目」内のショートカッ
ト)を個々に削除できます。
カーソル位置のファイルに対して、ShowFileInfo	コマンド(パラメー
タは無視)が割り当てられているキーを押すとファイル情報ダイアロ
グが、PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押すとプ
ロパティダイアログが表示されます(右クリックメニューからも可
能)。
なお、2ストロークキー操作には対応していません。

右クリックメニュー

「リンク切れ項目を整理」を選ぶと、「最近使った項目」フォルダ

内にあるショートカットのうちリンク先のファイルやディレクトリ

が存在しなくなっているものを削除します。

「使用日時を表示」をチェックすると、ファイルそのものの更新日

時の代わりに、「最近使った項目」に追加された日時が表示されま

す(エクスプローラと同じ)。



栞マーク一覧

ファイラーやイメージビュアーで	MarkList	コマンドを実行すると、栞
マーク一覧が開き、Mark	コマンドで栞マークが設定されている項目
(アーカイブ内も含む)の一覧が表示されます。
アーカイブ内項目の場合、「仮想ディレクトリの背景色」で表示されま

す。

ファイルリストがアイコン表示になっている場合、栞マーク一覧もアイ

コン表示になります。

ヘッダをクリックするとソート方法を切り替えられます(再度クリック
で昇順/降順の切り替えも可能)。「メモ」と「設定日時」でのソートで
は、ディレクトリとファイルが区別されません。

なお、存在しなくなった栞マーク項目は、一覧を開く前に自動的に削除

されます。

存在チェック・削除は、その時点でアクセス可能なドライブの項目が対

象になりますが、アクセスできないUNCパスの項目はまとめて削除さ
れますので注意してください。

一覧でのキー操作

1 〜 9 、 0 キーや ENTER キーで項目を確定すると、ファイラー画

面に戻り、その項目位置に移動します。

確定で開く が有効だと、移動後に	OpenStandard	コマンドで開きま
す。

ファイラーで

FileEdit、TextViewer、ImageViewer、OpenByApp、OpenByWin	コ
マンドが割り当てられているキーを押すと、項目位置に移動してか

らコマンドが実行されます。

一覧でのカーソル移動や頭文字サーチは、ファイラーで割り当てら



れているのと同じキーで行えます。

Mark_IM	が割り当てられているキーを押すと、項目にメモを入力
できます(右クリックメニューや メモ ボタンでも可能)。
DEL キー、あるいは	Delete	コマンドが割り当てられているキーを
押すと、項目の栞マークが解除され、一覧から削除されます。

カーソル位置の項目に対して、ShowFileInfo	コマンド(パラメータは
無視)が割り当てられているキーを押すとファイル情報ダイアログ
が、PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押すとプロ
パティダイアログが表示されます(右クリックメニューからも可
能)。
なお、2ストロークキー操作には対応していません。

フィルタ

フィルタ覧に文字列を入力すると、ファイル名やメモにそれが含ま

れるものだけが絞り込み表示されます。

Migemo を有効にすると	Migemo	モードで絞り込みを行えます。モー
ド切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能です。

フィルタ覧にフォーカスがある場合でも、 ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (選
択中でなければ Ctrl + X でも可)キーで一覧のカーソル移動
が、 PGUP (or	 Ctrl + R )	/	 PGDN (選択中でなければ Ctrl + C でも可)
キーでページ移動が可能です。

一覧とフィルタ欄との間は、 TAB キーで行き来できます。また一覧

からは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられている
キーでフィルタ欄に、フィルタ欄からは Ctrl + L で一覧に移れま

す。

画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押す
か、ReturnList	コマンドが割り当てられているキーを一覧で押して
ください。



拡張子別一覧

ファイラーで	FileExtList	コマンドを実行すると	拡張子別一覧	が開き、
カレント以下のすべてのファイルを検索して、拡張子毎のファイル数や

サイズを一覧表示します。なお、カレントにあるライブラリファイル

(.library-ms)はディレクトリの集合とみなして登録場所を検索します。
検索を中断したい場合は、 ESC キーを押してください。

一覧のヘッダをクリックするとソート方法を切り替えられます(右ク
リックメニューでも可能)。
ファイルリストがアイコン表示になっている場合、拡張子一覧もアイコ

ン表示になります。

またカーソル位置拡張子のファイル一覧が下に表示されます(最大1000
ファイルまで)。

※システムディレクトリなどでは、アクセスを拒否されて取得できない
場合があります。

一覧でのキー操作

一覧でのカーソル移動などは、ファイラーやテキストビュアーで割

り当てられているのと同じキー操作や、テキストビュアーで割り当

てられているマウスホイール操作によってできます

(CursorDown/Up/Top/End、PageDown/Up、ScrollDown/Up、
ScrollCursorDown/Up(TV)、SelAll〜、SelectAll(TV)、Close(TV)	コマ
ンドに対応)。
拡張子一覧とファイル一覧との間は、 TAB キーで行き来できます。

さらに、拡張子一覧からは、 ENTER キーや、ファイラーで	ToRight
に割り当てられているキーでファイル一覧へ、ファイル一覧から

は、ToLeft	に割り当てられているキーで拡張子一覧へ移れます。
画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押す



か、ReturnList	が割り当てられているキーを押してください。

ファイル一覧で	 ENTER キーを押すと、ダイアログが閉じ、その

ファイル位置に移動します。

ファイラーで	Mark[_ND]	が割り当てられているキーを押すと、
カーソル位置ファイルのマーク設定/解除が可能です。
カーソル位置のファイルに対して、ShowFileInfo	コマンド(パラメー
タは無視)が割り当てられているキーを押すとファイル情報ダイアロ
グが、PropertyDlg	コマンドが割り当てられているキーを押すとプ
ロパティダイアログが表示されます(右クリックメニューからも可
能)。
なお、2ストロークキー操作には対応していません。

右クリックメニュー

右クリックメニューでは、拡張子一覧およびファイル一覧それぞれ

に対して、「一覧をクリップボードにコピー」、「一覧をログに出

力」、「一覧をファイルに保存」が可能です。また拡張子一覧で

は、「一覧をCSV形式で保存」、「一覧をTSV形式で保存」(拡張
子、ファイル数、合計サイズ、平均サイズ)も可能です。
「拡張子でマスク検索」を選ぶと、カーソル位置の拡張子をマスク

とし、ファイラーに戻ってファイル検索を実行します(→
MaskFind)。	

「サイズと位置をファイルリストに合わせる」では、メイン画面の

ファイルリスト全体を覆うように、ダイアログの位置とサイズを調

整します。

なお右クリックメニューは、アプリケーションキーや Shift + F10

キーの他に、ファイラーで	ContextMenu	コマンドが割り当てられて
いるキーでも表示できます。



ドライブ使用率推移

ファイラーで	DriveGraph	コマンドを実行すると、ドライブ使用率推移
が表示されます。

またドライブ一覧では、右クリックメニューや、DriveGraph	コマンド
が割り当てられているキーによって表示できます。

この画面では、現在までのドライブ使用率の推移を、ドライブ容量ログ

ファイルに基づいて棒グラフ化します。

ログファイル(DriveLog.csv)は、DriveGraph	コマンドを初めて実行した
時に、NyanFi	実行ディレクトリに自動的に作成されます。
ログファイルは、下の例のように「日付,ドライブ文字,使用容量,空き容
量」が記録されたCSVファイルで、NyanFi	終了時に最新の内容が追加
更新されます。

なお、ログファイルを編集したり削除したりしたい場合は、NyanFi	が
起動していない状態で行ってください。

Date,Drive,Used,Free

2018/01/30,C,109605429248,138469822464

2018/01/30,D,45434306560,200721002496

2018/01/31,C,105847996416,142227255296

2018/01/31,D,45905149952,200250159104

対象ドライブは、画面上部にあるコンボボックスで変更できます(CD-
ROMは除く)。
棒幅	コンボボックスで、一日分の棒グラフの幅(太さ)を変更できます
( Ctrl +マウスホイールでも変更可能)。
古い順 を有効にすると、グラフが古い日付順に表示されます。

Min/Max を有効にすると、グラフ上に使用率の最小(青)/最大(赤)ライン
が表示されます。

グラフの配色はドライブ一覧と同様で、50%以下では緑、50%〜100%で
は緑〜黄〜赤と変化します。



グラフ領域をクリックすると、その位置の日付、使用率、使用容量(前
日からの増減)、空き容量がステータスバーに表示されます。

グラフ領域にフォーカスがある場合、参照位置にはラインカーソル色が

ブレンド表示され、 ↓ ↑ HOME END キーなどで移動できます。

また、ファイラーで	NextDrive/PrevDrive	コマンドが割り当てられてい
るキーによって対象ドライブを切り替えられます。



キー割り当て一覧

KeyList	コマンドを実行するとこのダイアログが開きます。
ファイラー、INC.(インクリメンタル)サーチ、テキストビュアー、イ
メージビュアー、ログウィンドウのそれぞれについて、割り当てられて

いるキーの一覧を表示します。また、選択している項目のコマンド

を、 ENTER キーまたはダブルクリックで実行できます。

一覧でのカーソル移動や頭文字サーチは、ファイラーで割り当てられて

いるのと同じキーで行えます。

タブの切り替えは、 ← 	/	 → キーや、ToLeft	/
ToRight、ToParentOnLeft	/	ToParentOnRight	コマンドが割り当てられ
ているキーでできます。

一覧のヘッダをクリックするとソート方法を変更できます(右クリック
メニューでも可能)。

フィルタ覧に文字列を入力すると、それが含まれる項目だけが絞り込み

表示されます。

このとき ENTER キーを押すと、一覧で選択されているコマンドが実行

されます。

空欄にすると、絞り込みが解除され、すべての項目が表示されます。

	Migemo	をチェックしていると、Migemo	モードで絞り込みを行えま
す。モード切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能です。

	未登録コマンドも表示	をチェックしていると、キーに割り当てられ
ていないコマンドもすべて表示され、一覧から実行できます。

	確定即実行	をチェックしていると、フィルタによって候補が一つに
確定した場合、0.5秒後にそのコマンドを自動的に実行します。

フィルタ覧にフォーカスがある場合でも、 ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (選択中



でなければ Ctrl + X でも可)キーで一覧のカーソル移動が、 PGUP (or
Ctrl + R )	/	 PGDN (選択中でなければ Ctrl + C でも可)キーでページ移
動が可能です。

一覧とフィルタ欄との間は、 TAB キーで行き来できます。また一覧か

らは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられているキーで
フィルタ欄に、フィルタ欄からは Ctrl + L で一覧に移れます。

画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押すか、ReturnList
コマンドが割り当てられているキーを一覧で押してください。

使用頻度が低いコマンドや、キーに割り当てていないコマンドにアクセ

スしたい場合は、InputCommands	コマンドを用いるのもよいかもしれ
ません。

一覧上の右クリックメニューで、「一覧をコピー」、「一覧をファイル

に保存」が可能です。この場合、キー	[TAB]	コマンド	[TAB]	説明 	とい
う書式になります(TSV形式)。また、「コマンドをコピー」ではカーソ
ル行のコマンド部分のみをクリップボードにコピーできます。

「コマンドのヘルプ」では、一覧でカーソルがある行のコマンドについ

てのヘルプが表示されます。



コマンドファイル一覧

CmdFileList	コマンドを実行するとこのダイアログが開きます。

一覧の表示内容

NyanFi	ディレクトリ以下(サブディレクトリを含む)にあるコマンド
ファイル(*.nbt)の一覧が表示されます。
ファイルの一行目がコメントの場合、それが「説明」として表示さ

れます。

実際に割り当てられているコマンドファイルには、その「参照元」

が、K(キー)、M(メニュー)、A(OpenByApp)、S(OpenStandard)、E(イ
ベント)という文字の組み合わせで表示されます(メニュー定義ファ
イル内のものは除く)。
また	NyanFi	起動後に実行されたコマンドファイルには「実行回
数」が表示されます。

一覧でのキー操作

選択しているコマンドファイルを、 ENTER キーまたはダブルクリッ

クで実行できます。

また、ファイラーで割り当てられているのと同じキーで、カーソル

移動や頭文字サーチ、ファイルの削除(Delete)、閲覧(TextViewer)、
編集(FileEdit)が行えます(FileEdit	についてはフォーカスにかかわら
ず Alt + E キーでも可能)。RenameDlg	に割り当てられてるキーで
は、入力ボックスが出てコマンドファイルの名前(拡張子はそのま
ま)を変更できます(オプション設定に反映)。また、 Ctrl +	英字キー
によるキーの頭文字サーチが可能です。

なお、2ストロークキー操作には対応していません。

フィルタ



フィルタ覧に文字列を入力すると、それが含まれる項目だけが絞り

込み表示されます。

このとき ENTER キーを押すと、一覧で選択されているファイルが実

行されます。

空欄にすると、絞り込みが解除され、すべてのファイルが表示され

ます。

Migemo を有効にすると、Migemo	モードで絞り込みを行えます。
モード切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能です。

フィルタ覧にフォーカスがある場合でも、 ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (選
択中でなければ Ctrl + X でも可)キーで一覧のカーソル移動
が、 PGUP (or	 Ctrl + R )	/	 PGDN (選択中でなければ Ctrl + C でも可)
キーでページ移動が可能です。

一覧とフィルタ欄との間は、 TAB キーで行き来できます。また一覧

からは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられている
キーでフィルタ欄に、フィルタ欄からは Ctrl + L で一覧に移れま

す。

画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押す
か、ReturnList	コマンドが割り当てられているキーを一覧で押して
ください。

その他

プレビュー を有効にすると、一覧で選択されているファイルのプレ

ビューとファイル情報が表示されます。

コマンドファイルが、キー、追加メニュー、関連付け(OpenByApp、
OpenStandard)、イベントに割り当てられている場合、その参照元が
表示されます(メニュー定義ファイル内のものは除く)。

確定即実行 を有効にしていると、フィルタによって候補が一つに確

定した場合、0.5秒後にそのコマンドファイルを自動的に実行しま



す。

なお、オプション設定でコマンドファイルの参照ボタンを押した場

合も、この画面が表示され(タイトルは「コマンドファイルの選
択」)、コマンドファイルを選択できます。ただし、閲覧や編集はで
きません。

コマンドファイルの詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを
参照してください。



アプリケーション一覧

AppList	コマンドを実行すると、アプリケーション一覧	が開き、実行中
のアプリケーションがZオーダー順に一覧表示されます。
オプション設定	-	コマンド	で「ホットキー」が設定されている
と、NyanFi	がアクティブでないときも外部から一覧を呼び出せます。
いわゆるタスク切り替えツールの代わりになります。

一覧でのキー操作

一覧でのカーソル移動(上下端でループ)や頭文字サーチは、ファイ
ラーで割り当てられているのと同じキーで行えます。また、マウス

ホイールでカーソルを上下移動できます。

1 〜 9 、 0 キーや ENTER キーを押すか、項目をダブルクリックす

ると、そのアプリケーションに切り替わります。

オプション設定	-	コマンド	で「他アプリに切り替えたときに最小
化」がチェックされていると、他のアプリケーションに切り替えた

ときに、NyanFi	が最小化されます。
最小化されているアプリケーションのアイコンには、 	マークが付
きます。

DEL キーか、ファイラーで	Delete	コマンドが割り当てられている
キーを押すと、カーソル位置のアプリケーションが閉じられます(右
クリックメニュー「閉じる」)。このとき一覧は閉じずに引き続き操
作できます。また、閉じようとしたアプリケーションから確認など

のウィンドウが表示されたら、それに切り替わります。

Ctrl + DEL キーを押すと、カーソル位置と同じアプリケーションを

まとめて閉じることができます(右クリックメニュー「まとめて閉じ
る」)。

ファイラーで、WinMinimize、WinMaximize、WinNormal	コマンド



が割り当てられているキーを押すと、カーソル位置のアプリケー

ションのそれぞれのウィンドウ操作を行えます。

ファイラーで、ShowFileInfo	コマンドが割り当てられているキーを
押すと、カーソル位置のアプリケーションに関するさまざまな情報

がダイアログで表示されます(右クリックメニュー「アプリケーショ
ン情報を表示」)。

その他の操作/表示
その他、右クリックメニューでは、ウィンドウ操作や強制終了、実

行ファイル情報のコピー、実行ファイル位置への移動などが可能で

す。

一覧の下部には、カーソル位置アプリケーションのライブサムネイ

ルが表示されます。

ここをダブルクリックして、アプリケーションを切り替えることも

可能です。

一覧側にフォーカスがある場合、ステータスバーには、アプリケー

ションのプロセスID、ワーキングセット	-	最大ワーキングセット、
ページファイルサイズ	-	最大ページファイルサイズ、ウィンドウサ
イズ、開始日時(本日の場合は時刻のみ)が表示されます。なお、無
応答のアプリケーションは、一覧でエラー色の枠で囲んで表示され

ます。

UWPアプリはすべて	ApplicationFrameHost	として表示されます。
判別はキャプションの内容で行ってください。

またアイコンの取得が難しいため、擬似アイコン(Microsoft	Edge	は
青地に	"ｅ"、他は	"UWP")を表示します。

ランチャー



一覧の右側(デフォルト)には、リスト式のランチャーがあります(パラ
メータ指定により、一覧またはランチャーのみの表示も可能)。
右クリックメニューの「トップディレクトリの設定」で指定したディレ

クトリ下にショートカット(.lnk	または	.url)を置いておくと、それらが
一覧表示され、 ENTER キーかダブルクリックで起動できます。

なお、コマンドファイル(.nbt)へのショートカットは	ExeCommands	コ
マンドで実行されます。

キー操作

リストでのカーソル移動(上下端でループ)や頭文字サーチや、一覧/
ランチャーのフォーカス移動(ToLeft/ToRight、ToParentOnLeft	/
ToParentOnRight)は、ファイラーで割り当てられているのと同じ
キーで行えます。

また、項目(ディレクトリは空の場合のみ)の削除(Delete)、名前の変
更(RenameDlg)、ディレクトリの作成(CreateDir)、親ディレクトリ
(トップディレクトリより上は不可)への移動(ToParent)、プロパティ
の表示(PropertyDlg)が可能です。他の操作はファイラーで行ってく
ださい。なお、2ストロークキー操作には対応していません。
ショートカットファイルは、外部からドロップして追加することも

できます。ダイアログのどこにドロップしてもランチャーに受け入

れられます。

インクリメンタルサーチ

ファイラーで	IncSearch	コマンドが割り当てられているキーを押す
と、インクリメンタルサーチモードで項目を絞り込み表示できま

す。

ランチャー上部のディレクトリ表示部分がインクリメンタルサーチ

用の表示に変わり、キーを入力するとキーワードが設定されます。

IMEは使えませんが、MigemoMode	コマンドが割り当てられている
キーで	Migomo	モードに切り替えられます。 BS または Ctrl + H で



一文字後退、	ClearIncKeyword	コマンドが割り当てられているキー
でキーワードがクリアされます。

キーワードが変化すると、ランチャーのトップディレクトリ以下に

あるすべての項目からマッチするものをリストに一覧表示します。

マッチした項目が複数ある場合、 ↓ / ↑ キー、または

IncSearchDown/	IncSearchUp	コマンドが割り当てられているキーで
カーソルを移動できます。

そして、 ENTER キーかダブルクリックでカーソル位置の項目が起動

します。

インクリメンタルサーチモードを解除したい場合は、 ESC キー、ま

たは	IncSearchExit	コマンドが割り当てられているキーを押してく
ださい。

その他

ランチャー側にフォーカスがある場合、ステータスバーには、

ショートカットのファイル名、コメント、リンク先が表示されま

す。

ランチャーの表示位置は、右クリックメニュー「ランチャーの表示

位置」で変更できます(右/左)。

ランチャーに表示されるショートカットファイルのアイコンは、メ

モリにキャッシュされ再利用されます(ファイラーでの表示にも利
用)。
アイコンを変更しても表示に反映されない場合は、右クリックメ

ニューで「アイコンを更新」を行ってください。

右クリックメニューの「フォルダアイコンでソート」がチェックさ

れていると、ディレクトリが、設定されているフォルダアイコンの

ファイル名に基づいてソートされます。

「コメントでソート」がチェックされていると、ショートカット



(.lnk)に設定されているコメント(プロパティで編集)によってソート
されます。

先頭に番号などを付ければ、ショートカットを任意の順番に並べら

れます。また、コメントの末尾に	"-"	があると、項目の下端に分割
線が表示されます。



一覧ダイアログ

一覧ダイアログは、以下の場合に用いられる汎用のダイアログです。

ファイラーで

CalcDirSize_LS、ListArchive_LS、ListClipboard、ListDuration_LS、
コマンドを実行。

ファイラー、テキストビュアー、イメージビュアーで	CmdHistory
コマンドを実行。

「コマンドラインの実行」ダイアログ(ExeCommandLine)	でコン
ソールアプリの出力を「一覧で表示」にした場合。

ExeCommands	の補助コマンド	ListBuffer、ListVar	を実行。

一覧でのキー操作

カーソル移動などは、ファイラーやテキストビュアーで割り当てら

れているのと同じキー操作や、テキストビュアーで割り当てられて

いるマウスホイール操作によってできます。

対応しているコマンドは、CursorDown/Up/Top/End、
TextTop/End(TV)、PageDown/Up、ScrollDown/Up、
ScrollCursorDown/Up(TV)、Select、SelAll〜、SelectAll(TV)、
ClipCopy(TV)、FindText、FindDown/Up(TV:	行検索)、Sort(TV)、
ZoomIn/Out/Reset、SetFontSize、OpenURL(TV)、Close(TV)	です。
なお、テキストビュアーの対応コマンドについては、2ストローク
キー操作が可能です。

また	TextViewer	コマンドが割り当てられているキーを押すと、表示
されている一覧内容がクリップボードを経由してテキストビュアー

で開かれます。

ListText	コマンドでテキストファイルを表示している場合
は、TextViewer、FileEdit	コマンドが割り当てられているキーで、



表示中のファイルをカーソル位置の行番号を参照して開けます

(FileEdit	についてはフォーカスにかかわらず Alt + E キーでも可

能)。
また	ListText、ListTail	コマンドでテキストファイルを表示している
場合は、NextFile、PrevFile	コマンドも利用できます。

ListLog	コマンドでログ内容を表示している場合、あるいはログ
ファイル(tasklog(~n).txt)を表示している場合、テキストビュアーで
PrevErr/NextErr	コマンドが割り当てられているキーで、前後のエ
ラー位置(W:警告、C:中断を含む)に移動できます。

ListFileName	コマンドでファイル名一覧を表示している場
合、 Enter キーを押すと、ダイアログを閉じてそのファイル位置に

移動します(選択項目があればファイルリストに反映)。
ListTree	コマンドによるディレクトリのツリー表示や、CopyDir_LS
コマンドによるディレクトリ名一覧表示の場合、 Enter キーを押す

とカーソル位置のディレクトリに移動します。

PlayList_LS	コマンドでプレイリストを表示している場合、 Enter

キーを押すと、カーソル位置の曲を再生できます。再生中の曲には

先頭に▶マークが表示されます。

ListFileName、ListTree、CopyDir_LS、PlayList_LS	コマンドで一覧
を表示している場合、ShowFileInfo、ListFileInfo	コマンドが割り当
てられているキーでファイル情報を、PropertyDlg	コマンドが割り
当てられているキーでプロパティを表示できます。

ファイル監視

ListTail	コマンドでテキストファイルを表示している場合、 	監視
をチェックしていると、ファイルの変化を監視して表示を自動的に

更新します(監視間隔=1秒)。またその場合、 	通知	をチェックして
いると、ファイルが変化(フィルタ中なら表示内容が変化)したとき



に、オプション設定	-	通知・確認で「ファイル監視の通知音」で設
定されている通知音が鳴ります。

フィルタ

フィルタ覧に文字列を入力すると、それが含まれる行だけが絞り込

み表示されます。

Migemo を有効にすると	Migemo	モードで絞り込みを行えます。モー
ド切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能です。

※Migemo	モードだと処理が重くなります。フィルタ欄には日本語
も入力できるので、行数が多い場合は通常モードにした方がよいで

しょう。

AND/OR が有効だと、複数のキーワードを空白で区切って入力した

場合にAND検索、"|"	で区切るとOR検索で絞り込めます。区切りが
混在しているその場合は、空白(AND)の方が	|	(OR)よりも優先順位
が高くなります。

強調 が有効だと、フィルタ欄の文字列にマッチした語が強調表示さ

れます。

フィルタ覧にフォーカスがある場合でも、 ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (選
択中でなければ Ctrl + X でも可)キーで一覧のカーソル移動
が、 PGUP (or	 Ctrl + R )	/	 PGDN (選択中でなければ Ctrl + C でも可)
キーでページ移動が可能です。またマウスホイール操作は一覧に対

して働きます。

一覧とフィルタ欄との間は TAB キーで行き来できます。また一覧か

らは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられているキー
でフィルタ欄に、フィルタ欄からは Ctrl + L で一覧に移れます。

画面を閉じたい場合は、 ESC (or	 Alt + F4 )キーを押す
か、ReturnList	コマンドが割り当てられているキーを一覧で押して



ください。

右クリックメニュー

「コピー」、「すべて選択」、「一覧をファイルに保存」および

「一覧をテキストビュアーで開く」が可能です。

また「行番号を表示」させることもできます。その場合、行番号の

配色はテキストビュアーと同じになります。

PlayList_LS	コマンドでプレイリストを表示している場合、「ファイ
ル名を先に表示」を選ぶと、パス名はファイル名の最大幅に合わせ

て整形表示されます。また「パスの共通部分を省略」も可能です。

一覧に何らかの内容が表示されている場合、「一覧をソート」(昇
順/降順/解除:	Sort(TV)コマンドでも可能)で、「一覧の重複行を除
外」、「一覧の内容を元に戻す」(フィルタはそのまま)が可能で
す。なお、フィルタの内容を変更すると、ソートなどは解除され、

元の内容から絞り込み直します。

テキストファイルを表示している場合は、「一覧をテキストビュ

アーで開く」の代わりに「ファイルをテキストビュアーで開く」と

「ファイルをテキストエディタで開く」が可能です。

ListFileName、PlayList_LS	コマンドで一覧を表示している場合、
「ファイル情報」や「プロパティ」を表示できます。

ListLog、ListText	コマンドでログを開いている場合、「エラー箇所
の絞り込み」の切り替えが可能です。

ListText、ListTail	コマンドでテキストファイルを表示している場
合、「カーソル位置を維持」をチェックしている

と、NextFile、PrevFile	コマンドで前後のファイルに移ったときに、
カーソル位置が可能な限り維持されます(ダイアログを閉じるとリ
セット)。



「サイズと位置をファイルリストに合わせる」では、メイン画面の

ファイルリスト全体を覆うように、ダイアログの位置とサイズを調

整します。

なお右クリックメニューは、アプリケーションキーや Shift + F10

キーの他に、ファイラーで	ContextMenu	コマンドが割り当てられて
いるキーでも表示できます。

表示

一覧の表示フォントは、オプション設定	-	フォント・配色	-	フォン
ト	の「一覧ダイアログ」で指定できます。
標準出力を取り込んで表示するような場合には、等幅フォントを指

定した方がよいでしょう。

タブ位置は、オプション設定	-	テキストビュアー	の「タブストップ
4の拡張子」にしたがいます。
一行が1024文字を超える場合、末尾を省略して表示しますが、コ
ピーしたときは元の内容が取得されます。

ListFileName	や	PlayList_LS	コマンドによる一覧では、ファイル名
を「拡張子別配色」で表示します。

ListLog、ListText	コマンドでログを開いた場合は、ログウィンドウ
の配色で表示されます。

空行を以外のすべての行が「名前=値」という形式の場合、=	の位置
で桁揃えして表示され、名前部分は	オプション設定	-	フォント・配
色	-	配色	の「ファイル情報の項目名文字色」になります。
罫線(─	│	┌	┐	┘	└	├	┬	┤	┴	┼)が含まれていると、上下左右がつなが
るように表示されます。罫線の色は、テキストビュアーで用いられ

る「罫線の色」になります。

主なプログラムソースのコメントは、「コメントの文字色」になり

ます( 厳密ではないため対応できない場合もあり)。
ListText、ListTail	コマンドのパラメータに	/見出しパターン/	(正規表



現)を指定した場合、マッチする行が「見出しの文字色」になりま
す。

また、フィルタの強調表示には「強調文字色」、「強調背景色」が

用いられます。

それ以外は、「リストの文字色」と「リストの背景色」が用いられ

ます。

オプション設定	-	テキストビュアー	で「カーソルを常に可視領域
に」をチェックしていると、スクロールした際、カーソルが常に可

視領域に入るようになります。



XMLビュアー

ファイラーで	XmlViewer	コマンドを実行するとXMLビュアーが開き、
カーソル位置のXMLファイルをツリービューで閲覧できます。

ツリービューでの操作

カーソル移動などは、標準キー以外に、ファイラーやテキストビュ

アーで割り当てられているのと同じキーによっても可能です

(CursorDown/Up/Top/End、TextTop/End(TV)、PageDown/Up	コマンド
に対応)。
ENTER キーを押すと、選択中のノードを開閉できます。このとき	
自動開閉	がチェックされていると、展開したノードと同レベルの他
のノードがすべて畳まれます。

なお、URLの値を選択している場合、 ENTER キーでURLを開けま
す。

※ノード数が多いと自動開閉の処理に時間がかかります。

なお、画面左下の + / - ボタンを押すと、選択ノードのすべての子

ノードを開閉できます。

検索

検索覧に文字列を入力し、 	名	(ノードの名前)/ 	属	(ノードの属性)/
	値	で検索対象を設定して ∨ / ∧ ボタンを押すと、下方向/上方向
に検索できます。なお、ツリービューの表示モードが「ノード名」

の場合、属性は検索できません。

ボタンの代わりに検索覧で ↓ / ↑ キーでも検索可能。またツリー

ビューにフォーカスがある場合は、テキストビュアーで

FindDown/FindUp	コマンドが割り当てられているのと同じキーに
よっても検索できます(下方向は F3 キーでも可)。



一覧からは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられてい
るキーや Ctrl + F キーで検索欄に、検索欄からは Ctrl + L で一覧に

移れます。

右クリックメニュー

すべて展開

ルート以下のすべてのノードを展開します。

※ノード数が多いと時間がかかります。

すべて畳む

ルート以下のすべてのノードを畳みます。

コピー

選択項目の表示内容をクリップボードにコピーします。

XPathをコピー
選択項目の	XPath	をクリップボードにコピーします。

XMLソースをコピー
選択ノードのXMLソース(子ノード部分を含む)をクリップボー
ドにコピーします。

URLを開く
選択項目がURL値の場合、それを開きます。

表示モード

ツリービューの表示を、「ノード名」、「ノード名	[属性]」、
「XML」の何れかに設定できます。
なお、表示モードが「ノード名」の場合、属性の検索ができま

せん。



サイズと位置をファイルリストに合わせる

メイン画面のファイルリスト全体を覆うように、ダイアログの

位置とサイズを調整します。

表示

ツリービューの表示フォントは、オプション設定	-	フォント・配色	-
フォント	の「リスト」が用いられます。
背景は「リストの背景色」になります。また、ノード名および属性

名は「予約語の文字色」、属性値は「文字列の文字色」、記号は

「シンボルの文字色」、XMLコメントは「コメントの文字色」、値
がURLの場合は「URLの文字色」、それ以外は「リストの文字色」
になります。

ノードをつなぐラインやプラス/マイナスボタンは、テキストビュ
アーの「罫線の色」で描かれます。

なお、ツリービューにはシンプルスクロールバーの設定が適用され

ず、標準のスクロールバーになります。



文字列検索(GREP)

Grep	コマンドを実行すると、カレント側ファイルリスト(ファイル名検
索の結果リストやワークリストも可)のテキストファイルに対する	文字
列検索(GREP)	画面が開きます。
xd2txlib.dll	がインストールされていると、PDF、WORD、EXCEL、一
太郎などの各種バイナリ文書も検索可能です。

上部のタブを切り替えることにより、文字列検索および文字列置換を行

えます。



文字列検索

必用に応じて後述の項目を設定してください。

カレントで選択項目がある場合は、それらが検索対象となります。また

非表示の項目は対象から外されます。

開始 ボタンで検索がはじまります。検索を中断したい場合は 中断 ボタ

ンまたは ESC キーを押してください。

検索が終了すると、結果が下のリストに表示され、フォーカスが移りま

す。

結果リストでのキー操作

ファイラーで割り当てられているのと同じキーで、カーソル移動

や、ファイルの閲覧(TextViewer	/	TextViewer_XW)、編集(FileEdit)が
行えます。また	OpenByApp、OpenByWin	コマンドも実行できま
す。

TextViewer_XW	で別ウィンドウのビュアー開いている場合、 TAB

キーで結果リストとの間を行き来できます。

オプション設定	-	エディタ	-	テキストエディタ	の「パラメータ
(GREP用)」を設定しておけば、エディタで開いてその行位置に移動
(タグジャンプ)できます。バイナリ文書では対応するエディタで開
きます。

また ENTER キーを押すと、結果リストから抜けて、そのファイルの

ある位置に移動します。

DEL キーや	Delete	コマンドが割り当てられているキーを押すと、
カーソル位置の項目が一時的に削除されます。これは、後述の絞り

込みを行った場合と同様で、メニューの「絞り込みの解除」によっ

て元に戻ります。

画面を閉じてファイラーに戻るには、 ESC キーを押す

か、ReturnList	が割り当てられているキーを結果リストで押してく



ださい。

なお、2ストロークキー操作には対応していません。

検索結果は、再度検索を行うまで保持されています。画面を閉じて

も再度開けばまた見ることができます。その場合、対象ディレクト

リ表示には、一覧にフォーカスがあれば前回検索時のパスが、そう

でない場合はカレントパスが表示されます。

フィルタ

検索を行った後で、フィルタ	 	欄に文字を入力すると、結果リス
トを絞り込むことができます。

	Migemo	をチェックしていると、Migemo	モードで絞り込みを行え
ます。

※Migemo	モードだと処理が重くなります。フィルタ欄には日本語
も入力できるので、項目数が多い場合は通常モードにした方がよい

でしょう。

	AND/OR	をチェックしていると、複数のキーワードを空白で区
切って入力した場合にAND検索、"|"	で区切るとOR検索で絞り込め
ます。区切りが混在しているその場合は、空白(AND)の方が	|	(OR)
よりも優先順位が高くなります。

なお、大小文字は区別されません。

一覧にフォーカスがある場合、 Ctrl + F キーでフィルタ欄

に、 Ctrl + S キーで検索文字列欄に移れます。

フィルタ欄からは、 Ctrl + L で結果リストに、 Ctrl + F (or
Ctrl + S )で検索文字列欄に移れます。また Ctrl + M で	Migemo
モードを切り替えられます。

なお、フィルタが適用される際に、キーによる項目の一時的な削除

や、メニューによる絞り込みは解除されます。



メニュー

編集メニュー(または結果リストの右クリックメニュー)の「検索結
果の絞り込み	:	抽出」および「検索結果の絞り込み	:	除外」で、結
果リストを絞り込めます。キーワードは、空白で区切って複数指定

可能。その場合、抽出ではいずれかを含むものが、除外ではいずれ

も含まないものが残ります。大小文字は区別されません。「絞り込

みの解除」で、絞り込みを解除できます。「絞り込みを確定」で、

絞り込みによって表示から除外された項目を結果リストから削除し

ます。

「検索結果の退避」で、現在表示されている結果リストの内容を

バッファに退避できます。退避しておいた内容は、「検索結果の復

帰」で結果リストに呼び戻せます。

「ヒットしたカレントのファイルを選択」では、結果リストに表示

されているファイルのうち、カレントのファイルリストにあるもの

を選択状態にします。この後でさらに検索を行った場合、選択され

ているファイルが検索対象となります。

結果リストのカーソル行にURLが含まれている場合、右クリックメ
ニューの「URLを開く」でそれを開けます。

表示メニュー(または結果リストの右クリックメニュー)の「結果リ
ストに項目番号を表示」をチェックすると、項目の通し番号が表示

されます。また、「項目番号をファイル単位で表示」もチェックす

ると、項目番号をファイル単位の連番で表示します。ファイル内で

複数行ヒットした場合、最初の行だけに番号が表示されます。

「結果リストにサブディレクトリ名を表示」をチェックすると、

ファイル名の前にカレント以下のサブディレクトリ名が表示されま

す(ワークリストの場合は除く)。
「行頭のタブや空白を非表示」をチェックすると、結果リストで、

行頭のタブや空白を除外して表示します(次行部分を含む)。



「マッチ語が見えないとき前部分を省略」をチェックすると、結果

リストの各行で、マッチした語が見えない場合、前部分を省略して

見えるように表示します。

「フィルタの語を強調表示」をチェックすると、結果リストをフィ

ルタで絞り込んでいる場合、検索文字列の代わりにフィルタの語を

強調表示します。

「次行表示部分の明度を加減」をチェックすると、後述の	 	次行表
示	をチェックしている場合に、次行部分の文字明度を加減してマッ
チ行と区別しやすくします。

なお、結果リストの内容をテキストエディタなどで利用したい場

合、ファイルメニューの「検索結果に名前を付けて保存」でテキス

トファイルとして保存したり、編集メニュー(または結果リストの右
クリックメニュー)の「検索結果をクリップボードにコピー」でコ
ピーしたりしてください。

また後述の「拡張設定」により、結果をファイルやクリップボード

に出力し、指定アプリケーションを起動することも可能です。

検索文字列	
検索文字列を指定します。半角または全角空白で区切って複数の

語を指定することも可能です(AND	または	OR	検索)。
先頭や末尾の半角空白は無視されます。このような場合、正規表

現では	\x20	を用いてください。
正規表現でない場合、\s	は半角空白、\t	はタブ文字とみなされま
す。

マスク	
検索するファイルのマスクを指定します。マスクは	;	(セミコロン)
で区切って複数指定できます。



なお、GrepSetMask	補助コマンドや、.nyanfi	ファイルによる設定
も可能です。

例:	 *.txt;*.cpp;*.c;*.h

	サブディレクトリ
サブディレクトリも検索対象とします。ディレクトリの深さも指

定できます(カレントは0、サブディレクトリが1、その下が2…)。
なおカレントでディレクトリを選択している場合、チェックして

いなくても、その中のファイル(深さ1)は対象となります。

除外ディレクトリ	
検索から除外するディレクトリのマスクを指定します。マスクは

;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。
なおカレントで選択されているディレクトリは除外されません。

例:	 __*;backup;test;temp

	正規表現
検索に正規表現を用います。

入力内容が正しくない場合、背景色が変わり(オプション設定	-
フォント・配色	「不正な入力項目の背景色」)、検索を開始でき
ません。

なお検索文字列欄の右クリックメニューから、正規表現を参照で

きます。

	AND
検索語を複数指定している場合に、AND検索を行います。チェッ
クを外すとOR検索になります。

	大小区別
大文字・小文字を区別して検索します。



	1マッチ
そのファイルで一箇所マッチしたらそれ以降の検索を止め、次の

ファイルに移ります。

	タグ除外
ファイルがHTML文書の場合、HTMLタグ部分を除外して検索し
ます。

HTML文書以外のファイルに対しては機能しません。

	次行表示
結果リストに、マッチした行以降の3行(空行は除く)を改行マーク
で区切って表示します。

検索終了後に変更した場合にも、表示が切り替わります。

拡張設定 ボタンを押すと、拡張設定ダイアログが開きます(二重起動し
た	NyanFi	では開けません)。
設定を行うことにより、検索終了後に、ファイルやクリップボードに結

果リストを出力し、指定アプリケーションを起動したりできます。

	出力方法
検索終了時の結果リストの出力方法を設定します。

	出力先
出力先を指定します。「無し」を選んだ場合は、検索終了時に何も

行いません。

	出力ファイル
出力先で「ファイル」を選んだ場合、ファイル名を指定してくださ

い。ドライブ指定がない場合	NyanFi	ディレクトリからの相対パスと



みなされます。ファイルはUnicode(UTF-8)で保存されます。
	既存ファイルがあれば追加	をチェックすると、既存の出力ファイ
ルに結果を追加していきます。

	起動アプリケーション
結果出力後に、外部アプリケーションを起動したい場合に設定して

ください。

実行ファイル名には以下の書式文字列が使えます。

　$X　NyanFi	の起動パス(末尾の	\	は無し)
　$D　NyanFi	の起動ドライブ(末尾の	\	は無し、例:	"D:")
　$$　$	そのもの
また	"%変数名%"	という書式で環境変数を用いることも可能です。
出力ファイルを渡したい場合は、パラメータに書式文字列	$F	を指
定してください。また既存ファイルに追加する場合、$L	(行番号)	も
指定すると、追加した先頭位置に移動できます。

	出力形式
結果出力の形式を設定します。

なおこの設定は、ファイルメニューの「検索結果に名前を付けて保

存」や、編集メニューの「検索結果をクリップボードにコピー」の

際にも用いられます。

ファイル情報の書式	
ファイル名や行番号の書式を指定します。

書式には以下の書式文字列を使えます。空欄の場合は	"$F	$L:"	とみ
なされます。

　$F	:	パス付ファイル名
　$L	:	行番号
　\t	:	タブ



　\n	:	改行
　\s	:	空白	("	"	でよいのですが、わかりやするために)
　\\	:	\	そのもの

マッチ語前後の挿入文字列	
マッチした語の前後に文字列を挿入できます。書式文字列は

\t、\n、\s	および	\\を使えます。

	行頭のタブや空白を削除
マッチ行以降で、行頭にタブや空白があったら削除します。

	タブを空白1文字に置換
マッチ行以降で、タブを空白1文字に置換します。ただし、削除され
た行頭のタブは置換されません。

	改行を文字列に置換
マッチ行以降の改行(最後尾を除く)を、指定した文字列に置換しま
す。



文字列置換

Grep	コマンドで開く	文字列検索(GREP)	画面で、上部のタブを切り替
えることにより文字列置換を行えます。



文字列置換

上部のタブを 置換 に切り替えると、検索対象のテキストファイルに対

して文字列置換を行えます。

必用に応じて後述の項目を設定してください。

カレントで選択項目がある場合は、それらが対象となります。また非表

示の項目は対象から外されます。

結果リストでは、文字列検索の場合と同様に、カーソル移動やファイル

編集などが可能です。

なお置換の場合、置換結果の強調表示はされません。また、結果リスト

の行番号は置換前のものですので、置換文字列に改行が含まれている

と、置換後の行とはずれてきます。

検索文字列	
検索したい文字列を指定してください。特殊文字として	\t、\s、\\が
使えます。

置換文字列	
検索したい文字列を指定してください。特殊文字として

\t、\n、\s、\\が使えます。
空欄の場合は、マッチした文字列が削除されます。

	正規表現
置換に正規表現を用います。なお、検索文字列欄の右クリックメ

ニューから、正規表現を参照できます。

入力内容が正しくない場合、背景色が変わり(オプション設定	-	フォ
ント・配色	「不正な入力項目の背景色」)、置換を開始できませ
ん。

	大小区別



大文字・小文字を区別して検索します。

	確認あり
置換を行う前に確認ダイアログが表示されます。そこで「全て置

換」を選ぶと、以降の全ファイルに対して確認なしで置換が実行さ

れます。

拡張設定 ボタンを押すと、拡張設定ダイアログが開きます。

	置換

	元ファイルのバックアップ

	バックアップを作成する
チェックしていると、置換したファイルのバックアップが作成され

ます。

なお、対象がハードリンクの場合、リンクが切れないようにコピー

でバックアップを作成します。

拡張子	
バックアップファイルの拡張子を指定します。

	保存先
バックアップ先のディレクトリを指定します。

パス指定がないと元ファイルからの相対パスとみなされます。また

空欄の場合は、元ファイルと同じディレクトリになります。

	結果ログ
置換終了時に結果リストをログとしてファイルに出力したり、それ



をテキストエディタで開いたりできます。

ログファイルはUnicode(UTF-8)で保存されます。	

	出力形式
文字列置換の場合と同じように、ログの出力形式を設定できます。



画像ファイルの変換ダイアログ

ファイラーで	ConvertImageg	コマンドを実行するとこのダイアログが
開きます。

選択中(無ければカーソル位置)の画像ファイル(メタファイルを含む)
を、別形式に変換したり、縮小・拡大したりして、反対パスに出力しま

す。

コマンドのパラメータに	CB	を指定した場合は、クリップボードの画像
を変換し、指定した名前でカレント側に保存します(Paste_EX	コマンド
でも可能)。

	変換形式
変換する形式を選択します。

.BMP、.JPG、.GIF、.PNG、.TIF、.HDP	のいずれかに変換可能で
す。

.JPG	および	.HDP	の場合、画像の品質を指定できます。
また	.JPG	では、YCrCb	サブサンプリングを指定できます。
.TIF	の場合、圧縮モードを指定できます。
なお、元ファイルのExif情報は保存されません。

	グレースケール化
画像をグレースケールに変換します。

	縮小・拡大
画像の縮小・拡大方法を設定します。

選択した方法にしたがって、必用な値を設定してください。

また、適当な補間アルゴリズムを選択してください。



入力がメタファイル(.WMF、.EMF)の場合は、ベクタイメージとし
て縮小・拡大しますので、補間アルゴリズムは無視されます。また

この場合、余白色が背景色として用いられます。

また、入力が	.PNG	の場合はアルファチャンネルに、.GIF	の場合は
透過に対応し、余白色が背景色として用いられます。

	プレビューデータを利用しない(WIC)
WIC	コーデックで画像を読み込む際に、プレビューデータを利用し
ません。RAWファイルの場合、使用するコーデックによっては処理
時間が長くなる可能性があります。また、コーデック側の設定など

によっては、プレビュー以外のデータを取得できない場合がありま

す。

	ファイル名の変更
変換したファイル名に変更を加えます。

「ファイル名の先頭に文字列を挿入」または「ファイル名主部の末

尾に文字列を追加」のいずれかが可能です。

	タイムスタンプを維持する
変換したファイルのタイムスタンプを元ファイルのものに合わせま

す。

	ファイル名の変更　(クリップボードの場合)
保存するファイル名を指定します。

既存の同名ファイルがある場合は、「上書き」/「自動改名」のいず
れかを選択できます。

自動改名は、オプション設定	-	一般	-	コピー動作の「同名時の自動



改名書式」にしたがいます。



テキストファイルの結合ダイアログ

ファイラーで	JoinText	コマンドを実行するとこのダイアログが開きま
す。

カレント側で選択中のテキストファイルを結合して反対パスに出力しま

す。

入力ファイルの文字コードは自動判定しますので、そろっていなくても

かまいません。

一覧には、選択中のファイルが表示されます。

↑ ↓ ボタンで項目を移動すれば、結合の順番を変更できます。一覧に

フォーカスがある場合は、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで移動、 DEL キー

で削除が可能です。項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上
下端で自動スクロール)。

出力ファイル名、出力コード、改行、(必要なら)テンプレートを指定し
てください。

ユニコードの場合はBOMの有無も指定できます(出力コードが自動の場
合は先頭ファイルと同じ)。
開始 ボタンを押すと結合処理が開始されます。

テンプレートは、ファイルを結合する際にヘッダやフッタ、ファイル区

切りなどを付加するための書式を記述したテキストファイルです。

ファイル名にドライブ指定がない場合	NyanFi	ディレクトリ下の相対パ
スとみなされます。

テンプレートでは、通常の文字列の他に、以下の書式文字列が使えま

す。

$P パス名



$B パス無しファイル名

$N パス無しファイル名主部

$F パス付ファイル名($P	+	$B)

$T タイムスタンプ(ファイルリストの表示と同じ書式)

$D(書式)
タイムスタンプ(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月、dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)

$I インデックス番号(1〜)

$$ $	そのもの

　 　

$TEXT テキストファイルの内容

$HTM2TXT HTML→テキスト変換した内容(テキストビュアーでの
場合とほぼ同じ)
　→	オプション設定	-	テキストビュアー	-「HTML→
テキスト変換」

HTML文書でない場合は、ファイルの内容($TEXT	と
同じ)になります。

$HTM_TIT HTMLヘッダの	title	(HTML文書でなければ空)

$HTM_DSC HTMLヘッダの	description	(HTML文書でなければ空)

$HTM_KWD HTMLヘッダの	keywords	(HTML文書でなければ空)

例:	ヘッダ/フッタを付加して結合
$F	$T

--------------------------------------------------------------------------------

$TEXT

--------------------------------------------------------------------------------

		-	$I	-

例:	HTML→テキスト変換して結合
================================================================================

ファイル名:	$F



		更新日時:	$T
		タイトル:	$HTM_TIT
						説明:	$HTM_DSC
キーワード:	$HTM_KWD
================================================================================

$HTM2TXT



コマンドラインの実行ダイアログ

ファイラーで	ExeCommandLine	コマンドを実行するとこのダイアログ
が開きます。

コンボボックスにコマンドラインを入力して、 Ok ボタンを押してくだ

さい。

コンボボックス上の右クリックメニューで、カーソル位置のファイル名

を参照したり、履歴を削除したりできます。

	コンソールアプリの出力
以下をチェックしていると、コンソールアプリケーションの標準出

力を取り込んで、それぞれの処理を行います。

その際、コンソールが閉じられるまで	NyanFi	は待機状態となりま
す。なお、なんらかの理由で制御が返ってこない場合のために、コ

ンソール・ウィンドウは非表示にしていません。

例:
cmd	/u	/c	dir　　カレントディレクトリの一覧を表示	(Unicode)。
systeminfo　　システム情報を収集して表示。

	ログに表示
出力をログに表示します。

行単位で逐次出力しますので、ある程度途中経過がわかります。

	クリップボードにコピー
出力をクリップボードにコピーします。文字コードは、標準出力の

それにしたがいます。

	一覧で表示
出力を一覧ダイアログで表示します。



	ファイルに保存
出力を指定したファイルに保存します。

ファイル名にドライブ指定がない場合	NyanFi	ディレクトリからの
相対指定とみなされます。

文字コードは、標準出力のそれにしたがいます。

	管理者として実行
管理者として実行します。

これがチェックされている場合、「コンソールアプリの出力」の設

定はすべて無効となります。

	権限昇格ダイアログを表示
実行の際に権限の昇格が必要な場合、UACの管理者権限昇格ダイア
ログを表示します。

これがチェックされている場合、「コンソールアプリの出力」の設

定はすべて無効となります。



バックアップダイアログ

ファイラーで	Backup	コマンドを実行すると、このダイアログが開きま
す。必要な設定を行い、 開始 ボタンを押すとバックアップが始まりま

す。

バックアップ先に同名ファイルがあった場合、最新なら上書きコピーし

ます。コピー後、設定によりミラーリングも可能です。

なおバックアップ処理は、バックグラウンドのタスクで行われます。

画面の上部に、バックアップ元とバックアップ先のパス名が表示されて

いますので、よく確認してから実行してください(特にミラーリングを
行う場合は注意)。

対象マスク	
バックアップするファイルのマスクを指定します。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。
何も指定しないと	"*"	とみなされ、すべてのファイルがバックアッ
プ対象となります。

例:	 *.cpp;*.c;*.h;*.txt;*.ico

除外マスク	
バックアップから除外するファイルのマスクを指定します。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。
例:	 *.bak;*.tmp;*.~?~ 	

	サブディレクトリも対象とする
バックアップ元パス以下の、すべてのサブディレクトリのファイル

も対象とします。



除外マスク	
「サブディレクトリも対象とする」がチェックされている場合、除

外したいディレクトリのマスクを指定できます。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。
例:	 temp;test;debug*;__* 	

日付条件	
日付条件を指定すると、それに合うファイルだけがバックアップの

対象になります。

大量のファイルを定期的にバックアップしている場合、指定すると

処理を高速化できるかもしれません。

以下のように、現在の日付からの相対指定と、絶対指定が可能で

す。
　相対指定:	{<|=|>}-n{D|M|Y}　　(D:日、M:月、Y:年)

　絶対指定:	{<|=|>}yyyy/mm/dd

　　<	:指定日付より古い、　=	:指定日付と同じ、　>	:指定日付より新しい

何も指定しないと、ファイルの日付は無視されます。

例:

　 >-7D 　　　　7日前の日付より新しいファイルのみをコピー

　 >2016/12/31 　2016年12月31日よりも新しいファイルのみをコピー

	ミラーリングを行う
コピー後、バックアップ先のすべてのファイルをチェックし、バッ

クアップ元に存在しないものを削除します。

逆の場合、バックアップ元のファイルが削除されることはありませ

ん。

「サブディレクトリも対象とする」がチェックされていると、バッ

クアップ先パス以下のすべてのファイルおよびディレクトリが

チェック対象となります。そうでない場合は、バックアップ先パス



にあるファイルのみがチェックされます。

	同期バックアップ有効
バックアップ先が同期ディレクトリとして登録されている場合、他

のディレクトリにも同期してバックアップを行います(→
RegSyncDlg)。

	開始確認
開始 ボタンを押した時に、確認メッセージが出ます。

なお、Backup_設定名	によってダイアログ非表示で実行したときに
も、確認メッセージが出ます(MsgOff	補助コマンドで確認メッセー
ジの抑止可能)。

設定	
現在の設定内容に名前を付けて、 保存 ボタンで保存できます。

この名前を	Backup	コマンドのパラメータに指定すると、ダイアロ
グを出さずに直ちにバックアップを実行することも可能です。

なお、保存されるのはバックアップ方法についてだけで、バック

アップ元やバックアップ先は保存されません。

バックアップ元とバックアップ先は常に、Backup	コマンドを実行
したときのカレントパスと反対パスになります。

コマンドファイルとして保存... ボタンを押すと、指定バックアップ元/先を
選択中の設定で保存するコマンドファイルを作成します。

ファイルの内容は以下のようになります。動作は、現在のディレク

トリを待避し、カレントをバックアップ元、反対側をバックアップ

先にしてバックアップを開始し、すぐに元のディレクトリに戻りま

す。



;バックアップ
PushDir

PushDir_OP

ChangeDir_"バックアップ元"
ChangeOppDir_"バックアップ先"
BackUp_"設定名"
PopDir_OP

PopDir



振り分けダイアログ

ファイラーで	DistributionDlg	コマンドを実行するとこのダイアログが
開きます。

あらかじめ登録しておいた設定にしたがって、カレント側で選択中(無
ければすべて)の項目を振り分けます(移動/コピー)。

タイトル、マスク/パターン、振り分け先を設定し、 登録 ボタンで登録

してください(最大登録数200)。

マスク/パターン	には、ワイルドカードを用いたマスクか、正規表現の
マッチパターンを設定できます。/	〜	/	で囲むと正規表現パターンとみ
なされます。その場合、入力内容が正しくないと背景色が変わり(オプ
ション設定	-	フォント・配色	「不正な入力項目の背景色」)、登録でき
ません。なお、右クリックメニューで正規表現を参照できます。

リストファイル

多数の項目を登録したい場合、リストファイルで指定することもで

きます。

リストファイルは、マスク/パターン	[TAB]	振り分け先 	という書式
で記述してください。行数に制限はありません。

リストファイルを作成したら、そのファイル名の頭に	@	を付けてマ
スク/パターン欄に入力してください(ドライブ名がない場
合、NyanFi	ディレクトリ相対)。
右端の ... ボタンでファイルを参照できます。入力したファイルが存

在しないと背景色が変わって登録できません。

リストファイルの例　[TAB]	はタブ文字、 振り分け先の	\\	区切りに注意

春*.txt[TAB]D:\\Data\\春
夏*.txt[TAB]D:\\Data\\夏
秋*.txt[TAB]D:\\Data\\秋
冬*.txt[TAB]D:\\Data\\冬



振り分け先	には、通常の文字列の他に、以下のように展開される書式
文字列が使用できます。\\	で区切れば、絶対指定や複数階層のディレク
トリ指定も可能です。なお、これらの書式文字列は、右クリックメ

ニューから参照できます。ドライブ名を含まない場合、反対パスからの

相対指定になります。空欄の場合は、反対パスそのものになりま

す。 ... ボタンで参照したり、存在するディレクトリ名をクリップボー

ドから貼り付けたりした場合、自動的に	\	が	\\	に置換されます。
マスク/パターン	にリストファイルを指定している場合、振り分け先欄
には入力できません。

　　\L(n) ファイル名主部の左からn文字

　　\S(m,n) ファイル名主部のm番目からn文字

　　\R(n) ファイル名主部の右からn文字

　　\E 拡張子(	.	は除く)

　　\TS(日時書式) タイムスタンプ

日時書式には以下の指定子が使えます。

yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月(01〜12)、dd	日
(01〜31)、hh	時(00〜23)、nn	分(00〜59)、ss	秒
(00〜59)

　　\XT(日時書式) Exif情報の撮影日時	(取得できなかった場合は空
文字列になります)
日時書式は	\TS	と同じです。	

　　\1、\2、…\n n番目の正規表現サブパターンのマッチ内容

　　\\
\	そのもの(複数階層のディレクトリ区切りに使
用)

例:	撮影年によってJpeg画像を振り分け(絶対指定)
　 *.jpg 	→	 D:\\img\XT(yyyy)
　hogehoge.jpg	→	D:\img2016



例:	名前の末尾が3桁数字のテキストファイルを100番ごとに振り分
け(相対指定)
　 /(\d)\d{2}\.txt/ 	→	 \E\100-\199
　hoge012.txt	→	txt000-099
　hoge345.txt	→	txt300-399

登録内容を変更したい場合は、一覧の項目を選んで設定を変えてから

変更 ボタンを押してください。

項目の削除は、 削除 ボタンか DEL キーで行ってください。

↑ / ↓ ボタンで、項目を上下に移動できます。一覧にフォーカスがある

場合は、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーでも移動可能。また、ドラッグ＆ド

ロップでも項目を移動できます(上下端で自動スクロール)。項目は上に
あるほど優先順位が高く、マッチしたらそれより下の項目は無視されま

す。

一覧の右クリックメニューで「リストファイルのプレビューを表示」を

チェックすると、右側にリストファイルのプレビューが表示されます。

また、「リストファイルの編集」を選ぶと、一覧で選択されているリス

トファイルをテキストエディタで開けます。一覧やリストファイルのプ

レビューにフォーカスがある場合は、ファイラーで	FileEdit、コマンド
が割り当てられているキーでも開けます。

一覧のチェックボックスで、登録した設定項目の有効/無効を切り替え
られます。 ✓ ボタンを押すとすべてをチェック/クリアできます。
また、右クリックメニューの「同一タイトルを同時に設定」がチェック

されていると、一覧のチェックボックスの状態を変更したときに、それ

と同じタイトルの項目の状態も同時に変更されます。

下の一覧には、マッチしている項目とその振り分け先がプレビュー表示



されます。プレビュー一覧のヘッダをクリックすると、ソート方法を切

り替えられます(ファイル名/振り分け先)。

検索	 	欄に文字列を入力すると、タイトル、マスク/パターン、振り
分け先のいずれかにそれが含まれる項目が選択状態になります。その

後、 ∨ 、 ∧ ボタンで上方向/下方向に検索できます。
また、プレビュー一覧の項目をダブルクリックすると、そのマッチ条件

となった登録項目が上の一覧で選択されます。

必要に応じ同名時の処理を設定し、 コピー または 移動 ボタンを押して

ください。

	振り分け先を自動作成	がチェックされていると、振り分け先のディ
レクトリが存在しない場合、コピー/移動の前に自動作成されます。
チェックを外すと、振り分け先が存在しないコピー/移動はスキップし
ます。その場合、プレビュー一覧で振り分け先をエラー色で表示、ス

テータスバーにスキップ数を表示、またログには警告を出します。

振り分け処理は、バックグラウンドのタスクで行われます。

なお、同期コピーは働きません。

DistributionDlg	コマンドのパラメータに	XC	または	XM	を指定してい
ると、あらかじめダイアログで設定されている内容にしたがって、確認

を行わずに直ちに振り分けコピーまたは移動を実行します。

これを利用して、イベントや.nyanfi	ファイルを設定すれば、特定の条
件で自動的に振り分けるような動作も可能です。

振り分け登録ファイル

振り分け登録内容は、デフォルトではINIファイルで管理され、ダイ
アログを閉じたときに更新されます。二重起動した	NyanFi	では、
その時点でのINIファイルから登録内容を取得しますが、登録内容の
変更はできません。



右クリックメニューの「振り分け登録ファイルを作成」でファイル

を作成しておくと、INIファイルの代わりにこのファイルで登録内容
が管理され、二重起動した	NyanFi	でも登録内容の変更が可能にな
ります。デフォルトのファイル名は	Distribute.INI	ですが別の名前
にしてもかまいません。複数の登録ファイルがある場合、「振り分

け登録ファイルの選択」で切り替えられます。ま

た、DistributionDlg	コマンドのパラメータに登録ファイル名を指定
することもできます。

ダイアログのタイトルバーには、どのファイルで管理されているか

が表示されます。

使用中の登録ファイルを削除すると、INIファイルによる管理に戻り
ます。



ディレクトリ一括作成ダイアログ

ファイラーで	CreateDirsDlg	コマンドを実行するとこのダイアログが開
きます。

リストに入力した内容にしたがって、複数のディレクトリを一括作成し

ます。

ドライブ名がない場合は、相対指定とみなしてカレント側に作成しま

す。\	を用いると、複数階層のディレクトリも作成できます。
ドライブ名がある場合は、そのまま絶対指定で作成します。

	連番
現在のリスト項目の前後に連番を付加します。

開始値と増分を指定し、前置/後置を選んで、 付加 ボタンを押して

ください。

連番の桁は開始値に入力された桁幅になります。例えば1から始まる
4桁の連番を付加したい場合は、0001	と入力してください。

	日付
現在のリスト項目の前後に、指定した書式で日付を付加します。

書式と開始日を指定し、前置/後置を選んで、 付加 ボタンを押して

ください。

書式には以下の指定子が使えます。yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm
月(01〜12)、dd	日(01〜31)。
日付の増分は、書式に	dd	が含まれていれば1日、mm	が含まれてい
れば1ヶ月、それ以外では1年になります。
なお、開始日欄が全選択または選択無しの状態で貼り付けを行おう

とした場合、可能ならクリップボード内容を	yyyy/mm/dd	形式に変
換して貼り付けます。〜年〜月〜日	などの形式にも対応。



例:	 yy年mm月 　 2016/01/01 　→　16年01月、16年02月、16年03
月…

	文字列
現在のリスト項目の前後に任意の文字列を付加します。

任意の文字列を入力し、前置/後置を選んで、 付加 ボタンを押して

ください。

リスト上の右クリックメニューで、リストについてのさまざまな操作が

可能です。

「空項目を追加」では、入力した数分の空項目が追加されます。この空

項目に対して、連番、日付、文字列を付加すれば、任意の形の連番項目

を作成できます。

「サブディレクトリを取得」では、指定したディレクトリ下にあるすべ

てのサブディレクトリを取得してリストに追加します。サブディレクト

リを含まない、特定階層のディレクトリだけを追加したい場合

は、CopyFileName	コマンドでコピーしたものを貼り付けてください。
「リストに名前付けて保存」で、現在のリスト内容をテキストファイと

して保存できます。

保存したファイルは、「リストをファイルから読み込む」で再利用でき

ます。

「禁止文字の置換」では、名前の変更ダイアログの「ファイル名主部の

文字置換」で設定されている置換内容を、リストに適用します。\	も置
換されますので注意してください。

「元に戻す」では、直前の連番/文字列付加などの操作を元に戻せま
す。

設定がよければ、 作成 ボタンを押してください。ディレクトリの一括

作成が開始されます。



同期コピーの設定ダイアログ

ファイラーで	RegSyncDlg	コマンドを実行するとこのダイアログが開き
ます。

ここで複数のディレクトリをまとめて登録しておくと、そのいずれかに

ファイルやディレクトリをコピーしたとき、他のディレクトリにも同時

にコピーされます。サブディレクトリにコピーした場合も、他のディレ

クトリに同名のサブディレクトリがあればコピーします。

また、「バックアップ」ダイアログ(Backup)で「同期バックアップ有
効」をチェックしていれば、同期バックアップも可能です。

なお、仮想ディレクトリからのコピー(解凍)には対応していません。ま
た、振り分けコピーの場合には働きません。	

下のディレクトリ一覧に 追加... ボタンでディレクトリを複数追加し、必

要なら名前を付け、 登録 ボタンで登録してください。

	上書き	がチェックされていると、同期先に対しては確認なしで上書
きコピーします(バックアップでは無効)。
	同期削除	がチェックされていると、いずれかのディレクトリ下で削
除を行ったとき、他のディレクトリに同名の項目があれば削除されま

す。

上の一覧のチェックボックスで、登録項目の有効/無効を切り替えられ
ます。

登録内容を変更したい場合は、項目を選んで設定を変えてから 変更 ボ

タンを押してください。

項目の削除は、 削除 ボタンか DEL キーで行ってください。

上の一覧ではドラッグ＆ドロップで項目を移動できます(上下端で自動
スクロール)。
下のディレクトリ一覧は自動的にソートされます。



クリア ボタンを押すと、ディレクトリ一覧の項目がすべて削除され、

また上の一覧の項目選択が解除されます。

ファイラーで左右が互いに同期ディレクトリの関係にあるとき、ディレ

クトリ関係表示が	"*"	で囲まれます(例	"*∽*")。
また同期関係になくても、登録されているディレクトリ下の場合、"+"
が表示されます(例	"	≠+")。



FTP接続ダイアログ

ファイラーで	FTPConnect	コマンドを実行するとこのダイアログが開き
ます。

ホストの登録

必要な項目を設定して 追加 ボタンを押すと、一覧にホストが登録さ

れます。

ホスト名	
任意の名前を設定してください。

FTPConnect	コマンドのパラメータに指定すると、ダイアログ
を表示しないで直ちに接続できます。

アドレス	
ホストのアドレスです。

標準以外のポート番号を使用したい場合は、アドレスの末尾に

:	(コロン)で区切ってポート番号を指定してください(例:
ftp.hoge.jp:2221)。

ユーザID	
ホストのログイン用ユーザIDです。

	anonymous
匿名FTPサーバに接続する場合にチェックします。ユーザID	が
"anonymous"	になります。

パスワード	
ホストのログイン用パスワードです。

anonymous	をチェックしている場合、メールアドレスをパス



ワードとして設定する慣行があります。

パスワードは暗号化してINIファイルに保存されます。ユーザ
名とシステムドライブのシリアルナンバーを元に暗号化してい

るため、別環境にINIファイルを移動した場合は再設定が必要
となります。

	PASVモード
チェックしているとPASVモードで転送を行います。チェック
を外すとPORTモードになります。通常は、PASVモードにして
おく方がよいでしょう。

SSL暗号化	
サーバが	FTPS(FTP	over	SSL)	に対応している場合、通信を暗号
化できます。

ネゴシエーションに失敗すると切断しますので、サーバが非対

応の場合は必ず「暗号化しない」に設定してください。

ホスト開始ディレクトリ	
ホストに接続したときカレントで開くリモート側のディレクト

リです。

ToRoot	コマンドではここで設定されたディレクトリに移りま
す。

ローカル開始ディレクトリ	
指定すると、ホストに接続したときに、反対側(ローカル)でそ
のディレクトリを開きます。

	左右ディレクトリの同期変更
接続中に、反対側のディレクトリも同期して変更する機能を有

効にします(SyncLR_ON)。切断時には、接続前の状態に戻りま
す。



→	SyncLR

一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタン

を、削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ / ↓ ボ

タンで、項目を上下に移動できます。一覧にフォーカスがある場合

は、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が

可能です。項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上下端で
自動スクロール)。
なお、 キャンセル ボタンを押しても、登録された内容は保存されま

す。

接続

接続 ボタンを押すと、一覧で選択されているホストに接続します。

アドレス欄で明示的にポート番号を指定していない場合、通常の接

続はポート21を、「SSL暗号化」を「Implicit	TLS」にした場合は
ポート990を使用します。
なお、一覧の	ホスト名	を	FTPConnect	コマンドのパラメータに指定
すると、ダイアログを表示しないで直ちに接続できます。

接続した時、リモート側のパスマスクはローカル側と同じになりま

す。切断時してリモート側が通常リストに戻るとパスマスクも復帰

します。

接続している状態でオプション設定(OptionDlg)を開くと切断され
ますので注意してください。

切断



FTPDisonnect	コマンドで切断できます。
また、リモート側を何らかのコマンドでローカルのディレクトリに

切り替えたときや、NyanFi	終了時にも切断します。
なお、リモート側へのコピー(アップロード)をキャンセルした場合
も切断されます。	

オプション

オプション タブでFTP接続全般に関するオプション設定を行えま
す。

	リモート側
接続するときにファイルリストのどちらをリモート側にするか

を設定できます。

アクティビティがない場合の自動切断

タイムアウトに設定した秒数を超えてホストとのやりとりがな

い場合、NyanFi	側から自動的に切断します。
タイムアウトになるまでの間はホストから切断されないよう

に、60秒ごとに	NOOP	コマンドを送っています。

テキストモードで転送する拡張子	
ここで指定した拡張子を持つファイルは、テキストモードで

アップロード/ダウンロードされます。
拡張子は	.	(ピリオド)で区切って指定してください。	なお、リ
モート側で	TextViewer、ShowFileInfo	コマンドなどを実行した
場合は、改行コード等の確認のためバイナリモードで一時ダウ

ンロードします。

	ダウンロードファイルのタイムスタンプを維持



チェックすると、ダウンロードしたファイルのタイムスタンプ

をホスト側のものに合わせます。

	アップロードファイルのタイムスタンプを維持
チェックすると、アップロードしたファイルのタイムスタンプ

をローカル側のものに合わせます。

ただし、サーバがタイムスタンプ設定に対応していないと機能

しません。接続後、最初のアップロードでタイムスタンプ設定

に失敗した場合、それ以降は切断時まで設定を試みません。

	ファイル名を小文字化してアップロードする
チェックすると、ファイル名をすべて小文字化してアップロー

ドします。

	ホストからの応答メッセージをログに表示
チェックすると、FTPコマンド実行後のホストからの応答メッ
セージをログに表示します。

	通知音
ホスト接続、切断、ファイル転送完了時の通知音です。無指定

の場合は何も鳴りません。

...	 ボタンでファイル参照、 > ボタンでテスト再生できます。

ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指
定とみなされます。

制限事項

FTP接続時、リモート側に対する操作には以下のような制限があり
ます。

基本的なファイル操作と一部のコマンドについてのみ対応して



います。実行できないコマンドでは警告が出ます。

ディレクトリのコピー(アップロード/ダウンロード)には対応し
ていません。

ドラッグ＆ドロップでファイルをコピーする場合、リモート側

へのコピー(アップロード)は可能ですが、リモート側からのコ
ピー(ダウンロード)はできません。

コピーの際の同名ファイル処理で自動的に名前を変更する場

合、書式は「ファイル名_連番.拡張子」の固定になります。

空でないディレクトリは削除できません。先にディレクトリ内

のファイルを削除してください。

ファイル名の変更は、個別の単純な改名のみ可能です。

OpenStandard	コマンドではディレクトリの変更のみ可能で
す。また、アーカイブの仮想ディレクトリ表示はできません。

テキストファイルなどの内容を確認したい場合

は、TextViewer、ListText	コマンドなどを利用してください(バ
イナリモードで一時ダウンロード)。NextFile	/	PrevFile	コマン
ドは無効です。

画像ファイルを確認したい場合は、ImageViewer	コマンドを利
用してください。イメージビュアーではサムネイルが表示され

ず、NextFile	/	PrevFile	コマンドなどは無効です。

通常はファイル情報やプレビューが表示されません

が、ShowFileInfo	コマンドを実行すると、一時ディレクトリに
ダウンロードして強制的に表示し、カレントのファイルリスト

が更新されるまで保持されます。また、テキストビュアーやイ

メージビュアーなどで開いたファイルについても同様です。

ディレクトリ履歴は使えません。ただし、左右ディレクトリの

同期変更が有効の場合、ローカル側で履歴をたどればリモート

側も連動します。



ツールバーの設定ダイアログ

ファイラー、テキストビュアー、イメージビュアーでそれぞれのツール

バーをダブルクリックするか、設定メニュー	-	「ツールバーの設定」を
選択、あるいは	ToolBarDlg	コマンドでこのダイアログが表示されま
す。

ツールボタンのキャプション、実行するコマンド、また必要ならアイコ

ンを指定して、 追加 ボタンを押してください。少なくともキャプショ

ンかアイコンのいずれかを指定していないと追加できません。一覧で項

目が選択されている場合は、 挿入 を押すとその直前に挿入できます。

アクセラレータキーを設定する場合は、キャプション文字列中に	"&"	+
英数字	という書式で記述してください。

キャプションの後に	;	(セミコロン)で区切って文字列を指定すると、マ
ウスオーバーで表示されるツールヒントになります。キャプションが無

指定の場合は、先頭を	;	にしてください。
なお単独の通常コマンドの場合、;*	を指定するとそのコマンドの説明
が用いられます。

キャプションを	"-"	(ハイフン)にするとセパレータになります。
この場合、コマンド入力欄(ラベルが「セパレータの幅」に変化)に、セ
パレータの幅をピクセル単位で指定できます(省略時はデフォルトの
4)。なお、分割線は左寄せになります。

ボタンに割り当てたコマンドは、ExeCommands	のパラメータとして実
行されます。コマンドは	:	(コロン)で区切って複数指定できます。
コマンドが	$	で始まる場合、追加メニューまたは外部ツールで設定され
ているエイリアスとみなし、その項目を実行します(サブメニューの親
項目の場合は、そのサブメニューをポップアップ表示)。



先頭が	@	の場合はコマンドファイルとみなされます。
詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してください。

コマンド欄のドロップダウンでは、ファイルを対象とする主なコマンド

やエイリアスを参照できます。また、右クリックメニューで「コマンド

名の参照」が可能です(→	CopyCmdName)。
コマンド欄にファイルをドロップすると、OpenByWin_"ファイル名"	と
いう形で入力されます。また、ファイル(.lnk	の場合はリンク先)が	.exe
の場合、それがアイコンとして設定されます。

なお、コマンド欄で F1 キーを押すと、入力されているコマンドについ

てのヘルプが表示されます。

一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、

削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ / ↓ ボタン

で、項目を上下に移動できます。一覧にフォーカスがある場合は、

Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が可能で

す。なお、項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上下端で自
動スクロール)。

コマンドが	@	で始まるコマンドファイルか、ExeMenuFile_	で始まるメ
ニューファイルの場合、 ファイル編集 ボタンを押すと、テキストエディ

タでそのファイルを開けます。

ボタンに	ChangeDrive	コマンドを割り当てている場合、ドライブの有
無にしたがってボタンの表示/非表示が自動的に切り替わります。

ツールバーの表示/非表示は、表示メニューか、ShowToolBar	コマンド
で切り替えられます。

またツールボタンは、ExeToolBtn	コマンドで番号(1〜)を指定してい実
行することも	可能です。



タスクマネージャ

TaskMan	コマンドを実行すると、タスクマネージャが表示されます。

ファイラーでのコピー、移動、削除(アーカイブ内は除く)、完全削除
(CompleteDelete)、画像ファイル変換(ConvertImage)、Exif情報の削除
(DelJpgExif)、ディレクトリのタイムスタンプを最新に設定
(SetDirTime)は、バックグラウンドのタスクで行われます。タスクは最
大4つ(オプション設定	-	一般	-	タスク	で設定可能)まで実行でき、それ
以上の実行しようとした場合は予約待機します。タスクマネージャの一

覧で、タスクの実行、予約状況を確認できます。

一覧でのカーソル移動は、ファイラーで割り当てられているのと同じ

キーで行えます。

DEL キー、あるいは	Delete	コマンドが割り当てられているキーを押す
と、カーソル位置の項目を中止し一覧から削除できます。

画面を閉じたい場合は、 閉じる ボタン、 ESC (or	 Alt + F4 )キー、ある
いは	ReturnList	が割り当てられているキーを押してください。

中止 ボタンを押すと、カーソル位置のタスクを中止します。予約項目

の場合は予約を取り消します。

すべて中止 ボタンを押すと、すべてのタスクを中止し、またすべて予約

を取り消します。

一旦停止 ボタンを押すと、カーソル位置のタスクを一旦停止します。

再開 ボタンを押すと実行を再開します。

保留 ボタンを押すと(表示は解除に変化)、すべてのタスク予約項目が
保留状態となり、タスクに空きがあってもすぐに実行されなくなりま

す。また、タスクを要するコマンドを実行しようとすると予約になりま

す。なお、現在実行中のタスクはそのまま続行されます。



この切り替えは、Suspend	コマンドでも可能です。
解除 ボタンを押すと(表示は保留に変化)、保留状態が解除され、通常
の動作に戻ります。

開始 ボタンを押すと、保留中に空きタスクがある場合、カーソル位置

の予約項目を実行開始できます。

割込実行 ボタンを押すと、最大タスク数の制限を一時的に緩めて、カー

ソル位置の予約項目を強制的に割り込み実行できます。制限を超えて実

行できるのは2タスクまでです。実行中のタスクが終わるのを待たず
に、軽いタスクを実行したい場合などに利用してください。

オプション設定	-	一般	-	コピー動作	-	「〜秒以上無操作なら待ち時間を最
小に」で指定した秒数以上、キーやマウス操作をしなかった場合、ネッ
トワーク待ち時間と通常待ち時間が両方とも最小(転送速度が約64MB/秒
以上なら	0	そうでなければ	1ms)となり高速実行になります。このとき一
覧には「高速実行」と表示され、またファイラーのタスク表示部では、
進捗バーの左に■マークが出ます。



ワークリスト

ワークリストとは、いろいろな場所にあるファイルやディレクトリの参

照リストです。

よく使うファイルやディレクトリを登録しておくと素早くアクセスでき

て便利です。

操作

ファイラーで	WorkList	コマンドを実行すると、カレント側にワー
クリストが表示されます。

また、ワークリスト・ファイル(.nwl)上で ENTER キーを押すと、そ

れが読み込まれてワークリスト表示になります。

イメージビュアーでは、WorkList	コマンドで、ワークリストの画像
ファイルなどを表示できます。

通常のファイルリスト表示に戻るには、WorkList	コマンドを再び実
行するか、ReturnList	コマンドを実行してください。
ESC キーに押すことによっても戻れます(ExeCommands	が割り当て
られている場合を除く)。

タブバーを利用している場合、タブの設定ダイアログ(TabDlg)で
ワークリスト(そのまま、ホーム、指定)を指定できます。タブを切
り替えると、ワークリストも指定されているものに切り替わりま

す。

特定のタブでだけ用いるディレクトリは、「登録ディレクトリ」ダ

イアログよりもワークリストに登録した方が便利かもしれません。

ワークリストへの登録は、反対パスからのコピー(Copy)で行いま
す。

ソートが無効な場合(後述を参照)、オプション設定	-	一般	-	ワークリ
スト	で「カーソル位置に登録」をチェックしていると、ワークリス



トのカーソル位置(点線表示)に項目が挿入されます。
ワークリストで削除(Delete)を行うと、登録から外されます。この場
合、元のファイルやディレクトリそのものは削除されません。

ワークリスト内容が変更されている場合、ディレクトリ情報のワー

クリスト名に	*	(アスタリスク)が表示されます。

CurrToOpp	コマンドでは、反対パスをカーソル位置のファイルのパ
スに変更します。

編集メニュー	-	[ファイルにエイリアスを設定]	や	SetAlias
(RenameDlg	でも可)コマンドで、ファイルにエイリアス(別名)を設
定できます。エイリアスが設定されていると、リストでファイル名

の代わりに表示されます(拡張子はそのまま)。

オプション設定

オプション設定	-	一般	-	ワークリスト	で「項目をソートしない」を
チェックしていると、リストがソートされません(	SortDlg	コマンド
を禁止)。この場合、ドラッグ＆ドロップや
WorkItemDown、WorkItemUp、	WorkItemMove	コマンドで項目を
自由に並べ替えることができます。また、編集メニューや

InsSeparator	コマンドによって、セパレータ(区切り線)を挿入でき
ます。

なお「項目をソートしない」をチェックしていない場合でも、ワー

クリストにセパレータが含まれていると、ソートされません。

オプション設定	-	一般	-	ワークリスト	で「項目の自動削除」を
チェックしていると、ワークリストの読み込みや更新の際に、存在

しない項目が自動的に削除(登録解除)されます。
チェックを外していると、存在しない項目は「無効な項目の文字

色」で表示されます。

ワークリストファイル



ワークリストの内容は、デフォルトでは、NyanFi	のあるディレクト
リに	"WORKLIST.nwl"	という名前で終了時に保存されます。
これは、登録されている項目を一行ずつフルパス付ファイル名で記

述したものです。エイリアスが設定されている場合は、ファイル名

の後に	TAB	で区切って付加されます。またセパレータは、ファイル
名無しでエイリアスが	"-"	になります(行頭	TAB	に	-)。ファイルは直
接編集してもかまいません。

例:	[TAB]	はタブ文字
D:\NyanFi\

D:\NyanFi\NyanFi.chm	[TAB]	NyanFiのヘルプ
[TAB]	-

D:\NyanFi\cmd\FindTag_Doc.nbt	[TAB]	タグ検索[Doc]

ファイルメニューで、新規ワークリストを作成(NewWorkList	)した
り、現在のワークリストに名前を付けて保存したり

(SaveAsWorkList)、既存のファイルを読み込んだりできます
(LoadWorkList)。
また	SaveAsWorkList_FL	コマンドを用いると、カレントのファイル
リスト(仮想ディレクトリは除く)または検索結果リストの内容に名
前を付け、ワークリストとして保存できます。

別のワークリストに切り替えると、直前に使用していたワークリス

トは自動的に保存されます(無名だった場合は「ワークリストに名前
を付けて保存」ダイアログが出ます)。
保存に失敗した場合、再試行の確認が出ます。これをキャンセルす

るとファイル名の末尾に	.$$$	を付加して一時保存されます。
なお、当該ワークリスト・ファイルのタイムスタンプが変化してい

たら、保存せずに変更内容を破棄するかを確認するメッセージが出

ます。

また使用中のワークリスト・ファイルを外部で更新した場

合、NyanFi	がアクティブになったときや、ワークリストを開いたと



きに、再読み込みを促す確認メッセージが出ます(オプション設定	-
通知・確認	-「確認メッセージ」-「ワークリスト更新時の再読み込
み」で設定可能)。



タグによるファイル管理

NyanFi	では、すべての種類のファイルやディレクトリにタグ(ラベル)
を付けて管理することができます。

これは、一部のファイルに対して「プロパティ」で設定できるタグと

は無関係です。また対象そのものには一切変更を加えません。

タグの設定

ファイラーやイメージビュアーで	SetTag	コマンドを実行すると、
「タグの設定」ダイアログが開き、選択中(無ければカーソル位置)
の項目にタグを設定できます。

また	AddTag	コマンドでは、「タグの追加」ダイアログによって対
象項目にタグを追加できます。

なおコマンドのパラメータに	;	(セミコロン)だけを指定すると、ダイ
アログの代わりに入力ボックスでタグを指定できます。

項目からタグを削除したい場合は、DelTag	コマンドを用いてくださ
い。

設定されているタグは、ファイル情報で確認できます。ファイル情

報を取得していない項目についてもタグは表示されます。

ステータスバーに表示したい場合は、オプション設定	-	デザイン	-
ステータスバーの書式	に	$PR(タグ)	を設定してください。
イメージビュアーでは、サムネイルの下部にタグを表示できます。

タグ検索

ファイラーで	FindTag	コマンドを実行すると、「タグ検索」ダイア
ログが開き、ファイルやディレクトリに設定されているタグを検索

できます(コマンドのパラメータに	;	だけを指定すると、ダイアログ
の代わりに入力ボックスで検索)。

一覧の右クリックメニューにある「コマンドファイルとして保存」



で、現在の設定で検索を行うコマンドファイルを作成できます。

「カレント側で検索」と「反対側で検索」のいずれかを選べます。

これをワークリスト等に登録すると便利かもしれません。

オプション設定	-	デザイン	-	ファイルリスト	で「タグ検索では「タ
グ」列を表示」をチェックしていると、結果リストに「タグ(場
所)」列が表示されます(ソートはパス付きファイル名)。
この場合、タグも	IncSearch、Filter	コマンドの検索対象となりま
す。

結果リストに対して反対側から	Copy	コマンドを実行すると、対象
に検索タグが追加され再検索が行われます(結果リストに項目が追加
されたようになります)。対象をドラッグ＆ドロップした場合も同様
です。

結果リストから項目を除くには	DelTag	コマンドを用いてくださ
い。Delete	コマンドだと実体が削除されてしまいます。

タグ検索は、「ファイル名検索」(FindFileDlg)の拡張検索によって
も可能です。この場合、様々な条件とともにカレントのリストに対

する検索を行えます。FindTag	コマンドの結果リストに対する絞り
込み検索も可能です。

特定のタグ検索を登録ディレクトリダイアログに登録することもで

きます。

ファイラーやイメージビュアーで	TagSelect	コマンドを実行する
と、「タグ選択」ダイアログが開き、指定したタグが設定されてい

る項目を選択できます。

タグデータ

タグに関するデータは、NyanFi	実行ディレクトリの
TAGDATA.TXT	というファイルに、"ファイル名またはディレクト
リ名	[TAB]	タグ"	という書式で保存されています。



このファイルは、タグを変更するたびに更新されます。また、外部

による変更によってタイムスタンプが変化していた場合、コマンド

実行前に再読み込みされます。

項目の移動や改名を行った場合、そのタグは維持されます。

また	オプション設定	-	一般	-	コピー動作の「タグをコピー」が
チェックされていると、コピーの際にもタグが反映されます。

NyanFi	上で項目を削除した場合や、タグ検索でマッチした項目が存
在しなくなっていた場合(無効なドライブは除く)、設定されていた
タグデータは自動的に削除されます。

ファイラーで	TrimTagData	コマンドを実行すると、存在しない項目
に関するタグデータが一括で削除されます。無効なドライブのデー

タも削除されますので注意してください。

タグの配色

ファイルリスト、ファイル情報、およびイメージビュアーのサムネ

イルにタグを表示する際の文字色は、オプション設定	-	フォント・
配色	-	「タグ別配色」で設定できます(無設定の場合、「配色」の
「デフォルトのタグ色」)。
	反転	をチェックしていると、タグの文字色/背景色が反転表示に
なって見やすいかもしれません。

配色は、タグ関係のダイアログで、下部設定パネルや一覧の右ク

リックメニューから直接設定することも可能です。



ダイレクトタグジャンプ

テキストビュアーで、TagJumpDirect	(エディタ)/	TagViewDirect	(ビュ
アー)	コマンドを実行すると、カーソル位置の単語でダイレクトタグ
ジャンプを行います。

また	TagJump_DJ	/TagView_DJ	でタグジャンプができなかった場合もダ
イレクトタグジャンプを試みます。

なお、テキストエディタへの行番号指定は、オプション設定	-	エディタ
で設定しておいてください。

タグファイル

ダイレクトタグジャンプを行うには、あらかじめ	ctags
(hp.vector.co.jp/authors/VA025040/)	によって、タグファイル	tags	を作
成しておく必要があります。

ctags	は、外部ツール	などに登録しておくと便利です。
実行時には、対象ファイルのディレクトリを順にさかのぼり、最初

に見つかった	tags	ファイルを利用します。
タグファイルの形式は、行番号(--excmd=number)と検索パターン(--
excmd=pattern)の両方に対応しています。
検索パターンの場合、対象ファイルを一旦読み込んで検索し、内部

で行番号に変換しています。

候補一覧

ジャンプ先の候補が複数ある場合、候補一覧が表示されます。

一覧には、「ファイル名」、「更新日時」、「場所」(tags	から相
対)、「行番号」/「パターン」、「備考」(拡張フィールド)が表示さ
れます。不要な項目は、列幅を変更すれば隠せます。

一覧で	 1 〜 9 、 0 や ENTER キーを押すと、TagJumpDirect	ではテ
キストエディタで、TagViewDirect	ではテキストビュアーで開いて
定義位置にジャンプします。



カーソル移動は、ファイラーで割り当てられているのと同じキーで

行えます。

なお、2ストロークキー操作には対応していません。

タグ名検索

ファイラーまたはテキストビュアーで	FindTagName	コマンドを実行す
ると、タグ名検索ダイアログが開きます。

キーワードを入力すると、それが含まれるタグ名の候補が下の一覧に表

示されます(インクリメンタルサーチ)。
複数のキーワードを空白で区切って入力するとAND検索、"|"	で区切る
とOR検索になります。区切りが混在しているその場合は、空白(AND)
の方が	|	(OR)よりも優先順位が高くなります。
例:	"set"	と	"nyan"	の両方が含まれているか、"get"	と	"nyan"	の両方が含
まれている。

　 set	nayn|get	nyan

BS または Ctrl + H で一文字後退、インクリメンタルサーチで

ClearIncKeyword	コマンドが割り当てられているキーで入力がクリアさ
れます。

また	MigemoMode	コマンドが割り当てられているキーで	Migomo	モー
ドに切り替えると、日本語を含むタグも検索できます(例:	HTML文書の
見出しなど)。

タグ名一覧では ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (or	 Ctrl + X )キーでカーソル移動
が、 PGUP (or	 Ctrl + R )	/	 PGDN (or	 Ctrl + C )キーでページ移動が可能
です。

ENTER キーを押すと、一覧で選択されているタグ名でダイレクトタグ



ジャンプを行います。一覧の項目をダブルクリックしてもかまいませ

ん。FindTagName	のパラメータに	EJ	が指定されている場合はテキスト
エディタで、そうでない場合はテキストビュアーでダイレクトタグジャ

ンプします。ジャンプ先の候補が複数ある場合は、候補一覧が表示され

ます。

ファイラーやテキストビュアーで割り当てられているのと同じキー操作

でも、一覧でのカーソル移動などを行えます。

また	インクリメンタルサーチで	IncSearchDown/	IncSearchUp	コマンド
が割り当てられているキーでも、上下移動できます。

FileEdit	コマンドが割り当てられているキーを押すと、パラメータ指定
にかかわらずテキストエディタで、また	TextViewer	コマンドが割り当
てられているキーを押すとテキストビュアーでダイレクトタグジャンプ

します。なお、テキストビュアーで	ClipCopy	コマンドが割り当てられ
ているキーを押すと、選択されているタグ名のコピーだけを行ってダイ

アログを閉じます。

これらは、右クリックメニューからも可能です。

単純な文字キーは入力用として優先されるため、必要な場合は特殊キー

や修飾付きキーでも割り当てておいてください。

なお、2ストロークキー操作には対応していません。

タグ名一覧の下には、カーソル位置タグのジャンプ先ファイル名が一覧

表示されます。

ファイル名一覧にフォーカスがある場合、カーソル位置のファイルに直

ちにダイレクトタグジャンプできます。

Tips



ctags	は、正規表現の置換パターンを定義することによりプログラミ
ング言語以外でも利用できます。

例えば以下のようにして	tags	ファイルを作成すると、HTML文書の
見出し(H1)内容をタグとして検索できます。
ctags	--regex-html=/<h1[^>]*>(.+)<\/h1>/\1/h,header/	*.html

パターン定義が多い場合は、--options	によってファイルからオプ
ションを読み込むことも可能です。



正規表現チェッカー

RegExChecker	コマンドを実行すると、正規表現チェッカーが表示され
ます。

また、ファイル名検索、名前の変更	-	置換、文字列検索(GREP)/文字列
置換、テキストビュアー/一覧ダイアログでの文字列検索、ユーザ定義
文字列一覧、および振り分けにおいて、正規表現を使える入力欄の右ク

リックメニューからも利用できます。

画面の右側には、正規表現のメタ文字やエスケープシーケンスなどの簡

単な説明が一覧表示されています。

また一覧の下部には、いくつかのサンプルパターンもあります。

項目をクリックすると、その内容が、パターンのキャレット位置に挿入

されます。

検索対象にファイルを指定すると、その内容を読み込んでテストできま

す。ドライブ名がない場合、NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみ
なされます。

	変更反映	がチェックされていると、内容を編集した場合、画面を閉
じる際にファイルに変更が反映されます。

ファイルが指定されていない場合は、直接入力された内容が対象になり

ます。この内容は保存されますが、INIファイルの肥大化を避けるため
最大20行に制限しています。20行を超える内容を一時的に入力してテス
トすることは可能です。

テスト ボタンを押すと、検索対象に対しパターンを用いてテストを行

います。

検索は対象に対して行ごとに行われます。この際、各行末の改行コード

(\r\n)は除外されます。文字列検索(GREP)	においても、これと同様の動
作になります。



下の結果リストにはマッチした行が表示され、マッチ部分が強調表示さ

れます。

置換 ボタンを押すと、検索対象でパターンにマッチする部分を置換文

字列で置換します。

下の結果リストにはマッチした行が表示され、置換部分が強調表示され

ます。

コピー ボタンを押すと、パターンがクリップボードにコピーされま

す。

コピー(C文字列) ボタンを押すと、パターン内の	\	を	\\、"	を	\"に変え、全
体をダブルクォーテーションで囲ったものがコピーされます。	
入力欄の右クリックメニューからチェッカーを開いている場合、 貼り付

け ボタンを押すと、その入力欄にパターンを貼り付けて画面を閉じま

す。

検索対象と結果リストの高さ配分や、右側一覧の幅は、マウスで変更で

きます。

検索対象と結果リストは等幅フォントで表示されます(テキストビュ
アーのものを利用、サイズはダイアログフォントと同じ)。

Tips
正規表現チェッカーを外部から呼び出して利用することもできま

す。

NyanFi.exe	-XRegExChecker



電卓

Calculator	コマンドを実行すると電卓が開きます。また、多くの入力欄
の右クリックメニューからも利用できます。	
入力欄に計算式を入力し、 ENTER キーを押してください。結果が表示

され、下の履歴コンボボックスに計算式が追加されます。計算操作は、

履歴コンボボックス側でも同様に行えます。

なお入力欄と履歴コンボボックスのフォントは、オプション設定	-	フォ
ント・配色	-	フォント	の「電卓」で指定できます。

計算式

計算式では以下の表現が使えます。

10進整数、実数
カンマが含まれていてもかまいません。

　例:	 1,234*12	=	14,808
実数では指数表記も使えます。

　例:	 1.23456E-10*2E+3	=	2.46912E-07
自然数の末尾に	!	があると、階乗になります。
　例:	 20!	=	2432902008176640000

16進整数
"0x"	で始まる数値は、16進数とみなされます。式中の数値が全て
16進表記の場合は、答えも16進表記になります。
　例:	 0x100+0xff	=	0x1ff
単独の整数を入力すると、16進/10進が交互に変換されます(ツー
ルボタンでも可能)。
　例:	 0x7fff	=	32767

時間

hh:mm:ss	または	hh:mm	は時間と見なします(内部では秒数に変換



して処理)。
hh	は24以上になってもかまいません。
　例:	 10:14:40+15:10:20	=	25:25:00
演算によって次元が変わらない場合、結果も時間表記になります

(秒以下は四捨五入)。
　例:	 24:00/7	=	3:25:43

括弧

(、)	を多重に使えます。
　例:	 (((1+2)*(3+4))+((5+6)*(7+8)))*9	=	1674

二項演算子

+ 加算

- 減算

* 乗算

/ 除算

% 剰余	(左項を右項で割った余り)

^
左項(底)を右項(指数)でべき乗	(^0.5にすれば平方根
になります)

&	または
and

ビット単位のAND	(整数に対してのみ有効)

xor ビット単位のXOR	(整数に対してのみ有効)

|	または	or ビット単位のOR	(整数に対してのみ有効)

特殊機能

gcd 二つの整数の最大公約数

lcm 二つの整数の最小公倍数



and、xor、or、gcd、lcm	については必ず前後に空白を入れてくだ
さい。大文字・小文字は区別されません。

その他の演算子については、前後に空白があってもなくてもかま

いません。

　例:
　 (3^2	+	4^2)^0.5	=	5

　 (0xaa|0x55)	xor	0x0f	=	0xf0

　 (27	gcd	36)	*	(27	lcm	36)	=	972

関数

sin、cos、tan　三角関数
asin、acos、atan　逆三角関数
sinh、cosh、tanh　双曲線関数
log　常用対数	(底10)
ln　自然対数	(底	e)
abs　絶対値
ceil　最も近い整数に切り上げ
floor　最も近い整数に切り下げ
関数名と引数を空白で区切った表記(例:	sin	45)と、括弧を用いた
表記(例:	sin(45))	のどちらも可能です。
関数名の大文字・小文字は区別されません。

　例:
　 (sin	30)^2	+(cos	30)^2	=	1

　 atan(tan	45)	=	45

　 20*log(1/100)	=	-40

後述のユーザ定義ファイルによって、関数をマクロ定義すること

もできます。



優先順位

1	高　
2	↑
3	
4	
5	
6	
7	
8	↓
9	低

　

(、)
関数

^
*、	/、	%
+、-
&、and
xor
|、or
gcd、lcm

定義済み定数

式の中で、以下の定数名を使えます(ツールボタンからも参照可
能)。大文字・小文字は区別されません。
pi	=	3.141592653589793　　円周率
e	=	2.718281828459045　　自然対数の底
c	=	299792458　　真空中の光速度	[m*sec^-1]
g	=	9.80665　　重力加速度	[m/sec^2]
h	=	6.6260755E-34　　プランク定数	[Js]
ec	=	1.60217733E-19　　素電荷	[C]
u0	=	1.25663706E-6　　真空の透磁率	[H/m]
e0	=	8.85418782E-12　　真空の誘電率	[F/m]
k	=	1.380658E-23　　ボルツマン定数	[J/K]
NA	=	6.0221367E+23	アボガドロ定数	[1/mol]
Now	=	hh:nn:ss	　計算時の現在時刻(変数)

　例:
　 -(e^(2*pi))	=	-535.4916555247645

　 1/c^2	=	1.112650056053618E-17



　 now+1:30	=	21:38:58

後述のユーザ定義ファイルによって、定数をユーザ定義すること

もできます。

ツールボタン

画面下部にあるツールバーには以下のボタンがあります。

DEG / RAD / GRAD

　三角関数、逆三角関数での角度の単位(度/ラジアン/グラード)を切
り替えます。押すたびに順に切り替わります。

DEFINE

　定義済み定数、ユーザ定義定数および関数を参照します。

　なお「定義ファイルの編集」を選ぶと、定義ファイルをテキスト

エディタで開きます(無ければ新規作成)。
NOW

　現在時刻を入力します。

HEX / DEC

　入力欄が整数の場合、16進/10進変換を行います。
NOT

　ビット単位のNOT	(整数に対してのみ有効)。

AC

　入力欄をクリアします。

ユーザ定義ファイル

関数および定数は、ファイルでユーザ定義することができます。

定義ファイルは、NyanFi	実行ディレクトリに	"Calculator.INI"	とい



う名前で作成してください。 DEFINE ボタンのメニューで「定義

ファイルの編集」を選べは、新規作成された定義ファイルがテキス

トエディタで開かれます。

書式は一般的なINIファイルと同様です。

関数のマクロ定義は、[Function]	セクションに	関数名(引数1[,引数2,
引数3...])=定義式	[TAB]	説明 	という書式で記述します(説明は省略
可)。
関数名は、英数字および	"_"	で定義してください。大文字・小文字
は区別されません。実際の計算式では、括弧を用いた表記で使用し

てください。

計算式にユーザ定義関数があると、定義にしたがってそれを展開し

てから実際の計算が行われます。その際、引数は括弧で囲んだ形に

展開されます。例えば、SQRT(X)=X^0.5	と定義した場合、
SQRT(2+3)	は	(2+3)^0.5	に展開されるため、定義の際に演算子の優先
順位による影響を考慮する必要はありません。

例:　[TAB]	はタブ文字

[Function]

cot(X)=1/tan(X)

F2C(X)=(5.0/9.0)*(X-32.0)	[TAB]	華氏→摂氏
C2F(X)=X*(9.0/5.0)+32.0			[TAB]	摂氏→華氏
hypot(A,B)=(A^2+B^2)^0.5		[TAB]	三角形の斜辺の長さ

　 F2C(451)	=	232.7777777777778

　 hypot(3,4)	=	5

定数は、[Constant]	セクションに	定数名=値	[TAB]	説明 	という書式
で記述してください(説明は省略可)。
例:　[TAB]	はタブ文字

[Constant]

Tax=0.08									[TAB]	消費税
me=9.1093897E-31	[TAB]	電子の静止質量

[Option]	セクションに	HideDefConst=1	を設定すると、 DEFINE ボタ



ンのメニューに定義済み定数を表示せずに、ユーザが定義した項目

だけを表示するようにできます。

[Option]

HideDefConst=1

Tips
電卓を外部から呼び出して利用することもできます。

NyanFi.exe	-XCalculator

クリップボードを介した計算も可能です。この場合、NyanFi	はアク
ティブになりません。

NyanFi.exe	-XCalculator_CB



ExeCommands	コマンド

ファイラー、テキストビュアー、イメージビュアー、	オプション設定	-
関連付け、オプション設定	-	追加メニュー	で	ExeCommands	コマンド
を用いると、一連の複数コマンドを実行できます。制御文などを用いた

バッチ処理も可能です。なお、ExeCommands	コマンドの中でさらに
ExeCommands	コマンドを実行することはできません。
オプション設定	-	イベントや、ツールバーの設定では、実行するコマン
ドを	ExeCommands	コマンドのパラメータとして割り当てています。
また、起動時オプションで	-X	を指定すると、ExeCommands	コマンド
のパラメータとして実行されます。

ExeCommands	コマンドの実行を中断したい場合は、 ESC キーを押し

てください。中断の確認メッセージが出ます。

構文	／	ユーザ定義変数	／	定義済み変数	／	補助コマンド	／	制御文	／　例

構文

ExeCommands_[:説明:]コマンド[:コマンド...]

パラメータで指定したコマンドを実行します。コマンドは	:	(コロン)
で区切って複数指定できます。

コマンドが	$	で始まる場合、追加メニューまたは外部ツールで設定
されているエイリアスとみなし、その項目を実行します(サブメ
ニューの親項目の場合は、そのサブメニューをポップアップ表示)。

パラメータの先頭に	:文字列:	という形で説明を付けると、キー割り
当て一覧や2ストローク・ヒントの説明部分に表示されます。
ExeCommands_:空のディレクトリを削除:	SelEmptyDir:	Delete_SO



パラメータ中、:\	以外で	:	を用いたい場合は、パラメータ全体をダ
ブルクォーテーションで囲んでください。	
ExeCommands_MsgBox_":エラー:処理に失敗しました"

ExeCommands_[:説明:]@[コマンドファイル名]

先頭が	@	の場合、コマンドファイル名の指定になります。ドライブ
指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみなされ
ます。拡張子は	.nbt	としています。それ以外でもかまいません
が、CmdFileList	コマンド(コマンドファイル一覧)では	NyanFi	ディ
レクトリ以下(サブディレクトリを含む)にある	*.nbt	が表示されま
す。

なお、ファイル名無しで	@	だけを指定した場合、ファイラーのカー
ソル位置が	.nbt	ファイルならそれを実行します。

コマンドファイルでは、コマンドを	:	(コロン)だけでなく改行でも区
切ることができます。また見やすくするためにインデントしたり空

行を入れたりしてもかまいません。

コマンドのパラメータ中、:\	以外で	:	を用いたい場合は、パラメー
タ全体をダブルクォーテーションで囲んでください。なお、空白が

含まれている場合なども、わかりやすくするためにダブルクォー

テーションで囲んでかまいません。	
行頭が	;	(セミコロン)	の場合はコメントとみなされます。
なお、コマンドや制御文の大文字・小文字は区別されません。

実行するコマンドのパラメータでは、"%変数名%"	という形で、
ユーザ定義変数、定義済み変数および環境変数を参照できます。

※実行したコマンドファイルの内容は内部に保持されます。再度実
行しようとした際にファイルのタイムスタンプが前回から変化して



いなければ、保持している内容を再利用します。タイムスタンプが

変化していたら、ファイルを読み込み直して実行します。なお、コ

マンドファイル中に	#noreload	という行を記述することより、タイ
ムスタンプチェックによる再読み込みを無効にできます。

※コマンドファイルのファイル名主部を	RenameDlg	コマンドで変更
すると、キー設定や追加メニューなどで	ExeCommands	のパラメー
タとなっている箇所に反映されます。

Tips
一連のキー操作で実行されるコマンドを取得して再利用したい場合に

は、CmdHistory	コマンドが役立ちます。
また個々のコマンド名は、CopyCmdName	コマンドで参照できます。

ユーザ定義変数

補助コマンドの	Set、Input、Add	などで内容を設定できます。
変数名の大文字・小文字は区別されません。また日本語も使えます。

値は文字列として設定されますが、Set	コマンドで複合代入演算子
(+=、-=、*=、/=、%=)を用いた場合、整数値とみなして演算できま
す。

また	Test	コマンドで、変数の内容と文字列を自然順で比較できま
す。

設定された変数は、"%変数名%"	という形で、パラメータ内で参照で
きます。

例:	2つの数を入力し、それらの積を表示
Input_A

Input_B

Set_答=%A%
Set_答*=%B%
MsgBox_%A%×%B%=%答%



通常、ユーザ定義変数の内容は	ExeCommands	コマンドが終了すると
失われますが、変数名の先頭に	".."	を付けると、コマンド終了後も
NyanFi	が終了するまでそのまま保持されます。

例:	実行されるたびに変数に1を加算
Set_..N+=1

MsgBox_%..N%回目です

定義済み変数

ExeCommands	コマンドの実行中に参照できる定義済み変数として以
下のものがあります。
変数名の大文字・小文字は区別されません。
これらは	"%変数名%"	という形で、パラメータ内で参照できます。

UserName ユーザ名

ExePath NyanFi	のディレクトリ(末尾に	\)
TmpPath NyanFi	の一時ディレクトリ(末尾に	\)　　→	オプ

ション設定	-	一般
ThisName 実行中コマンドファイルのパス付きファイル名(無

い場合は空)
CurPath カレントのディレクトリ(末尾に	\)
OppPath 反対側のディレクトリ(末尾に	\)
FileName カーソル位置(または閲覧中)のパス付きファイル

名

NamePart カーソル位置(または閲覧中)のパス無しファイル
名

BaseName カーソル位置(または閲覧中)のパス無しファイル
名主部

DirName カーソル位置(または閲覧中)ファイルのディレク
トリ名(末尾の	\	は無し)



FileSize カーソル位置(または閲覧中)ファイルのサイズ(バ
イト単位、未定の場合	-1)

FileSizeF カーソル位置(または閲覧中)ファイルのサイズ
(ファイルリストでの書式)

FileTime カーソル位置(または閲覧中)ファイルのタイムス
タンプ(書式	yyyy/mm/dd	hh:nn:ss)

FileTimeF カーソル位置(または閲覧中)ファイルのタイムス
タンプ(ファイルリストでの書式)

Date 現在の日付(書式	yyyy/mm/dd)　　→	FormatDT
Time 現在の時刻(書式	hh:nn:ss)　　→	FormatDT
TabNo 現在のタブ番号(1〜)
FileCount カレントのファイル数

DirCount カレントのディレクトリ数

CurFiles カレントのパス付きファイル名リスト(改行区切
り、ディレクトリは末尾が	\、..	は除外)

SelCount カレントの選択項目数

SelFileCount カレントの選択ファイル数

SelDirCount カレントの選択ディレクトリ数

SelFiles カレントで選択中のパス付きファイル名リスト(改
行区切り、ディレクトリは末尾が	\)

VolumeLabel カレントのボリュームラベル

ScrMode 画面モード	(FL:ファイラー、TV:テキストビュ
アー、IV:イメージビュアー、GR:文字列検索
(GREP))

SortMode カレントのソート方法	(F	:名前、E	:拡張子、D	:更
新日時、S	:サイズ、A	:属性、U	:なし、L	:場所)

SelText テキストビュアーで選択中のテキスト



LineNo テキストビュアーでのカーソル位置の行番号(改行
単位)

LineText テキストビュアーでのカーソル位置の行内容(改行
まで)

CursorPosY テキストビュアーでのカーソルのY位置(0〜)
CursorPosX テキストビュアーでのカーソルのX位置(0〜)
PageSize テキストビュアーの1ページ中の表示行数
Battery バッテリー残量(0〜100)
TaskCount 実行中および待機中タスクの合計数

MatchedStr 直前の

MatchBuffer、MatchDir、MatchExt、MatchName
でマッチした部分の文字列

CodePage コードページ(Buffer	の読み込み/保存に使用)
テキストビュアーでは表示中テキストのコード

ページ(変更するとその値が優先)
MenuIndex PopupMenu	で選択された項目番号(1〜、キャン

セル時は0)
MenuStr PopupMenu	で選択された項目文字列(アクセラ

レータ部分や前後の空白は削除、キャンセル時は

"")
ModalResult 直前に閉じられたモーダルダイアログの戻り値

(1	=	OK、2	=	キャンセル、6	=	はい、7	=	いいえ、
8	=	閉じる)

ExitCode ShellExecute	(SetExeOpt	で	W、O	を指定)実行後の
終了コード

WinWidth メインウィンドウの幅

WinHeight メインウィンドウの高さ

Clipboard クリップボードのテキスト内容



DownloadName Download	コマンドでダウンロードしたファイル
名

LastWatchLog WatchTail	コマンドで最後に検出されたファイル
名とその追記内容

Buffer 作業用バッファ、ファイルの読込/保存にも使用可
能

BufferLength Buffer	の総文字数
BufferCount Buffer	の行数
BufferIndex Buffer	の行インデックス	(0	<=	BufferIndex	<

BufferCount)
BufferLine Buffer	の	BufferIndex	行の内容

Buffer	は自由に内容を設定して利用できます。また、BufferIndex	を設
定して	BufferLine	にアクセスすることで、Buffer	内の任意の行内容を
参照/設定できます。

Clipboard	は、SetClipboard	によって設定可能です。

CodePage	は設定可能ですが、LoadBuffer	を実行すると、そのとき判
定されたコードページが設定されます。またテキストビュアーでは表
示中テキストのコードページになりますが、ExeCommands	コマンド
実行中に変更された場合はその値が優先されます。

それ以外の定義済み変数は参照専用です。

補助コマンド

ExeCommands	コマンドのパラメータまたはコマンドファイル内でのみ
使える補助コマンドとして、以下のものがあります。

A	C	D	E	F	G	H	I	J	L	M	P	R	S	T	W

ActivateWnd_[クラス名][;タイトル文字列|/正規表現パターン/]



指定したクラス名やタイトル文字列がマッチするウィンドウをア

クティブにします。

クラス名は完全一致、タイトル文字列(/	で囲むと正規表現)は部分
一致になります。大文字・小文字は区別されません。

クラス名とタイトル文字列を両方指定したい場合は	;	(セミコロン)
で区切ってください。タイトル文字列のみを指定したい場合はパ

ラメータを	;	で始めます。
マッチ結果を後続の	If	文の条件(True、False)として利用できま
す。

例:	コマンドプロンプト画面をアクティブに、なければ起動
ActivateWnd_ConsoleWindowClass

IfFalse

		CommandPrompt

EndIf

例:	前方一致で	"hoge"	がマッチする	HogeClass	クラスのウィンド
ウをアクティブに、なければ起動

ActivateWnd_HogeClass;/^hoge/

IfFalse

		FileRun_hoge

EndIf

Add_変数名<<文字列

変数の末尾に、文字列を行として追加します。

→	Ins　→	Set

AppendBuffer_ファイル名

定義済み変数	Buffer	の内容を指定したファイルに追記保存しま
す。

保存の際のコードページは、定義済み変数	CodePage	が用いられ
ます。ファイルが存在しない場合は新規作成します。

ファイル名にドライブ指定がない場合、ファイラーではカレン



ト、ビュアーでは閲覧中ファイルのディレクトリからの相対指定

とみなされます。

例:	現在の日付とファイル名を	nyan.log	に	Shift-JIS	で追記
Set_Buffer="%Date%	%Time%	%FileName%"

Set_CodePage=932

AppendBuffer_"nyan.log"

→	SaveBuffer

CallCommands_@コマンドファイル名

パラメータで指定した別のコマンドファイルを呼び出します。呼

び出し先からは	ReturnCommands	で元のコマンドファイルの呼び
出し位置に戻れます。多重呼び出しも可能。

使用中のユーザ定義変数は、そのまま後続のコマンドファイルへ

引き継がれます。

コマンドファイル名にドライブ指定がない場合、NyanFi	ディレク
トリからの相対指定とみなされます。

→	ReturnCommands　→	JumpCommands

Debug_ON|_OFF|_BP|_WL<<変数名

デバッグモードの有効/無効を切り替えます。
パラメータに	ON	を指定すると、そこからデバッグモードにな
り、デバッグウィンドウが開きます。

デバッグウィンドウでは、以下のボタンまたはキーで操作を行え

ます。

S :	ステップ実行/　 G :	実行/　 B :	停止/　　 Q :	デバッグモー
ド終了(Debug_OFF)/　 X :	コマンドの実行を終了(Exit)
V :	変数一覧を表示(ListVar)/　 E :	エディタで開く/　　 H :	ヘル
プを表示

上側のリストには、コマンドファイルの内容が表示され、実行位



置にカーソルが表示されます。

下側のリストには、デバッグ状態やユーザ定義変数が表示されま

す。

パラメータに	BP	を指定すると、デバッグ実行中にその位置に来
ると停止します(ブレークポイント)。
パラメータに	WL<<変数名	の書式で定義済み変数を指定すると、
監視変数リストに追加され、デバッグ中にその内容が表示されま

す(例:	Debug_WL<<FileName)

なお	ExeCommands	コマンドの代わりに	DebugCmdFile	コマンド
によってコマンドファイルを実行すると、Debug	補助コマンドが
記述されていなくても最初からデバッグモードになります。

Download_URL[>>[テキストファイル名]]

パラメータで指定したURLのファイルを、一時ディレクトリにダ
ウンロードします(進捗ダイアログを表示)。
ダウンロードしたファイル名は、定義済み変数	DownloadName	で
参照できます(キャンセル、失敗時は空文字列)。
なお、URLの末尾が	/	の場合	"index.htm"	が付加されます。

URLの後に	>>[テキストファイル名]	を指定すると、ダウンロード
したファイルがHTML文書の場合、それをテキストに変換して保
存します。変換はテキストビュアーでのHTML→テキスト変換表
示に準じます。ただし拡張子を	.md	にすると、オプション設定に
かかわらず	Markdown	記法に変換します。
ファイル名にドライブ指定がない場合はカレントからの相対指定

とみなされます。ファイル名を指定しない場合は、ダウンロード

したファイルの拡張子を	.txt	に変えて一時ディレクトリに保存し
ます。	DownloadName	は変換保存したファイル名になります。

例:	ダウンロードしたHTML文書をテキストに変換して指定ファイ



ルに保存し、一覧ダイアログで表示

Download_"http://nekomimi.la.coocan.jp/freesoft/nyanfi.htm>>D:\hoge\nyan.txt"

ListText_D:\hoge\nyan.txt

Echo_文字列

指定した文字列をログウィンドウに表示します。

EchoOff
エコー機能を無効にします。

EchoOn[_LN]

エコー機能を有効にします。コマンドやエラー内容をログウィン

ドウに表示します。ExeCommands	コマンド開始時には無効に
なっています。

パラメータに	LN	を指定すると、コマンドファイルの行番号が行
頭に表示されます。

EchoT_文字列

指定した文字列の前に時刻情報を付けてログウィンドウに表示し

ます。

Edit_変数名
Edit_":タイトル:変数名"

複数行入力可能なテキストボックスによって、変数の内容を編集

します。

バラメータでタイトルを指定できます。その場合、パラメータ全

体をダブルクォーテーションで囲んでください。タイトル内では

:\	を表示文字として使えます。
フォントや文字色/背景色はテキストビュアーのものが用いられま
すが、文字色/背景色については右クリックメニューで変更可能で
す。



ボックスにフォーカスがある場合、 ENTER キーは改行になりま

す。 OK は、 Ctrl + ENTER で行ってください。

キャンセルすると後続	If	文の	Cancel	が真になります(OK	なら	Yes
が真)。

右クリックメニュー/ショートカットには基本的な編集機能があり
ます。なお「カーソル行を削除」はアンドゥできません。

例:	テキストファイルを編集して保存
Set_MemoFile="D:\Data\memo.txt"

LoadBuffer_%MemoFile%

Edit_":メモ:Buffer"
IfYes

		SaveBuffer_%MemoFile%

EndIf

→	Input

Exit
ExeCommands	コマンドの実行を終了します。
※ファイラーの	Exit	コマンドを実行したい場合は、エイリアスの
Close	を使ってください。
→	ReturnCommands

FileExists_ファイル名

パラメータで指定したファイルが存在するかを調べます。

ファイル名にドライブ指定がない場合、ファイラーではカレン

ト、ビュアーでは閲覧中ファイルのディレクトリからの相対指定

とみなされます。

結果を後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。

FilterBuffer_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

定義済み変数	Buffer	の内容から指定文字列が含まれている行だけ
を残します。文字列は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できま



す。大文字・小文字は区別されません。指定文字列を	/	で囲むと
正規表現とみなされます。

例:	カーソル位置のテキストファイルから「エラー」または「警
告」を含む行を抽出して表示

LoadBuffer_%FileName%

FilterBuffer_"エラー;警告"
MsgBox_%Buffer%

→	MatchBuffer

FlashWin[_点滅回数[_点滅間隔(ms)]]

メインウィンドウのタイトルバーを点滅させます。

パラメータを省略した場合は、オプション設定	-	通知・確認	-	タ
スク終了時の通知音	で設定されている値が用いられます。無設定
の場合は、点滅回数	=	3、点滅間隔	=	250	となります。

例:	FlashWin_5_100

→	PlaySound

Format_変数名=書式文字列

オプション設定	-	外部ツール	のパラメータで利用できる書式を含
んだ文字列を解決して、変数に設定します。

なお、名前に空白が含まれているとダブルクォーテーションが付

加されるため、用途によっては注意が必要です。

例:	Format_選択中ファイル名=$F

FormatDI_変数名=書式文字列

カレントのドライブ情報を書式にしたがって変数に設定します。

使用できる書式文字列は、オプション設定	-	デザイン	-	ドライブ
情報の書式	のものと同じです。



例:	FormatDI_空き容量="$DN	$FS	($FR)"

FormatDT_変数名=書式文字列

現在の日時を書式にしたがって変数に設定します。

日付や時刻には以下の指定子が使えます。

yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、ddd	曜日、dddd	曜日
(完全名)、hh	時、nn	分、ss
G	元号(略)、gg	元号(完全名)、ee	元号年
書式文字列の任意の位置に	$EN	を記述すると、ロケールが英語
(en-US)に切り替わり、以下のような表示になります。
ddd	曜日(Sun〜Sat)、dddd	(Sunday〜Saturday)、mmm	月(Jan〜
Dec)、mmmm	(January〜December)
なおシングルクォーテーションで囲まれた文字はそのまま表示さ

れます。ここに挙げた以外にも指定子として機能する文字がある

ため、英字はシングルクォーテーションで囲んでおいた方がよい

でしょう。

例:	FormatDT_今日の日付="yyyy年mm月dd日	(ddd)"
例:	FormatDT_Today="$EN'Date:'	dddd,	mmmm	dd,	yyyy"

FormatFN_変数名=書式文字列

カーソル位置(または閲覧中)の項目について、ファイル名などの
情報を書式にしたがって変数に設定します。

使用できる書式文字列は、CopyFileName	コマンドのものと同じ
です。クリップボードには入りません。

例:	FormatFN_MD5ハッシュ=$G(MD5)
例:	FormatFN_タグ=$R(タグ)

Git_コマンド	[パラメータ]

カレントを作業ディレクトリとして、指定したコマンド/パラメー



タで	git.exe	(Git	for	Windows)を実行します。
結果は、ログおよび定義済み変数	Buffer	に出力されます。

git.exe	の場所が自動的に見つけられなかった場合は、オプション
設定	-	一般2	-	その他	の	git.exe	(Git	for	Windows)	で設定してくだ
さい。

例:	Git_"clone	https://github.com/Nekomimi1958/NyanFi_x64.git"
例:	Git_"add	%NamePart%"
例:	Git_"config	--global	-l":	ListBuffer_Git
例:	Git_"log	--oneline":	ListBuffer_"Git	-	%CurPath%"

→	Git	の利用について

GrepSetMask_マスク

文字列検索(GREP)のマスクを設定します。Grep	コマンドとあわ
せて用います。

.nyanfi	ファイルによる設定も可能です。

GrepStart
可能なら文字列検索(GREP)を開始します。Grep	コマンドとあわ
せて用います。

Hint[_[!]メッセージ]

指定したメッセージをヒント表示します。

先頭に	!	を付けるとヒントが自動的に隠れません。表示されてい
るヒントを消すには、メッセージなしで	Hint	を実行します。

※!	を指定していても	NyanFi	が非アクティブになるとヒントが隠
れてしまいますので注意してください。

例

Hint_!処理中...
　…



Hint

→	Warn

Ins_変数名<<文字列

変数の先頭に、文字列を行として挿入します。

→	Add　→	Set

Input_変数名
Input_":タイトル:[プロンプト:]変数名"

入力ボックスによって、変数に文字列を設定します。

バラメータでタイトルおよびプロンプトを指定することも可能で

す。その場合、パラメータ全体をダブルクォーテーションで囲ん

でください。タイトルやプロンプト内では	:\	を表示文字として使
えます。

既存のユーザ定義変数の場合、その内容がデフォルトとして入力

ボックスに表示されます。

キャンセルすると後続	If	文の	Cancel	が真になります(OK	なら	Yes
が真)。

例:	Input_":設定:回数を入力してください:N"

→	Set　→	Test

JumpCommands_@コマンドファイル名

パラメータで指定した別のコマンドファイルへジャンプします。

現在実行中のコマンドファイルには戻ってきません。

使用中のユーザ定義変数は、そのまま後続のコマンドファイルへ

引き継がれます。

コマンドファイル名にドライブ指定がない場合、NyanFi	ディレク
トリからの相対指定とみなされます。

→	CallCommands



ListBuffer[_タイトル[;/見出し開始パターン/]]

定義済み変数	Buffer	の内容を一覧ダイアログで表示します。
パラメータでタイトルを指定すると、ダイアログのタイトルバー

に表示されます。

また見出し開始パターン(正規表現、先頭の	^	は不要)を指定する
と、そのパターンで始まる行内容が「見出しの文字色」で表示さ

れます。

なお、すべての行が「名前=値」形式の場合、ListVar	コマンドと
同様に	=	位置を揃えて表示します。

例:	ListBuffer_結果一覧;/[●◆■]/

→	Debug

ListVar
定義済み変数およびユーザ定義変数の内容を一覧ダイアログで表

示します。

コマンドファイルのデバッグなどで役立つかもしれません。

LoadBuffer[_ファイル名|_ファイルマスク]

指定したテキストファイルを、定義済み変数	Buffer	に読み込みま
す。

パラメータにファイル名を指定しないとダイアログが表示されま

す。

またファイル名に	*	や	?	が含まれている場合、それをファイルマ
スクとしてダイアログが出ます。

ファイル名/ファイルマスクにドライブ指定がない場合、ファイ
ラーではカレント、ビュアーでは閲覧中ファイルのディレクトリ

からの相対指定とみなされます。

ファイルが読み込まれると、判定されたコードページが定義済み

変数	CodePage	に設定されます。



なお、定義済み変数	BufferIndex	は	0	にリセットします。

例:	指定したディレクトリでテキストを選び、内容を一覧ダイア
ログで表示

LoadBuffer_D:\Hoge\*.txt

ListBuffer

例:	カーソル位置のファイルの先頭から5行をログウィンドに表示
LoadBuffer_%FileName%

Repeat_5

		Test_BufferIndex<%BufferCount%

		IfFalse_Break

		Echo_%BufferLine%

		Set_BufferIndex+=1

EndRepeat

→	SaveBuffer

MatchBuffer_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

定義済み変数	Buffer	の内容に指定文字列が含まれているかを調べ
ます。文字列は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。大文
字・小文字は区別されません。指定文字列を	/	で囲むと正規表現
とみなされます。

結果を後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。
また、マッチした行インデックスが	BufferIndex	に、マッチした
部分の文字列が	MatchedStr	に設定されます。
→	FilterBuffer

MatchDir_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カレントのディレクトリ名に指定文字列が含まれているかを調べ

ます。文字列は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。大文
字・小文字は区別されません。指定文字列を	/	で囲むと正規表現
とみなされます。

結果を後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。



また、マッチした部分の文字列が、定義済み変数	MatchedStr	に
設定されます。

MatchExt_拡張子[;拡張子]

カーソル位置のファイルの拡張子を調べます。拡張子は	;	(セミコ
ロン)または	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。大文字・
小文字は区別されません。

結果を後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。
また、マッチした部分の文字列が、定義済み変数	MatchedStr	に
設定されます。

例:	MatchExt_jpg;jpeg;jpe:	IfTrue:	MsgBox_Jpeg画像です:	EndIf

MatchName_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名に指定文字

列が含まれているかを調べます。文字列は	;	(セミコロン)で区切っ
て複数指定できます。大文字・小文字は区別されません。指定文

字列を	/	で囲むと正規表現とみなされます。
結果を後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。
また、マッチした部分の文字列が、定義済み変数	MatchedStr	に
設定されます。

例:	MatchName_/\d{4}/

Mid_変数名;開始位置(1〜)[;文字数]

変数の部分文字列を取り出します。

文字数を省略すると、開始位置以降のすべてになります。指定し

た変数自体の内容が変化しますので注意してください。

→	Right

MsgBox_メッセージ



MsgBox_":タイトル:メッセージ"

指定したメッセージを表示します。

タイトルを指定することも可能です。その場合、パラメータ全体

をダブルクォーテーションで囲んでください。タイトル内では	:\
を表示文字として使えます。

メッセージ内で	\n	は改行になります。\そのものを文字として指
定したい場合は	\\	と記述してください。

例:	MsgBox_":エラー:失敗しました\n設定を確認してください"

MsgBoxYN_[:タイトル:]メッセージ

「はい、いいえ」ボタン付きで、指定したメッセージを表示しま

す。

結果を後続の	If	文の条件(Yes、No)として利用できます。

MsgBoxYNC_[:タイトル:]メッセージ

「はい、いいえ、キャンセル」ボタン付きで、指定したメッセー

ジを表示します。	結果を後続の	If	文の条件(Yes、No、Cancel)と
して利用できます。

MsgOff
コピー、移動、削除、解凍や、Backup_設定
名、ConvertHtm2Txt、DeleteADS、DelJpgExif、ExtractChmSrc、
コマンドで確認メッセージを出さないようにします。

Nop
何もしません。

PlaySound_ファイル名

指定したサウンドファイル(.wav、.mp3、.mid)を再生します。
ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定



とみなされます。

なお再生を中断したいときは、ファイル名を指定せずに

PlaySound	コマンドを実行してください。

※.mp3	の場合ID3タグの内容によっては再生できない場合があり
ます。適切なコーデックを別途インストールすれば再生できるよ

うになります。

→	FlashWin

PopIndex
ファイルリストのカーソル位置をスタックから復帰します。イン

デックスが範囲を超えていた場合は最下行に移動します。

→	PushIndex　→	SetIndex

PopTopIndex
ファイルリストの先頭項目インデックスをスタックから復帰しま

す。

→	PushTopIndex

PopVar_変数名

変数スタックから取り出した内容を、指定した変数に設定しま

す。	→	PushVar

PushIndex
ファイルリストのカーソル位置をスタックに退避します。スタッ

クは	ExeCommands	コマンドの実行中のみ有効です。
→	PopIndex　→	SetIndex

PushTopIndex
ファイルリストの先頭項目インデックスをスタックに退避しま

す。スタックは	ExeCommands	コマンドの実行中のみ有効です。
→	PopTopIndex



PushVar_変数名

指定した定義済み変数またはユーザ定義変数の内容を変数スタッ

クに退避します。スタックは	ExeCommands	コマンドの実行中の
み有効です。

→	PopVar

PopupMenu_変数名

変数に設定された項目をポップアップメニューで表示します。

メニュー項目が選択されると、定義済み変数	MenuIndex	に項目番
号(1〜、キャンセル時は0)が、MenuStr	には項目の文字列(アクセ
ラレータ部分や前後の空白は削除、キャンセル時は	"")が設定され
ます。

例:
Add_メニュー<<ねこ(&C)
Add_メニュー<<いぬ(&D)
Add_メニュー<<とり(&B)
PopupMenu_メニュー
MsgBox_項目%MenuIndex%の「%MenuStr%」が選択されました

Random_変数名=[前置文字列][0]数字[後置文字列]

指定した値以下の乱数を含む文字列を変数に設定します。

数字の頭に0を付けると(頭の0を除いた)桁幅に揃えて左側が0で埋
められます。

例:	Random_ランダム名=ABC0999XYZ　　→	ABC000XYZ	〜
ABC999XYZ

→	Set

ReadINI_変数名=キー名

NyanFi.INI	[ExeCommands]	セクションから指定したキーの内容を
変数に読み込みます。



なお、このコマンドによってINIファイルへのアクセスは生じませ
ん。

例:	今日初めて実行したかをチェック
ReadINI_前回の日付=LastDate
Test_前回の日付!=%Date%
IfTrue

		MsgBox_"今日初めて実行しました"
		WriteINI_LastDate=%Date%

EndIf

→	WriteINI

Redraw_[L|R]ON|_[L|R]OFF

パラメータに	OFF	を指定するとファイルリスト(ヘッダとドライ
ブ情報も含む)の描画を停止します。ON	を指定すると描画を再開
します。先頭に	L	または	R	を付けることで左右個別に設定するこ
ともできます(無指定の場合は両画面)。
描画を停止したまま	ExeCommands	コマンドを終了すると、ファ
イラー操作は可能ですが、Redraw_ON	が実行されるまでリスト
表示は一切更新されません。Redraw_OFF	を複数回実行した場合
は、Redraw_ON	を同じ回数実行してください。このコマンド
は、ファイラー画面でのみ有効です。

ReplaceBuffer_{対象文字列|/正規表現パターン/}=置換後文字列

定義済み変数	Buffer	の内容に対して文字列置換を行います。
対象文字列を	/	で囲むと正規表現パターンとみなされます。置換
の際に大文字・小文字は区別されません。

対象文字列やパターンに	=	が含まれている場合は、ダブルクォー
テーションで囲んでください。

例:	カレントのパス無しディレクトリ名を取得
Format_Buffer=$P

ReplaceBuffer_/.*\\/=""



例:	カーソル位置ファイルの日付を	yy-mm-dd	形式で取得
Set_Buffer=%FileTime%

Mid_Buffer;3;8

ReplaceBuffer_/=-

例:	Buffer	の最後の10行を削除
Repeat_10

		ReplaceBuffer_/^.*\r\n\z/=""

EndRepeat

例:	カーソル位置のHTML文書からタグを削除し連続改行をつめて
表示

LoadBuffer_%FileName%

ReplaceBuffer_/<[^<>]+>/=""

ReplaceBuffer_/(\r\n){3,}/=\r\n

MsgBox_%Buffer%

ReturnCommands
CallCommands	補助コマンドによる呼び出し元へ戻ります。
使用中のユーザ定義変数は、そのまま引き継がれます。

なお、CallCommands	で呼び出されていない場合は、そのまま終
了します。

→	CallCommands　→	JumpCommands　→	Exit

Right_変数名;文字数

変数の右端から指定した文字数の文字列を取り出します。

指定した変数自体の内容が変化しますので注意してください。

なお、左端を取り出したい場合は、Mid_1;文字数	で行ってくださ
い。

→	Mid

SaveBuffer[_ファイル名]

定義済み変数	Buffer	の内容を指定したファイル名で保存します。
ファイル名を指定しないとダイアログが出ます。



保存の際のコードページは、定義済み変数	CodePage	が用いられ
ます。改行コードは	CR/LF	になります。
ファイル名にドライブ指定がない場合、ファイラーではカレン

ト、ビュアーでは閲覧中ファイルのディレクトリからの相対指定

とみなされます。

例:	カーソル位置のテキストファイルをUTF8(コードページ
=65001)に変換
LoadBuffer_%FileName%

Set_CodePage=65001

SaveBuffer_%FileName%

例:	クリップボードのテキスト内容をカーソル位置ファイルに代
替データストリームとして保存

Set_Buffer=%Clipboard%

Set_CodePage=65001

SaveBuffer_"%FileName%:MetaText"

→	LoadBuffer　→	AppendBuffer

SearchDown_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カレントのファイルリストで、名前に指定文字列が含まれている

項目を下方向に検索します。文字列は	;	(セミコロン)で区切って複
数指定できます。大文字・小文字は区別されません。指定文字列

を	/	で囲むと正規表現とみなされます。
項目が見つかるとその位置へカーソルが移動します。

結果は後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。

SearchDownD_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カレントのファイルリストで、ディレクトリのみを対象に

SearchDown	を実行します。

SearchDownF_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]



カレントのファイルリストで、ファイルのみを対象に

SearchDown	を実行します。

SearchUp_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カレントのファイルリストで、名前に指定文字列が含まれている

項目を上方向に検索します。文字列は	;	(セミコロン)で区切って複
数指定できます。大文字・小文字は区別されません。指定文字列

を	/	で囲むと正規表現とみなされます。
項目が見つかるとその位置へカーソルが移動します。

結果は後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。

SearchUpD_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カレントのファイルリストで、ディレクトリのみを対象に

SearchUp	を実行します。

SearchUpF_{文字列|/正規表現パターン/}[;文字列...]

カレントのファイルリストで、ファイルのみを対象に	SearchUp
を実行します。

SendCommands_{コマンド[:コマンド...]	|	@ファイル名}

複数の	NyanFi	が起動している場合、パラメータで指定したコマ
ンドを次の	NyanFi	で実行します(アクティブにはなりません)。
コマンドは	:	(コロン)で区切って複数指定できます。その場合、パ
ラメータ全体をダブルクォーテーションで囲んでください。

例:	次の	NyanFi	の左右ディレクトリをこちら側のものに合わせる
ToLeft:	SendCommands_"ToLeft:	ChangeDir_%CurPath%"

SendCommands_"ChangeOppDir_%OppPath%"

Set_変数名{=|+=|-=|*=|/=|%=}文字列

変数に文字列を設定します。変数を代入する場合は、Set_変数



A=%変数B%	というようになりますので注意してください。

複合代入演算子(+=、-=)を用いた場合、変数内容の書式が
yyyy/mm/dd	hh:nn:ss、yyyy/mm/dd、hh:nn:ssのいずれかだったら、
日付や時刻とみなして演算を行います。その場合、文字列の書式

が	yyyy/mm/dd	や	hh:nn:ss	からなっていたら日時、それ以外は日数
の整数値として演算します。結果の書式は元の変数にしたがいま

す。

例:	現在	2015/01/01	12:00:00	とすると
　1時間後　Set_時刻=%Time%:	Set_時刻+="01:00:00"　　→
"13:00:00"
　7日前　Set_日付=%Date%:	Set_日付-=7　　→	"2014/12/25"

それ以外で複合代入演算子(+=、-=、*=、/=、%=)を用いたとき、
変数と文字列の内容がともに整数値とみなせる場合は、数値とし

て演算します。結果の桁幅は元の設定値の文字数になります。

例:	Set_A=0001:	Set_A+=10　　→	"0011"
また、内容が整数値とみなせない場合に複合代入演算子	+=	を用
いると、文字列の連結になります。

例:	Set_A=ABC:	Set_A+=10　　→	"ABC10"

→	Add　→	Input　→	Random　→	Test

SetCopyMode_{O|N|S|R}

後続の	Copy、CopyTo、Move、MoveTo	コマンドで同名ファイル
があった場合、「同名ファイルの処理」ダイアログを出さずに、

指定したモードをすべてに強制適用します。ただし、アーカイブ

内へのコピーやFTP接続時には適用されません。
また後続の	CreateHardLink	コマンドで同名ファイルがあった場
合も、削除して置き換えの確認を出さずに強制適用できます。

パラメータは、O「強制上書き」、N「最新なら上書き」、S「ス



キップ」、R「自動的に名前を変更」のいずれかを指定してくだ
さい(CreateHardLink	コマンドでは	O	または	S	のみ有効)。
この設定は、後続の一つのコマンドに対してのみ有効で、コピー/
移動コマンドが実行されるとその都度リセットされます。

SetClipboard_文字列

クリップボードに文字列を設定します。内容は定義済み変数

Clipboard	で参照できます。

SetExeFile_実行ファイル名

SetExeParam_パラメータ

SetExeDir_作業ディレクトリ

SetExeOpt[_[W][O][L][H]]|[_[H][A]]

ShellExecute
これらによって、オプション設定	-	外部ツール	と同等の機能を、
メニューとして登録することなく直接記述できます。

実行ファイル、パラメータ、作業ディレクトリの書式は、外部

ツールの場合と同じです。

なおパラメータ書式やオプションの設定が不要な場合は、FileRun
コマンドを用いた方が簡単です。

SetExeOpt	では、W	(終了を待つ)、O	(コンソール出力を	Buffer	に
取得)、L	(コンソール出力をログウィンドウに行単位で逐次出
力)、H	(非表示で実行)、A	(管理者として実行)	というオプション
を組み合わせて指定できます。なお、A	を指定した場
合、W、O、L	は無効となります。	
必要な設定を行ってから	ShellExecute	を実行してください。
実行後、設定した実行ファイル、パラメータ、作業ディレクト

リ、オプションの内容はクリアされます。



SetExeOpt	で	W、O	、L	を指定している場合、定義済み変数
ExitCode	に終了コードが設定されます。

例:	左右の同名ファイルを比較
SetExeFile_"C:\Program	Files\WinMerge\WinMergeU.exe"

SetExeParam_"$F	$R"

ShellExecute

例:	カレントのファイル名一覧をログウィンドウに出力
SetExeFile_cmd

SetExeParam_"/u	/c	dir"

SetExeOpt_LH

ShellExecute

例:	xdoc2txt	(hishida	氏作)を用いて、カーソル位置ファイル(doc、
pdfなど)を一覧ダイアログでテキスト表示
SetExeFile_"D:\Prg\xdoc2txt.exe"

SetExeParam_$F

SetExeOpt_OH

ShellExecute

ListBuffer_%FileName%

例:	指定したディレクトリを仮想ドライブとしてマウント
FileExists_"P:"

IfFalse

		SetExeFile_cmd

		SetExeParam_"/c	subst	P:	D:\Embarcadero\Studio\20.0\Projects"

		SetExeOpt_WH

		ShellExecute

EndIf

SetFileTime_"yyyy/mm/dd	hh:nn:ss"

カーソル位置項目のタイムスタンプを設定します。

書式が	yyyy/mm/dd	のみの場合はその日付の	00:00:00	に、hh:nn:ss
のみの場合は日付は元のままになります。

例:	時刻部分のみ変更:	SetFileTime_"12:00:00"



例:	現在の日時に設定:	SetFileTime_"%Date%	%Time%"

SetIndex_インデックス

ファイルリストのカーソル位置(0〜)を設定します。インデックス
が範囲を超えている場合は最下行に移動します。

→	PushIndex　→	PopIndex

Sleep_待ち時間[S|M|H]

時間待ちします。この間も ESC キーによる中断は可能です。

数字だけの指定ではミリ秒単位になります。数字の後に	S	を付け
ると秒、M	で分、H	で時間単位になります。
→	Timer

Test_変数名{==|!=|<=|>=|<|>}文字列

変数の内容と文字列を、大文字・小文字を区別せずに比較しま

す。

比較は自然順ですので、桁数の違う数字なども数値のように扱え

ます。また日時の比較も可能です。

※変数同士を比較する場合は、Test_変数A==%変数B%	というよ
うになりますので注意してください。

結果は後続の	If	文の条件(True、False)として利用できます。
→	Set　→	Input

Timer_時間[S|M|H]
Timer_"hh:mm[:ss]"

設定した時間が経過するか、設定時刻を過ぎると、If	文の
TimeOut	条件が成立します。
時間が数字だけの場合はミリ秒単位、数字の後に	S	を付けると
秒、M	で分、H	で時間単位になります。
なお、すでに設定時刻を過ぎている場合は、翌日の時刻とみなし



ます。

例:	Timer_90M
例:	Timer_"12:00:00"

※時刻は	:	を含むため必ずダブルクォーテーションで囲んでくだ
さい。

→	Sleep

Trim_変数名

変数の左右端から空白および制御文字を取り除きます。

WaitForKey[_変数名]

何かキーが押されるまで待ちます。パラメータに変数名を指定す

ると、押されたキーの名前を取得できます。

例

Hint_!続けますか(Y/N)?
WaitForKey_KEY

Hint

Test_KEY==Y

IfFalse_Exit

WaitForTask
ExeCommands	コマンドで開始されたタスクの終了を待ちます。
それ以前に実行されていたタスクについては考慮しません。

タスクマネージャで中断すると、以降のコマンドも中断されま

す。

WaitForTask2
すべてのタスクの終了を待ちます。

タスクマネージャで中断すると、以降のコマンドも中断されま

す。



Warn_メッセージ

ヒントウィンドウやステータスバーに警告メッセージを表示しま

す。

→	Hint

WriteINI_キー名=文字列

NyanFi.INI	[ExeCommands]	セクションの指定キーに文字列を書き
込みます。

なお、INIファイルが実際に更新されるのは	NyanFi	の終了時で
す。このコマンドによってINIファイルへのアクセスは生じませ
ん。

→	ReadINI

制御文

ExeCommands	コマンドのパラメータまたはコマンドファイル内では、
以下の制御文を使用できます。

If	／	Repeat	／	Goto

If	文
構文1:	If条件_{Exit|Break|Continue|Goto_ラベル名}

構文2:	If条件:	コマンド:...	EndIf

構文3:	If条件:	コマンド:...	Else:	コマンド:...	EndIf

条件の前に	Not	(!	でも可)を付けると否定になります。また	.and.
や	.or.	で条件を連結することで複合条件文にすることもできます
(例:	IfLeft.and.NotRoot_Exit)。

条件には以下のものがあります。

Top ファイラーでリストの最上行/	テキストビュアーで最上行/	イ



メージビュアーで最初の画像

End ファイラーでリストの最下行/	テキストビュアーで最下行/	イ
メージビュアーで最後の画像

Left ファイラーでカレントが左側

Right ファイラーでカレントが右側

Sel ファイラーのカレント側で選択あり/	テキストビュアーで選択中/
イメージビュアーで選択あり

SelMask ファイラーでカレントに選択マスク/フィルタマスク/栞マークマ
スクあり

PathMask ファイラーでカレントにパスマスクあり

Empty ファイラーでカレントが空

Root ファイラーでカレントがルートディレクトリ

Remote ファイラーでカレントがネットワーク・ドライブ

Removable ファイラーでカレントがリムーバブル・ドライブ

Virtual ファイラーでカレントがアーカイブの仮想ディレクトリ

Found ファイラーでカレントが検索結果リスト/	テキストビュアーで直
前の文字列/リンク先/マーク行検索で発見

Work ファイラーでカレントがワークリスト

FTP ファイラーでカレントがFTPのリモート側
ADS ファイラーでカレントが代替データストリーム一覧

Git ファイラーでカレントがGit作業ディレクトリ
Selected カーソル位置が選択中

Marked カーソル位置が栞マーク項目/	テキストビュアーでカーソル行が
マークされている

Dir カーソル位置がディレクトリ

File カーソル位置がファイル

Arc カーソル位置がアーカイブファイル(拡張子で判定)



Image カーソル位置が画像ファイル(アイコンは除く)
Binary カーソル位置がバイナリ・ファイル/	テキストビュアーでバイナ

リ・ダンプ表示

Log カーソル位置が	NyanFi	ログファイル/	テキストビュアーでログ
を閲覧中

HtmTxt テキストビュアーでHTML→テキスト変換表示
Grep 文字列検索(GREP)の結果リストからテキストビュアーを開いて

いる

Task タスク実行中

Suspend タスク予約項目の実行を保留中

Connected インターネット接続

Yes 直前の	MsgBoxYN、MsgBoxYNC	で「はい」、Input
が押された

No 直前の	MsgBoxYN、MsgBoxYNC	で「いいえ」が押された
Cancel 直前の	MsgBoxYNC	または	Input	で「キャンセル」が押された
True 直前の

MatchBuffer、MatchDir、MatchExt、MatchName
でマッチ、Test、FileExists	の結果が真

False 直前の

MatchBuffer、MatchDir、MatchExt、MatchName
でマッチしなかった、または	Test、FileExists	の結果が偽

TimeOut Timer	で設定した時間が経過するか、設定時刻を過ぎた
Shift Shift キーが押されている

Ctrl Ctrl キーが押されている

Alt Alt キーが押されている

Primary 最初に起動された	NyanFi
Duplicated 複数の	NyanFi	が起動されている



構文1では、条件が真の場合、以下のような処理が可能です。
Exit ExeCommands	コマンドの実行を終了
Break Repeat	文から抜ける
Continue Repeat	文内で以降の処理を飛ばして継続
Goto_ラベル名 ラベル位置へジャンプ

これらは単独の文としても使用できます。

構文2、3の場合、If	文の中にさらに	If	文を含めることができま
す。

Repeat	文
構文:	Repeat[_繰り返し回数	|	_IN	|	_YN]:	コマンド:...	EndRepeat

Repeat	〜	EndRepeat	間のコマンドを指定回数だけ繰り返し実行
します。

パラメータに	IN	を指定すると繰り返し回数の入力ボックスが出
ます。

また	YN	を指定すると繰り返しのたびに継続の確認ボックスが出
ます。

何も指定しない場合は無限ループになりますので、If	文のパラ
メータ	Break	で抜ける必要があります。
なお	Break	および	Continue	は単独の文としても使用できます。
多重	Repeat	文も可能です(最大8重)。

例:	Buffer	に001〜100の連番を設定
Set_番号=001
Repeat_100

		Add_Buffer<<%番号%
		Set_番号+=1



EndRepeat

Goto	文
構文:	Goto_ラベル名

指定したラベル位置へジャンプします。

ラベルは、文字列の先頭に	"#"	を付けて定義してください。
なお、Repeat	文内ではラベルを使用できません。

例:
IfTrue

		…

		…

Else

		Goto_失敗
EndIf

#失敗
MsgBox_失敗しました

例

パラメータの設定例
左右を特定のディレクトリに変更
ToLeft:	ChangeDir_C:\hoge:	ChangeOppDir_D:\nyan

カレント側で、最初のファイル位置にカーソルを移動
CursorTop:	SearchDownF_/.+/

選択マスク/パスマスクがあれば解除、なければタスクマネージャを開
く
IfSelMask.or.PathMask:	ClearMask:	Else:	TaskMan:	EndIf

カーソル位置がディレクトリなら容量を計算、ファイルならファイル
情報をダイアログで表示
IfDir:	CalcDirSize:	Else:	ShowFileInfo_SD:	EndIf



カーソル位置が	.lnk	ファイルならリンク先を、ディレクトリならそれ
を反対側に開く。
MatchExt_lnk:	IfTrue:	LinkToOpp:	Else:	CsrDirToOpp:	EndIf

同名ファイルがあっても確認なしで強制上書きコピー
SetCopyMode_O:	Copy

空のディレクトリを削除
SelEmptyDir:	Delete_SO

ランダムに背景画像を設定(IMG_00.jpg〜IMG_10.jpg)
Random_画像=IMG_010.jpg:	LoadBgImage_%画像%

カレントのディレクトリがパスに登録されているか？
MatchDir_%PATH%:	IfTrue:	MsgBox_パスに登録されています:	EndIf

カーソル位置のテキストファイルをクリップボードに読み込む
IfFile:	LoadBuffer_%FileName%:	SetClipboard_%Buffer%:	EndIf

カレントで選択中のファイル名リストを指定ファイルに保存
Set_Buffer=%SelFiles%:	SaveBuffer_D:\filelist.txt

すべてのタスクが終了したら	Windows	を終了
WaitForTask2:	PowerOff

コマンドファイルの例
NyanFi	の設定ファイルなどをアーカイブ(Backup\NyanIni_yymmdd.zip)
にまとめてバックアップ。
ToLeft

PushDir

ChangeDir_%ExePath%

MaskSelect_NyanFi.INI;Calculator.INI;DirHistory.INI;Distribute.INI;FontSample.INI;Highlight.INI;Swatchbook.INI;TAGDATA.TXT;WEBMAP.HTM;DriveLog.csv

IfSel

		PushDir_OP

		ChangeOppDir_%ExePath%Backup

		Pack_NyanIni_\DT(yymmdd).zip

		PopDir_OP

EndIf

PopDir



D:\hoge\backup	に移動し、7日前の日付より古いファイルを選択して削
除、終わったら元の場所に戻る。
Echo_古いバックアップを削除
PushDir

		ChangeDir_D:\hoge\backup

		DateSelect_<-7D

		IfSel

				MsgBoxYN_古いファイルを削除しますか?
				IfYes

						MsgOff

						Delete_SO

						WaitForTask

				EndIf

		Else

				Warn_削除対象がありません
		EndIf

PopDir

(カーソル位置がディレクトリまたはアーカイブならその中へ入り)最
初の栞マークファイル(無ければ最初の	.jpg)をイメージビュアーで開
く。
IfDir

		OpenStandard

Else

		IfArc

				OpenStandard

		EndIf

EndIf

CursorTop

NextMark

IfNotMarked

		SearchDownF_/.+\.jpg/

		IfFalse_Exit

EndIf

ImageViewer

カレントに画像ファイル(*.jpg、*.png、*.gif)があれば選択して反対パ
スにアーカイブ(Image.zip)を作成。
MaskSelect_*.jpg;*.png;*.gif

IfSel

		Pack_image.zip

		MsgBox_アーカイブを作成しました
Else



		Warn_画像ファイルがありません
EndIf

カーソル位置がアーカイブだったら開き、*.txtを選択して削除、アー
カイブを抜けてカーソルを下に移動、という動作をファイルリストの
最下行まで繰り返す。終了したらタイトルバーを点滅させサウンド
(OK.WAV)を鳴らす。
EchoT_アーカイブ内のテキストを削除
MsgOff

Repeat

		IfArc

				OpenStandard

				MaskSelect_*.txt

				Delete_SO

				ToParent

		EndIf

		IfEnd_Break

		CursorDown

EndRepeat

FlashWin_3_200

PlaySound_OK.WAV

現在時刻が17:00:00以降なら	D:\hoge	以下のファイルで14日前の日付よ
り古いものを削除し、NyanFi	を終了。
EchoT_終了時処理
Test_Time>="17:00:00"

IfTrue

		MsgOff

		PushDir

				ChangeDir_D:\hoge

				MaskFind_*.*

				IfFound

						DateSelect_<-14D

						Delete_SO

						ReturnList

				EndIf

				WaitForTask

		PopDir

		Echo_OK

EndIf

Close

ログウィンドウを拡大表示(プレビュー、ファイル情報非表示)	/	通常表



示。
ReadINI_状態=LogOnly

Test_状態==YES
IfTrue

		;通常表示に戻す
		ShowPreview_ON:	ShowProperty_ON:	SetSubSize_240

		Set_状態=NO
Else

		;ログを拡大表示
		ShowPreview_OFF:	ShowProperty_OFF:	SetSubSize_480

		Set_状態=YES
EndIf

WriteINI_LogOnly=%状態%

テキストビュアーで、マーク行の一覧をクルップボードに取得。
Test_ScrMode==TV:	IfFalse_Exit

TextTop

IfMarked

		Add_Buffer<<%LineText%

EndIf

Repeat

		FindMarkDown

		IfNotFound_Break

		Add_Buffer<<%LineText%

EndRepeat

Test_BufferCount>0

IfTrue

		SetClipboard_%Buffer%

EndIf

ESC キーに割り当てて、状態に応じた動作を行う。
;FTP切断
IfFTP

		FtpDisconnect:	Exit

EndIf

;タスクマネージャ
IfTask

		TaskMan:	Exit

EndIf



;選択マスクを解除
IfSelMask

		SelMask_CA:	Exit

EndIf

;通常リストに戻る
IfVirtual.or.Found.or.Work.or.ADS

		ReturnList:	Exit

EndIf

;パスマスクを解除
IfPathMask

		ClearMask:	Exit

EndIf

;選択を解除
ClearAll

掲示板「NyanFiだニャン	その3」をテキストビュアーで表示し、最新
位置へ移動。
IfConnected

		HtmlToText_ON

		TextViewer_"https://egg.5ch.net/test/read.cgi/software/1508314110/"

		TextEnd

		FindUp_"/^\d{1,4}\s/"

Else

		Warn_未接続!
EndIf

掲示板「NyanFiだニャン	その3」をテキストに変換して保存し、末尾
200行を一覧ダイアログで表示(コメントの先頭行を強調)。
Set_ログ="D:\Data\NyanFiだニャン_その3.txt"

IfConnected

		Download_"https://egg.5ch.net/test/read.cgi/software/1508314110/>>%ログ%"
		ListTail_"200;TE;/^\d{1,4}\s.+\sID:/;%DownloadName%"

Else

		Warn_未接続!
EndIf

カーソル位置がインターネットショートカットなら、そのページをテ
キストビュアーで表示
MatchExt_.url

IfFalse_Exit



LoadBuffer_%FileName%

FilterBuffer_"/^URL=/"

Test_BufferCount>0

IfFalse_Exit

Set_BufferIndex=0

Set_URL=%BufferLine%

Mid_URL;5

HtmlToText_ON

TextViewer_%URL%

※アーカイブの	sample_cmd	ディレクトリには、コマンドファイルのサ
ンプルがあります。



Git	の利用について

git.exe	(Git	for	Windows)	がインストールされてると、後述の	Git	関連機
能を利用できます。

標準的な場所(%PROGRAMFILES%\Git\cmd	など)にインストールされて
いる場合は自動的に検出されますが、そうでない場合は	オプション設
定	-	一般2	-	その他	で設定してください。

ファイル情報の表示	／	Gitビュアー	／	Git	補助コマンドの利用

ファイル情報の表示

直下に	.git	があるディレクトリ、またはその中の	[..]	位置では、ファイ
ル情報に以下の項目が表示されます。

Remote	URL
リモートリポジトリのURL(https://〜)です。
.git/config	内の	[remote	"origin"]	の内容から想定されるURLを表示し
ています。

GitHub、GitLab、BitBucket	では多分大丈夫だと思います。
OpenGitURL	コマンドを実行すると、カーソル位置項目に対応する
ページをブラウザで開けます(ファイル情報の右クリックメニューか
らも可能)。

Git-Commit
直前のコミット情報です。括弧内はローカル参照、▶	は	"HEAD	->"
を表しています。

Git-Status
"git	status	--porcelain"	の取得結果から、フラグごとのファイル数(イ
ンデックス/ワーキングツリー)を表示します。



例えば、ワーキングツリーに2個の変更されたファイルがある場
合、"M:_/2"	と表示されます。
SelGitChanged	コマンドを実行すると、カレントで変更されている
ファイル(フラグが	"?"	以外)が選択されます。

なおリポジトリの作業ディレクトリ下で、トップの	[..]	以外の項目につ
いては、Remote	URL	のみが表示されます。

ファイル情報の右クリックメニュー「この項目を隠す」で非表示になっ

ている項目は取得を試みません。

Git-Commit/Status	の内容はキャッシュして再利用しますが(.git/index	の
タイムスタンプ変化やファイルリスト更新で再取得)、操作が滞るよう
な場合には非表示にしてみてください。

なおキャッシュ情報は、INIファイルに保存され、次回起動時にも引き
継がれます。また、RepositoryList	コマンドによる「リポジトリ一覧」
の表示にも用いられます。

表示例
					Remote	URL:	https://github.com/Nekomimi1958/NyanFi_x64

					Git-Commit:	(▶master)	v13.08	Add	Git	command
					Git-STATUS:	M:_/2

Gitビュアー

Gitの作業ディレクトリ内で	GitViewer	コマンドを実行すると、Gitビュ
アーが表示されます。

※Gitビュアーから	git.exe	やその他のツールを実行する際の作業ディレ
クトリは、Git作業ディレクトリのトップ(直下に	.git	があるディレクト
リ)になります。

ブランチ一覧

画面の左側にはブランチ一覧があります、右クリックメニューか



ら、チェックアウト(ダブルクリックや ENTER キーでも可能)、ブラ
ンチの作成/削除/改名、マージ、タグ付け、リセットを行えます。
ブランチ一覧の下には、リモートブランチやタグ一覧を表示できま

す(右クリックメニューで表示/非表示を切り替え可能)。

コミット履歴

画面右側の上部にはコミット履歴が表示されます。

デフォルトでは、表示されるコミット履歴数が100に制限されていま
す。これを変更したい場合は、GitViewer	コマンドの	N〜	パラメー
タで指定してください。

コミット履歴の下部には検索バーがあり、検索語を入力することで

コミットを上下方向に検索できます。入力欄の幅は ▲ ボタンとの

境界をドラッグすることで変えられます。

検索バーには以下のようなツールボタンもあります。

更新 ( F5 でも可)
一覧の表示を最新の状態に更新します。

待避

現在の作業内容をメッセージ付きで待避します(git	stash	save)。
待避した内容はコミット履歴の先頭に表示され、右クリックメ

ニューから復帰や削除を行えます(git	stash	pop/apply/drop)。

Console

標準的な場所にある	git-bash.exe	が起動します。見つからない
場合、または別のものを指定したい場合は、バーの右クリック

メニューから選択してください。

GUI

デフォルトでは標準的な場所にある	git-gui.exe	が起動します。



バーの右クリックメニューから変更可能です。

右クリックメニューからは、タグ付け、チェリーピック、ブランチ

名/コミットIDのコピー、ZIPアーカイブの作成(Pack	コマンドの
キーでも可)、コミット情報の表示( ENTER または	ShowFileInfo	コマ
ンドのキーでも可)などを行えます。
また「一時アーカイブとして開く」では、コミットを一時アーカイ

ブとして出力し、ファイラーに戻って反対側リストで開きます。リ

ビジョンのファイルツリーを閲覧したい場合などに利用してくださ

い。

「このコミットまでの履歴を表示」では、制限数以降のコミットを

表示することができます。 更新 ボタンを押すと最初の状態に戻りま

す。

差分概略

履歴でコミットを選択すると、下部にその差分の概略が表示されま

す。

下部バーのツールボタンで、カーソル位置のファイルに対して以下

の操作を行えます。

追加 (作業ツリーのみ)
ファイルをインデックスに追加します。

取消 (インデックスのみ)
ステージングを取り消します。通常は	"git	reset	HEAD	〜"	を、
HEAD	がない場合は	"git	rm	--cached	〜"	を実行します。

コミット

ステージングされているファイルをコミットします。メッセー

ジを入力するためのダイアログが表示されます。

なお、入力欄からキーで確定したい場合は Ctrl + ENTER を押し



てください。

差分詳細 ( ENTER または	ShowFileInfo	コマンドのキーでも可)
親コミットからの差分詳細を一覧ダイアログで表示します。

編集 (FileEdit	コマンドのキーでも可)
ファイルをテキストエディタで開きます。リポジトリ内のファ

イルは	NyanFi	の一時ディレクトリに出力して開きます
("core.autocrlf=true"	なら改行をCR/LFに変換)。
なお右クリックメニューの「このファイルの内容を表示」

(TextViewer	コマンドのキーでも可)によって、内容を一覧ダイ
アログで表示することも可能。

Diff	Tool

親コミットからの差分を、git	に設定されている外部Diffツール
で表示します。

Blame

親コミットに対する	blame	を	Git	Gui	で表示します。

右クリックメニューからは、「すべての新規作成・変更・削除を追

加	(git	add	-A)」/「すべての変更・削除を追加	(git	add	-u)」(作業ツ
リーのみ)<、「すべてのステージングを取り消し」(インデックスの
み)などを行えます(コミット履歴の右クリックメニューでも可)。
また「このファイルのコミット履歴を表示」では、カーソル位置

ファイルのみについてのコミット履歴を表示できます。 更新 ボタン

または F5 キーを押すと絞り込みが解除されます。

カーソル移動などは、ファイラーやテキストビュアーで割り当てられて

いるのと同じキー操作でできます。

ブランチ一覧/コミット履歴間のフォーカス移動は、ToLeft	/



ToRight、ToParentOnLeft	/	ToParentOnRight	コマンドが割り当てられ
ているキーや、 ← 	/	 → キーで行えます。

コミット履歴/差分概略間は、ToRight	/	ToParentOnRight	コマンドの
キーや → キーで移動できます。

なお右クリックメニューは、アプリケーションキーや Shift + F10 キー

の他に、ファイラーで	ContextMenu	コマンドが割り当てられている
キーでも表示できます。

ブランチ一覧、コミット履歴、差分概略にはリストのフォント・配色が

用いられます。なお	Git	固有の配色については	オプション設定	-	フォン
ト・配色	で指定してください。

Git	補助コマンドの利用

ExeCommands	コマンドの	Git	補助コマンド	を実行すると、カレントを
作業ディレクトリとして、指定したコマンド/パラメータで	git.exe	が実
行されます。

これによって、コンソールを開かなくても	NyanFi	から直接	Git	コマン
ドを利用できます。

結果は、ログおよび定義済み変数	Buffer	に出力されます。

なお	Git	補助コマンドの結果(1行目が	"$	git	〜")を一覧ダイアログで表
示した場合、行頭部の	"*"、"|"、"/"、"\"、"_"	からなる部分はグラ
フィック表示になります(*	は「Git:	コミットマーク」の●印に、線は
「罫線の色」で描画)。また	"$	git	〜"	で始まる行は「見出しの文字色」
で、"+"	で始まる行は「Git:	+	行」、"-"	で始まる行は「Git:	-	行」の色
で表示されます。

使用例
入力したURLのリポジトリをカレントにクローン化
Input_":クローン:URL:URL"
Test_URL!=""



IfTrue

		Git_"clone	%URL%"

EndIf

ステータスをヒント表示
Git_status

Hint_!%Buffer%

WaitForKey

Hint

カーソル位置ファイルに対する変更履歴を一覧ダイアログで表示
Git_"log	--follow	-p	--	%NamePart%"

ListBuffer_"Git	Log	-	%NamePart%"

ステータスとコミット履歴をまとめて一覧ダイアログで表示
IfNotGit

		Warn_"Gitの作業ディレクトリではありません。"
		Exit

Endif

Git_status	--porcelain	--branch

Set_RES=%Buffer%

Add_RES<<""

Git_log	--graph	--decorate	--oneline

Add_RES<<%Buffer%

Set_Buffer=%RES%

ListBuffer_"Git	Status/Log	-	%CurPath%"

すべての変更内容をインデックスに追加し、入力したメッセージでコ
ミット
Input_":%CurPath%:コミットメッセージ:MSG"
Test_MSG==""

IfTrue_Exit

Git_add	-A

Set_RES=%Buffer%

Add_RES<<""

Git_commit	-m	"%MSG%"

Add_RES<<%Buffer%

Set_Buffer=%RES%

ListBuffer_"Git	Add/Commit	-	%CurPath%"



ポップアップメニューでブランチを選んでチェックアウト
Git_branch

ReplaceBuffer_/^\$	git	.*\r\n/=""

PopupMenu_Buffer

Test_MenuIndex!=0

IfTrue

		Set_Buffer=%MenuStr%

		MatchBuffer_/^\*/

		IfFalse

				Hint_"checkout	%MenuStr%"

				Git_"checkout	%MenuStr%"

		EndIf

EndIf

Exit



.nyanfi	ファイルによるファイラー設定

ディレクトリに	.nyanfi	という名前のファイルを置くと、カレント側で
そのディレクトリに移動したとき、ファイラー設定を自動的に変更でき

ます(隠し属性にして非表示の場合にも有効)。
また、別のタブに移ったとき、反対側ディレクトリに対しても、ソート

方法(SortMode)とパスマスク(PathMask)については、その	.nyanfi	設定が
適用されます。

オプション設定	-	一般2	-	その他	で「.nyanfi	がない場合、上位から継
承」がチェックされていると、移動したディレクトリに	.nyanfi	がな
かった場合、親ディレクトリへ(ルートまで)さかのぼって検索し、見つ
かったらその内容を適用します。

また、「ユーザ名別を作成」がチェックされていると、現在のユーザ名

にしたがって	".nyanfi_ユーザ名"	という名前で	.nyanfi	ファイルを作成
し、それを適用します。これにより、共有フォルダを複数ユーザで利用

するような場合、ユーザごとに設定を分けられます。

ファイラーで	DotNyanDlg	コマンドを実行すると、.nyanfi	ファイルの
設定ダイアログが開き、カレント側ディレクトリの	.naynfi	ファイルを
作成/変更/削除できます。
カレントに	.nyanfi	ファイルがない場合、 継承 ボタンを押すと、親ディ

レクトリをルートまでさかのぼって	.nyanfi	ファイルを検索し、見つ
かったらその内容を設定します。「配色」、「背景画像」、「サウン

ド」、「コマンドファイル」のボタンでは個別に、ダイアログ下端のボ

タンではすべての内容を継承して設定します。

.nyanfi	ファイルは	名前=設定値	の書式で、以下のような設定が可能で
す。直接編集してもかまいません。

ソート方法



SortMode=F|E|D|S|A|U
NaturalOrder/DscNameOrder/SmallOrder/OldOrder/DscAttrOrder=1|0

ファイルリストのソート方法を設定します。

F	:名前順、E	:拡張子順、D	:更新日時順、S	:サイズ順、A	:属性、U	:
なし	となります。
ソート順も変えたい場合は、	 	そのまま	のチェックを外して、その
下の各チェックボックスを設定してください。

→	SortDlg

隠しファイル

ShowHideAtr=1|0

隠しファイル属性項目の表示/非表示を設定します。1	で表示、0	で
非表示となります。

→	ShowHideAtr

システムファイル

ShowSystemAtr=1|0

システムファイル属性項目の表示/非表示を設定します。1	で表
示、0	で非表示となります。
→	ShowSystemAtr

アイコン

ShowIcon=0|1|2

アイコンの表示/非表示を設定します。0	で非表示、1	で表示、2	で
フォルダアイコンのみ表示となります。

→	ShowIcon



サイズ表示

ShowByteSize=1|0

ファイルサイズ表示がバイト単位かTB/GB/MB単位かを設定しま
す。1	でバイト単位、0	でTB/GB/MB単位となります。
→	ShowByteSize

左右ディレクトリの同期変更	SyncLR=1|0

反対側の階層を同期して変更する機能の有効/無効を設定します。1
で有効、0	で無効となります。
→	SyncLR

ファイルリストの幅

ListWidth=パーセント値

ファイルリストの幅を設定します。

→	WidenCurList

パスマスク

PathMask=[:マスク名:][!]マスク[\][;[!]マスク[\]...]

パスマスクを設定します。

マスクは、;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。マスクの先
頭に	!	があると除外になります。また、末尾が	\	の場合はディレク
トリとみなされます。

説明文字列の書式でマスク名を指定すると、ドライブ情報にそれが

表示されます。無指定の場合は、マスクがそのまま表示されます。

例:PathMask=:画像:*.jpg;*.png;*gif
→	SetPathMask



GREPマスク
GrepMask=マスク

文字列検索(GREP)で検索する際のマスクを設定します。マスクは	;
(セミコロン)で区切って複数指定できます。
→	GrepSetMask

説明

Description=説明

ディレクトリについての説明です。

記述しておくと、ディレクトリについてのファイル情報に表示され

ます。

配色

Color_bgDirInf/Color_fgDirInf/Color_bgDrvInf/Color_fgDrvInf/Color_Cursor
カラー値

ファイルリストの一部の配色を個別に設定できます。ディレクトリ

を移ったとき、指定がなければ通常の配色に戻ります。

背景画像

BgImage=ファイル名

指定した画像ファイル(メタファイルは除く)を背景画像として読み
込みます。ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの
相対指定とみなされます。

オプション設定	-	デザイン	の「背景画像」が「非表示」または「デ
スクトップ背景を表示」の場合には読み込まれません。

→	LoadBgImage



サウンド

PlaySound=ファイル名

指定したサウンドファイル(.wav、.mp3、.mid)を再生します。
ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定と
みなされます。

→	PlaySound

コマンドファイル

ExeCommands=@コマンドファイル名

指定したコマンドファイルを	ExeCommands	コマンド	のパラメータ
として実行します。

セキュリティを考慮し、実行できるのは	NyanFi	ディレクトリから
相対指定のコマンドファイルに制限されます。

また、オプション設定	-	一般2	-	その他	で「.nyanfi	でのコマンド
ファイル実行を許可」がチェックされている必要があります。

なお、これが設定されていると、オプション設定	-	イベントの「カ
レントのディレクトリ変更(FL)」に設定されているコマンドは実行
されません。

	「カレントのディレクトリ変更」を抑止
Handled=1|0

これを	1	に設定すると、オプション設定	-	イベントの「カレントの
ディレクトリ変更(FL)」に設定されているコマンドが実行されませ
ん。

	隠しファイル
.nyanfi	を作成/変更する際に、隠しファイル属性を設定します。



構文強調表示定義ファイル

テキストビュアーでの構文強調表示などを、ファイルによってユーザ定

義できます。

定義ファイルは、NyanFi	実行ディレクトリに	"Highlight.INI"	という名
前で作成してください。

NyanFi	がデフォルトで対応している拡張子についても、ファイルで定
義し直すと、それが優先的に適用されます。

一旦読み込まれた定義ファイルは、内容を保持して再利用します。タイ

ムスタンプが変化していたら読み込み直します。

設定メニュー	-	[デフォルトの構文強調表示定義をコピー]	を用いると、
特定の拡張子に対するデフォルトの構文強調表示定義をクリップボード

にコピーできます( 例外的な処理もあるため、実際の動作と一致しない
場合もあり)。取得した内容を変更して定義ファイルに設定すれば、デ
フォルトの定義を拡張できます。

定義ファイルの書式は一般的なINIファイルと同様です。
ファイルの種類ごとにセクションを作り、その中に定義を記述してくだ

さい。

セクション名は、定義したいファイルの拡張子とします。拡張子は	.
(ピリオド)で区切って複数指定できます。
.	のみを指定すると、拡張子なしのファイル(ドットファイルを含む)に
マッチします。

なお	xd2txlib.dll	でバイナリ文書をテキスト表示している場合も、その
拡張子に対して定義可能です。

[.f03.f08.f90.f95]

セクション名を	CLIPBOARD	にすると、TextViewer_CB	コマンドでク



リップボードを閲覧している場合の構文強調表示を定義できます。

[CLIPBOARD]

セクション名を	TASKLOG	にすると、タスクログの構文強調表示を定
義できます。

.txt	に対する別のセクションにログファイルがマッチする可能性がある
場合は、それより前に記述してください。先にマッチしたものが優先さ

れます。

[TASKLOG]

セクション名を	HTML2TEXT	にすると、HTML→テキスト変換表示中
の構文強調表示を定義できます。

[HTML2TEXT]

セクション内では、以下のキーを利用できます。必要に応じて設定して

ください。

TargetPath
特定のパスでのみ定義を適用したい場合に指定します。

無指定の場合は、すべてのパスが対象となります。

パスは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。ドライブ名か
ら始まるフルパスで指定しますが、前方一致でマッチするので、

完全なパスの形式になっていなかったり、ファイル名部分まで及

んだりしてもかまいません。また環境変数や定義済み変数の

%ExePath%	も使えます。
TargetPath=D:\Projects\Source;E:\Backup\Source



ExcludePath
定義を適用したくないパスを指定します。

パスは、;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。ドライブ名
から始まるフルパスで指定しますが、前方一致でマッチするの

で、完全なパスの形式になっていなかったり、ファイル名部分ま

で及んだりしてもかまいません。また環境変数や定義済み変数の

%ExePath%	も使えます。
TargetPath=D:\Prog\NyanFi\tasklog

TargetName
特定のファイル名主部を持つファイルに対してのみ定義を適用し

たい場合に指定します。

完全一致ですが、大小文字は区別されません。

名前は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。
[.]	セクションで指定すると、特定のドットファイルなどに適用で
きます。

NyanFi	では、先頭のドット以降部分は拡張子ではなくファイル名
主部とみなしています。

同一拡張子に対して異なる条件で別の定義を適用したい場合は、拡張子

の末尾に	:	(コロン)で区切って任意の文字列を付加し、セクション名が
一意的になるようにしてください。

[.txt:D1]

TargetPath=D:\hoge\data1

…

[.txt:D2]

TargetPath=D:\hoge\data2

…

[.:bash]

TargetName=.bash_history

…



[.:etc]

TargetName=hogehoge

…

セクション名が	CLIPBOARD、TASKLOG	の場
合、TargetPath、ExcludePath	は無効です。

FontName
通常とは異なる等幅フォントで表示したい場合、その名前を設定

してください。

誤ってプロポーショナルフォントを設定すると表示が崩れますの

で注意してください。

FontSize
通常とは異なるフォントサイズで表示したい場合に設定してくだ

さい。

FontName="Source	Code	Pro	Medium"

FontSize=14

Comment1〜
行コメントの開始文字列です。

キー名の末尾に連番を振ることで複数指定できます。

この設定は、テキストプレビューや一覧ダイアログにも適用され

ます。

CommentEnd1=@REM

CommentEnd2=REM

CommentEnd3=::

CommentBgn1〜



CommentEnd1〜
ブロックコメントの開始/終了文字列です。
キー名の末尾に連番を振ることで複数指定できます。必ず開始/終
了を組にして指定してください。

この設定は、テキストプレビューや一覧ダイアログにも適用され

ますが、開始/終了文字列が同じだと対応できない場合がありま
す。

CommentBgn1={

CommentEnd1=}

CommentBgn2=(*

CommentEnd2=*)

先頭と末尾が同じ引用符になる場合は、全体を	"	または	'	で囲ん
でください。

CommentBgn1='"""'

CommentEnd1='"""'

CommentBgn2="'''"

CommentEnd2="'''"

ReservedPtn
予約語の正規表現パターンです。

多数になる場合でも、一行で記述してください。

ReservedPtn=\b(if|begin|else|end|function)\b

ReservedCase
予約語に対する大小文字区別の有無です。

区別する場合は	1	(デフォルト)を、区別しない場合は	0	を指定し
てください。

ReservedCase=0

NumericPtn



数値の正規表現パターンです。

NumericPtn=\b[0-9]+\b

Symbol
シンボルとみなす文字を列挙します。

Symbol={}()[]+-*/%&|^!~=<>,:;?

Strings
文字列表示のための引用符を列挙します。

Strings="'

UseEsc
Strings	で指定した引用符内でのエスケープシーケンスの有無で
す。

\	によるエスケープシーケンスがある場合は	1	(デフォルト)を、な
い場合は	0	を指定してください。
UseEsc=1

HeadlinePtn
見出し行の正規表現パターンです。マッチした行が、「見出しの

文字色」で表示されます。

無指定の場合、デフォルトのパターンがあればそれが用いられま

す。

これが指定されていて	FunctionPtn	が無指定の場合、FunctionList
コマンドを実行すると「見出し一覧」が表示されます。

またこの設定は、一覧ダイアログでの見出し表示にも適用されま

す。



HeadlinePtn=^[●○◎]\.+

ColorIniFile
指定したカラー設定ファイル(.INI)によって、テキストビュアーの
配色を一時的に変更します。

設定ファイルには、テキストビュアーの配色ダイアログ(SetColor)
や	オプション設定	-	フォント・配色	でエクスポートしたもの、あ
るいは	NyanFi	のINIファイルを利用できます。ドライブ名がない
場合、NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみなされます。
ColorIniFile=DarkColor.INI

CommentCol、ReservedCol、NumericCol、SymbolCol、
StringsCol、HeadlineCol
コメント、予約語、数値、シンボル、文字列、見出しを、通常と

異なる文字色で表示したい場合に設定してください。

色は、2桁の16進数によるRRGGBB形式で指定します。
なおテキストプレビューや一覧ダイアログに	CommentCol	は適用
されません。また一覧ダイアログに	HeadlineCol	は適用されませ
ん。

CommentCol=FFFF66

ReservedCol=66FFFF

KeywordPtn、KeywordPtn2
予約語以外のキーワードの正規表現パターンです。キーワードは2
種類まで指定できます。

KeywordPtn=\b(hoge|fuga|piyo)\b

KeywordPtn2=[子丑寅卯辰巳午未申酉戌亥]

KeywordCase、KeywordCase2



KeywordPtn、KeywordPtn2	で指定したキーワードに対する大小文
字区別の有無です。

区別する場合は	1	(デフォルト)を、区別しない場合は	0	を指定し
てください。

KeywordCase=0

KeywordCase2=0

KeywordCol、KeywordCol2
KeywordPtn、KeywordPtn2	で指定したキーワードの表示色です。
2桁の16進数によるRRGGBB形式で指定してください。
KeywordCol=FFFF66

KeywordCol2=66FFFF

FunctionPtn
関数一覧で表示する関数の正規表現パターンです。

FunctionPtn=^function\s+[_a-zA-Z]\w*\(

FuncNamePtn
関数一覧で、 	名前	をチェックしている場合に、関数の名前部分
を取得するための正規表現パターンです。

マッチした名前の末尾に括弧がある場合、それを除いて表示しま

す。

FuncNamePtn=\b[_a-zA-Z]\w*\(

AltBackSlash
オプション設定	-	テキストビュアー	の「"\"	を	"∖"(U+2216)で表
示」の設定内容を変更できます。

有効にする場合は	1	を、無効にする場合は	0	を指定してくださ
い。このキーがない場合は、オプション設定に従います。



PairBeginPtn1〜、PairEndPtn1〜
SearchPair	コマンドの検索で用いられる、開始行/終了行の正規表
現パターンです。

キー名の末尾に連番を振ることで複数指定できます。必ず開始/終
了を組にして指定してください。

PairBeginPtn1=^#BEGIN$

PairEndPtn1=^#END$

PairBeginPtn2=^#HEAD$

PairEndPtn2=^#FOOT$

不正な正規表現パターンが指定されていると無効になります。うまく

機能しない場合は設定を確認してください。

起動時や再読み込み時、構文強調表示定義ファイルに誤りがあった

ら、その内容がログに出力されます。

Highlight.INI	の例
[.h51.mac]

Comment1=;

ReservedPtn=\b(BIT|CREF|DATA|DB|DW|END|ENDM|EQU|INCLUDE|MACRO|ORG|PAGE)\b

ReservedCase=0

NumericPtn=\b([0-9A-F]{1,5}H)|([01]{1,8}B)\b

Symbol=,&+-%#

Strings="'

[.hoge]

TargetPath=D:\foo

ExcludePath=%ExePath%

Comment1=;

CommentBgn1=/*

CommentEnd1=*/

CommentCol=66FF66

ReservedPtn=\b(cat|dog|if|begin|else|end|function)\b|^#\w+\b

ReservedCase=1

NumericPtn=\b[0-9]+\b



Symbol=+-*/=<>

Strings="

UseEsc=0

KeywordPtn=\b(foo|bar|baz|qux)\b

KeywordCase=0

KeywordCol=FFFF66

KeywordPtn2=\b(spam|ham|eggs)\b

KeywordCase2=0

KeywordCol2=FF66FF

FunctionPtn=^function\s+[_a-zA-Z]\w*\(

FuncNamePtn=\b[_a-zA-Z]\w*\(



起動時オプション

コマンドラインの書式は以下のとおりです。

NyanFi.exe	[オプション...]	[ファイル名|ディレクトリ名]

起動時オプションが指定されている場合、すでに起動している	NyanFi
があれば、オプションが渡されます(COPYDATASTRUCT	構造体に
dwData=1	でオプション文字列を設定し、クラス名=TNyanFiForm	の
ウィンドウに	WM_COPYDATA	メッセージを送出)。
また、オプション以外にファイル名またはディレクトリ名が指定されて

いる場合、カレントでその場所を開き、ファイル名ならカーソルをそこ

に移動します。

起動時オプションが指定されていない場合、オプション設定	-	起動時
の「二重起動」で	許可	をチェックしていると、NyanFi	を二重起動でき
ます。

-L	オプション
書式:	-Lディレクトリ名
左ファイルリストのディレクトリを指定します。ディレクトリ名

に空白が含まれている場合は、ダブルクォーテーションで囲んで

ください。

L	とディレクトリ名との間に空白があると、ディレクトリ名無指
定の無効なオプション	＋	ディレクトリ名と解釈されるため、左
側ではなくカレント側で開かれてしまいます。

-R	オプション



書式:	-Rディレクトリ名
右ファイルリストのディレクトリを指定します。ディレクトリ名

に空白が含まれている場合は、ダブルクォーテーションで囲んで

ください。

R	とディレクトリ名との間に空白があると、ディレクトリ名無指
定の無効なオプション	＋	ディレクトリ名と解釈されるため、右
側ではなくカレント側で開かれてしまいます。

例:	左右のディレクトリを指定し、右側をカレントにする
NyanFi.exe	-Ld:\hoge	-R"d:\nyan\hoge	hoge"	-CR

-C	オプション
書式:	-C{L|R}
カレントを左または右側にします。

-F	オプション
書式:	-Fファイル名
カレントパスを指定ファイルのあるディレクトリにし、カーソル

をそのファイルの位置に移動します。

ファイル名に空白が含まれている場合は、ダブルクォーテーショ

ンで囲んでください。

例:	右側をカレントにし、指定ファイル位置にカーソルを移動する
NyanFi.exe	-CR	-F"d:\nyan\doko	doko.txt"

-Fオプションを用いずにファイル名を指定しても同じ結果になりま
す(V8.78	以降)。
NyanFi.exe	-CR	"d:\nyan\doko	doko.txt"



-X	オプション
書式:	-X{コマンド	|	@ファイル名}
指定したコマンドを、ExeCommands	コマンドのパラメータとし
て実行します。コマンドは	:	(コロン)で区切って複数指定できま
す。パラメータの先頭が	@	の場合、コマンドファイル名の指定に
なります。

空白が含まれている場合は、ダブルクォーテーションで囲んでく

ださい。

詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してくださ
い。

このオプションが指定されている場合、オプション設定	-	起動時
の「起動時に実行するコマンド」は無効になります。

例:	起動音を鳴らす
NyanFi.exe	-XPlaySound_start.wav

例:	指定ファイルをテキストビュアーで開き、関数一覧を表示
NyanFi.exe	-XTextViewer_"d:\hoge.txt":FunctionList

例:	カレントと検索文字列、マスクを指定し	GREP	を実行
NyanFi.exe	-Ld:\hoge	-CL	-XGrep_"にゃぁ":GrepSetMask_*.txt:GrepStart

例:	正規表現チェッカーを開く
NyanFi.exe	-XRegExChecker

例:	クリップボードの内容を電卓(非表示)で計算
NyanFi.exe	-XCalculator_CB

-M	オプション
書式:	-Mメッセージ文字列



文字列をメッセージボックスで表示します。

-Q	オプション
書式:	-Q|q
すでに起動している	NyanFi	がある場合、それを終了させてから
自身を起動します。

同じ実行ファイルの場合、再起動ということになります。

小文字(q)の場合は、INIファイルを保存せずに既存の	NyanFi	を終
了させます。

他のオプションとともに指定した場合、既存の	NyanFi	に対して
は	-Q/q	だけが機能します。

-I	オプション
書式:	-Iファイル名
デフォルトのINIファイル(実行ディレクトリ\NyanFi.INI)の代わり
に、指定したINIファイルを用いて起動します。
ドライブ名がない場合、NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみ
なされます。

指定したファイルが存在しない場合は、その名前でデフォルトの

INIファイルが新規作成されます。
なお、すでに起動している	NyanFi	に対しては機能しません。

例:	INIファイルを切り替えて再起動
NyanFi.exe	-Q	-INyanFi2.INI

INIファイルを指定しての再起動は、Restart	コマンドによっても可
能です。

デフォルトと異なるINIファイルを用いている場合、起動時のログ



や、オプション設定のタイトルバーにINIファイル名が表示されま
す。



オプション設定

設定メニュー	-	[オプション設定]	または	OptionDlg	コマンドでダイアロ
グが開きます。

設定には以下のような項目があります。

一般

一般2

マウス操作

デザイン

フォント・配色

テキストビュアー

イメージビュアー

エディタ

キー設定

関連付け

追加メニュー

外部ツール

起動時

通知・確認

コマンド

イベント

共通する操作など

F1 キーを押すと、状況依存ヘルプが表示されます。



画面右下の「検索」欄に文字列を入力すると、設定項目を検索でき

ます( Ctrl + F でフォーカス)。ラベル、チェックボックス、グルー
プボックス、ボタンのキャプションに検索語が含まれていると、そ

れらが強調表示されます(フォント・配色	「オプション設定の検索
結果」)。大小文字は区別しません。

一覧(リストボックス)にフォーカスがある場合、	 Shift + Ctrl + ↑ / ↓

キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が可能です。項目の移動は

ドラッグ＆ドロップでもできます(上下端で自動スクロール)。

.	(ドット)または	;	(セミコロン)で区切って複数の項目を設定できる
入力欄の右クリックメニューで「設定項目の編集」を選ぶと、設定

内容が一覧で表示され、項目の追加、編集、削除、並べ替えなどを

行えます。

各種パスの設定欄では、"%変数名%"	という書式で環境変数や定義
済み変数の	ExePath	を使えます。



オプション設定	-	一般

表示	／	操作	／	監視/更新	／	タスク	／	タイムスタンプの許容誤差	／	コピー動作	／	削
除/上書き動作	／	ワークリスト	／	ディレクトリ履歴	／	最近使ったファイル

	一時ディレクトリ
アーカイブ内のファイルを一時的に解凍する必用がある場合などに

使用されるディレクトリです。

この中のファイルは、仮想ディレクトリから抜けるときや、NyanFi
の起動時に、自動的に削除されます。したがって、他のソフトと共

有せずに、専用のディレクトリを指定してください。

デフォルトでは、NyanFi	のあるディレクトリに	"Temp"	というサブ
ディレクトリが作られます。

ドライブ指定がない場合	NyanFi	ディレクトリ下の相対パスとみな
されます。

なお二重起動した場合は、他の	NyanFi	と競合しないように、ディ
レクトリ名の末尾に	_	で区切って連番が付加されます。

	Migemo	ディレクトリ
インクリメンタルサーチやフィルタなどで	C/Migemo	を利用する場
合、関係ファイルをインストールしてある場所を指定します。空欄

の場合は、NyanFi	のあるディレクトリとみなされます。またドライ
ブ指定がない場合	NyanFi	ディレクトリ下の相対パスとみなされま
す。

	表示

	隠しファイルを表示
ファイルリストで隠しファイル属性のファイル(ディレクトリ)も表



示します。

→	ShowHideAtr

	システムファイルを表示
ファイルリストでシステムファイル属性のファイル(ディレクトリ)
も表示します。

→	ShowSystemAtr

	パス表示に登録名を使用
パス名を、「登録ディレクトリ」ダイアログで登録されている名前

で置換表示します。この場合、混乱しないように	<	>	で囲んで表示
します。

なお、ライブラリファイル(.library-ms)のあるディレクトリ名は「ラ
イブラリ」と表示されます。

	UNCをネットワークドライブ名に
可能な場合、リモートのUNCパスを、ネットワークドライブ名を用
いて表示します。

実際のパスと表示が異なるため注意が必要です。特別な理由がない

場合はチェックしない方がよいでしょう。

なおファイル情報には実際のUNCパスが表示されます。

	タイトルバーにカレントパスを表示
タイトルバーに、カレント側のフルパス名を表示します。

ディレクトリ区切り文字	
画面上でパスを表示する際のディレクトリ区切り文字を指定できま

す。ログウィンドウや、タスクログを表示している一覧ダイアログ

にも適用されます。

通常の日本語フォントでも、U+2216	などの代用文字を指定するこ
とでバックスラッシュを表示できます(右クリックメニューから参照



可能)。
なお内容をコピーした場合は、元の	"\"	(U+005C)	になります。

	ファイル固有のアイコンを表示
チェックすると、ファイルリストでアイコンを表示する場合に、

ファイル固有のアイコンを使用します(.exe	.ico	.cur	.ani	.lnk	.url
.library-ms)。
チェックを外すと、ファイル固有のアイコンの代わりに、拡張子に

対応するデフォルトのアイコンを表示します。

なお、ファイルリスト以外では、この設定にかかわらず固有のアイ

コンを表示します。

アイコンキャッシュ数	
ファイルリストなどでスモールアイコンを表示する場合、ファイル

固有のアイコンを指定した数までキャッシュして利用します。超過

した場合は、古いものから一旦破棄していきます。

なお、拡張子にのみ依存するアイコンについては、この設定にかか

わらず、すべてキャッシュされます。

	操作

	上下端でループ移動
ファイルリストの上下端でカーソルをループ移動します。最上行で

さらに上に移動しようとしたら最下行へ、最下行でさらに下に移動

しようとしたら最上行に移ります。

	カーソルを常に可視領域に
ファイルリスト、テキストプレビュー、ファイル情報、ログなどを

スクロールした際、カーソルが常に可視領域に入るようにします。

チェックを外すと、スクロールしてもカーソル位置は変化しません



(標準的なリストボックス動作)。

	ESCキーでヘルプを閉じる
NyanFi	のヘルプ画面を ESC キーで閉じられるようにします。

なお、 F1 キーで状況依存ヘルプを表示している場合、元画面とヘ

ルプ画面の間を F1 キーで交互に行き来できます。

	ダイアログをメイン画面の中央に表示
各種ダイアログをメイン画面の中央に表示します。手動で表示位置

を移動しても、再度開いたときには画面中央になります。

元々はマルチディスプレイ環境対策のために追加したオプションで

すが、現在では、二重起動された	NyanFi	でダイアログを開いた場
合、メインの	NyanFi	との位置差を相殺して表示しているため、不
要かもしれません。	二重起動された	NyanFi	での位置調整は、メイ
ンの	NyanFi	に対する交差面積が1/2以下の場合に適用されます。

	アクセラレータキー自動調整
メインメニューやポップアップメニュー(コンテキストメニューは除
く)で、重複することなくアクセラレータキーが付くよう自動的に調
整します。

	Altキーでメニューに移らない
チェックすると、 Alt キーを押したときにメニューにフォーカスが

移らなくなります。 Alt +英字によるメニューアクセスは可能です。
キー割り当てやファンクションキーバーの修飾キーとして Alt キー

用いる場合にチェックしてください。

なお、メニューバーが非表示の場合は不要です。

	コンボボックスの自動補完
検索語などのコンボボックスで、入力の際に自動補完を行います。



	アクティブ時にコンボボックスの状態を復元
チェックすると、編集可能なコンボボックスにフォーカスがある状

態で他のアプリケーションに移って再びアクティブになった際に、

直前のキャレット位置や選択状態を復元します。

チェックを外すと、アクティブになった際に全選択状態になりま

す。

	監視/更新

	アクティブ時に最新の情報に
NyanFi	がアクティブになったときに、自動的にファイルリストを最
新の情報に更新します。ただし、ダイアログが出ているなどでメイ

ン画面にフォーカスがない場合は更新されません。

	追加ドライブをカレントに表示
ドライブが新たに追加されると、それをカレント側に表示します。

このとき	NyanFi	が最小化されていたら、元のサイズにもどしてか
らアクティブにします。

	UNCパスをチェック
ファイルリストでUNCパスを開いていて、そこへフォーカスを移し
たり、最新の情報に更新したりした場合、あるいは新たにUNCパス
を開こうとした場合、そのUNCパスの存在チェックを行います。
チェックは、その都度スレッドを生成して行い、タイムアウト前に

ESCキーで中断できます(チェック開始して約1秒後にヒント表示)。
例えば開いているコンピュータがシャットダウンしてしまった場合

などに役立ちます。

チェックを外すと、この機能が無効になります。環境によると思い

ますが、UNCパスを開いているファイルリストへフォーカス移動な
どが遅い場合、上述を踏まえた上でチェックを外してみてくださ



い。

ディレクトリ監視間隔	
左右ファイルリストのディレクトリの変化を定期的に確認して表示

に反映します。その時間間隔を	m秒単位で指定します。0	を設定す
ると監視を行いません。

監視したいディレクトリをOSに設定しておくと、何らかの変化が
あった場合OSによって記録されるので、それを定期的に確認してい
ます。NynaFi	側は、確認のたびに対象ディレクトリに直接アクセス
しているわけではなく、OSによる記録内容をみているだけなので、
この設定によってアクセス頻度が変わるようなことはないはずで

す。

監視から除外するパス	
ディレクトリ監視間隔	に	0	より大きな値が設定されている場合で
も、ここで指定したパス以下に対しては、ディレクトリの変化を監

視しません。

指定はドライブ名から始まるフルパスで行います。	;	(セミコロン)で
区切って複数指定可能です。前方一致なので、完全なパスの形式に

なっていなくてもかまいません。例えば	"\\"	を指定すると、すべて
のUNCパスにマッチします。
ネットワークドライブなどを指定しておくとファイラーの操作性が

改善される場合があります。

なお、監視から除外されていても、タスクの終了時などには更新さ

れます。

例	 N:\;P:\\Hoge;\\FileServer\D

	タスク

最大タスク数	



バックグラウンドで同時に実行する最大タスク数(1〜4)を指定しま
す。

設定数以上のタスクを実行しようとした場合は、予約待機します。

予約待機数に制限はありません。

	タイムスタンプの許容誤差
同名ファイルの処理でタイムスタンプを比較する場合、ここで設定

した範囲内なら同じとみなします。

値はm秒単位で指定していださい。FATではタイムスタンプの精度が
2秒なので、デフォルトを2000m秒(=2秒)としています。

	コピー動作

	CD-ROMからのコピーで読込専用属性を解除
カレントが	CD-ROM	の場合、ファイルをコピーした際に読込専用属
性を解除します。

	タグをコピー
ファイル/ディレクトリをコピーした際に、設定されているタグもコ
ピーします。

同名時の自動改名書式	
同名ファイルの処理で「自動的に名前を変更」を選んだ場合の改名

書式を指定できます(拡張子はそのまま)。指定には以下の書式文字
列が使えます。

\N　カーソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名
\SN(書式)　連番(初期値と桁幅を数字で指定　例:1から始まる3
桁　001)
\DT(書式)　現在の日時	(書式:	yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月、



dd	日、hh	時、nn	分、ss	秒)
\TS(書式)　コピー元のタイムスタンプ	(書式は	\DT	と同じ)
\-　初回の改名試行では、これ以降の書式指定を無視

書式に	\SN(〜)	が含まれていなく重複を解決できなかった場合、書
式の末尾に	_\SN(1)	を付加して再改名します。
例:
　 \N(\SN(01)) 　hoge.txt	→	hoge(01).txt、hoge(02).txt	…
　 \N_\DT(mmdd)\-_\SN(1) 　hoge.txt	→	hoge_0401.txt、hoge_0401_1.txt
…

ネットワーク待ち時間	
コピー/移動元・先がネットワークドライブの場合、バックグラウン
ド・タスクで一定サイズ転送されるたびに呼ばれるコールバック関

数に待ち時間を入れタイムスライスを譲ることによって、ファイ

ラー操作の滞りを改善します。コールバック関数は1MB転送される
ごとに数十〜数百m秒間隔で呼ばれるようです。待ち時間を大きく
するほど効果がありますが、その分転送速度が遅くなります。逆に

転送速度を優先したい場合は、値を小さくしてください。デフォル

トでは、操作性を優先した設定になっています。

通常待ち時間	
コピー/移動元・先がネットワーク以外の通常ドライブの場合の待ち
時間を指定します。

アクセスの遅いドライブでは、ある程度の待ち時間を入れないと操

作が重くなります。

	秒以上無操作なら待ち時間を最小に
指定した秒数以上、キーやマウス操作をしなかった場合、ネット

ワーク待ち時間と通常待ち時間を両方とも最小(転送速度が約64MB/
秒以上なら	0	そうでなければ	1ms)にして高速実行になります。



その場合、タスクマネージャでは「高速実行」と表示され、また

ファイラーのタスク表示部では、進捗バーの左に■マークが出ま
す。

何らかの操作をすると、再び指定待ち時間に戻ります。

なお、0	を指定するとこの機能は無効になります。

	キャッシュ・リソースをバイパスし、バッファーなしI/Oを使用
システムI/Oのキャッシュ・リソースをバイパスし、バッファーなし
I/Oを使用してコピーを行います。
サイズの大きなファイルのコピーや、ネットワーク越しのコピー動

作が改善されるかもしれません。なお、サイズが10MB以下のファ
イルに対しては適用されません。

	アーカイブからのコピーで進捗状況を表示
アーカイブ内からファイルをコピーする際に、解凍の進捗状況ダイ

アログを表示します。

ダイアログで解凍を取り消すと、コピーも中断されます。

	削除/上書き動作

	削除にごみ箱を使う
ファイルを削除する際に、ごみ箱へ入れます。

→	UseTrash

	読込専用でも強制的に上書き・削除
ファイル操作の際に、読込専用属性のファイルも強制的に上書き・

変更・削除します。

	ワークリスト



	項目をソートしない
ワークリストの項目をソートしないようにします(SortDlg	コマンド
を禁止)。WorkItemUp、WorkItemDown、WorkItemMove	コマンド
やマウスドラッグによって、項目を自由に並べ替えられます。

これが無効の場合でも、ワークリストにセパレータが含まれている

とソートされません。

	カーソル位置に登録
チェックすると、Copy	コマンドでワークリストに項目を登録する
際に、反対側のカーソル位置(点線表示)に項目が挿入されます。な
お項目の追加を可能にするため、リストの末尾に空のダミー項目が

追加表示されます。

チェックを外すと、ワークリストの末尾に項目が追加登録されま

す。

ワークリストのソートが有効な場合、この設定は無効です。

	項目の自動削除
チェックすると、ワークリストの読み込みや更新の際に、存在しな

い無効な項目が自動的に削除(登録解除)されます。
チェックを外すと、無効な項目は「無効な項目の文字色」で表示さ

れます。この場合、WorkList_DI	コマンドで無効な項目を一括削除
(登録解除)できます。

	UNCパスをチェックしない
チェックすると、ワークリストの読み込みや更新の際に、UNCパス
項目の存在チェックを行いません。

リスト表示では、サイズと更新日時が常に空欄となります。

ファイル情報は、ShowFileInfo	コマンドで強制的に取得しない限り
表示されず、その内容は保持されません。



	ディレクトリ履歴

	カーソル位置を記憶する
ディレクトリ履歴でカーソル位置を記憶し、履歴(or	スタック)を用
いる際にそれを復元します。

	履歴の存在チェックを行わない
明示的に、あるいは内部でディレクトリ履歴を参照する前に、ディ

レクトリの存在チェックを行いません。

ネットワーク・ドライブなどのために操作が滞るような場合に

チェックしてみてください。

これをチェックしていると、存在しなくなったディレクトリが履歴

に残る場合があります。BackDirHist、ForwardDirHist、PopDir	コ
マンドで存在しないディレクトリに移動しようとしたら、その項目

を削除・スキップします。また	DirHistory、DirStack	コマンドでは
警告を出してその項目を削除します。

なお全体履歴については、項目数が多くなる場合があるため、事前

の存在チェックは行っていません。

	重複する履歴を削除する
チェックすると、履歴が追加される際に、既存の重複項目が削除さ

れます。チェックを外すと、重複を調べず、単純に履歴が追加され

ます。

BackDirHist、ForwardDirHist	コマンドで履歴をたどりたい場合
は、チェックを外しておいた方がよいでしょう。

なお全体履歴については、この設定にかかわらず重複項目が削除さ

れます。

	ワークリストを履歴に含める
チェックすると、ワークリストも履歴に追加され、ディレクトリと

同様に利用できます。



	全体履歴を別ファイルに保存
チェックすると、全体としての履歴を、INIファイルではなく別ファ
イル(DirHistory.INI)に保存します。
この場合、保存する履歴数の制限がなくなります(INIファイルの場
合は100に制限)。
DirHistory_FM	で全体履歴を検索する場合にチェックするとよいで
しょう。

なお、チェックしたときに	DirHistory.INI	がすでにあった場合、そ
れを読み込むかどうかの確認が出ます。このとき「はい」を選ばな

かった場合、現在の履歴内容で上書きされますので注意してくださ

い。

履歴に入れないパス	
ここに設定した語が含まれているパスは履歴に追加されません。	;
(セミコロン)で区切って複数指定可能です。
例	 E:\;temp;backup

	最近使ったファイル

	開いたファイルを「最近使った項目」に追加
OpenByWin、OpenByApp、FileEdit、BinaryEdit	コマンドで開いた
ファイルを「最近使った項目」に明示的に追加します。

追加されたファイルは	最近使ったファイル一覧	(RecentList)に表示
されます。

※Windows	側の設定によって最近使った項目の保存が制限されてい
る場合は機能しません。

	UNCパスをチェックしない



チェックすると、最近使ったファイル一覧を取得する際に、リンク

先のUNCパスの存在チェックを行いません。
拡張子の有無だけでファイルを判別するため、正しい表示にならな

い場合があります。また日時は常に空欄となります。



オプション設定	-	一般2

ファイル情報	／	イメージプレビュー	／	テキストプレビュー	／	ログ	／	NyanFi	呼び出
しホットキー	／	キーによるダイアログの移動/サイズ変更	／	キーボードの種類	／	サウ
ンド再生	／	その他

	ファイル情報
ファイル情報の取得・表示に関する設定です。情報取得に時間がか

かってファイラー操作がもたつく場合などに設定してみてくださ

い。

ファイル情報が非表示で、かつステータスバーが非表示あるいは表

示されていても書式に	$PR(プロパティ)が用いられていない場合に
は、ファイル情報を取得しません。また、コピー・移動などで処理

中のファイルは取得が抑止されます。

なお、ファイル情報の右クリックメニューで「この項目を隠す」/
「隠した項目を戻す」を用いると、拡張子ごとに非表示にしたい項

目を設定できます。

情報を取得しないパス	
ここで指定したパス以下では、表示用のファイル情報(テキストプレ
ビューを含む)を取得しません。これは、拡張子に対する設定よりも
優先されます。

ドライブ名から始まるフルパスで指定します。;	(セミコロン)で区
切って複数指定可能です。前方一致なので、完全なパスの形式に

なっていなくてもかまいません。例えば	"\\"	を指定すると、すべて
のUNCパスにマッチします。
また、通常のパス指定以外に以下の書式文字列によるドライブ指定

も可能です。カレント(UNCの場合を除く)のドライブが該当する場
合、ファイル情報を取得しません。

$H　HDD(SSD、RAMディスク以外)



$C　CD-ROMドライブ
$R　リムーバブル・メディア
$N　ネットワーク・ドライブ
$U　USB接続のすべてのドライブ
$UH　USB接続のHDD(SSD以外)
$UC　USB接続のCD-ROMドライブ
$UR　USB接続のリムーバブル・メディア
なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定はかかわらず強制
的にファイル情報が表示されます。

例1:	 N:\;P:\\Hoge;\\FileServer\
例2:	 \\;$N;$UC;$UR

情報を取得する拡張子	
表示用ファイル情報を取得する拡張子を限定したい場合、ここで指

定してください。拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できま
す。

空欄の場合は、次の「情報を取得しない拡張子」を除くすべての拡

張子が取得対象となります。

なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定にかかわらず強制
的にファイル情報が表示されます。

情報を取得しない拡張子[:制限MB]	
ここで指定した拡張子を持つファイルは、表示用のファイル情報を

取得しません。

拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。*	を指定する
と、すべての拡張子に対してファイル情報の取得が行われなくなり

ます。

拡張子に後に	:	(コロン)で区切って制限サイズ(MB単位)を指定する
こともできます。

なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定にかかわらず強制



的にファイル情報が表示されます。

例:	 .foo.rar:10.chm:5 　.foo、10MB以上の	.rar、5MB以上の	.chm	は取
得しない

	代替データストリーム情報を表示
ファイルにNTFSの代替データストリームがある場合、そのストリー
ム名やサイズを表示します。

また	Zone.Identifier	の場合はそのテキスト内容も表示します。
Tips インターネットからダウンロードしたファイルは、
Zone.Identifier	でURLを確認できる場合があります。
OpenADS	コマンドを実行すると、代替データストリーム一覧を仮
想リストとして開いて操作できます。

	プロセス使用情報を表示
ファイルが何らかのプロセスによって使用中の場合、その名前、実

行ファイル、プロセスIDを表示します。

	イメージプレビュー

プレビューを行わないパス	
ここで指定したパス以下では、イメージプレビューを行いません(拡
張子に対する設定よりも優先)。
ドライブ名から始まるフルパスで指定します。;	(セミコロン)で区
切って複数指定可能です。前方一致なので、完全なパスの形式に

なっていなくてもかまいません。例えば	"\\"	を指定すると、すべて
のUNCパスにマッチします。
また、通常のパス指定以外に以下の書式文字列によるドライブ指定

も可能です。カレント(UNCの場合を除く)のドライブが該当する場



合、プレビューを行いません。

$C　CD-ROMドライブ
$R　リムーバブル・メディア
$N　ネットワーク・ドライブ
$U　USB接続のすべてのドライブ
$UC　USB接続のCD-ROMドライブ
$UR　USB接続のリムーバブル・メディア

なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定はかかわらず強制
的にプレビューがファイル情報とともに表示されます。

プレビューを行う拡張子	
イメージプレビューを行う拡張子を限定したい場合、ここで指定し

てください。拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。
なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定はかかわらず強制
的にプレビューがファイル情報とともに表示されます。

プレビューを行わない拡張子[:制限MB]	
ここで指定した拡張子を持つファイルは、イメージプレビューを行

いません。

拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。また拡張子に後
に	:	(コロン)で区切って制限サイズ(MB単位)を指定することもでき
ます。

なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定はかかわらず強制
的にプレビューがファイル情報とともに表示されます。

例:	 .vob.raw:10 　.vod、10MB以上の	.raw	はプレビューしない

	ディレクトリは特大アイコンを表示
ディレクトリに対するイメージプレビューに特大アイコン(可能なら
サムネイル)を表示します。チェックを外すと、サイズ16〜64のアイ
コン表示になります。



	ZIP内の画像を表示
ZIPアーカイブ(.zip、.cbz、.epub、.gdtf	に対応)内に適当な画像があ
れば、それを表示します。

複数の画像がある場合、ファイル名に

"thumbnail"、"cover"、"title"、"page"	が含まれるものを優先します。
なお、パスワードが設定されている場合や、実行ファイルなどが含

まれているアーカイブでは表示されません。

	アニメGIFに対応
アニメーションGIFの表示に対応します。
この場合、.GIF	ファイルの処理にスレッドを利用しませんので、サ
イズなどによっては時間がかかるかもしれません。また縮小された

場合、表示がきたなくなることがあります。

	マウスポインタを設定
.cur、.ani	ファイルを表示しているプレビュー上でのマウスポイン
タが一時的に変更されます。

この状態でマウスの左ボタンを押すと、ホットスポットに赤い十字

線が表示されます。

	テキストプレビュー

	有効
ファイル情報が取得されていて、テキストファイルの場合、プレ

ビュー表示を行います。

ファイル情報が非表示(ShowProperty_OFF)でも、プレビューが表示
(ShowPreview_ON)の場合、テキストと思われる拡張子のファイルに
ついては、(ファイル情報を取得して)プレビュー表示を試みます。



最大行数	
プレビュー表示する最大行数を指定します。0	を指定するとすべて
表示します。

通常10000行ぐらいはストレスなく表示できると思います。
なお、1000以上に設定している場合、最大行数を超えるテキストの
ファイル情報に「推定行数」が表示されます。

値は、読み込んだ部分の平均行サイズでファイルサイズを割り、有

効数字2桁で切り捨てています。ファイル内容によっては、かなり誤
差が出る場合がありますので、だいたいの目安としてください。

	末尾分割表示
テキストプレビューを上下に分割し、テキストの末尾を指定行数分

だけ表示します。

	行以上なら分割で、分割表示を有効にする行数を指定できま
す。

なお、「最大行数」を超えるファイルでも実際の末尾が表示されま

すが、総行数が不明なため、行番号は最終行からの相対表示(負数)
になります。

表示/非表示の切り替えは、テキストプレビューの右クリックメ
ニューからも可能です。

	アーカイブ内のファイル情報/プレビューを表示(一時解凍)
アーカイブ内のファイルについても、上述の設定にしたがってファ

イル情報やプレビューの表示を行います。そのために、ファイルを

一時ディレクトリ下に解凍します。一時解凍したファイルは、アー

カイブの仮想ディレクトリから抜けるときに削除されます。

なお	ShowFileInfo	コマンド実行時には、この設定はかかわらず強制
的にファイル情報やプレビューが表示されます。



	ログ

更新間隔	
ログウィンドウの更新間隔を	m秒単位で指定します。

最大表示行数	
ログウィンドウに表示する最大行数を指定します。0	を指定すると
無制限になります。

	エラー箇所のみ表示
タスクを実行しているとき、エラーがあった箇所のみをログに出力

します。

	エラーメッセージ
OSなどからの直前のエラーメッセージをログに出力します。

	デバッグ情報
タスクでの主なファイル処理内容をタイム付きでログに出力しま

す。またアーカイバDLLを利用する際のコマンドや応答内容なども
出力されます。

ログが肥大化するため、特別な理由がない場合はチェックしない方

がよいでしょう。

この設定は、ログウィンドウの右クリックメニューからも変更でき

ます。

	スキップ項目を非表示
コピー・移動などで、スキップした項目をログに出力しません。

	処理対象をフルパスで表示
処理対象のファイル/ディレクトリ名をフルパスで表示します。



チェックを外すと、パス無しで表示します。

	ログを保存
NyanFi	の終了時にログウィンドウの内容をファイル(実行ディレク
ト\tasklog.txt)に保存します。ファイルは「保存世代数」で指定され
たファイルまでが残り、それ以前のものは削除されます。

なお、二重起動された	NyanFi	のログは、それぞれ個別に保存され
ます(tasklog2.txt、tasklog3.txt	…)。

	同日のログは追記
終了時にログを保存する際に、前回保存したファイル(tasklog.txt)の
タイムスタンプと同日だった場合、それに追記保存します。これに

よって日付ごとにログをまとめられます。	

保存世代数	
ログをファイルに保存する際の最大世代数を指定します。

	NyanFi	呼び出しホットキー
NyanFi	を呼び出すホットキーを設定します。ホットキーを押すと、
ウィンドウがアクティブ(最小化されていたら元の大きさに戻す)に
なります。

ホットキーは、 Shift Ctrl Alt Win とキーとの組み合わせで指定し

てださい。それ以外の場合は、ホットキーの登録が解除されます。

なお、NyanFi	を二重起動している場合は、最初に起動した	NyanFi
が呼び出されます。

	キーによるダイアログの移動/サイズ変更
指定した Shift Ctrl Alt の組み合わせと ↑ ↓ ← → キーによって、



各種ダイアログ(設定用は除く)を移動したり、サイズを変更(可能な
場合)したりできます。また、移動、サイズ変更のそれぞれについ
て、一回の変化量も指定可能です。

修飾キーを何も指定しないと無効になります。

	キーボードの種類
通常は「自動」にしておいてください。

キーボードの種類が誤認識されている場合、「JP」/「US」を選ぶ
と、NyanFi	から見たキーボードの種類を強制的に変更できます。
この設定は直ちに適用されます。

	サウンド再生

再生制限	
.wav、.wma、.mp3、.mid	ファイル上で ENTER キーを押したとき

(OpenStandard)、ここで指定した秒数までで再生します。

	その他

	最小化時にタスクトレイに格納
最小化したときにタスクトレイに格納します。

格納されたトレイアイコンをクリックすると、最初に起動した

NyanFi	がアクティブになります。
トレイアイコンの右クリックメニューでは、二重起動された	NyanFi
を選んでアクティブ化したり、二重起動(Duplicate)、再起動
(Restart)などが可能。
なお、右クリックメニューで終了したり、最初に起動した	NyanFi



を終了したりすると、すべての	NyanFi	が終了します。

	.nyanfi	がない場合、上位から継承
移動したディレクトリに	.nyanfi	ファイル	がなかった場合、親ディ
レクトリを(ルートまで)さかのぼって検索し、見つかったらその内
容を適用します。

	ユーザ名別に作成
チェックすると、現在のユーザ名にしたがって	".nyanfi_ユーザ名"
という名前で.nyanfi	ファイルを作成し、それを適用します。
共有フォルダを複数ユーザで利用するような場合、ユーザごとに設

定を分けられます。

	.nyanfi	でのコマンドファイル実行を許可
.nyanfi	ファイルで設定されているコマンドファイルの実行を許可し
ます。

セキュリティを考慮し、実行できるのは	NyanFi	ディレクトリから
相対指定のコマンドファイルに制限されます。

7-zip64.dll(7z.dll対応版)の対応拡張子	
7-zip64.dll	文字化け対策版(x@rgs	氏作)の7z.dll対応版を利用してい
る場合、対応したいアーカイブの拡張子(解凍のみ)を追加指定でき
ます(デフォルト:	.lzh.cab.iso.arj.chm.msi.wim)。拡張子は	.	(ピリオド)
で区切って複数指定できます。

.rar	を指定すると、unrar64j.dll/unrar64.dll	を用いずに、7-
zip64.dll(7z.dll対応版)で解凍を行います。それ以外で、他のアーカイ
バDLLが対応する拡張子については、そちらが優先されます。

※この設定は、7z.dll対応版が正しくインストールされていないと



行えません。7-zip64.dll	文字化け対策版には、通常版と7z.dll対応版
の２種類があるので注意してください。

7z.dll対応版が読み込まれていて、かつ	7z.dll	の存在が正しく認識で
きている場合、起動時のログに

	>				LOAD	7-zip64.dll		v18.06	using	7z.dll

と表示されます(Ver.18.06.00.xx	の場合)。

git.exe	(Git	for	Windows)	
Git	関連の処理で利用する	git.exe	の場所を指定します。
標準的な場所にインストールされている場合は自動的に検出されま

すが、そうでない場合は手動で設定してください。

→	Git	の利用について



オプション設定	-	マウス操作

	ファイラー
	ファイルリストでのダブルクリック
ファイルリストの項目をダブルクリックしたときの動作を指定しま

す。

「標準の	Enter	キー動作	(OpenStandard)」、「Windowsの関連付け
で開く	(OpenByWin)」、「独自の関連付けで開く	(OpenByApp)」の
いずれかを選べます。

なお、オプション設定	-	イベント	の「ファイルリストでファイル名
主部以外をダブルクリック(FL)」にコマンドが設定されている場
合、アイコン、ファイル名主部(拡張子は除く)、ディレクトリ名部
分以外をダブルクリックすると、ここで指定された動作の代わりに

イベントのコマンドが実行がされます。

	ファイルリストへのデフォルトのドロップ動作
修飾キーなしの左ドラッグによって、ファイルリストへドロップし

た場合の動作を指定します。

「Windows	標準」、「常にコピー」、「常に移動」のいずれかを選
べます。

	マウスで選択
マウスでファイルリスト項目を選択できるようにします。

選択動作は、左クリックで単独選択、 Shift +	左クリックで範囲選
択、 Ctrl +	左クリックで個別に選択状態切り替えとなります。

	ファイル名部分で選択
「マウスで選択」が有効な場合、ファイルリストでファイル名主部



をクリックしたときにのみ選択動作を行います。それ以外の部分を

左クリックすると、すべての選択が解除されます。

	アイコンで個別選択
「マウスで選択」が有効でアイコンが表示されている場合、アイコ

ンをクリックすると個別に選択状態を反転できます。

マウスホイール	
マウスホイールを回転したときに実行するコマンドを設定しま

す。 Ctrl 、 Shift キーとの組み合わせにより、4通りの動作が可能で
す。

コマンドの組み合わせをコンボボックスで選択してください。"上回
転時のコマンド/下回転時のコマンド"という書式で任意のコマンド
を設定することもできます。

例	 ToParent/BackDirHist

Windows	10	の設定で「ホバーしたときに非アクティブ	ウィンドウ
をスクロールする」をオンしている場合、フォーカスのないファイ

ルリストをマウスホイールでスクロールすると、そのリストに

フォーカスが移ります。

	ホイールによるスクロール行数
ファイルリストおよびログウィンドウでマウスホイールを回転させ

たときのスクロール行数を指定します。

ホイールボタン	
ホイールボタンを押したときに実行するコマンドを設定しま

す。 Ctrl 、 Shift キーとの組み合わせにより、4通りの動作が可能で
す。

X1ボタン	 　X2ボタン	



多ボタンマウスのX1、X2ボタンを押したときに実行するコマンドを
設定します。

コンボボックスによる選択の他、任意のコマンドを設定することも

できます。またExeCommands	コマンドを用いれば、複雑な動作も
可能です。

なお、右クリックメニューで「コマンド名の参照」が可能です(→
CopyCmdName)。

	テキストビュアー
マウスホイール	
マウスホイールを回転したときに実行するコマンドを設定しま

す。 Ctrl 、 Shift キーとの組み合わせにより、4通りの動作が可能で
す。

コマンドの組み合わせをコンボボックスで選択してください。"上回
転時のコマンド/下回転時のコマンド"という書式で任意のコマンド
を設定することもできます。

	ホイールによるスクロール行数
マウスホイールの回転によってスクロールする行数を指定します。

ホイールボタン	
ホイールボタンを押したときに実行するコマンドを設定します。

X1ボタン	 　X2ボタン	
多ボタンマウスのX1、X2ボタンを押したときに実行するコマンドを
設定します。



ホイールボタン、X1ボタン、X2ボタンでは、コンボボックスによる
選択の他、任意のコマンドを設定することもできます。

ここでのマウスホイール設定は、一覧ダイアログや、関数一覧／

ユーザ定義文字列一覧／マーク行一覧、拡張子別一覧においても有

効です(実行可能なコマンドの場合)。

	イメージビュアー
マウスホイール	
マウスホイールを回転したときに実行するコマンドを設定しま

す。 Ctrl 、 Shift キーとの組み合わせにより、4通りの動作が可能で
す。

コマンドの組み合わせをコンボボックスで選択してください。"上回
転時のコマンド/下回転時のコマンド"という書式で任意のコマンド
を設定することもできます。

ホイールボタン	
ホイールボタンを押したときに実行するコマンドを設定します。

X1ボタン	 　X2ボタン	
多ボタンマウスのX1、X2ボタンを押したときに実行するコマンドを
設定します。

ホイールボタン、X1ボタン、X2ボタンでは、コンボボックスによる
選択の他、任意のコマンドを設定することもできます。



オプション設定	-	デザイン

画面レイアウト	／	ファイルリスト	／	背景画像	／	タブバー	／	ドライブ情報の書式	／
ステータスバーの書式	／	モーダル表示効果

	画面レイアウト
ファイルリストとそれ以外の画面(プレビュー、情報、ログ)をどの
ように配置するかを選択します。

なお	FileListOnly	コマンドで、ファイルリストのみの表示に切り替
えることも可能です。

	上下に分割
ファイルリストを上下に分割して配置します。

上下分割の場合、ファイルリストの「左」「右」は、「上」「下」

に読み替えてください。

	Dir.情報も上下
「上下に分割」と同時にチェックすると、ディレクトリ情報を分け

てそれぞれのリストの上端に表示します。ディレクトリ関係は、上

側のディレクトリ情報右端に表示されます。	
チェックしないと、画面上端に左右均等でディレクトリ情報が表示

されます。

	ファイルリスト

行間	
ファイルリストの行間をピクセル単位で指定できます。

なお、内部レディングがあるフォントの場合、それを差し引いた値

が適用されます。



カーソル線幅	
ファイルリストに表示されるラインカーソルの幅をピクセル単位で

指定できます。

ラインカーソルの設定は、他の一覧などでも用いられます。

行背景α	
数値(0:透明〜255:不透明)を指定すると、カーソル行の背景にカーソ
ル色がブレンドされます。

1以上の値を設定し、かつ「カーソル線幅」を	0	にすると、ファイル
リストではラインカーソルが表示されなくなります(他の一覧などで
は、線幅=1	でカーソルを描画)。

ディレクトリ括弧文字	
ファイルリストでディレクトリ名を囲む文字列を指定できます。文

字は、そのフォントで表示できるものであれば何でもかまいませ

ん。1文字以上でも、また片方だけあるいは両方とも無しでもかまい
ません。括弧ではなく装飾記号などをアイコンに見立てて用いるの

もよいでしょう。

なお「アイコン表示」がチェックされている場合、この文字列は表

示されません。

	アイコン表示
ファイルリストにスモールアイコン(16×16)を表示します。
ファイラーの	ShowIcon	コマンドで切り替えることもできます。
なお、オプション設定	-	一般	-	表示	で「ファイル固有のアイコンを
表示」のチェックを外すと、ファイル固有のアイコンの代わりに、

拡張子に対応するデフォルトのアイコンを表示します。

アイコンが表示されている場合、「ディレクトリ括弧文字」は表示

されません。

なお	ShowIcon_FD	コマンドを用いれば、ディレクトリにだけアイコ



ンを表示することもできます。

	DIR種別
ディレクトリのサイズが未取得の場合、代わりにその種別(<DIR>	:
通常ディレクトリ/	<SYM>	:シンボリックリンク/	<JCT>	:ジャンク
ション)を表示します。

サイズ表示	
サイズ表示の書式を、GB/MB/バイト、GB/MB/KB/バイ
ト、GB/MB/KB(1024バイト未満もKB表示)のいずれかに設定できま
す。

小数桁	
ファイルやドライブのサイズをTB/GB/MB単位で表示する際の小数
点以下の桁数(0〜3)です。

	バイト表示
サイズ表示の設定にかかわらず、ファイルサイズをバイト単位でそ

のまま表示します(3桁カンマ区切り)。
ファイラーの	ShowByteSize	コマンドで切り替えることもできます。
なお、ドライブの容量などはTB/GB/MB単位で表示します。

日時の書式	
ファイルリストに表示される更新日時の書式を指定します(デフォル
ト	=	yy/mm/dd	hh:nn)。
書式には以下の指定子が使えます。

yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月(01〜12)、dd	日(01〜31)、hh	時
(00〜23)、nn	分(00〜59)、ss	秒(00〜59)
例	 yyyy-mm-dd	hh:nn:ss



	実体表示
シンボリックリンクやジャンクションの場合、リンク先実体の更新

日時を表示します。またファイルのシンボリックリンクでは、リン

ク先実体のサイズを表示します。

チェックしていない場合は、項目そのものの更新日時が表示されま

す。

この設定は、ファイル/ディレクトリ名検索における更新日付やサイ
ズの比較にも影響します。

なおこの設定にかかわらず、ワークリストに登録されているシンボ

リックリンクやジャンクションについては、常にリンク先実体の情

報が表示されます。

	ヘッダを表示
ファイルリストにヘッダを表示します。ヘッダをクリックすること

でソートを変更できます。

	▼ボタン
チェックすると、ディレクトリ情報の左端に▼ボタンが表示され、
ドライブ選択ポップアップメニューにアクセスできます。

このメニューは、DriveList_NS	コマンドでも表示できます。

	スクロールバーを隠す
ファイルリストの垂直スクロールバーを隠します。

	比率を維持
NyanFi	のウィンドウサイズを変更したときに、自動的に左右の比率
を指定したパーセント値に維持します。

設定値は、全体幅に対する左側リスト幅の比率になります(50%で左
右均等)。
なお「カレント幅を維持」がチェックされている場合は、フォーカ

ス移動にしたがって左右の比率が反転します。



	カレント幅を維持
カレント側のファイルリスト幅を維持します。リストのフォーカス

を左右に移動すると、それにともなって左右の幅が入れ替わりま

す。

	幅を固定
左右境界のマウスドラッグによるリスト幅変更を禁止します。

ただし、WidenCurList、BorderLeft、BorderRight、EqualListWidth
コマンドによる変更は可能です。

	長い名前は末尾を省略
ファイルリストで、ファイル名やディレクトリ名が長すぎて収まら

ない場合に、名前の末尾を省略します。チェックしていない場合

は、中央部分を省略します。

なお、拡張子の表示幅が	'W'	12文字分を超える場合は末尾を省略し
ます。

	拡張子を分離しない
ファイル名と拡張子を分離せずに付けて表示します。

	空白表示
ファイル名に含まれている半角空白を空白記号(open	box)で、全角空
白を四隅の欠けた四角で表示します。記号は線で描いているため、

フォントに依存しません。

表示色は、オプション設定	-	フォント・配色	の「空白記号の文字
色」で指定できます。

	結果リストに「場所」列を表示
チェックすると、各種検索の結果リストに「場所」列が表示され(カ
レント下は相対表示)、パス付きファイル名によるソートが行われま



す。

この設定

は、FindFileDlg、FindFileDirDlg、FindDirDlg、FindHardLink、FindMark
コマンドの結果リストに対して共通で適用されます。

最小列幅	 	で表示幅の最小値を指定できます。結果リストの幅が
反対側のリスト幅よりも大きい場合、左右差の1/4が列幅に加算され
ます(名前と場所の幅を拡大)。表示幅に収まらないときは順次省略
されますが、階層数が多いと末尾が欠ける場合があります。

	タグ検索では「タグ」列を表示
チェックすると、タグ検索(FindTag)の結果リストに「タグ(場所)」
列が表示されます。ただしソートは場所(パス付きファイル名)に基
づいて行われます。

この設定は、上の「結果リストに「場所」列を表示」よりも優先さ

れます。

最小列幅	 	で表示幅の最小値を指定できます。結果リストの幅が
反対側のリスト幅よりも大きい場合、左右差の1/4が列幅に加算され
ます(名前とタグの幅を拡大)。
	並びをソート	をチェックすると、複数のタグの並びをソートして
表示します。チェックしないと、設定されている順番で表示されま

す。この設定は、ファイル情報やイメージビュアーのサムネイルに

タグを表示する際にも適用されます。

	背景画像
ファイルリストの背景に、画像やデスクトップ背景を表示できま

す。

画像表示の場合、左上のコンボボックスで「2画面にわたって表示」
が選択されていると、画像1で指定した画像が左右(上下)のファイル
リストにわたって表示されます。また「それぞれに表示」が選択さ



れていると、左(上)側には画像1が、右(下)側には画像2(無指定なら
画像1)が表示されます。となりのコンボボックスでは、画像の表示
方法を指定できます。

「デスクトップ背景を表示」が選択されていると、ファイルリスト

位置のデスクトップ背景(壁紙)が表示されます。
背景色α	 	に数値(0:透明〜255:不透明)を指定すると、画像に対し
て現在のリスト背景色がブレンドされます。

	グレースケール化	をチェックすると、画像がグレースケールで表
示されます。

なお、LoadBgImage	コマンドで画像を読み込むことも可能です。
	短辺が指定サイズ以下なら常に並べて表示	をチェックすると、背
景画像の短辺が指定サイズ以下の場合、表示方法の設定にかかわら

ず「並べて表示」になります。

	スクロール時に画像を隠す	をチェックすると、ファイルリストを
スクロールしているときに背景画像を表示しないようにします。ス

クロールをやめると、復帰時間	で設定した時間後に背景が復帰しま
す。

	タブバー
タブバーは、表示メニューまたは	ShowTabBar	コマンドで表示でき
ます。

タブ幅	
タブの幅をピクセル単位で指定できます。0	を指定すると、表示内
容にしたがって自動的に幅が調整されます。

0でない値が設定されている場合、ある程度余裕があれば、左右両方
のディレクトリ名があわせて表示されます。それ以外の場合は、カ

レント側のディレクトリ名のみが表示されます。



スタイル	
タブの表示スタイル(タブ、タブ(斜)、ボタン、フラット)を指定でき
ます。

	削除ボタン
チェックすると、タブ右上隅のマウスオーバー時にタブの削除ボタ

ンが表示されます。

マウスでタブを切り替える際にの誤削除を避けたい場合はチェック

を外してください。削除は	DelTab	コマンドや右クリックメニュー
で行えます。

	▼ボタン
チェックすると、タブバーの左端に▼ボタンが表示され、タブ選択
ポップアップメニューにアクセスできます。

このメニューは、PopupTab	コマンドでも表示できます。

	ドライブ情報の書式
ファイルリストの下に表示されるドライブ情報の書式を、ルート

ディレクトリ、項目選択時、その他の場合について個別に設定でき

ます。

設定では以下の書式文字列が使えます。

　$DN　ドライブ名
　$VN　ドライブのボリュームラベル
　$US　ドライブ使用容量
　$UB　ドライブ使用容量(バイト単位)
　$UR　ドライブ使用率(%表示)
　$FS　ドライブ空き容量
　$FB　ドライブ空き容量(バイト単位)
　$FR　ドライブ空き率(%表示)



　$TS　ドライブ全体容量
　$TB　ドライブ全体容量(バイト単位)
　$TD　カレントのディレクトリ総数
　$TF　カレントのファイル総数
　$SD　ディレクトリ選択数
　$SF　ファイル選択数
　$SI　項目選択数	($SD	+	$SF)
　$SZ　選択項目の合計サイズ
　$SB　選択項目の合計サイズ(バイト単位)
　$AD　全ディレクトリ選択時に	"All"	を表示
　$AF　全ファイル選択時に	"All"	を表示
　$TP　ファイルリストのページ数	(".."	は除いて計算)
　$CP　カーソル位置のページ
　$TI　ファイルリストリストの項目総数	(".."	は除く)
　$CI　カーソル位置	(".."	は	0)
　$SM　ソートモード(名前、拡張子、日時、サイズ、属性、なし、
場所)
　$S2　ソートモード(名、拡、時、サ、属、無、場)
　$HS　隠しファイル表示で	H、システムファイル表示で	S、非表
示は	_　(全体で共通)

例	 $AD	$SD	Directories	$AF	$SF	Files	Selected	$SZ
	5	Directories				All	101	Files	Selected				789.01	KB	

ここで設定した文字列は右寄せで表示されますが、パスマスクが適

用されている場合はマスク情報が左寄せで表示されます。

	選択時はファイルリストの配色に
チェックすると、選択時にはファイルリストの「選択項目の背景

色」と「選択項目の文字色」(無効なら「リストの文字色」)でドラ
イブ情報を表示します。選択項目が表示範囲外にスクロールしてい



ても、選択中かどうかがわかりやすくなります。

	ステータスバーの書式
ステータスバーにカーソル位置のファイル情報を表示する際の書式

を設定できます。ファイラーの	SetSttBarFmt	コマンドでも設定可
能。

設定には以下の書式文字列が使えます。

　$P	　パス名
　$P2　パス名(\	を	オプション設定	-	一般1	-	表示の「ディレクトリ
区切り文字」に置換)
　$B	　パス無しファイル名
　$F	　パス付ファイル名($P	+	$B)
　$F2　パス付ファイル名($P2	+	$B)
　$Z	　サイズ	(ファイルリストの表示と同じ書式)
　$Y	　サイズ	(バイト単位、カンマ付)
　$T	　タイムスタンプ(ファイルリストの表示と同じ書式)
　$M	　マーク項目のメモ
　$S	　ソートモード(名前、拡張子、日時、サイズ、属性、なし、
場所)
　$S2　ソートモード(名、拡、時、サ、属、無、場)
　$HS　隠しファイル表示で	H、システムファイル表示で	S、非表
示は	_　(全体で共通)

　$PR(プロパティ名[,前置文字列[,後置文字列]])
　　　　ファイル情報に表示されるプロパティ(ないときは空文字
列)
　　　　　　プロパティ名:　ファイル情報に表示されるプロパティ
名(必須)
　　　　　　前置文字列:　　直前に表示する文字列	(空白を含む場



合は引用符で囲む)
　　　　　　後置文字列:　　直後に表示する文字列	(空白を含む場
合は引用符で囲む)
　　　　 ※ファイル情報が取得されていないと表示されません。

　$DV　これ以降の内容を分割して右寄せで表示

例	 $F2$DV$PR(ファイルVer.,v)$PR(画像サイズ)$PR(長さ)$PR(タイトル,"	『",』)

D:/Music/Hiroko/03_NekoMori.mp3												00:03:41		『ねこの森には帰れない』
D:/Photo/140909/DSC_1234.jpg																														960	×	720		(4	:	3)

D:/Embarcadero/Studio/19.0/Projects/NyanFi/NyanFi.exe															v11.7.2.0

時計パネル	
ここに書式を設定すると、ステータスバー右端に時計パネルが表

示されます。空欄にするとパネルが非表示になります。

ステータスバーが非表示で、画面レイアウトが「ファイルリスト

が右/左」の場合、ログウィンドウの下に時計パネルが表示されま
す。またイメージビュアーでサイドバーが表示されている場合、

サイドバーの下端に表示されます。

日付や時刻には以下の指定子が使えます。

　yyyy	年(4桁)、yy	年(2桁)、mm	月、dd	日、ddd	曜日、dddd	曜日
(完全名)、hh	時、nn	分、ss	秒
　G	元号(略)、gg	元号(完全名)、ee	元号年
また、書式文字列の任意の位置に	$EN	を記述すると、ロケールが
英語(en-US)に切り替わり、以下のような表示になります。
　ddd	曜日(Sun〜Sat)、dddd	(Sunday〜Saturday)、mmm	月(Jan〜
Dec)、mmmm	(January〜December)
なおシングル/ダブルクォーテーションで囲まれた文字はそのまま
表示されます。ここに挙げた以外にも指定子として機能する文字

があるため、英字はシングルクォーテーションで囲んでおいた方



がよいでしょう。

日付のカウントダウンとして以下の書式文字列が使えます。

$CD(yyyy/mm/dd[;タイトル])
$CD([+|-][mm/]dd[;タイトル])

yyyy/mm/dd	形式で指定した日付までの日数を、"タイトルま
で(から)n日"	の形式で表示します。
タイトルを指定しないと指定した日付が表示されます。

なお	$CD	は複数指定できます。

2番目の書式のように年を省略すると今年、月も省略すると今
月の日付とみなされます。

この場合、日付の先頭に	"+"	があれば「〜まで」、"-"	があれ
ば「〜から」の表示になるように、対象となる年/月が前後に
調整されます。なお指定日が対象月の日数より大きくなる場

合は月末の日付に自動修正されます。

例	 $CD(yyyy/mm/dd	1958/08/02;生誕)	$CD(31;月末)

2018/09/30	生誕から21,974日	月末当日

例	 $CD(yyyy/mm/dd	$CD(-1/1;元旦)	$CD(+12/31;年末)

2018/09/30	元旦から242日	年末まで93日

バッテリー状態などの表示用として以下の書式文字列も使えま

す。

$BP
バッテリー残量%	0〜100%	不明の場合は	----

$BT
バッテリー残時間	hh:mm	不明の場合は	--:--、電源接続時は
ONLINE



$PS(電源接続時:バッテリー駆動時)

電源状態を指定文字列で表示。

$NS(接続時:未接続時)

インターネット接続状況を指定文字列で表示。

例	 yyyy/mm/dd(ddd)	hh:nn│$BP	$PS( )	$NS( )

	分割境界線
指定した画像で分割境界線を描画できます。

「正」は左右リストの分割境界線および他の画面との分割境界線、

「副」はそれ以外の分割境界線です。

それぞれについて画像と境界線幅を指定できます。画像は縦長/横長
どちらでもかまいません。境界線の外形にしたがって回転(90°+左右
反転)しストレッチ表示します。また	PNG	画像ではアルファチャン
ネルに対応しています。

画像が無指定の場合は、オプション設定	-	フォント・配色で指定さ
れている「分割境界線の色」でフラットに塗られます。

なお、オプション設定	-	一般2	-	テキストプレビュー	で「末尾分割表
示」がチェックされている場合に表示される分割境界線は、「副」

ですが幅は	4px	固定となります。

	プレビューを表示
ファイラー画面にプレビューを表示します。

カーソル位置ファイルの画像やアイコン、テキスト内容が表示され

ます。

ファイラーの	ShowPreview	コマンドで切り替えることもできます。



	ファイル情報を表示
ファイラー画面にファイル情報を表示します。

ファイラーの	ShowProperty	コマンドで切り替えることもできま
す。

なお、ファイル情報が非表示で、かつステータスバーが非表示ある

いは表示されていても書式に	$PR(プロパティ)が用いられていない
場合には、ファイル情報を取得しません。

	メニューバーを表示
メニューバーを表示します。

ファイラーの	MenuBar	コマンドで切り替えることもできます。

	最大化時にタイトルバーとメニューを隠す
ウィンドウを最大化した時にタイトルバーとメニューを隠します。

この場合でも、マウスで画面の最上部をクリックすればドロップダ

ウンメニューが出ます。また、キーボードからのメニュー操作は可

能です。

画面サイズを元に戻したいときは、WinNormal	コマンドを実行する
か、 Alt +	スペースキーでシステムメニューを表示させてくださ
い。

なお、最大化した状態で	MenuBar	コマンドを実行してメニュー
バーを隠すと、ディレクトリ表示部が上に潜り込んでしまいますの

で、注意してください。

	情報パネルをフラット表示
ディレクトリ情報、ディレクトリ関係、ドライブ情報部分をフラッ

ト表示にします。

なおこれがチェックされている場合、タブバーが表示されていて、

スタイルが「タブ」または「タブ(斜)」で「タブの輪郭線」色が指
定されていると、ディレクトリ情報との間に「タブの輪郭線」色で



境界線が描画されます(アクティブなタブの底辺部分は除く)。

スクロールバー	
コンボボックスで「シンプル」、「シンプル(3/4幅)」、「シンプル
(1/2幅)」、「シンプル(画像)」のいずれかを選ぶと、配色指定可能
なリスト、一覧、ダイアログ(XMLビュアーは除く)のスクロール
バーが独自のものに変わります。

このシンプルスクロールバーは、スクロールノブだけからなり、オ

プション設定	-	フォント・配色	で「シンプルスクロールバーの背景
色」、「シンプルスクロールノブの色」、「シンプルスクロールノ

ブの輪郭色」を指定できます。この場合、「〜ノブの輪郭色」を

「無効」にすると、単純な長方形でノブが描かれます。

また「シンプル(画像)」を選ぶと、ノブの画像をダイアログで指定
できます。スクロールバーの幅は、指定画像の幅	+	2px(余裕)	か標準
幅のうち小さい方になり、ノブの表示領域に画像がストレッチ表示

されます。PNG	画像ではアルファチャンネルに対応しており、「〜
ノブの色」の上に重ねられます。「〜ノブの輪郭色」は無視されま

す。水平スクロールバーでは、指定画像を回転(90°+左右反転)して
ストレッチ表示します。

シンプルスクロールバーを利用している場合、ファイラーでインク

リメンタルサーチを行ったり、テキストビュアー/一覧ダイアログで
文字列検索を行ったりすると、ヒット位置を示す半透明の横線がス

クロールバー上に表示されます。表示色は「シンプルスクロール

バーのヒット位置」で指定できます(無効にすると非表示)。
また「シンプルスクロールバーの選択位置(FL)」を設定している
と、ファイラーで項目を選択している場合、選択位置を示す半透明

の横線がスクロールバー上に表示されます。

なおノブのサイズは全体に対する1ページ分の割合になりますが、最
小サイズの制限があるため、ノブ上にヒット/選択表示があっても現



在のページ範囲から外れている場合があります。

「標準」を選ぶと、通常のスクロールバーになります。

固定ピン	
FixTabPath	コマンドでファイルリストを固定したときに表示される
マーク文字(デフォルト: )を変更できます。
絵文字を指定した場合、実際の画面ではカラー表示になります。

	モーダル表示効果
	有効	がチェックされていると、ファイラーで何らかのダイアログ

(オプション設定やアプリケーション一覧などは除く)をモーダル表
示した場合、メイン画面全体が半透明のスクリーンで覆われます。

また	LockKeyMouse	コマンドでキーボード/マウスをロックした際
に、デスクトップ全体がスクリーンで覆われます。

スクリーンの不透明度(0:透明〜255:不透明)や色を指定できます。

デザインの

	適用	 ボタンを押すと、現在のデザイン設定が直ちに画面に反映さ

れます。



オプション設定	-	フォント・配色

フォント	／	配色	／	タイムスタンプ/サイズの配色	／	拡張子別配色	／	タグ別配色

	フォント
コンボボックスで設定対象を選び、 ... ボタンでフォントを参照して

ください。

「テキストビュアー」以外では、プロポーショナルフォントも設定

できます。

サイズは整数で指定してください(10.5	などは不可)。なお「ダイア
ログ」については最大サイズが10ポイントです(UIフォントを推
奨)。フォントやサイズによっては表示が欠けるかもしれません。

フォントに	Ricty	Diminished	〜	を指定した場合、サイズによって
は半角と全角の幅が	1:2	にならず、テキストビュアーなどで桁位置
が揃わなくなりますので注意してください。9、10、12、15、18、
21ポイントなどは大丈夫のようです。

ファンクションキーバーのボタン幅は表示文字列によって決まりま

す。幅をそろえるために、文字数が少ない場合は空白を追加して調

整していますが、「ツールボタン」にプロポーショナルフォントを

用いているとバラつく可能性があります。ボタン幅をそろえたい場

合は、等幅フォントを使用してください。

	配色
一覧で対象を選び、 ... ボタンを押して色を指定してください。

また	 	スポイトアイコンをドラッグすると、マウス位置の色を取
り込んで指定できます( ESC キーでキャンセル)。
この場合、設定グループボックスの右下に色見本が表示されます(最



後の16色は「色の設定」ダイアログで作成した色)。
色見本の表示色を変更したい場合は、設定メニュー「色見本をファ

イルに保存」で出力したファイル(Swatchbook.INI)を編集してくだ
さい(→	NyanFi	が用いるファイル)。

「リストの背景色(交互)」、「選択項目の文字色」、「ディレクト
リ(削除制限)の文字色」、「圧縮属性の文字色」、「シンプルスク
ロールノブの輪郭色」、「ドラッグ時のシンプルスクロールノブ

色」、「シンプルスクロールバーのヒット位置」、「シンプルスク

ロールバーの選択位置(FL)」、「タブの輪郭線」、「行番号境界
線」、「折り返し境界線」、「固定長表示の縦罫線」、「ツールウ

インドウの境界線」の場合、色を指定すると有効に、 無効 ボタンを

押すと無効になります。

「タブの輪郭線」を無効にすると、タブの表示スタイルが「タブ」

または「タブ(斜)」の場合、ボタンと同様の立体的な辺が描かれま
す。

「リストの背景色(交互)」は、通常のファイルリスト(背景画像なし
の場合)、コマンドファイル一覧、拡張子別一覧、最近編集/閲覧し
たファイル一覧、栞マーク一覧、ダイレクトタグジャンプの候補一

覧で、偶数行の表示に用いられます。

「ファイル情報の強調文字色」は、ファイル情報の右クリックメ

ニューで「この項目内容を強調表示」をチェックしている場合の強

調表示に用いられます。

なお「ファイル情報の〜色」は、文字情報(CharInfo)、CSV/TSV項
目の集計(CsvCalc)、デバッグウィンドウ下部(Debug)などにも用い
られます。

「ツールウインドウの境界線」を指定すると、デバッグウィンドウ

(Debug)、文字情報(CharInfo)、CSV/TSVレコード(CsvRecord)、イ



ンスペクタ(Inspector)、ビットマップビュー(BitmapView)、サブ
ビュアー(SubViewer)、浮動化されたルーペ(Loupe)/ヒストグラム
(Histogram)に、1px相当の境界線が表示されます。アクティブ/非ア
クティブで色は変わりません。Windows	10	でツールウインドウの境
界が分かりにくい場合に利用してみてください。

「アクティブな設定タブの背景色/文字色」は、オプション設定の上
部タブとキー設定の下部タブ、キー割り当て一覧(KeyList)の下部タ
ブ、コマンド名のコピー(CopyCmdName)の切り替えボタン、およ
びサブディレクトリ一覧(SubDirList)の切り替えボタンに適用されま
す。タブ数の少ない他のダイアログには適用されません。

テキストビュアーの配色については、ファイラー、テキストビュ

アーの	SetColor	コマンドでも設定・変更できます。

検索	 	欄に文字列を入力して ∨ / ∧ ボタン(or	 ↓ / ↑ キー)を押す
と一覧の内容を検索できます。

	タイムスタンプ/サイズの配色
ファイルリストでタイムスタンプやサイズを色分けできます。

コンボボックスで設定対象を選び、 ... ボタンを押して色を指定して

ください。 	スポイトアイコンをドラッグすると、マウス位置の色
を取り込んで指定できます。

色を指定すると有効、 無効 ボタンを押すと無効になります。無効の

場合、「リストの文字色」になります。

	拡張子別配色
ファイルリストでの表示色を拡張子ごとに設定できます。

拡張子を指定し、 ... ボタンを押して色を指定してください。 	ス
ポイトアイコンをドラッグすると、マウス位置の色を取り込んで指



定できます。

拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。また	.	のみを入
力すると、拡張子なし(ドットファイルを含む)の色を設定できま
す。

指定がよければ 追加 ボタンで一覧に追加してください。なお追加/
変更しようとした拡張子がすでに登録されていたら警告が出ます。

	拡張子部分のみに適用	をチェックすると、拡張子部分のみに拡張
子別配色が適用され、ファイル名主部は属性色(通常属性では「リス
トの文字色」)になります。
	拡張子部分は属性色より優先	をチェックすると、ファイル名に属
性色が適用されている場合も、拡張子部分は拡張子別配色になりま

す。

検索	 	欄に拡張子を入力すると、それが含まれる一覧の項目が選
択されます。

	タグ別配色
ファイルリスト、ファイル情報、およびイメージビュアーのサムネ

イルにタグを表示する際の文字色を個別に設定できます。

未設定の場合は「配色」の「デフォルトのタグ色」が用いられま

す。 デフォルト ボタンを押すとデフォルトに戻ります。

	反転	をチェックすると、タグの文字色/背景色を反転して表示しま
す。

タグ別配色は、タグ関係のダイアログで、一覧の右クリックメ

ニューから直接設定することも可能です。

配色の

エクスポート... ボタンを押すと、現在の配色設定をファイルに保存で

きます。



インポート... ボタンを押すと、エクスポートされたファイルや、他の

Nyanfi.INI	から、配色設定を読み込めます。
適用 ボタンを押すと、現在の設定設定がメイン画面に反映されま

す。

フォント・配色の

	適用	 ボタンを押すと、現在のフォント・配色設定が直ちに画面に

反映されます。



オプション設定	-	テキストビュアー

テキストビュアーに関する設定を行います。

折り返し幅	／	強調表示	／	HTML→テキスト変換	／	外部ビュアー

	折り返し幅
テキスト表示の場合の折り返し幅を設定します。

	ウィンドウの幅に合わせる	または	 	指定(半角単位)	のいずれかを
選択できます。

テキストビュアーでルーラを表示している場合は、任意の位置をダ

ブルクリックして設定することもできます(0以前の位置ではウィン
ドウ幅)。
ファイラー、テキストビュアーの	SetWidth	コマンドでも設定可
能。

	ルーラを表示
ルーラを表示します。

ルーラを表示している場合、任意の位置をダブルクリックすると折

り返し幅を変更できます(0以前の位置ではウィンドウ幅)。
ファイラー、テキストビュアーの	ShowRuler	コマンドでも切り替え
可能。

	情報ヘッダを下部に表示
ビュアーの情報ヘッダを下部(ステータスバーの上)に移動します。

	行番号を表示
テキスト表示の際に、行番号を表示します。

バイナリ・ダンプ表示の場合はこの設定にかかわらずアドレスが表



示されます。

ファイラー、テキストビュアーの	ShowLineNo	コマンドでも切り替
え可能。

	行カーソルを表示
現在行にラインカーソルを表示します。

	行位置を復元
前回ビュアーを閉じたときのカーソルの行位置を復元します。

ビュアーの履歴数は、NyanFi	起動中は無制限ですが、終了時に保存
されるのは最大50です。

	スクロールバーを折り返し位置に表示
折り返しがウィンドウ幅でない場合、スクロールバーを折り返し位

置の横(右側余白の左横)に表示します。

行間	
テキストの行間をピクセル単位で指定します。

左側余白	
左側の余白をピクセル単位で指定します。

ファイラー、テキストビュアーの	SetMargin	コマンドでも設定可
能。

	タブを表示
タブマークを「タブ表示色」で表示します。

ファイラー、テキストビュアーの	ShowTAB	コマンドでも設定可
能。

この設定は、テキストプレビューや一覧ダイアログでのテキスト表

示にも適用されます。



	改行を表示
改行マークを「改行表示色」で表示します。

ファイラー、テキストビュアーの	ShowCR	コマンドでも設定可能。

テキストファイルは行の集合として読み込まれるため、ファイルの

末尾に改行がない場合でも改行マークが表示されます。

タブストップ4の拡張子	
タブストップを4で表示するファイルの拡張子を指定します。拡張子
は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。
SetTab	コマンドで一時的に任意のタブストップ幅に変更することも
可能。

タブストップ	 	拡張子	
任意のタブストップ幅で表示するファイルの拡張子を指定します。

拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。
SetTab	コマンドで一時的に任意のタブストップ幅に変更することも
可能。

固定長表示の制限幅	
FixedLen	コマンドでCSV/TSVファイルを固定長表示する際の、項目
の制限幅を設定します。

1レコードが1行に収まる場合は、個々の項目で制限幅を超えていて
も制限はかかりません。1行に収まらない場合、後方の項目から順次
制限がかかり、項目内容の末尾が省略されます。

値は半角単位で指定してください(最小幅=4)。0	を指定すると無制限
になります。この値は、FixedLen	コマンドのパラメータで設定する
こともできます。

セルα	
数値(0:透明〜255:不透明)を指定すると、CSV/TSVファイルを固定長



表示している場合、カーソルのあるセルにカーソル色がブレンドさ

れます。

	カーソルを常に可視領域に
スクロールした際、カーソルが常に可視領域に入るようにします。

チェックを外すと、スクロールしてもカーソル位置は変化しませ

ん。

この設定は、一覧ダイアログでの動作にも適用されます。

	バイナリ表示でカーソル移動を16進ダンプ内に制限
バイナリ・ダンプ表示の場合、カーソル移動を16進ダンプ内に制限
し、ASCII表示部分に行かないようにします。

	カーソル位置数値のカラー表示
テキスト表示で、カーソル位置に	#rgb、#rrggbb、0xbbggrr、$bbggrr
形式の数値がある場合、それが表す色をヒント表示します。

	ダブルクリックでURLを開く
チェックすると、その行にURLが含まれていた場合にそれを開きま
す。チェックを外すと、URLをダブルクリックした場合、それが選
択されます(SelCurWord	に相当)。
なお、行末より後の部分をダブルクリックしたときはテキストビュ

アーを閉じます。

	強調表示
	コメント、予約語、シンボル、文字列、数値、見出し、ルビ
プログラムソースなどにおける強調表示の有効／無効を切り替え

ます。

コメントはテキストプレビューや一覧ダイアログでの行コメント



表示にも適用されます。

なお、構文強調表示定義ファイルを作成することによってユーザ

定義も可能です。

バイナリ強調1、2、3	
バイナリ・ダンプ表示の場合、指定した語を検索して強調表示で

きます。指定には正規表現が使えます。

検索対象は16進表記部分だけですが、対応するASCII表示部分に
も強調色が反映されます。

重複してマッチする場合、強調の優先度は	1	>	2	>	3	となります。
例	 [0189EF][0-9A-F]

強調文字色は、オプション設定	-	フォント・配色	または	SetColor	コ
マンドで設定してください。

強調表示を有効にすると描画処理が重くなります。操作性を優先し

たい場合、不要な強調表示はチェックを外してください。

	HTML→テキスト変換
HTML→テキスト変換表示(HtmlToText)の場合の設定です。
この設定は、ファイラーの	ConvertHtm2Txt	コマンドの動作にも適
用されます。

見出し文字(H1〜H6)	
見出しの前に付ける文字列を指定します。;	(セミコロン)で区切っ
て6個(H1〜H6に対応)まで指定できます。

削除するブロック要素のクラス	
削除するブロック要素のID	



指定したクラス名やIDのブロック要素を削除します。
削除対象となる要素は、<div>、<table>、<ul>、<ol>、<dl>、
<section>、<article>、<nav>	です。
クラス名は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。

<div>の前に罫線を挿入するクラス	
指定したクラス名を持つ<div>要素の前に罫線を挿入できます。
クラス名は	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。

	<section>	/	 	<article>	/	 	<nav>の前に罫線挿入
HTML5で用いられる	<section>、<article>、<nav>要素の前に罫線
を挿入できます。

	Markdown記法に変換
チェックすると、Markdown記法に準じた変換を行います。
「見出し文字」の設定は無効となり、#	を用いた表記で変換され
ます。

また、画像が	"![alt属性](ファイル名)"	という形で挿入されます(alt
無指定の場合"画像")。
定義リストでは、dd	要素の前に	":			"	が挿入されます。

	xd2txlib.dll	でテキスト表示
xd2txlib.dll	がインストールされている場合、チェックすると、各種
バイナリ文書からテキストを抽出して表示します。

.docx、.pptx、.xlsx	ファイルは実態がZIPファイルであるた
め、OpenStandard	コマンドに対してはデフォルトでアーカイブと
して認識されますので注意してください。テキストビュアーで開き

たい場合は、これらの拡張子に対して	オプション設定	-	コマンド	-



OpenStandard	-	「コマンドへの関連付け」を設定する
か、TextViewer	コマンドを使用してください。

チェックを外すと、バイナリ・ダンプ表示になります。なお、文字

列検索(GREP)	の結果リストから開いた場合は、チェック状態にか
かわらず、テキスト表示になります。

	青空文庫形式に対応する
"［＃〜］"	という書式を含むテキストファイル(.txt)を青空文庫形式
とみなし、以下のように表示します。

"［＃〜］"	部分はコメント色で、"《〜》"	部分はルビ色で表示しま
す(色は	オプション設定	-	フォント・配色	または	SetColor	コマンド
で設定)。
「字下げ」や「地からの字上げ」にほぼ対応しています。

FunctionList	コマンドでは見出し一覧を表示します。

	"\"	を	"∖"(U+2216)で表示
日本語フォントで	"\"	として表示される文字(U+005C)を、"∖"
(U+2216)	で代替表示します。
変わるのは表示だけで、コピーした際の内容などは変化しません。

フォントによってはこの文字がない場合があります。

この設定は、テキストプレビューや一覧ダイアログでのテキスト表

示にも適用されます。

テキストビュアーでの表示については、構文強調表示定義ファイル

で	AltBackSlash	キーによって個別に設定を変えることも可能です。

	.dfm	ファイルの文字列値をデコード
.dfm	(Delphiフォームファイル)で用いられる	"#文字コード"	形式の値
表記を、実際の文字列に変換して表示します。

コピーした場合、元の内容と異なりますので注意してください。



テキスト最大読込サイズ	
テキストとして読み込む際の最大読込サイズをKB単位で指定しま
す。

なおリッチテキスト(.RTF)の場合、この制限は効きません。

バイナリ最大読込サイズ	
バイナリ・ダンプ表示の際の最大読込サイズ(1〜1024MB)を指定し
ます。

SetTopAddr	コマンドで先頭アドレスを設定して再読み込みすれば、
このサイズよりも大きなファイル(4GB超も可)でも任意の部分を閲
覧できます。また、表示範囲の最上/最下行からカーソルをさらに移
動すると自動的に先頭アドレスが切り替わります。	

	メモリマップドファイルとして開く
チェックすると、バイナリ・ダンプ表示の場合メモリマップドファ

イルとして開きます。先頭アドレスからバイナリ最大読込サイズま

での範囲をメモリマッピングして参照するため、読込サイズを大き

く設定しても、先頭アドレスの変更などが高速でメモリ使用量も少

なくてすみます。閲覧中は、ファイルを開いたままになります。

チェックを外すと、最大読込サイズまで実際にメモリ上に読み込ん

で処理します。ファイルは読み込み時にのみ開かれます。

なお何らかの理由によりメモリマップドファイルとして開けなかっ

た場合、最大読込サイズを8MB以下に一時変更してメモリに読み込
みます。

	外部ビュアー
内部テキストビュアーの代わりに外部ビュアーを用いたい場合は、

ここで指定してください。

ただし、リッチテキストやバイナリ・ダンプ表示、現在のログ閲覧



(ViewLog)、末尾の閲覧(ViewTail)の場合は、内部テキストビュアー
が用いられます。

パラメータとして以下の書式文字列を使えます。

　$F	:	パス付ファイル名
　$L	:	行番号



オプション設定	-	イメージビュアー

イメージビュアーに関する設定を行います。

開いた時の初期状態	／	サムネイル	／	閉じた時に栞マークを設定

縮小・拡大アルゴリズム	
画像の縮小・拡大に用いる補間法を選択します。

メタファイルの場合、この設定にかかわらず、ベクタイメージとし

て処理されます。

なおサブビュアーに対しては適用されません(→	SubViewer)。

フィット表示時の余白幅	
フィット表示している場合の余白幅をピクセル単位で指定します。

許容フィット倍率	
フィット表示時に画像サイズが表示領域よりも小さい場合、ここで

設定した倍率の範囲内でフィット可能なら拡大表示します。そうで

ない場合は等倍表示になります。

値は100以上の整数パーセントで指定してください。100より小さい
値は100とみなされます。

見開き間隔	
見開き表示の場合の左右の間隔を、フィット表示時換算のピクセル

単位で指定します。

間隔やサイズ差による余白部分の色は、オプション設定	-	フォン
ト・配色	で設定できます(見開き表示の余白色)。

画像分割グリッド	
イメージビュアーにおいて	ShowGrid	コマンドで表示される画像分
割グリッドの、縦横の分割数を指定します。



グリッドの色は、オプション設定	-	フォント・配色	で設定できま
す。

最小表示タイム	
m秒単位で	0	より大きな値を指定すると、画像表示後にその間
NextFile、PrevFile	コマンドを受け付けません。コマンドを割り当て
たキーを押しっぱなしにすると、画像を順に見ていくことができま

す。

値に0を指定すると、処理が間に合わない場合、表示が飛ばされま
す。サムネイルを表示している場合などには、0にした方が操作しや
すいかもしれません。

	Exif情報にしたがって回転
Exif	情報の画像方向の内容にしたがって、画像を回転させて表示し
ます。

ただし	WIC	標準対応以外のコーデックを使用する場合、この設定
にかかわらず	WIC	側に処理をまかせています。

	ズーム倍率を維持する
NextFile、PrevFile	コマンドで別のファイルに移った時に、直前の
ズーム倍率を維持します。

サムネイルの表示を切り替えた場合も維持されます。

なお、アイコン表示に移った場合には維持されずに、必ず等倍表示

となります。

	カーソルをループ移動する
カーソルが先頭にあるとき	PrevFile	コマンドで最後のファイルへ、
末尾にあるとき	NextFile	コマンドで先頭のファイルへ移動します。
なお、見開き表示の場合には無効となります。

	先頭・最後でヒント表示　 	警告音



先頭または最後からさらに移動しようとした場合にヒント表示しま

す。「カーソルをループ移動する」が有効の場合、さらに

PrevFile、NextFile	コマンドを実行するとループ移動します。
なおヒント表示の際に、警告音を鳴らすことも可能です。

	情報ヘッダを下部に表示
ビュアーの情報ヘッダを下部に移動します。

サイドバーを表示している場合は、そこに表示されるの一部の情報

(インデックス、倍率など)を下部に移動します。

	ツールバーをサイドバー上に表示
ツールバーが表示状態になっている場合に、画面上部ではなく、サ

イドバーの上端に表示します。サイドバーが非表示の場合は、画面

上部に表示します。

	シークバーの始点を綴じ方向に合わす
見開き表示の場合、右綴じならシークバーの始点も右端にします。

	右綴じでNext/Prev入替
「シークバーの始点を綴じ方向に合わす」がチェックされていて、

右綴じ見開き表示で、シークバーが表示になっている場合(全画面表
示で隠れていても)、キーによる前後移動の動作(NextFile	/	PrevFile
コマンド)を入れ替えます。

	見開き表示で1ファイルずつ移動
見開き表示の場合に、2ファイルではなく1ファイルずつ移動しま
す。

なおこの設定にかかわらず、NextFile_F1	/	PrevFile_F1	(または
JumpIndex_+1	/	_-1)コマンドを利用すれば1ファイルずつ移動できま
す。



	全画面表示でマウスポインタを隠す
FullScreen	コマンドで全画面表示に切り替えた際に、マウスポイン
タを隠します。

この場合、クリックで非表示状態が解除されます。

	全画面表示でサムネイルを隠す
FullScreen	コマンドで全画面表示に切り替えた際に、サムネイルを
隠します。

全画面表示でも、Thumbnail	コマンドで表示/非表示を切り替えられ
ます。全画面表示から抜けると、以前の表示状態に戻りますが、全

画面表示時に切り替えた場合はそれが維持されます。

	アニメーションGIFを再生する
フレーム数が1より大きいGIF画像を等倍表示でアニメーション再生
します。

ただし以下の制限があります。ズーム倍率の変更、回転、グレース

ケール表示、グリッド表示、白飛び警告はできません。ルーペ、ヒ

ストグラム、カラーピッカーは利用できません。	「最小表示タイ
ム」の設定は効きません。見開き表示では通常表示になります。

場合によってはサブビュアー(→	SubViewer)で再生した方がよいで
しょう。

	開いた時の初期状態
イメージビュアーを開いた時の、画像表示の初期状態を設定しま

す。

	サムネイル



サイズ	
サムネイルの大きさをピクセル単位で指定します。

90〜160	くらいがよいでしょう。ファイルから取得されたサムネイ
ルがこのサイズよりも小さい場合、拡大はされません。

境界線幅	
サムネイル間の境界線の幅をピクセル単位で指定します。

境界線の色は、オプション設定	-	フォント・配色	で設定できます。

	スクロールバーを表示
サムネイルにスクロールバーを表示します。

	ファイル名
サムネイルの下にファイル名を右揃えで表示します。配色はファイ

ルリストの場合と同じになります。

	Exif情報
サムネイルの下に	Exif	情報を右揃えで簡略表示します。表示される
のは、F値、シャッター速度、ISO感度、露出補正です。ただし表示
幅に収まらない場合、後ろの項目が省略されます。Exif	情報がない
場合は、画像サイズを表示します。また実行ファイルやDLLの場合
は抽出アイコン数を表示します。

文字色は、オプション設定	-	フォント・配色	で設定できます。

	タグ
サムネイルの下にタグを左揃えで表示します。

文字色は、オプション設定	-	フォント・配色	の「タグ別配色」で設
定できます。

	拡張子強調



サムネイルの左上隅に拡張子を反転文字で表示します。色は拡張子

別配色にしたがいます。

カレントで	RAW	と	JPG	が混在している場合などに分かりやすくな
ります。

	アーカイブ内では一括取得しない
アーカイブ内の場合、サムネイルを一括取得しません。画像を表示

させるごとに、そのサムネイルを追加表示していきます。

	閉じた時に栞マークを設定
	有効	をチェックしていると、イメージビュアーを閉じた時に、表
示していた画像に栞マーク(Mark)を設定します。この際、カレント
の栞マークは一旦すべて解除(ClearMark)されます。

Tips アーカイブ内にマークされた画像がある場合、アーカイブ
ファイルに対して	ImageViewer	コマンドを実行すると、アーカイブ
を開いてその画像を表示します。この場合、イメージビュアーを閉

じると仮想ディレクトリから抜けます。

適用するパス	
栞マークを設定するパスを指定します。;	(セミコロン)で区切って複
数指定可能です。前方一致なので、完全なパスの形式になっていな

くてもかまいません。

無指定の場合は、すべてのパスで適用されます。

適用する拡張子	
栞マークを設定する画像の拡張子を指定します。拡張子は	.	(ピリオ
ド)で区切って複数指定できます。



メモ	
栞マークを設定する際のメモ内容を指定できます。

表示しないファイルの拡張子	
イメージビュアーで表示しないファイルの拡張子を指定します。拡

張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。
ここで指定したファイルは、ImageViewer	コマンドで開けず、また
サムネイルにもリストアップされません。



オプション設定	-	エディタ

ファイルを編集する際に使用するエディタを指定します。

FileEdit	コマンドでは、対象ファイルの拡張子を調べ、対応するイメー
ジエディタやその他のエディタがあればそれで開きます。対応するエ

ディタがない場合、ファイルがテキストとみなされればテキストエディ

タで開きます。対応するエディタが複数ある場合は、ポップアップメ

ニューで選択できます。

また	BinaryEdit	コマンドでは、バイナリエディタで対象ファイルを開
きます。

それぞれの実行ファイル入力欄は、外部からのファイルドロップを受け

付けます。ファイルのショートカット(.lnk)をドロップした場合は、リ
ンク先の	.exe	ファイルが設定されます。

テキストエディタ	／	イメージエディタ	／	バイナリエディタ	／	その他のエディタ

	テキストエディタ
テキストファイルの編集に使用するテキストエディタです。

また、文字列検索(GREP)の結果リストからエディタで開くときや、
テキストビュアーからタグジャンプ(TagJump)やダイレクトタグ
ジャンプ(TagJumpDirect)を行う際のパラメータを指定できます。
パラメータでは以下の書式文字列を使えます。

　$F	:	パス付ファイル名
　$L	:	行番号

例	 $F,$L	



	イメージエディタ
画像ファイルの編集に使用するイメージエディタ(ペイントソフト
等)です。
対応拡張子を指定してください。拡張子は	.	(ピリオド)で区切って複
数指定できます。

例	 .jpg.gif.bmp.png	

	ファイルごとに個別起動	をチェックすると、編集対象が複数ある
場合、ファイル毎に個別にイメージエディタを起動します。アプリ

ケーションがコマンドラインによる複数ファイル指定に対応してい

ない場合(mspaint.exe	など)、チェックしてみてください。実際にど
のような動作になるかは、アプリケーション側の仕様によります。

	バイナリエディタ
BinaryEdit	コマンドで使用するバイナリエディタを指定します。

	その他のエディタ
その他、バイナリ文書、サウンド、動画などの編集ソフトを任意に

指定できます。

対応拡張子とエディタを指定して 追加 ボタンを押してください。拡

張子は	.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。
一つの拡張子に対して複数のエディタを設定すると、FileEdit	コマ
ンド実行時にポップアップメニューで選択できます。

項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、項目を削除したい場

合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ / ↓ ボタンで項目を上下

に移動できます。一覧にフォーカスがある場合は、

Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで項目の削除

が可能です。なお、項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます



(上下端で自動スクロール)。
なお、実行ファイル名の代わりに追加メニューや外部ツールのエイ

リアス(サブメニューの親項目は除く)を指定することもできます。
先頭が	$	でかつ	\	を含まない場合にエイリアスとみなされます。

いずれのエディタ指定でも、実行ファイル名はフルパスで指定してくだ

さい。その際、以下の書式文字列が使えます。

　$X　NyanFi	の起動パス(末尾の	\	は無し)
　$D　NyanFi	の起動ドライブ(末尾の	\	は無し、例:	"D:")
　$$　$	そのもの
また	"%変数名%"	という書式で環境変数を用いることも可能です。



オプション設定	-	関連付け

OpenByApp	コマンドでファイルを開く際の、独自の関連付けを設定し
ます。関連付け先には以下のものを指定できます。

なお、拡張子に	\	を指定すると、ディレクトリへの関連付けになりま
す。

また	..	を指定すると、[..]	位置に対する関連付けになります。

一つの拡張子に対して複数の関連付けを行うと、OpenByApp	コマンド
実行時にポップアップメニューで選択できます。メニュー項目の順番は

一覧での表示と同じになります。なお、一覧で右クリックすると、カー

ソル位置の拡張子に対するポップアップメニューがテスト表示されま

す。

アプリケーション

アプリケーションを実行します。

... ボタンを押すと実行ファイルを参照できます。また、ファイル

ドロップによる設定も可能です。ショートカット(.lnk)を選んだ場
合はリンク先が設定されます(.exe	の場合のみ)。
ファイル名の前に	:キャプション:	という形で文字列を指定すると、
ポップアップメニュー表示時のキャプションとして用いられます

(例:	txt　:メモ帳(&M):C:\Windows\notepad.exe)。アクセラレータ
キーを設定する場合は、文字列中の任意の位置に	"&"	+	英数字	と
いう書式で記述してください。キャプションが無指定の場合は、

実行ファイル名主部になります。

起動オプションなどを指定したい場合は、外部ツールのエイリア

スや、コマンド(ExeCommands_SetExeFile	〜	ShellExecute)またはコ
マンドファイルを用いてください。

エイリアス



追加メニューまたは外部ツールのエイリアス(サブメニューの親項
目は除く)を実行します。
エイリアス名の先頭に	$	を付けて指定してください。

コマンドファイル

コマンドファイルを実行します。

ファイル名の先頭に	@	を付けて指定してください。ドライブ指定
がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定とみなされま
す。

... ボタンを押すとコマンドファイルを参照できます。また、ファ

イルドロップによる設定も可能です。

なお、拡張子	.nbt	に対してファイル名無しでただ	@	と指定する
と、カーソル位置のコマンドファイルそのものが実行されます。

コマンドファイルの詳細は「ExeCommands	コマンド」のページ
を参照してください。

コマンド

ExeCommands	コマンドを実行します。
ExeCommands_[:説明:]コマンド[:コマンド...]	の構文で指定してく
ださい。

説明は、ポップアップメニュー表示時のキャプションとして用い

られます。

セパレータ

"-"	(ハイフン)を指定すると、メニューのセパレータになります。

拡張子および関連付け先を指定して、 追加 ボタンを押してください。

一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、

削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ ↓ ボタンで、



項目を上下に移動できます。一覧にフォーカスがある場合は、

Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が可能で

す。なお、項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上下端で自
動スクロール)。
	ソート	をチェックしていると、 追加 、 変更 の際に、一覧が拡張子順

にソートされます。同じ拡張子内の項目の順番は変わりません。

なお、関連付けされていないファイルを開こうとした場合の動作は、オ

プション設定	-	コマンド	で選択できます。

例:	.jpg	ファイルに対する動作をポップアップメニューで選択
jpg		:Photoshop:C:\Program	Files	(x86)\Adobe\Photoshop\Photoshp.exe

jpg		$画像処理ユーティリティ
jpg		ExeCommands_:Exif情報出力:SetExeFile_D:\hoge\exiftool.exe:	SetExeParam_"-w	txt	$F":	ShellExecute
jpg		-

jpg		ExeCommands_:画像の変換:ConvertImage
jpg		ExeCommands_:Exif撮影日時に:SetExifTime
jpg		ExeCommands_:Exif情報の削除:DelJpgExif
jpg		-

jpg		@画像の振り分け.nbt

例:	[..]	位置での動作をポップアップメニューで選択
..		ExeCommands_:PowerShell:PowerShell

..		ExeCommands_:コマンドプロンプト:CommandPrompt

..		ExeCommands_:エクスプローラ:OpenByExp

..		ExeCommands_:Git:FileRun_"C:\Program	Files\Git\git-bash.exe"

-

..		ExeCommands_:全ディレクトリの容量計算:CalcDirSizeAll_SG



オプション設定	-	追加メニュー

ここで設定した項目は「編集メニュー」の末尾に追加されます。

また	ExPopupMenu	コマンドを実行すると、オプション設定	-	外部ツー
ル	で設定したメニュー項目と合わせて一つのポップアップメニューと
して表示されます。

エイリアスを設定しておくと、それをキーやツールボタンに割り当てた

り、関連付けやイベントで利用したりできます。

またキャプションにアクセラレータキーを設定しておけ

ば、ExeExtMenu	コマンドのパラメータとして呼び出すことも可能で
す。

追加メニューの最大登録数は100です。

キャプション、コマンド、パラメータ、アイコン、また必要なら	エイ
リアス	を指定して、 追加 ボタンを押してください。

アクセラレータキーを設定する場合は、キャプション文字列中の任意の

位置に	"&"	+	英数字	という書式で記述してください(例:	"一時ファイル
の削除(&D)")。
キャプションを	"-"	(ハイフン)にするとセパレータになります。
キャプションの先頭が	">"	の場合、サブメニューが作られ、以降の項目
はその階層に入ります。キャプションを	"<"	とすると階層が戻ります。
なお、サブメニューの親項目にエイリアスを設定しておくと、呼び出し

時にそのサブメニューだけがポップアップ表示されます(関連付けは除
く)。

一覧のチェックボックスで、メニューへの表示/非表示を切り替えられ
ます。非表示になっていても、アクセラレータキーによる	ExeExtMenu
コマンドでの呼び出しや、エイリアスによるキーやツールボタンへの割

り当ては可能です。



一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、

削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ / ↓ ボタン

で、項目を上下に移動できます。一覧にフォーカスがある場合は、

Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が可能で

す。なお、項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上下端で自
動スクロール)。
なお、エイリアスを改名すると、それを用いているキー設定や関連付け

の内容にも反映されます。

使用できるコマンドは、以下の通りです。

MaskSel
カレントパスにおいて、パラメータで指定したマスクに該当する

項目を選択します。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。末尾が	\	の
場合はディレクトリが、そうでない場合はファイルがマッチの対

象となります。

MaskDel
カレントパスにおいて、パラメータで指定したマスクに該当する

項目を削除します。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。末尾が	\	の
場合はディレクトリに、そうでない場合はファイルにマッチしま

す。

MaskCopy
カレントパスにおいて、パラメータで指定したマスクに該当する

項目を選択し、反対パスにコピーします。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。末尾が	\	の
場合はディレクトリに、そうでない場合はファイルにマッチしま

す。



MaskMove
カレントパスにおいて、パラメータで指定したマスクに該当する

項目を選択し、反対パスにコピーします。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。末尾が	\	の
場合はディレクトに、そうでない場合はファイルにマッチしま

す。

MaskPack
カレントパスにおいて、パラメータで指定したマスクに該当する

項目を選択して、反対パスにアーカイブを作成します。

マスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。末尾が	\	の
場合はディレクトリに、そうでない場合はファイルにマッチしま

す。

ExeCommands
パラメータで指定したコマンドを、ExeCommands	コマンドのパ
ラメータとして実行します。コマンドは	:	(コロン)で区切って複数
指定できます。

パラメータの先頭が	@	の場合、コマンドファイル名の指定になり
ます。

詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してくださ
い。

なお、右クリックメニューで「コマンド名の参照」が可能です(→
CopyCmdName)。
パラメータが	@	で始まるコマンドファイルか、ExeMenuFile_	で
始まるメニューファイルの場合、 ファイル編集 ボタンを押すと、テ

キストエディタでそのファイルを開けます。



オプション設定	-	外部ツール

ここで設定した項目は「ツールメニュー」の末尾に追加されます。

また	ExPopupMenu	コマンドを実行すると、オプション設定	-	追加メ
ニュー	で設定したメニュー項目を合わせて、一つのポップアップメ
ニューとして表示されます。

エイリアスを設定しておくと、それをキーやツールボタンに割り当てた

り、関連づけやイベント、その他のエディタでも利用したりできます。

またキャプションにアクセラレータキーを設定しておけば、ExeExtTool
コマンドのパラメータとして呼び出すことも可能です。

外部ツールの最大登録数は100です。

キャプション、実行ファイル、必要なら	パラメータ、作業ディレクト
リ、エイリアス	を指定して、 追加 ボタンを押してください。

実行ファイル	の ... ボタンやファイルドロップでショートカット(.lnk)を
選んだ場合は、その内容に基づいて、キャプション、実行ファイル、パ

ラメータ、作業ディレクトリが設定されます(リンク先が	.exe	の場合の
み)。
アクセラレータキーを設定する場合は、キャプション文字列中に	"&"	+
英数字	という書式で記述してください(例:	"ファイルを比較(&F)")。
キャプションを	"-"	(ハイフン)にするとセパレータになります。
キャプションの先頭が	">"	の場合、サブメニューが作られ、以降の項目
はその階層に入ります。キャプションを	"<"	とすると階層が戻ります。
なお、サブメニューの親項目にエイリアスを設定しておくと、呼び出し

時にそのサブメニューだけがポップアップ表示されます(関連付けやそ
の他のエディタは除く)。

一覧のチェックボックスで、メニューへの表示/非表示を切り替えられ
ます。非表示になっていても、アクセラレータキーによる	ExeExtTool
コマンドでの呼び出しや、エイリアスによるキーやツールボタンへの割



り当ては可能です。

一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、

削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ / ↓ ボタンで

項目を上下に移動できます。一覧にフォーカスがある場合は、

Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が可能で

す。なお、項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上下端で自
動スクロール)。
なお、エイリアスを改名すると、それを用いているキー設定や関連付け

の内容にも反映されます。

パラメータには、以下の書式文字列が使えます。

　$F　カレント側で選択されている(無ければカーソル行の)パス付ファ
イル名

　$C　カーソル行のパス付ファイル名(選択なしの場合	$F	と同じ)
　$B　$F	からパス名を除いたファイル名部分
　$N　$B	から拡張子を除いたファイル名主部
　$O　反対側で選択されているパス付ファイル名
　$P　カレントパス名	(末尾の	\	は無し)
　$Q　反対パス名	(末尾の	\	は無し)
　$R　反対側で選択中なら	$O、無選択なら	$Q\$B	(ディレクトリの比
較の結果リストでは反対側カーソル位置のパス付ファイル名)
　$X　NyanFi	の起動パス(末尾の	\	は無し)
　$D　NyanFi	の起動ドライブ(末尾の	\	は無し、例:	"D:")
　$$　$	そのもの
名前に空白が含まれている場合はダブルクォーテーションで囲まれま

す。その場合	$P	や	$Q	の直後に文字列があったら、それを含んだ全体
が囲まれます。

例えばカレントが	D:\hoge	hogo	の場合、$P\test.txt	は	"D:\hoge
hogo\test.txt"	になります。



$F、$O、$R	に該当するファイルがアーカイブ内だった場合は一時解凍
して渡されます。

$X、$D、$$	は、実行ファイルの指定にも使用できます。
$P、$Q、$X、$D、$$	は、作業ディレクトリの指定にも使用できま
す。

なお、実行ファイル、パラメータ、作業ディレクトリには、"%変数
名%"	という書式で環境変数が使えます。

例:
キャプション	 左右の同名ファイルを比較
実行ファイル	 C:\Program	Files\WinMerge\WinMergeU.exe

パラメータ	 $F	$R

キャプション	 ファイルダンプ
実行ファイル	 D:\Embarcadero\RAD	Studio\10.0\bin\tdump.exe
パラメータ	 $F	$P\$N.txt

キャプション	 7z超高圧縮
実行ファイル	 C:\Program	Files\7-Zip\7z.exe
パラメータ	 a	-t7z	-r-	-mx=9	--	$Q\$N.7z	$F



オプション設定	-	キー設定

ファイラー、INC.サーチ(インクリメンタルサーチ・モード)、テキスト
ビュアー、イメージビュアー、ログウィンドウのそれぞれについて、コ

マンドをキーに割り当てられます。

追加メニューや外部ツールの項目にエイリアスが設定されている場合、

それをファイラーのコマンドとして割り当てられます($	+	エイリアス名
で表示)。サブメニューの親項目のエイリアスでは、そのサブメニュー
がポップアップ表示されます。

ファイラー、テキストビュアーおよびイメージビュアーでは、2スト
ロークキー操作が可能です。ただしカーソル

キー、PGUP、PGDN、HOME、END、TAB	は開始キーにできません(2
ストローク目には使用可能)。一覧では、Q~P	というように	~	を付けて
表示されます。

ファイラーでは、 	選択時のみ実行	を設定できます。チェックしてい
ると、ファイルリストで項目を選択している場合にのみコマンドが実行

されます。これを利用すると、同じキーに対し選択状態によって異なる

コマンドを割り当てられます。一覧ではキーの前に	"SELECT+"	と表示
されます。

検索... ボタンを押すと、一覧で使われているキーを検索できます。入力

を促すメッセージボックスが表示されますので、探したいキーを押して

ください。最初に押したキーが既存の2ストローク操作の開始キーだっ
た場合は、続けて2ストローク目を入力できます。
見つかるとその項目が選択されます。見つからない場合はキーのみが選

択され、コマンドは空欄になります。

コマンドの中にはパラメータが必要なものや、パラメータを設定するこ



とで動作を変更できるものがあります。

パラメータ付のコマンドは、「コマンド名_パラメータ」という形で表
現されます。

コマンドに対して指定可能なパラメータはコンボボックスで選択できま

す。またコンボボックスが編集可能な場合は、右クリックメニューの

「パラメータ」からも参照可能です(キャレット位置に貼り付け)。

ファイラーにおいて Ctrl + A 〜 Z は、デフォルトで頭文字サーチ

(InitialSearch)に割り当てられています(オプション設定	-	コマンド	で修
飾キー変更可能)。これらのキーに別のコマンドを割り当てた場合は、
そちらが優先されます。

キーおよびコマンドを指定して 追加 ボタンを押してください。

コマンド選択コンボボックスの右側にはフィルタ欄があり、文字列を入

力すると、それが含まれるコマンドの候補がドロップダウン表示されま

す。フィルタ欄で ↓ キーを押すとコンボボックス側にフォーカスが移

り、候補から選択できます。

	Migemo	をチェックしていると、Migemo	モードで絞り込みを行えま
す。モード切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能です。

	未登録のみ表示	がチェックされていると、すでに登録されているコ
マンド(一覧で選択中のものは除く)は、コンボボックスに表示されませ
ん。

一覧で選択されている項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、

削除したい場合は 削除 ボタンを押してください。一覧にフォーカスが

ある場合は、 DEL キーでも削除できます。

ファンクションキーバー(→	ShowFKeyBar)を表示している場合、ボタ
ンには、キーに割り当てられているコマンド名(パラメータ部分を除く)
がデフォルトで表示されますが、変更も可能です。

一覧で、ファンクションキーが割り当てられている項目をダブルクリッ



クすると、表示名変更のための入力ボックスが表示されます(バーのボ
タンを右クリックでも可能)。設定された表示名は、一覧項目の右端に
表示されます。

検索	 	欄に文字列を入力すると、コマンドや説明にそれが含まれる
項目が選択状態になり、 ∨ / ∧ ボタン(or	 ↓ / ↑ キー)で下方向/上方向
に検索できます。

エクスポート... ボタンを押すと、現在のキー設定をファイルに保存できま

す。

インポート... ボタンを押すと、エクスポートされたファイルや、他の

Nyanfi.INI	から、キー設定を読み込めます。

コマンドやパラメータの選択コンボボックスで F1 キーを押すと、入力

されているコマンドについてのヘルプが表示されます。

なお、一覧のヘッダをクリックするとソート方法を変更できます。

一覧メニュー	-	[キー割り当て一覧]	や、KeyList	コマンドでキー割り当
て一覧を表示できます。

なお、 Alt + F / E / S / V / T / O / H キーに割り当てた場合、メインメ

ニューのアクセラレータキーが自動的に変更されます。

※現在認識されているキーボードが日本語の場合は	(JP)	と、それ以外
の場合はUSキーボードとみなして	(US)	と表示されます。キーボードの
種類によって、キー選択コンボボックスの表示(一部の記号)も切り替わ
ります。異なるキーボード環境の設定内容を利用する場合は注意してく
ださい。
なお、オプション設定	-	一般2	-	キーボードの種類	で、認識されている
種類を強制的に変更することも可能です。



オプション設定	-	起動時

NyanFi	が起動したときの初期状態などを設定します。

初期パス	-	左／右	／	ウィンドウサイズ	／	起動時に読み込むワークリスト	／	二重起動

	初期パス	-	左／右
起動した直後の、左右ファイルリストのパスとソート方法、パスマ

スクをそれぞれ設定します。

	前回終了時のパス、 	ワークリスト、 	指定パス	のいずれかを指
定できます。

なお起動時オプションを指定している場合は、そちらが優先されま

す。

パスマスクは	;	(セミコロン)で区切って複数指定できます。マスクの
先頭に	!があると除外になります(→	PathMaskDlg)。また先頭に	:文
字列:	という書式でマスク名を指定できます(無指定の場合は「起動
時」)。
例:	 :テキスト:*.txt;*.ini

	初期パスを最初のタブで開く	をチェックすると、左右の初期パス
は必ず最初のタブで開きます。

チェックしていないと、左右の初期パスと一致する既存タブがあれ

ばそれで、なければ先頭に新規タブを挿入して開きます。左右の初

期パスを「前回終了時のパス」にしている場合は、チェックしない

方がよいでしょう。

	初期パス以外のタブをホームに戻す	をチェックすると、初期パス
を設定したタブ以外のすべてのタブを、ホームに戻します(→
TabHome)。



	ウィンドウサイズ
起動時のウィンドウサイズを指定します。

	前回終了時のサイズ	または	 	指定サイズ	を選択できます。
指定サイズ	を選んだ場合、 	サイズと位置を固定	をチェックする
と、ウィンドウのサイズおよび位置の変更を禁止できます。

この設定は、最初に起動した	NyanFi	にのみ適用されます。二重起
動した場合は、前回二重起動したときの位置とサイズが復元されま

す。

なお	Windows	10	で透明な境界部分を持つテーマを用いている場
合、サイズ/位置は境界も含んだ値となっているため、見た目と一致
させるにはその分を加減する必要があります。

	起動時に読み込むワークリスト
起動時に読み込むワークリストを指定します。

	前回終了時のワークリスト	または	 	指定ワークリスト(ホーム)	を
選択できます。

指定ワークリストはホームワークリストとしても用いられ、ファイ

ラーやイメージビュアーで	HomeWorkList	コマンドによって呼び出
せます。

なおファイル名にドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリ
からの相対パスとみなされます。

	二重起動
	許可	をチェックすると、NyanFi	を二重起動できます。
ただし、起動オプションを指定した場合は二重起動されずに、最初

に起動した	NyanFi	に対して起動オプションが渡されます。



	終了時に、二重起動したNyanFiも終了する	をチェックすると、最
初に起動した	NyanFi	を終了するときに、二重起動された他の
NyanFi	をすべて終了します。
なお、この設定にかかわらず、オプション設定	-	一般2	で「最小化
時にタスクトレイに格納」がチェックされていると、トレイアイコ

ンの右クリックメニューで終了したり、最初に起動した	NyanFi	を
終了したりしたときに、すべての	NyanFi	が終了します。
また、最初に起動した	NyanFi	で	Exit_NX	コマンドを実行すると、
設定にかかわらず、二重起動した他の	NyanFi	を終了させないで終
了することができます。

二重起動した	NyanFi	では以下のような動作になります。
・タイトルに連番が付加されます(NyanFi-2、NyanFi-3	…)。
・呼び出しホットキーは、受け付けません。

・INIファイルを保存しません。オプション設定は行えず、各種ダ
イアログの設定を変更してもINIファイルには反映されません。
・終了時には、メイン画面の位置・サイズ情報などが最初に起動

した	NyanFi	に送られ、INIファイルに反映されて、次回二重起動
時にそれが復元されます。

・ログファイルは個別に保存されます(tasklog2.txt、
tasklog3.txt…)。
・

OptionDlg、SetFolderIcon、ToolBarDlg、SetColor、EditIniFile、CheckUpdate
コマンドは実行できません。

・複数起動されている状態で、最初の	NyanFi	を終了させてから
新たに二重起動した場合、そのタイトルには連番が付加されず、

最初に起動されたものとして扱われます。

※二重起動は、NyanFi	から	Duplicate	コマンドで行ってください。



また、外部から二重起動する場合は、メインの	NyanFi	の起動が完
了している状態で行ってください。短時間で連続して起動すると、

両方がメイン状態になって正常に動作しない恐れがあります。

	スプラッシュ画面を表示
起動時にスプラッシュ画面を表示します。

	仮想ドライブのマウント
起動時に、指定したローカル・ディレクトリを仮想ドライブとして

マウントできます(subst	コマンド相当)。そのドライブがすでに使わ
れている場合は適用されません。

マウントしたいドライブとディレクトリを指定して 追加 ボタンを押

してください。

※UNCパスを指定すると、切断されたネットワーク・ドライブとし
て認識されてしまうため、やめておいた方が無難です。



オプション設定	-	通知・確認

警告音	／	タスク終了時の通知音	／	検索終了時の通知音	／	ファイル監視の通知音	／	確
認メッセージ	／	その他の警告	／	ディレクトリの削除制限

	警告音
無効な操作などを行った際の警告音を独自に指定できます。無指定

の場合は、システム音が使用されます。

...	 ボタンでファイル参照、 > ボタンでテスト再生できます。

ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリから相対指定とみ
なされます。

点滅回数	 　間隔	
0	でない値を設定すると、ウィンドウのタイトルバーが点滅しま
す。これが設定されていてかつ警告音が無指定の場合、システム

音は鳴らずに点滅だけとなります。

	タスク終了時の通知音
タスク終了時の通知音です。無指定の場合は何も鳴りません。

...	 ボタンでファイル参照、 > ボタンでテスト再生できます。

ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリ下の相対パスとみ
なされます。

点滅回数	 　間隔	
0	でない値を設定すると、ウィンドウのタイトルバーが点滅しま
す。

	秒以上かかったタスクの終了時に鳴らす
タスクの処理に指定した秒数以上かかった場合にのみ終了通知音



を鳴らします。

	検索終了時の通知音
ファイル名検索、ディレクトリ名検索、文字列検索(GREP)における
検索終了時の通知音です。無指定の場合は何も鳴りません。

...	 ボタンでファイル参照、 > ボタンでテスト再生できます。

ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定と
みなされます。

	ファイル監視の通知音
ListTail、	WatchTail	コマンドで追記が検出されたときの通知音で
す。無指定の場合は何も鳴りません。

...	 ボタンでファイル参照、 > ボタンでテスト再生できます。

ドライブ指定がない場合は	NyanFi	ディレクトリからの相対指定と
みなされます。

FTPの通知音は、FTP接続ダイアログのオプションタブで設定してくだ
さい。

	確認メッセージ
ファイル操作を行おうとした際の、確認メッセージの有無を設定し

ます。

	その他
は、ConvertHtm2Txt、DelJpgExif、ExtractChmSrc、ExtractGifBmp
コマンドの確認です。

なお完全削除(CompleteDelete)の際は必ず確認メッセージが出ます
が、 	完全削除は2度確認	をチェックしていると2回確認メッセージ
が出ます。



	ワークリスト更新時の再読み込み	をチェックしていると、使用中
のワークリスト・ファイルを外部で更新した場合、NyanFi	がアク
ティブになったときや、ワークリストを開いたときに、再読み込み

を促す確認メッセージが出ます。チェックを外すと、未保存の変更

がない場合は確認なしで再読み込みを行います。

	キャンセルボタンを表示	をチェックしていると、 はい いいえ の

他に キャンセル ボタンも表示され、 ESC キーでのキャンセルが可能

になります。

	「いいえ」がデフォルトボタン	をチェックしていると、 Enter

キー押したときに「いいえ」が選択されます。なお「ディレクトリ

の削除制限」の確認メッセージについては、この設定にかかわらず

「いいえ」がデフォルトボタンになります。	
	状況に応じて表示位置を調整	をチェックしていると、状況に応じ
て、カレント側ファイルリスト/メイン画面/ダイアログのいずれか
の中央に確認メッセージが表示されます。チェックを外すと従来通

りモニタ画面中央に表示されます。

コマンドファイル内などで確認メッセージを抑止したい場合

は、MsgOff	補助コマンドを用いてください。

	その他の警告
	電源の接続切れ
電源の接続が切れたときに警告を出します。

	バッテリー低下
バッテリーの残量が指定パーセント値より下がったときに警告を

出します。

	インターネット接続切れ
インターネット接続が切れたときに警告を出します。



	メッセージをヒント表示
警告メッセージなどをヒントウィンドウで表示します。ステータス

バーを非表示にしている場合などに役立ちます。

表示時間を	m秒単位で指定できます(0だと次の操作まで表示したま
ま)。
ヒントの背景色は、オプション設定	-	フォント・配色	で設定できま
す。

	2ストロークのヒント表示
2ストローク操作の開始キーを押した時に、該当するキー操作一覧を
ヒント表示します。キーを押してから表示されるまでの待機時間を

m秒単位で指定できます(0だと表示されません)。

	無効な2ストローク操作に警告を出す
コマンドの割り当てられていない2ストローク操作を行った際に警告
を出します。

なお無効な2ストローク操作の2ストローク目が ESC キーだった場合

は、キャンセルとみなされ、警告は出ません。

	クリップボードへのコピー情報をヒント表示
テキストや画像をクリップボードへコピーした際に、コピーしたサ

イズや行/文字数をヒント表示します。
なお、テキストボックスやコンボボックスなどではヒント表示され

ません。

	二重起動されたNyanFiからの通知を表示
最初に起動された	NyanFi	がアクティブな場合、二重起動された
NyanFi	からの通知(すべてのタスクが終了、圧縮/解凍が終了、



ListTail	コマンドでの更新検出)をヒント表示します。

	ツールチップを表示
コントロールへのマウスオーバー時にツールチップを表示します。

	ディレクトリの削除制限
この一覧に登録したディレクトリは、Delete	または	CompleteDelete
コマンドで削除しようとした際に、指定したモードによる削除制限

がかかります。

追加 ボタンを押すと、ディレクトリを参照して一覧に追加できま

す。

制限モードは、 	削除禁止	または	 	確認して削除	のいずれかを選
んでください。

削除禁止	の場合、警告メッセージが出て削除できません。
確認して削除	の場合、確認メッセージ(「いいえ」がデフォルトボ
タン)で「はい」を選ぶと削除が可能になります。

制限は、登録ディレクトリのすべての上位ディレクトリにもかかり

ます。

	下位ディレクトリも制限	がチェックされていると、すべての下位
ディレクトリも制限されます。

	ファイルの削除も制限	がチェックされていると、制限ディレクト
リ内でのファイル削除も制限されます。チェックしていない場合

は、制限ディレクトリ内でもファイルは普通に削除できます。



オプション設定	-	コマンド

コマンドに固有の設定を行います。

AppList	／	BorderLeftRight	／	CompleteDelete	／	DelJpgExif	／	ExeCommandLine	／
FileEdit	／	IncSearch	／	InitialSearch	／	TaskMan	／	OpenStandard	／	OpenByApp	／
OpenByWin	／	WebSearch

	AppList
ホットキー

アプリケーション一覧を呼び出すホットキーを設定します。

ホットキーは、 Shift Ctrl Alt Win とキーとの組み合わせで指定

してださい。それ以外の場合は、ホットキーの登録が解除されま

す。

なお、NyanFi	を二重起動している場合、最初に起動した	NyanFi
のものが呼び出されます。

パラメータ	
ホットキー呼び出し時のパラメータとして、FA(一覧側)、FL(ラ
ンチャー側)、FI(INC.サーチ)、AO(一覧のみ表示)、LO(ラン
チャーのみ)、LI(ランチャーのみ(INC.))のいずれかを指定できま
す。

	他アプリ切替時に最小化
アプリケーション一覧で他のアプリケーションに切り替えたとき

に、NyanFi	を最小化します。

	BorderLeft、BorderRight
１回の移動幅	
コマンドを一回の実行した際の移動幅を設定します。



	CompleteDelete
完全削除の上書き回数	
ファイルの完全削除を行う際の上書き回数を設定します。

	DelJpgExif
	タイムスタンプを維持する
.JPGファイルからExif情報を削除する際に、タイムスタンプを元
のファイルのものに合わせます。

	ExeCommandLine
実行ファイルとみなす拡張子	
ここで指定した拡張子のファイルは、パラメータ	FN	でファイル
名が入力される際、空白を付加して末尾にカーソルが設定されま

す。無指定の場合は、ファイル名の前に空白を挿入しカーソルが

先頭に設定されます。

	FileEdit
	選択状態にかかわらずカーソル位置のみ開く
標準の動作では、選択中(無ければカーソル位置)のファイルを開
きますが、これをチェックすると、選択状態にかかわらずカーソ

ル位置のファイルのみを開きます。

また、コマンド実行後も選択状態は変わりません。

	選択を解除しない
チェックすると、コマンド実行後に選択状態を解除しません。



	IncSearch
	大小文字を区別
インクリメンタルサーチで、大文字・小文字を区別します。

	上下端でループ
ファイラーで、下方向に検索して見つからなかった場合は先頭か

ら、上方向で見つからなかった場合は最後から再検索します。

マッチ数が1だった場合は、設定にかかわらずその項目に移動しま
す。

この設定は、フィルタマスク・モードおよびテキストビュアーで

は無効です。

なおこれをチェックしていない場合でも、IncSearchTop	コマンド
によって先頭から再検索できます。

	マッチ数1で抜ける
ファイラーで、見つかった項目が一つだけだった場合、自動的に

インクリメンタルサーチ・モードから抜けます。

フィルタマスク・モード、Migemo	モードでは機能しません。

Migemo	検索開始文字数	
Migemo	モードで検索を開始する入力文字数です。
この設定は、FindTagName	コマンドや、各種一覧のフィルタで
Migemo	を用いる際にも適用されます。

	InitialSearch
	Shift	 	Ctrl	 	Alt	+	A	〜	Z	で頭文字サーチ
頭文字サーチの際の修飾キーを設定できます。

組み合わせによってはうまく動作しません。例えば Alt キー単独

などはだめでしょう。影響が広範囲に及ぶため、設定を変える場

合は十分注意してください。

なお、キーに別のコマンドが割り当てられている場合は、そちら



が優先されます。

	数字キーでもサーチ
チェックすると 0 〜 9 キーでもサーチできるようになります。

	Shift+数字キーの記号もサーチ
チェックすると 0 〜 9 キーで、数字と	Shift	時の記号(2	の	"	は除
く)とのORサーチを行います。

これらの設定は、キー設定のエクスポート／インポートにも含まれ

ます。

	TaskMan
	タスクを実行していないときはマネージャを表示しない
何もタスクを実行していないときには、タスクマネージャを表示

しません。

	OpenStandard
コマンドへの関連付け

特定のファイル拡張子に対して、標準とは異なるコマンド動作を

指定できます。

コマンドは、「Windowsの関連付けで開く	(OpenByWin)」、「独
自の関連付けで開く	(OpenByApp)」、「テキストビュアーで開く
(TextViewer)」、「エディタで開く	(FileEdit)」、「バイナリエ
ディタで開く	(BinaryEdit)」、「コマンドファイルとして実行
(ExeCommands)」、「指定コマンドを実行	(ExeCommands_)」の
いずれかを選べます。

対象拡張子は、.	(ピリオド)で区切って複数指定できます。
「指定コマンドを実行	(ExeCommands_)」の場合は、	パラメータ
に実行するコマンドを指定してください(:	(コロン)で区切って複
数指定可)。先頭が	@	の場合、コマンドファイル名になります



( ... ボタンで参照可能)。
指定がよければ 追加 ボタンを押してください。一覧で選択されて

いる項目の内容を変更したい場合は 変更 ボタンを、削除したい場

合は 削除 ボタンを押してください。また ↑ / ↓ ボタンで項目を上

下に移動できます。一覧にフォーカスがある場合は、

Shift + Ctrl + ↑ / ↓ キーで項目の上下移動、 DEL キーで削除が可

能です。なお、項目の移動はドラッグ＆ドロップでもできます(上
下端で自動スクロール)。

	タブグループ
カーソル位置がタブグループ・ファイル(通常のINIファイル以外
の	[TabList]	セクションを持つ	.INI	ファイル)の場
合、LoadTabGroup	コマンドで開きます。
	メニュー定義
カーソル位置がメニュー定義ファイル(一行目が	";[MenuFile]")の
場合、ExeMenuFile	コマンドで開きます。
	結果リスト
カーソル位置が結果リストファイル(一行目が	";[ResultList]")の場
合、LoadResultList	コマンドで開きます。

	実行後にカーソルを下に移動
実行後にカーソルを下に移動します。

ただし	ExeCommands	コマンドに関連付けた場合は、チェックし
ても移動しません。また、テキストビュアーが開かれて、

PrevFile/NextFile	や	Delete	コマンドを実行した場合は、閉じると
きに表示していたファイルの位置に移ります。

	結果リストでも通常動作
各種検索の結果リストでも通常のファイルリストと同じ動作を行

います。



ただし、[..]	位置の場合や、アーカイブまたはディレクトに入った
場合は、結果リストが解除されます。また、アーカイブ内のファ

イルに対しては無効です。

チェックを外すと、そのファイル位置への移動になります。

チェックしていて移動したい場合は、JumpTo	コマンドを用いて
ください。

	OpenByApp
	関連付けされていない場合

OpenByApp	コマンドで開こうとしたファイルが	オプション設定	-
関連付け	で設定されていない場合の動作を指定します。また対象
がディレクトリの場合にもこの指定が適用されます。

「そのまま」、「Windowsの関連付けで開く」(OpenByWin)、
「標準の	Enter	キー動作」(OpenStandard)のいずれかを選択でき
ます。

	ディレクトリの場合、標準の	Enter	キー動作
ディレクトリに対して実行した場合、「関連付けされていない場

合」の設定にかかわらず、標準の	Enter	キー動作になります。
	選択状態にかかわらずカーソル位置のみ開く
標準の動作では、選択中(無ければカーソル位置)の項目を開きま
すが、これをチェックすると、選択状態にかかわらずカーソル位

置の項目のみを開きます。

また、コマンド実行後も選択状態は変わりません。

	選択を解除しない
チェックすると、コマンド実行後に選択状態を解除しません。

ただし、「関連付けされていない場合」の設定によってWindows
の関連付けで開かれた場合は、OpenByWin	の「選択を解除しな
い」もチェックされていないと、選択状態が解除されます。



	OpenByWin
	選択状態にかかわらずカーソル位置のみ開く
標準の動作では、選択中(無ければカーソル位置)の項目を開きま
すが、これをチェックすると、選択状態にかかわらずカーソル位

置の項目のみを開きます。

また、コマンド実行後も選択状態は変わりません。

	選択を解除しない
チェックすると、コマンド実行後に選択状態を解除しません。

	WebSearch
URL	
Web	検索に用いる検索エンジンの	URL	を指定します。
URL中の書式文字列	\S	が検索語に置き換えられます。その際、日
本語などが含まれていたら	UTF-8	でエンコードされます。必要に
応じてURLパラメータを設定してください。
例:	 https://www.google.co.jp/search?q=\S&ie=UTF-8



オプション設定	-	イベント

以下のイベントが発生したときに、指定したコマンドを	ExeCommands
コマンド	のパラメータとして実行できます。
設定したいイベントを一覧で選択し、イベント発生時に実行するコマン

ド	 	にコマンドを設定してください。コマンドは	:	(コロン)で区切っ
て複数指定できます。

先頭が	@	の場合、コマンドファイルの指定になります。なお、右ク
リックメニューで「コマンド名の参照」が可能です(→
CopyCmdName)。
また、先頭	$	の場合、追加メニューまたは外部ツールで設定されている
エイリアスとみなし、その項目を実行します(サブメニューの親項目の
場合は、そのサブメニューをポップアップ表示)。

... ボタンを押すとコマンドファイル一覧(選択)画面が表示され、ファ
イルを参照できます。また、コマンド欄が	ExeMenuFile,
FileEdit、LoadWorkList、OpenByApp、OpenByWin、TextViewer	で始
まる場合は、通常のファイル選択が出ます。

コマンドファイルや、ExeMenuFile_	で始まるメニュー定義ファイルを
指定した場合、 ファイル編集 ボタンを押すと、テキストエディタでその

ファイルを開けます。

コマンドファイルや、ExeMenuFile、LoadWorkList	コマンドの対象
ファイルは、NyanFi	ディレクトリからの相対指定が可能です。

イベント名で括弧内は、コマンドが実行される画面モード(FL:ファイ
ラー、TV:テキストビュアー、IV:イメージビュアー)です。モードに固
有のコマンドを用いる際は注意してください。

検索	 	欄に文字列を入力して ∨ / ∧ ボタン(or	 ↓ / ↑ キー)を押すと



一覧の内容を検索できます。

他の	ExeCommands	コマンド実行中にイベントが発生した場合、コマン
ドは実行されません。

ただし、ExeCommands	コマンドの最後(Exit	は除く)で
FindFileDlg、FindFileDirDlg、FindDirDlg、FindHardLink、FindMark、
コマンドが実行されて結果リストが表示された場合には、「検索結果リ

ストが表示された直後(FL)」イベントのコマンドが実行されます。

最初に起動した	NyanFi	と二重起動したものとで動作を変えたい場合
は、If	文	の	Primary	条件を用いてください(例:	IfNotPrimary_Exit)。

NyanFi	起動時
NyanFi	起動時に実行されます。
なお	起動時オプション	の	-X	が指定されていた場合は、そちらが優
先されます。

NyanFi	終了時
NyanFi	終了時に実行されます。

ウィンドウが最大化された

NyanFi	のウィンドウが最大化された時に実行されます。

ウィンドウが最小化された

NyanFi	のウィンドウが最小化された時に実行されます。

ウィンドウが元のサイズに戻った

NyanFi	のウィンドウが元のサイズに戻った時に実行されます。



カレントのディレクトリ変更(FL)
ファイラーで、カレント側のディレクトリを変更したときに実行さ

れます。

なお、特定のディレクトリで表示設定などを変更したい場合は、

「.nyanfi	ファイルによるファイラー設定」を利用すると便利です。
その場合、.nyanfi	で	Handled=1	が設定されていると、このイベント
のコマンドは実行されません。

別のタブに移った(FL)
ファイラーで、別のタブに移ったときに実行されます。

左右のディレクトリが変化した後、「カレントのディレクトリ変

更」イベントよりも後に発生します。

例:	タブごとに背景画像を変更
LoadBgImage_TabImg%TabNo%.jpg

追加ドライブが開かれた(FL)
オプション設定	-	一般	-	監視/更新	の「追加ドライブをカレントに表
示」がチェックされている場合、追加ドライブがカレントで開かれ

たときに実行されます。

メモリカードを挿入した際の、データの自動転送などに便利かもし

れません。

仮想ディレクトリを開いた直後(FL)
ファイラーのカレント側で、アーカイブを仮想ディレクトリとして

開いた直後に実行されます。

仮想ディレクトリを閉じた直後(FL)
ファイラーのカレント側で、仮想ディレクトリを閉じて通常のファ

イルリストに戻った直後に実行されます。

検索結果リストが表示された直後(FL)



ファイラーで、各種検索

(FindFileDlg、FindFileDirDlg、FindDirDlg、FindHardLink、FindMark
の結果リストが表示された直後に実行されます。

ファイルリストでカーソル移動直後(FL)
ファイルリストでカーソルを移動した直後に実行されます。

頻繁に発生するので、あまり複雑な処理はしない方がよいでしょ

う。

ファイルリストでファイル名主部以外をダブルクリック(FL)
ファイルリストで、アイコン、ファイル名主部(拡張子は除く)、
ディレクトリ名部分以外をダブルクリックしたときに実行されま

す。

無指定の場合は、オプション設定	-	マウス操作	-	ファイラーの
「ファイルリストでのダブルクリック」で設定されている動作にな

ります。

ファイルリストで右クリック(FL)
ファイルリストで右クリックしたときに実行されます。

無指定の場合は、通常のコンテキストメニューが表示されます。コ

ンテキストメニューに項目を追加したい場合は、ContextMenu	コマ
ンドでメニュー定義ファイルを指定してください。

ファイルリストからのドラッグ開始時(FL)
ファイルリストから項目のドラッグを開始したときに実行されま

す。

例:	画面を右下方向に縮める
WinPos_L600;T400

ファイルリストからのドラッグ完了時(FL)
ファイルリストからのドラッグが完了したときに実行されます。



例:	画面を起動時の状態に戻す
WinPos

文字列検索(GREP)を開く直前(FL,TV)
ファイラー、テキストビュアーから文字列検索(GREP)を開く直前に
実行されます。

拡張子によって検索ファイルのマスクを設定したいような場合に利

用できます。

文字列検索(GREP)を閉じた直後(FL)
文字列検索(GREP)を閉じて、ファイルリスト表示に戻った直後に実
行されます。

WatchTailコマンドで追記検出
WatchTail	コマンドで監視中ファイルの追記が検出されたときに実
行されます。

ExeCommands	の定義済み変数	LastWatchLog	によって、検出され
たファイル名と追記内容を参照できます。

例:	コマンドラインメール送信ソフト	SMAIL	(Eva氏作)を利用した
通知メールの送信

;更新内容をメール本文として保存
Set_Buffer=%LastWatchLog%

SaveBuffer_%TmpPath%notify.txt

;通知メールを送信
SetExeFile_"D:\prog\smail.exe"

SetExeDir_%TmpPath%

SetExeOpt_OH

SetExeParam_"-i	-hsmtp.hoge.com	-fnyan@hoge.jp	-s監視ファイルが更新されました	-Fnotify.txt	neko@hoge.jp"
ShellExecute

;実行結果をログに出力
Ins_Buffer<<メール送信完了
Echo_%Buffer%



FTPホストに接続した(FL)
FTPホストに接続してファイルリストが更新されたときに実行され
ます。

FTPホストから切断した(FL)
FTPホストから切断したときに実行されます。

ファイラーのツールバーを右クリック(FL)
ファイラーのツールバーを右クリックしたときに実行されます。

タブバーの空きスペースをダブルクリック(FL)
タブバーの空きスペースをダブルクリックしたときに実行されま

す。

タブバーを右クリック(FL)
タブバーを右クリックしたときに実行されます。

無指定の場合は、タブバーの右クリックメニューが表示されます。

ディレクトリ情報をダブルクリック(FL)
ファイルリスト上のディレクトリ情報をダブルクリックしたときに

実行されます。

無指定の場合は、ディレクトリの入力欄が出ます(→	InputDir)。

ディレクトリ情報を右クリック(FL)
ファイルリスト上のディレクトリ情報を右クリックしたときに実行

されます。

無指定の場合は、クリック位置のディレクトリのサブディレクトリ

を選択するポップアップメニューが出ます(→	SubDirList)。

ディレクトリ関係をダブルクリック(FL)



ディレクトリ情報の中央にあるディレクトリ関係部分をダブルク

リックしたときに実行されます。

ディレクトリ関係を右クリック(FL)
ディレクトリ情報の中央にあるディレクトリ関係部分を右クリック

したときに実行されます。

ファイルリストのヘッダを右クリック(FL)
ファイルリストのヘッダを右クリックしたときに実行されます。

ファイルリストのシンプルスクロールバーを右クリック(FL)
オプション設定	-	デザイン	-「スクロールバー」	でシンプルスク
ロールバーが選択されている場合、ファイルリストのシンプルスク

ロールバーを右クリックしたときに実行されます。

ドライブ情報をダブルクリック(FL)
ファイルリスト下のドライブ情報をダブルクリックしたときに実行

されます。

なお、クリックした時点でそのファイルリストがカレントになりま

す。

ドライブ情報を右クリック(FL)
ファイルリスト下のドライブ情報を右クリックしたときに実行され

ます。

なお、クリックした時点でそのファイルリストがカレントになりま

す。

左右分割境界線をダブルクリック(FL)
ファイルリストの左右分割境界線をダブルクリックしたときに実行

されます。



左右分割境界線を右クリック(FL)
ファイルリストの左右分割境界線を右クリックしたときに実行され

ます。

イメージプレビューをダブルクリック(FL)
イメージプレビューをダブルクリックしたときに実行されます。

テキストプレビューをダブルクリック(FL)
テキストプレビューをダブルクリックしたときに実行されます。

ファイル情報をダブルクリック(FL)
ファイル情報をダブルクリックしたときに実行されます。

タスク表示をダブルクリック

ログウィンドウ左側のタスク表示部分をダブルクリックしたときに

実行されます。

タスク表示を右クリック

ログウィンドウ左側のタスク表示部分を右クリックしたときに実行

されます。

ログウィンドウをダブルクリック

ログウィンドウをダブルクリックしたときに実行されます。

ステータスバーをダブルクリック

ステータスバーをダブルクリックしたときに実行されます。

ステータスバーを右クリック

ステータスバーを右クリックしたときに実行されます。

時計パネルをダブルクリック

時計パネルをダブルクリックしたときに実行されます。



時計パネルを右クリック

時計パネルを右クリックしたときに実行されます。

テキストビュアーを開く直前(FL)
テキストビュアーを開く直前に実行されます。

拡張子別に表示設定を変えたいような場合に利用できます。また、

折り返し幅などを事前に設定しておくことで、余計な処理を抑止で

きます。

サンプルとして	OnTxViewerOpen.nbt	が同梱されています。

テキストビュアーを開いた直後(TV)
テキストビュアーを開いた直後に実行されます。

サンプルとして	OnTxViewerOpened.nbt	が同梱されています。

テキストビュアーを閉じる直前(TV)
テキストビュアーを閉じる前に実行されます。

テキストビュアーを閉じた直後(FL)
テキストビュアーを閉じてファイラー画面に戻ったときに実行され

ます。

テキストビュアーのツールバーを右クリック(TV)
テキストビュアーのツールバーを右クリックしたときに実行されま

す。

テキストビュアーで情報ヘッダを右クリック(TV)
テキストビュアーで、情報ヘッダを右クリックしたときに実行され

ます。

ルーラが表示されている場合は、ルーラの右クリックでも実行され

ます。



イメージビュアーを開いた直後(IV)
イメージビュアーを開いた直後に実行されます。

イメージビュアーを閉じた直後(FL)
イメージプレビューを閉じてファイラー画面に戻ったときに実行さ

れます。

イメージビュアーで全画面表示にした(IV)
イメージプレビューで、全画面表示に切り替えたときに実行されま

す。

イメージビュアーで通常表示に戻った(IV)
イメージプレビューで、全画面表示から通常表示に戻ったときに実

行されます。

イメージビュアーのツールバーを右クリック(IV)
イメージビュアーのツールバーを右クリックしたときに実行されま

す。

イメージビュアーで画像部分をダブルクリック(IV)
イメージプレビューで、表示されてい画像部分をダブルクリックし

たときに実行されます。

これが指定されている場合、画像部分のクリックによる一時的な等

倍表示は行われません。

イメージビュアーで画像表示部を右クリック(IV)
イメージプレビューで、画像表示部を右クリックしたときに実行さ

れます。

イメージビュアーで余白部分をダブルクリック(IV)



イメージプレビューで、表示されてい画像の余白部分をダブルク

リックしたときに実行されます。

イメージビュアーでサムネイルをダブルクリック(IV)
イメージプレビューで、サムネイルをダブルクリックしたときに実

行されます。

なお、サムネイル外をダブルクリックした場合は、イメージビュ

アーが閉じられます。

イメージビュアーでサムネイルを右クリック(IV)
イメージプレビューで、サムネイルを右クリックしたときに実行さ

れます。

イメージビュアーでファイル情報をダブルクリック(IV)
イメージプレビューで、サイドバーのファイル情報をダブルクリッ

クしたときに実行されます。

イメージビュアーでシークバーを右クリック(IV)
イメージプレビューで、シークバーを右クリックしたときに実行さ

れます。

サムネイルからのドラッグ開始時(IV)
イメージプレビューで、サムネイルからファイルのドラッグを開始

したときに実行されます。

サムネイルからのドラッグ完了時(IV)
イメージプレビューで、サムネイルからのドラッグが完了したとき

に実行されます。

クリップボードにテキストをコピー

NyanFi	上でクリップボードにテキストをコピーしたときに実行され



ます。

例:	コピー内容を、ファイル(CLIPMEMO.TXT)に追記保存
FormatDT_Buffer="<<<	yyyy-mm-dd	hh:mm:ss	>>>'	--------------------------------------------'"

Add_Buffer<<%Clipboard%

Ins_Buffer<<""

;UTF-8で追記保存
Set_CodePage=65001

AppendBuffer_%ExePath%CLIPMEMO.TXT

キーボード/マウスのロックが解除された(FL)
LockKeyMouse	コマンドによるキーボード/マウスのロックが解除さ
れたときに実行されます。

	タイマーイベント
条件で設定した時間間隔や無操作時間で、あるいは設定時刻に、コ

マンドが実行されます。

時間間隔の設定では、数字だけの場合ミリ秒単位、数字の後に	S	を
付けると秒、M	で分、H	で時間単位になります。
時間の後に	,	(カンマ)で区切って回数制限を指定できます。何も指定
しないと繰り返し実行されます。

例:	 45M,8 	 MsgBox_休憩しましょう 　45分間隔で8回、メッセージ
を表示

例:	 2H 	 Random_画像=IMG_010.jpg:	LoadBgImage_%画像% 　2時間間隔
でランダムに背景画像を変更

時間の先頭に	!	を付けると、無操作時間の設定になります。設定し
た時間以上無操作状態が続いたときに1回コマンドが実行されます。
例:	 !3M 	 WinMinimize 　3分間無操作だったら最小化

hh:mm[:ss]	の書式だと時刻指定になります。,	(カンマ)で区切って最



大6つまで時刻を指定できます。
先頭(時)が	"??:"	の場合、毎時の設定になります。また、設定時刻を
過ぎると、翌日の時刻として再設定されます。

例:	 09:30,12:00,17:45 	 PlaySound_アラーム.wav 　9:30、12:00、17:45
にアラーム音を鳴らす

例:	 ??:00,17:30 	 PlaySound_アラーム.wav 　毎正時と17:30	にアラーム
音を鳴らす



その他

コマンドの索引(アルファベット順)

コマンドの索引(機能別)

NyanFi	が用いるファイル

よくある質問

既知の問題

変更履歴

著作



コマンドの索引(アルファベット順)

ファイラー	(インクリメンタルサーチ)	／	テキストビュアー	／	イメージビュアー	／	ロ
グウィンドウ

　　→	機能順索引	／	　→	ExeCommands	コマンド



ファイラー

A	B	C	D	E	F	G	H	I	J	K	L	M	N	O	P	R	S	T	U	V	W	X	Z

AboutNyanFi バージョン情報

AddTab タブを追加

AddTag 項目にタグを追加

AlphaBlend メインウィンドウを

透過表示

AppList アプリケーション一

覧
→	アプリケーション一覧

BackDirHist ディレクトリ履歴を

戻る

Backup 反対パスにバック

アップ
→	バックアップダイアロ
グ

BgImgMode 背景画像の表示モー

ドを設定

BinaryEdit ファイルのバイナリ

編集

BorderLeft ファイルリストの境

界を左に移動

BorderRight ファイルリストの境

界を右に移動

Calculator 電卓 →	電卓

CalcDirSize ディレクトリ使用量

を計算

CalcDirSizeAll 全ディレクトリの使

用量を計算



CancelAllTask すべてのタスクを中

断

ChangeDir ディレクトリを変更

ChangeDrive ドライブの変更

ChangeOppDir 反対側のディレクト

リを変更

ChangeOppRegDir 反対側で登録ディレ

クトリを開く

ChangeRegDir 登録ディレクトリを

開く

CheckUpdate 更新の確認

ClearAll すべての選択状態を

解除

ClearLog ログをクリア

ClearMark すべての栞マークを

解除

ClearMask 選択マスク/パスマ
スクを解除

Clone 反対パスにクローン

作成

CloneToCurr カレントにクローン

作成

Close NyanFiの終了 Exit	のエイリアス

CmdFileList コマンドファイル一

覧
→	コマンドファイル一覧

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

CommandPrompt コマンドプロンプト



CompareDlg 同名ファイルの比較

ダイアログ

CompareHash ハッシュ値の比較

CompleteDelete 完全削除

CompressDir ディレクトリの

NTFS圧縮

ContextMenu コンテキストメ

ニューを表示

ConvertDoc2Txt バイナリ文書→テキ
スト変換表示

ConvertHtm2Txt HTML→テキスト変
換表示

ConvertImage 画像ファイルの変換 →	画像ファイルの変換ダ
イアログ

ConvertTextEnc 文字コードの変換

Copy コピー

CopyDir ディレクトリ構造の

コピー

CopyCmdName コマンド名をクリッ

プボードにコピー

CopyFileInfo ファイル情報をク

リップボードにコ

ピー

CopyFileName ファイル名をクリッ

プボードにコピー

CopyTo 指定ディレクトリに

コピー



CopyToClip クリップボードにコ

ピー

CountLines テキストファイルの

行数をカウント

CreateDir ディレクトリの作成

CreateDirsDlg ディレクトリ一括作

成ダイアログ
→	ディレクトリ一括作成
ダイアログ

CreateHardLink ハードリンクの作成

CreateJunction ジャンクションの作

成

CreateShortcut ショートカットの作

成

CreateSymLink シンボリックリンク

の作成

CreateTestFile テストファイルの作

成

CsrDirToOpp カーソル位置のディ

レクトリを反対側に

開く

CurrFromOpp カレントパスを反対

パスに

CurrToOpp 反対パスをカレント

パスに

CursorDown カーソルを下に移動

CursorDownSel 選択しながらカーソ

ルを下に移動

CursorEnd カーソルを最下行に



移動

CursorEndSel 選択しながらカーソ

ルを最下行に移動

CursorTop カーソルを最上行に

移動

CursorTopSel 選択しながらカーソ

ルを最上行に移動

CursorUp カーソルを上に移動

CursorUpSel 選択しながらカーソ

ルを上に移動

CutToClip クリップボードに切

り取り

DateSelect 指定した日付条件に

合うファイルを選択

DebugCmdFile コマンドファイルの

デバッグ実行

Delete 削除

DeleteADS 代替データストリー

ムを削除

DelJpgExif Exif情報を削除

DelSelMask 選択マスクから項目

を削除

DelTab タブを削除

DelTag 項目のタグを削除

DiffDir ディレクトリの比較

DirHistory ディレクトリ履歴 →	ディレクトリ履歴

ディレクトリ・ス



DirStack タック

DistributionDlg 振り分けダイアログ →	振り分けダイアログ

DotNyanDlg .nyanfi	ファイルの設
定

→	.nyanfi	ファイル

DriveGraph ドライブ使用率推移 →	ドライブ使用率推移

DriveList ドライブ一覧 →	ドライブ一覧

Duplicate NyanFiの二重起動

EditHighlight 構文強調表示定義

ファイルの編集
→	構文強調表示定義ファ
イル

EditHistory 最近編集したファイ

ル一覧
→	最近編集したファイル
一覧

EditIniFile INIファイルの編集

Eject CD/DVDドライブの
トレイを開く

EjectDrive ドライブの取り外し

EmptyTrash ごみ箱を空にする

EqualListWidth 左右のリスト幅を均

等に

ExeCommandLine コマンドラインの実

行
→	コマンドラインの実行
ダイアログ

ExeCommands 指定したコマンドを

実行
→	詳細

ExeExtMenu 追加メニューの実行

ExeExtTool 外部ツールの実行

ExeMenuFile メニューファイルの



実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

Exit NyanFiの終了

ExPopupMenu 拡張ポップアップメ

ニュー

ExtractChmSrc CHMからソースを
抽出

ExtractGifBmp アニメGIFからビッ
トマップを抽出

ExtractIcon アイコンを抽出

ExtractImage 埋め込み画像を抽出

ExtractMp3Img MP3の埋め込み画像
を抽出

ExtractImage	で代替可能

FileEdit ファイルの編集

FileExtList 拡張子別一覧 →	拡張子別一覧

FileListOnly ファイルリストのみ

を表示

FileRun ファイル名を指定し

て実行

Filter ファイルリストの絞

り込み

FindDirDlg ディレクトリ名検索

ダイアログ
→	ディレクトリ名検索ダ
イアログ

FindDuplDlg 重複ファイルの検索

ダイアログ

FindFileDirDlg ファイル/ディレク
トリ名検索ダイアロ

→	ファイル/ディレクト
リ名検索ダイアログ



グ

FindFileDlg ファイル名検索ダイ

アログ
→	ファイル名検索ダイア
ログ

FindFolderIcon フォルダアイコン検

索

FindHardLink ハードリンクを列挙

FindMark 栞マーク項目を検索

FindTag タグ検索

FindTagName tags	からタグ名検索 →	ダイレクトタグジャン
プ

FixedLen テキストビュアーで

CSV/TSVを固定長表
示

※TV

FixTabPath タブ変更に対してカ

レントパスを一時固

定/解除

ForwardDirHist ディレクトリ履歴を

進む

FTPChmod パーミッションの設

定

FTPConnect FTPホストに接続 →	FTP接続ダイアログ

FTPDisconnect FTPホストから切断

GetHash ファイルのハッシュ

値を取得

GitDiff カーソル位置ファイ

ルの差分詳細を表示
→	Git	の利用について

GitViewer Gitビュアー →	Git	の利用について



Grep 文字列検索(GREP) →	文字列検索

HelpContents ヘルプの目次を表示

HideSizeTime サイズと更新日時を

隠す

HomeWorkList ホームワークリスト

を開く

HtmlToText テキストビュアーで

HTML→テキスト変
換表示

※TV

ImageViewer イメージビュアーで

開く
→	イメージビュアー

IncSearch インクリメンタル

サーチ
→	インクリメンタルサー
チ・モード

InputCommands 入力したコマンドを

実行

InputDir 入力したディレクト

リに変更

InputPathMask パスマスクを入力

InsSeparator ワークリストにセパ

レータを挿入

ItemTmpDown 項目を一時的に一つ

下に移動

ItemTmpMove 選択項目を一時的に

カーソル位置に移動

ItemTmpUp 項目を一時的に一つ

上に移動

JoinText テキストファイルの →	テキストファイルの結



結合 合ダイアログ

JumpTo 指定したファイル位

置へ

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

Library ライブラリを開く

LinkToOpp リンク先を反対側に

開く

ListArchive アーカイブの内容一

覧

ListClipboard クリップボードを一

覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListDuration ファイル再生時間の

一覧

ListExpFunc エクスポート関数一

覧

ListFileName ファイル名を一覧で

表示
→	一覧ダイアログ

ListFileInfo ファイル情報をダイ

アログ表示

ShowFileInfo_SD	のエイ
リアス

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

ListNyanFi NyanFi	についての
情報をログに表示

ListTail テキストファイルの

末尾を一覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListText テキストファイルを

一覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListTree ディレクトリ構造を →	一覧ダイアログ



一覧でツリー表示

LoadBgImage 背景画像を読み込む

LoadResultList 結果リストをファイ

ルから読み込む

LoadTabGroup タブグループをファ

イルから読み込む

LoadWorkList ワークリストをファ

イルから読み込む

LockComputer コンピュータのロッ

ク

LockKeyMouse キーボード/マウス
のロック

LockTextPreview テキストプレビュー

をロック/解除

LogFileInfo ファイル情報をログ

に出力

Mark 栞マーク/解除

MarkList 栞マーク一覧 →	栞マーク一覧

MarkMask 栞マーク項目だけを

残して他を隠す

MaskFind 指定マスクにマッチ

するファイル/ディ
レクトリ名検索

MaskSelect 指定マスクにマッチ

するファイルを選択

MatchSelect 指定文字列を含む項

目を選択



MenuBar メニューバーの表

示/非表示

MonitorOff ディスプレイの電源

を切る

Move 移動

MoveTab タブの位置を移動

MoveTo 指定ディレクトリへ

移動

MuteVolume 音量ミュート

NameFromClip ファイル名をクリッ

プボードの内容に

NameToLower ファイル名の小文字

化

NameToUpper ファイル名の大文字

化

NetConnect ネットワークドライ

ブの割り当て

NetDisconnect ネットワークドライ

ブの切断

NewFile 新規ファイルの作成

NewTextFile 新規テキストファイ

ルの作成

NewWorkList 新規ワークリストの

作成

NextDrive 次のドライブへ

NextMark 次の栞マーク項目へ

次のNyanFiをアク



NextNyanFi ティブに

NextSameName ファイル名主部が同

じ次ファイルへ

NextSelItem 次の選択項目にカー

ソル移動

CursorDown_SL	のエイリ
アス

NextTab 次のタブへ

OpenADS 代替データストリー

ムを仮想リストとし

て開く

OpenByApp 独自の関連付けで開

く

OpenByExp エクスプローラで開

く

OpenByWin Windowsの関連付け
で開く

OpenCtrlPanel コントロールパネル

を開く

OpenGitURL リモートリポジトリ

URLを開く
→	Git	の利用について

OpenStandard 標準の	Enter	キー動
作

OpenTrash ごみ箱を開く

OptionDlg オプション設定 →	オプション設定

Pack 反対パスにアーカイ

ブ作成

PackToCurr カレントパスにアー



カイブ作成

PageDown 1ページ下に移動

PageDownSel 選択しながら1ペー
ジ下に移動

PageUp 1ページ上に移動

PageUpSel 選択しながら1ペー
ジ上に移動

Paste 貼り付け

PathMaskDlg パスマスクダイアロ

グ

PauseAllTask すべてのタスクを一

旦停止/再開

PlayList プレイリストを作っ

て再生

PopDir ディレクトリをポッ

プ

PopupMainMenu メインメニューを

ポップアップ表示

PopupTab タブ選択メニューを

表示

PowerOff Windowsを終了

PowerShell PowerShell	を起動

PrevDrive 前のドライブへ

PrevMark 前の栞マーク項目へ

PrevNyanFi 前のNyanFiをアク
ティブに



PrevSelItem 前の選択項目にカー

ソル移動

CursorUp_SL	のエイリア
ス

PrevTab 前のタブへ

PropertyDlg プロパティダイアロ

グを表示

PushDir ディレクトリをプッ

シュ

Reboot Windowsを再起動

RecentList 最近使ったファイル

一覧
→	最近使ったファイル一
覧

RegDirDlg 登録ディレクトリダ

イアログ
→	登録ディレクトリダイ
アログ

RegDirPopup 登録ディレクトリ・

ポップアップメ

ニュー

RegExChecker 正規表現チェッカー →	正規表現チェッカー

RegSyncDlg 同期コピーの設定ダ

イアログ

ReloadList ファイルリストを最

新の情報に更新

RenameDlg 名前等の変更 →	名前の変更ダイアログ
が

RepositoryList リポジトリ一覧 →	Git	の利用について

Restart NyanFiの再起動

ReturnList ファイルリスト表示

に戻る

SaveAsResultList 結果リストに名前を



付けて保存

SaveAsTabGroup タブグループに名前

を付けて保存

SaveAsWorkList ワークリストに名前

を付けて保存

SaveTabGroup タブグループを上書

き保存

SaveWorkList ワークリストを上書

き保存

ScrollDown 下にスクロール

ScrollDownLog ログを下にスクロー

ル

ScrollDownText テキストプレビュー

を下にスクロール

ScrollUp 上にスクロール

ScrollUpLog ログを上にスクロー

ル

ScrollUpText テキストプレビュー

を上にスクロール

SelAllFile すべてのファイルを

選択/解除

SelAllItem すべての項目を選

択/解除

SelByList リストによって項目

を選択

Select 選択/解除

SelectUp 選択/解除後、カー
ソルを上に移動



SelEmptyDir 空のディレクトリだ

けを選択

SelGitChanged Git作業ディレクト
リで変更ファイルを

選択

→	Git	の利用について

SelMark 栞マーク項目を選択

SelMask 選択中の項目だけを

残して他を隠す

SelOnlyCur カレント側だけにあ

るファイルを選択

SelReverse ファイルの選択状態

を反転

SelReverseAll すべての項目の選択

状態を反転

SelSameExt 拡張子が同じファイ

ルを選択

SelSameName ファイル名主部が同

じファイルを選択

SelWorkItem ワークリストの登録

項目を選択

SetAlias ワークリストの項目

にエイリアスを設定

SetArcTime アーカイブのタイム

スタンプを最新に合

わせる

SetColor テキストビュアーの

配色

※TV

SetDirTime ディレクトリのタイ



ムスタンプを最新に

合わせる

SetExifTime タイムスタンプを

Exif撮影日時に設定

SetFolderIcon フォルダアイコンの

設定

SetFontSize フォントサイズを変

更

SetMargin テキストビュアーの

左側余白を設定

※TV

SetPathMask パスマスクを設定

SetSttBarFmt ステータスバー書式

を設定

SetSubSize サブウィンドウのサ

イズを設定

SetTab テキストビュアーの

タブストップ幅を設

定

※TV

SetTag 項目にタグを設定

SetWidth テキストビュアーの

折り返し幅を設定

※TV

ShareList 共有フォルダ一覧

ShowByteSize ファイルサイズをバ

イト単位で表示

ShowCR テキストビュアーで

改行を表示/非表示
※TV

ShowFileInfo ファイル情報を強制

的に表示



ShowFKeyBar ファンクションキー

バーの表示/非表示

ShowHideAtr 隠しファイルを表示

ShowIcon アイコンの表示/非
表示

ShowLineNo テキストビュアーの

行番号を表示/非表
示

※TV

ShowLogWin ログウィンドウの表

示/非表示

ShowPreview プレビューの表示/
非表示

ShowProperty ファイル情報の表

示/非表示

ShowRuby テキストビュアーで

ルビを表示/非表示
※TV

ShowRuler テキストビュアーの

ルーラを表示/非表
示

※TV

ShowStatusBar ステータスバーの表

示/非表示

ShowSystemAtr システムファイルを

表示

ShowTAB テキストビュアーで

タブを表示/非表示
※TV

ShowTabBar タブバーの表示/非
表示

ShowToolBar ツールバーを表示



SimilarSort カーソル位置項目名

との類似性による

ソート

SoloTab 他のタブをすべて削

除

SortDlg ソートダイアログ

SpecialDirList 特殊フォルダ一覧

SubDirList サブディレクトリ一

覧

SubViewer サブビュアーの表

示/非表示

Suspend タスク予約項目の実

行を保留/解除

SwapLR 左右のファイルリス

トを入れ替える

SwapName 名前を入れ替える

SyncLR 左右ディレクトリの

同期変更を有効/解
除

TabDlg タブの設定ダイアロ

グ

TabHome タブのホームへ

TagSelect 指定タグを含む項目

を選択

TaskMan タスクマネージャ →	タスクマネージャ

TestArchive アーカイブの正当性

を検査



TextViewer テキストビュアーで

開く

→	テキストビュアー

ToExViewer 別ウィンドウのテキ

ストビュアーへ

ToLeft 左ファイルリストへ 逆カーソルで親ディレク

トリに移動したい場合は

ToParentOnLeft

ToLog ログウィンドウへ

ToNextOnRight 右ファイルリストで

次のNyanFiへ

ToolBarDlg ツールバーの設定 →	ツールバーの設定ダイ
アログ

ToOpposite 反対側のファイルリ

ストへ

ToOppSameItem カーソル位置と同名

の反対パス項目へ

ToParent 親ディレクトリへ

ToParentOnLeft 左ファイルリストで

親ディレクトリへ

ToParentOnRight 右ファイルリストで

親ディレクトリへ

ToPrevOnLeft 左ファイルリストで

前のNyanFiへ

ToRight 右ファイルリストへ 逆カーソルで親ディレク

トリに移動したい場合は

ToParentOnRight

ToRoot ルートディレクトリ

へ



ToTab 指定番号のタブへ

ToText テキストプレビュー

へ
→	テキストプレビュー

TrimTagData タグデータの整理

UndoRename 直前の改名を元に戻

す

UnPack 反対パスに解凍

UnPackToCurr カレントパスに解凍

UpdateFromArc アーカイブから更新

UseTrash 削除にごみ箱を使

う/使わない

ViewHistory 最近閲覧したファイ

ル一覧
→	最近閲覧したファイル
一覧

ViewIniFile INIファイルの閲覧

ViewLog タスクログをテキス

トビュアーで表示

ViewTail テキストファイルの

末尾を閲覧

WatchTail テキストファイルの

追加更新を監視

WebMap 画像のGPS情報や指
定地点の地図を開く

WebSearch Webで検索

WidenCurList カレント側リストの

幅を広げる

WinMaximize ウィンドウの最大化



WinMinimize ウィンドウの最小化

WinNormal ウィンドウを元のサ

イズに戻す

WinPos ウィンドウの四辺を

設定

WorkItemDown ワークリストの項目

を一つ下に移動

ItemTmpDown	で代替可
能

WorkItemMove 選択ワークリスト項

目をカーソル位置に

移動

ItemTmpMove	で代替可
能

WorkItemUP ワークリストの項目

を一つ上に移動

ItemTmpUp	で代替可能

WorkList ワークリスト →	ワークリスト

XmlViewer XMLビュアー →	XMLビュアー

ZoomIn ズームイン

ZoomOut ズームアウト

ZoomReset ズーム解除

インクリメンタルサーチ →	インクリメンタルサー
チ・モード

ClearAll すべての選択状態を

解除

ClearIncKeyword キーワードをクリア

HelpContents ヘルプの目次を表示

IncMatchSelect マッチする項目をす

べて選択



IncSearchDown マッチする項目を下

方向検索

IncSearchExit インクリメンタル

サーチから抜ける

IncSearchTop マッチする項目を先

頭から再検索

IncSearchUp マッチする項目を上

方向検索

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

KeywordHistory キーワード履歴を参

照

MigemoMode Migomoモードの切
り換え

NormalMode 通常のサーチモード

に戻る

OptionDlg オプション設定 オプション設定

Select 選択/解除

SelectDown 選択/解除後、下方
向に検索

ファイラー	／	イメージビュアー	／	ログウィンドウ



テキストビュアー

A	B	C	D	E	F	G	H	I	J	K	L	M	N	O	P	R	S	T	U	V	W	Z

AlphaBlend メインウィンドウを透過

表示

AppList アプリケーション一覧 →	アプリケーショ
ン一覧

BackViewHist テキストビュアーの履歴

を戻る

BinaryEdit ファイルのバイナリ編集

BitmapView ビットマップビューの表

示/非表示

BoxSelMode 箱形選択モードの開始/解
除

Calculator 電卓 →	電卓

ChangeCodePage 文字コード変更

ChangeViewMode テキスト/バイナリ表示の
切り換え

CharInfo 文字情報の表示/非表示

ClearMark すべてのマークを解除

ClipCopy クリップボードにコピー

Close 閉じる

CmdFileList コマンドファイル一覧 →	コマンドファイ
ル一覧

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

CopyFileInfo ファイル情報をクリップ



ボードにコピー

CsvCalc CSV/TSV項目の集計

CsvGraph CSV/TSV項目のグラフ

CsvRecord CSV/TSVレコードの表示/
非表示

CursorDown カーソルを下に移動

CursorDownSel 選択しながらカーソルを

下に移動

CursorLeft カーソルを左に移動

CursorLeftSel 選択しながらカーソルを

左に移動

CursorRight カーソルを右に移動

CursorRightSel 選択しながらカーソルを

右に移動

CursorUp カーソルを上に移動

CursorUpSel 選択しながらカーソルを

上に移動

DebugCmdFile コマンドファイルのデ

バッグ実行

Delete ファイルを削除

Duplicate NyanFiの二重起動

EditHighlight 構文強調表示定義ファイ

ルの編集
→	構文強調表示定
義ファイル

EditHistory 最近編集したファイル一

覧
→	最近編集した
ファイル一覧

ExeCommands 指定したコマンドを実行 →	詳細



ExeMenuFile メニューファイルの実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

ExportCsv CSV/TSVエクスポート

FileEdit ファイルの編集

FindDown 下方向に再検索

FindLinkDown リンク先を下方向に検索

FindLinkUp リンク先を上方向に検索

FindMarkDown マークを下方向に検索

FindMarkUp マークを上方向に検索

FindSelDown 選択文字列を下方向に検

索

FindTagName tags	からタグ名検索 →	ダイレクトタグ
ジャンプ

FindSelUp 選択文字列を上方向に検

索

FindText 文字列検索 →	文字列検索ダイ
アログ

FindUp 上方向に再検索

FixedLen テキストビュアーで

CSV/TSVを固定長表示

FunctionList 関数一覧 →	関数一覧

Grep 文字列検索(GREP)

HelpContents ヘルプの目次を表示

HelpCurWord カーソル位置の単語を指

定ヘルプで検索

Highlight マッチ語を強調表示



HtmlToText テキストビュアーで

HTML→テキスト変換表
示

ImgPreview イメージプレビュー

IncSearch インクリメンタルサーチ →	インクリメンタ
ルサーチ・モード

InputCommands 入力したコマンドを実行

Inspector インスペクタの表示/非表
示

JumpLine 指定行番号に移動

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一
覧

LineEnd 行末に移動

LineEndSel 選択しながら行末に移動

LineTop 行頭に移動

LineTopSel 選択しながら行頭に移動

ListFileInfo ファイル情報をダイアロ

グ表示

ShowFileInfo	のエイ
リアス

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

Mark マーク/解除

MarkList マーク行一覧を表示 →	マーク行一覧

MenuBar メニューバーの表示/非表
示

NextErr 次のエラー位置に移動(ロ
グ)



NextFile 次のファイルを表示

NextNyanFi 次のNyanFiをアクティブ
に

OpenURL URLを開く

OptionDlg オプション設定 →	オプション設定

PageDown 1ページ下に移動

PageDownSel 選択しながら1ページ下に
移動

PageUp 1ページ上に移動

PageUpSel 選択しながら1ページ上に
移動

PopupMainMenu メインメニューをポップ

アップ表示

PrevErr 前のエラー位置に移動(ロ
グ)

PrevFile 前のファイルを表示

PrevNyanFi 前のNyanFiをアクティブ
に

PropertyDlg プロパティダイアログを

表示

RegExChecker 正規表現チェッカー →	正規表現チェッ
カー

ReloadFile ファイルの再読み込み

SaveDump ダンプリストをファイル

に保存

ScrollCursorDown スクロールしながら下に



移動

ScrollCursorUp スクロールしながら上に

移動

ScrollDown 下にスクロール

ScrollUp 上にスクロール

SearchPair 対応する括弧を検索

SelCurWord カーソル位置の単語を選

択

SelectAll すべて選択

SelectFile 表示中ファイルをリスト

で選択/解除

SelectMode 選択モードの開始/解除

SelLine カーソル行を選択

SelLineCR カーソル行全体を改行単

位で選択

SetColor テキストビュアーの配色

SetFontSize フォントサイズを変更

SetMargin テキストビュアーの左側

余白を設定

SetTab テキストビュアーのタブ

ストップ幅を設定

SetTopAddr 先頭アドレスを設定

SetUserDefStr ユーザ定義文字列を設定

SetWidth テキストビュアーの折り

返し幅を設定

ShowFileInfo ファイル情報をダイアロ ListFileInfo	でも同



グ表示 じ

ShowFKeyBar ファンクションキーバー

の表示/非表示

ShowLineNo テキストビュアーの行番

号を表示/非表示

ShowRuby テキストビュアーでルビ

を表示/非表示

ShowRuler テキストビュアーのルー

ラを表示/非表示

ShowStatusBar ステータスバーの表示/非
表示

ShowToolBar ツールバーを表示

Sort テキスト全体を改行単位

でソート

SwitchSameName ファイル名主部が同じ次

のファイルに切り換え

SwitchSrcHdr ヘッダ/ソースファイルの
切り換え

TagJump エディタでタグジャンプ

TagJumpDirect エディタでダイレクトタ

グジャンプ
→	ダイレクトタグ
ジャンプ

TagView ビュアーでタグジャンプ

TagViewDirect ビュアーでダイレクトタ

グジャンプ
→	ダイレクトタグ
ジャンプ

TextEnd 最後尾に移動

TextEndSel 選択しながら最後尾に移

動



TextTop 先頭に移動

TextTopSel 選択しながら先頭に移動

ToolBarDlg ツールバーの設定 →	ツールバーの設
定ダイアログ

UserDefList ユーザ定義文字列一覧 →	ユーザ定義文字
列一覧

ViewHistory 最近閲覧したファイル一

覧
→	最近閲覧した
ファイル一覧

WebMap 指定地点の地図を開く

WebSearch Webで検索

WinPos ウィンドウの四辺を設定

WordLeft 前の単語に移動

WordRight 次の単語に移動

ZoomIn ズームイン

ZoomOut ズームアウト

ZoomReset ズーム解除

ファイラー	／	テキストビュアー	／	ログウィンドウ



イメージビュアー

A	C	D	E	F	G	H	I	J	K	L	M	N	O	P	R	S	T	W	Z

AddTag ファイルにタグを追加

AlphaBlend メインウィンドウを透過

表示

AppList アプリケーション一覧 →	アプリケーション
一覧

Calculator 電卓 →	電卓

ClearMark すべての栞マークを解除

ClipCopy クリップボードにコピー

Close 閉じる

CmdFileList コマンドファイル一覧 →	コマンドファイル
一覧

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

ColorPicker カラーピッカー

CopyFileInfo ファイル情報をクリップ

ボードにコピー

DebugCmdFile コマンドファイルのデ

バッグ実行

Delete 削除

DelTag ファイルのタグを削除

DoublePage 見開き表示

Duplicate NyanFiの二重起動

EndFile 最後のファイルに移動



EqualSize 等倍表示

ExeCommands 指定したコマンドを実行 →	詳細

ExeMenuFile メニューファイルの実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

FileEdit ファイルの編集

FittedSize 画面フィット表示

FlipHorz 左右反転

FlipVert 上下反転

FullScreen 全画面表示

GrayScale グレースケール表示

HelpContents ヘルプの目次を表示

Histogram ヒストグラムの表示/非表
示

HomeWorkList ホームワークリストを開

く

InputCommands 入力したコマンドを実行

JumpIndex 指定したインデックスに

移動

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

ListFileInfo ファイル情報をダイアロ

グ表示

ShowFileInfo_SD	の
エイリアス

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

LoadBgImage 背景画像を読み込む

LoadWorkList ワークリストをファイル

から読み込む

Loupe ルーペの表示/非表示



Mark 栞マーク/解除

MarkList 栞マーク一覧 →	栞マーク一覧

MaskSelect 指定マスクにマッチする

ファイルを選択

MenuBar メニューバーの表示/非表
示

NewWorkList 新規ワークリストの作成

NextFile 次のファイルを表示

NextMark 次の栞マーク項目へ

NextNyanFi 次のNyanFiをアクティブ
に

NextPage サムネイルの次ページに

移動

NextSameName ファイル名主部が同じ次

ファイルへ

OpenByApp 独自の関連付けで開く

OpenByWin Windowsの関連付けで開く

OptionDlg オプション設定 →	オプション設定

PageBind 見開き表示の綴じ方向を

設定

PageDown 1ページ下に移動

PageUp 1ページ上に移動

PopupMainMenu メインメニューをポップ

アップ表示

PrevFile 前のファイルを表示

前の栞マーク項目へ



PrevMark

PrevNyanFi 前のNyanFiをアクティブ
に

PrevPage サムネイルの前ページに

移動

Print 画像の印刷

PropertyDlg プロパティダイアログを

表示

RotateLeft 左に90度回転

RotateRight 右に90度回転

SaveAsWorkList ワークリストに名前を付

けて保存

SaveWorkList ワークリストを上書き保

存

ScrollDown 下にスクロール

ScrollLeft 左にスクロール

ScrollRight 右にスクロール

ScrollUp 上にスクロール

SelAllFile すべてのファイルを選択/
解除

Select 選択/解除

SelMark 栞マーク項目を選択

SelReverse ファイルの選択状態を反

転

SelSameExt 拡張子が同じファイルを

選択



SelSameName ファイル名主部が同じ

ファイルを選択

SelWorkItem ワークリストの登録項目

を選択

SendToWorkList ワークリストに送る

SetTag ファイルにタグを設定

ShowFileInfo ファイル情報を強制的に

表示

ShowFKeyBar ファンクションキーバー

の表示/非表示

ShowGrid 画像分割グリッドの表示/
非表示

ShowSeekBar シークバーの表示/非表示

ShowStatusBar ステータスバーの表示/非
表示

ShowToolBar ツールバーを表示

Sidebar サイドバーの表示/非表示

SortDlg ソートダイアログ

SubViewer サブビュアーの表示/非表
示

TagSelect 指定タグを含む項目を選

択

Thumbnail サムネイルの表示/非表示

ThumbnailEx サムネイルの全面表示/通
常表示

ToolBarDlg ツールバーの設定 →	ツールバーの設定
ダイアログ



TopFile 先頭ファイルに移動

WarnHighlight 白飛び警告

WebMap 画像のGPS情報や指定地点
の地図を開く

WinPos ウィンドウの四辺を設定

WorkList ワークリスト →	ワークリスト

ZoomIn ズームイン

ZoomOut ズームアウト

ファイラー	／	テキストビュアー	／	イメージビュアー



ログウィンドウ

CancelAllTask すべてのタスクを中断

ClearLog ログをクリア

ClipCopy 選択行をクリップボードにコ

ピー

CursorDown カーソルを下に移動

CursorUp カーソルを上に移動

HelpContents ヘルプの目次を表示

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て
一覧

OptionDlg オプション設定 →	オプション設
定

NextErr 次のエラー位置に移動

PageDown 1ページ下に移動

PageUp 1ページ上に移動

PauseAllTask すべてのタスクを一旦停止/再開

PrevErr 前のエラー位置に移動

Suspend タスク予約項目の実行を保留/解
除

TaskMan タスクマネージャ →	タスクマネー
ジャ

ToLeft 左ファイルリストへ

ToRight 右ファイルリストへ

ViewLog タスクログをテキストビュアー

で表示





コマンドの索引(機能別)

ファイラー	(インクリメンタルサーチ)	／	テキストビュアー	／	イメージビュアー
　　→	アルファベット順索引	／	　→	ExeCommands	コマンド

コマンドによっては、複数の項目に分類されている場合があります。



ファイラー

ファイル操作	／	アーカイブ	／	FTP	／	開く	／	ドライブ	／	ディレクトリ	／	タブ操作	／
ファイルリスト	／	カーソル移動	／	スクロール	／	選択	／	栞マーク	／	タグ管理	／	マス
ク	／	検索・ソート・比較	／	一覧	／	ワークリスト	／	メニュー	／	実行	／	ツール	／	タ
スク	／	情報	／	表示	／	設定	／	Git	／	その他	／	テキストビュアー設定

ファイル操作

Backup 反対パスにバック

アップ
→	バックアップダイアロ
グ

Clone 反対パスにクローン

作成

CloneToCurr カレントにクローン

作成

CompleteDelete 完全削除

CompressDir ディレクトリの

NTFS圧縮

Copy コピー

CopyDir ディレクトリ構造の

コピー

CopyFileName ファイル名をクリッ

プボードにコピー

CopyTo 指定ディレクトリに

コピー

CopyToClip クリップボードにコ

ピー

CreateDir ディレクトリの作成

CreateDirsDlg ディレクトリ一括作 →	ディレクトリ一括作成



成ダイアログ ダイアログ

CreateHardLink ハードリンクの作成

CreateJunction ジャンクションの作

成

CreateShortcut ショートカットの作

成

CreateSymLink シンボリックリンク

の作成

CreateTestFile テストファイルの作

成

CutToClip クリップボードに切

り取り

Delete 削除

DeleteADS 代替データストリー

ムを削除

DistributionDlg 振り分けダイアログ →	振り分けダイアログ

EmptyTrash ごみ箱を空にする

Move 移動

MoveTo 指定ディレクトリへ

移動

NameFromClip ファイル名をクリッ

プボードの内容に

NameToLower ファイル名の小文字

化

NameToUpper ファイル名の大文字

化

NewFile 新規ファイルの作成



NewTextFile 新規テキストファイ

ルの作成

Paste 貼り付け

RenameDlg 名前等の変更 →	名前の変更ダイアログ

RegSyncDlg 同期コピーの設定ダ

イアログ

SetArcTime アーカイブのタイム

スタンプを最新に合

わせる

SetDirTime ディレクトリのタイ

ムスタンプを最新に

合わせる

SortDlg ソートダイアログ

SwapName 名前を入れ替える

UndoRename 直前の改名を元に戻

す

UnPackToCurr カレントパスに解凍

UseTrash 削除にごみ箱を使

う/使わない

アーカイブ

ListArchive アーカイブの内容一

覧をログに表示

Pack 反対パスにアーカイ

ブ作成

PackToCurr カレントパスにアー

カイブ作成



TestArchive アーカイブの正当性

を検査

UnPack 反対パスに解凍

UpdateFromArc アーカイブから更新

FTP

FTPChmod パーミッションの設

定

FTPConnect FTPホストに接続 →	FTP接続ダイアログ

FTPDisconnect FTPホストから切断

開く

BinaryEdit ファイルのバイナリ

編集

FileEdit ファイルの編集

ImageViewer イメージビュアーで

開く
→	イメージビュアー

OpenADS 代替データストリー

ムを仮想リストとし

て開く

OpenByApp 独自の関連付けで開

く

OpenByExp エクスプローラで開

く

OpenByWin Windowsの関連付け
で開く

OpenCtrlPanel コントロールパネル



を開く

OpenGitURL リモートリポジトリ

URLを開く
→	Git	の利用について

OpenStandard 標準の	Enter	キー動
作

OpenTrash ごみ箱を開く

TextViewer テキストビュアーで

開く
→	テキストビュアー

SubViewer サブビュアーの表

示/非表示

ViewTail テキストファイルの

末尾を閲覧
→	テキストビュアー

ドライブ

ChangeDrive ドライブの変更

DriveGraph ドライブ使用率推移 →	ドライブ使用率推移

DriveList ドライブ一覧 →	ドライブ一覧

Eject CD/DVDドライブの
トレイを開く

EjectDrive ドライブの取り外し

NetConnect ネットワークドライ

ブの割り当て

NetDisconnect ネットワークドライ

ブの切断

NextDrive 次のドライブへ

PrevDrive 前のドライブへ



ShareList 共有フォルダ一覧

ディレクトリ

BackDirHist ディレクトリ履歴を

戻る

ChangeDir ディレクトリを変更

ChangeOppDir 反対側のディレクト

リを変更

ChangeOppRegDir 反対側で登録ディレ

クトリを開く

ChangeRegDir 登録ディレクトリを

開く

CsrDirToOpp カーソル位置のディ

レクトリを反対側に

開く

CurrFromOpp カレントパスを反対

パスに

CurrToOpp 反対パスをカレント

パスに

DirHistory ディレクトリ履歴 →	ディレクトリ履歴

DirStack ディレクトリ・ス

タック

ForwardDirHist ディレクトリ履歴を

進む

InputDir 入力したディレクト

リに変更

JumpTo 指定したファイル位



置へ

Library ライブラリを開く

LinkToOpp リンク先を反対側に

開く

ListTree ディレクトリ構造を

一覧でツリー表示
→	一覧ダイアログ

OpenCtrlPanel コントロールパネル

を開く

OpenTrash ごみ箱を開く

PopDir ディレクトリをポッ

プ

PushDir ディレクトリをプッ

シュ

RegDirDlg 登録ディレクトリダ

イアログ
→	登録ディレクトリダイ
アログ

RegDirPopup 登録ディレクトリ・

ポップアップメ

ニュー

SpecialDirList 特殊フォルダ一覧

SubDirList サブディレクトリ一

覧

ShareList 共有フォルダ一覧

SyncLR 左右ディレクトリの

同期変更を有効/解
除

ToParent 親ディレクトリへ

ToParentOnLeft 左ファイルリストで



親ディレクトリへ

ToParentOnRight 右ファイルリストで

親ディレクトリへ

ToRoot ルートディレクトリ

へ

タブ操作

AddTab タブを追加

DelTab タブを削除

FixTabPath タブ変更に対してカ

レントパスを一時固

定/解除

LoadTabGroup タブグループをファ

イルから読み込む

MoveTab タブの位置を移動

NextTab 次のタブへ

PopupTab タブ選択メニューを

表示

PrevTab 前のタブへ

SaveAsTabGroup タブグループに名前

を付けて保存

SaveTabGroup タブグループを上書

き保存

ShowTabBar タブバーの表示/非
表示

SoloTab 他のタブをすべて削

除



TabDlg タブの設定ダイアロ

グ

TabHome タブのホームへ

ToTab 指定番号のタブへ

ファイルリスト

ItemTmpDown 項目を一時的に一つ

下に移動

ItemTmpMove 選択項目を一時的に

カーソル位置に移動

ItemTmpUp 項目を一時的に一つ

上に移動

LoadResultList 結果リストをファイ

ルから読み込む

OpenADS 代替データストリー

ムを仮想リストとし

て開く

ReloadList ファイルリストを最

新の情報に更新

ReturnList ファイルリスト表示

に戻る

SaveAsResultList 結果リストに名前を

付けて保存

SwapLR 左右のファイルリス

トを入れ替える

ToLeft 左ファイルリストへ 逆カーソルで親ディレク

トリに移動したい場合は

ToParentOnLeft



ToLog ログウィンドウへ

ToNextOnRight 右ファイルリストで

次のNyanFiへ

ToOpposite 反対側のファイルリ

ストへ

ToOppSameItem カーソル位置と同名

の反対パス項目へ

ToParentOnLeft 左ファイルリストで

親ディレクトリへ

ToParentOnRight 右ファイルリストで

親ディレクトリへ

ToPrevOnLeft 左ファイルリストで

前のNyanFiへ

ToRight 右ファイルリストへ 逆カーソルで親ディレク

トリに移動したい場合は

ToParentOnRight

ToText テキストプレビュー

へ

カーソル移動

CursorDown カーソルを下に移動

CursorDownSel 選択しながらカーソ

ルを下に移動

CursorEnd カーソルを最下行に

移動

CursorEndSel 選択しながらカーソ

ルを最下行に移動



CursorTop カーソルを最上行に

移動

CursorTopSel 選択しながらカーソ

ルを最上行に移動

CursorUp カーソルを上に移動

CursorUpSel 選択しながらカーソ

ルを上に移動

JumpTo 指定したファイル位

置へ

NextMark 次の栞マーク項目へ

NextSameName ファイル名主部が同

じ次ファイルへ

NextSelItem 次の選択項目にカー

ソル移動

CursorDown_SL	のエイリ
アス

PageDown 1ページ下に移動

PageDownSel 選択しながら1ペー
ジ下に移動

PageUp 1ページ上に移動

PageUpSel 選択しながら1ペー
ジ上に移動

PrevMark 前の栞マーク項目へ

PrevSelItem 前の選択項目にカー

ソル移動

CursorUp_SL	のエイリア
ス

スクロール

ScrollDown 下にスクロール

ログを下にスクロー



ScrollDownLog ル

ScrollDownText テキストプレビュー

を下にスクロール

ScrollUp 上にスクロール

ScrollUpLog ログを上にスクロー

ル

ScrollUpText テキストプレビュー

を上にスクロール

選択

ClearAll すべての選択状態を

解除

CursorDownSel 選択しながらカーソ

ルを下に移動

CursorEndSel 選択しながらカーソ

ルを最下行に移動

CursorTopSel 選択しながらカーソ

ルを最上行に移動

CursorUpSel 選択しながらカーソ

ルを上に移動

DateSelect 指定した日付条件に

合うファイルを選択

MaskSelect 指定マスクにマッチ

するファイルを選択

MatchSelect 指定文字列を含む項

目を選択



PageDownSel 選択しながら1ペー
ジ下に移動

PageUpSel 選択しながら1ペー
ジ上に移動

SelAllFile すべてのファイルを

選択/解除

SelAllItem すべての項目を選

択/解除

SelByList リストによって項目

を選択

Select 選択/解除

SelectUp 選択/解除後、カー
ソルを上に移動

SelGitChanged Git作業ディレクト
リで変更ファイルを

選択

→	Git	の利用について

SelEmptyDir 空のディレクトリだ

けを選択

SelMark 栞マーク項目を選択

SelMask 選択中の項目だけを

残して他を隠す

SelOnlyCur カレント側だけにあ

るファイルを選択

SelReverse ファイルの選択状態

を反転

SelReverseAll すべての項目の選択

状態を反転

SelSameExt 拡張子が同じファイ



ルを選択

SelSameName ファイル名主部が同

じファイルを選択

SelWorkItem ワークリストの登録

項目を選択

TagSelect 指定タグを含む項目

を選択

栞マーク

ClearMark すべての栞マークを

解除

FindMark 栞マーク項目を検索

Mark 栞マーク/解除

MarkList 栞マーク一覧 →	栞マーク一覧

MarkMask 栞マーク項目だけを

残して他を隠す

NextMark 次の栞マーク項目へ

PrevMark 前の栞マーク項目へ

SelMark 栞マーク項目を選択

タグ管理 →	タグによるファイル管
理

AddTag 項目にタグを追加

DelTag 項目のタグを削除

FindTag タグ検索

SetTag 項目にタグを設定



TagSelect 指定タグを含む項目

を選択

TrimTagData タグデータの整理

マスク

ClearMask 選択マスク/パスマ
スクを解除

DelSelMask 選択マスクから項目

を削除

Filter ファイルリストの絞

り込み

InputPathMask パスマスクを入力

MarkMask 栞マーク項目だけを

残して他を隠す

MaskFind 指定マスクにマッチ

するファイル/ディ
レクトリ名検索

MaskSelect 指定マスクにマッチ

するファイルを選択

PathMaskDlg パスマスクダイアロ

グ

SetPathMask パスマスクを設定

検索・ソート・比較

CompareDlg 同名ファイルの比較

ダイアログ

CompareHash ハッシュ値の比較



DiffDir ディレクトリの比較

Filter ファイルリストの絞

り込み

FindDirDlg ディレクトリ名検索

ダイアログ
→	ディレクトリ名検索ダ
イアログ

FindDuplDlg 重複ファイルの検索

ダイアログ

FindFileDirDlg ファイル/ディレク
トリ名検索ダイアロ

グ

→	ファイル/ディレクト
リ名検索ダイアログ

FindFileDlg ファイル名検索ダイ

アログ
→	ファイル名検索ダイア
ログ

FindFolderIcon フォルダアイコン検

索

FindHardLink ハードリンクを列挙

FindMark 栞マーク項目を検索

FindTag タグ検索

FindTagName tags	からタグ名検索 →	ダイレクトタグジャン
プ

Grep 文字列検索(GREP) →	文字列検索

IncSearch インクリメンタル

サーチ
→	インクリメンタルサー
チ・モード

JumpTo 指定したファイル位

置へ

LoadResultList 結果リストをファイ

ルから読み込む

MaskFind 指定マスクにマッチ



するファイル/ディ
レクトリ名検索

SaveAsResultList 結果リストに名前を

付けて保存

SimilarSort カーソル位置項目名

との類似性による

ソート

SortDlg ソートダイアログ

WebMap 画像のGPS情報や指
定地点の地図を開く

WebSearch Webで検索

一覧

AppList アプリケーション一

覧
→	アプリケーション一覧

CmdFileList コマンドファイル一

覧
→	コマンドファイル一覧

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

CountLines テキストファイルの

行数をカウント

DirHistory ディレクトリ履歴 →	ディレクトリ履歴

DirStack ディレクトリ・ス

タック

DriveGraph ドライブ使用率推移 →	ドライブ使用率推移

DriveList ドライブ一覧 →	ドライブ一覧

EditHistory 最近編集したファイ

ル一覧
→	最近編集したファイル
一覧



FileExtList 拡張子別一覧 →	拡張子別一覧

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

ListFileInfo ファイル情報をダイ

アログ表示

ShowFileInfo_SD	のエイ
リアス

ListFileName ファイル名を一覧で

表示
→	一覧ダイアログ

ListArchive アーカイブの内容一

覧をログに表示

ListClipboard クリップボードを一

覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListDuration ファイル再生時間の

一覧をログに表示

ListExpFunc エクスポート関数一

覧をログに表示

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

ListNyanFi NyanFi	についての
情報をログに表示

ListTail テキストファイルの

末尾を一覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListText テキストファイルを

一覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListTree ディレクトリ構造を

一覧でツリー表示
→	一覧ダイアログ

MarkList 栞マーク一覧 →	栞マーク一覧

PathMaskDlg パスマスクダイアロ

グ

RecentList 最近使ったファイル →	最近使ったファイル一



一覧 覧

RepositoryList リポジトリ一覧 →	Git	の利用について

ShareList 共有フォルダ一覧

SpecialDirList 特殊フォルダ一覧

SubDirList サブディレクトリ一

覧

ViewHistory 最近閲覧したファイ

ル一覧
→	最近閲覧したファイル
一覧

XmlViewer XMLビュアー →	XMLビュアー

ワークリスト

HomeWorkList ホームワークリスト

を開く

InsSeparator ワークリストにセパ

レータを挿入

LoadWorkList ワークリストをファ

イルから読み込む

NewWorkList 新規ワークリストの

作成

SaveAsWorkList ワークリストに名前

を付けて保存

SaveWorkList ワークリストを上書

き保存

SelWorkItem ワークリストの登録

項目を選択

SetAlias ワークリストの項目

にエイリアスを設定



WorkItemDown ワークリストの項目

を一つ下に移動

ItemTmpDown	で代替可
能

WorkItemMove 選択ワークリスト項

目をカーソル位置に

移動

ItemTmpMove	で代替可
能

WorkItemUP ワークリストの項目

を一つ上に移動

ItemTmpUp	で代替可能

WorkList ワークリスト →	ワークリスト

メニュー

ContextMenu コンテキストメ

ニューを表示

ExeExtMenu 追加メニューの実行

ExeMenuFile メニューファイルの

実行

ExPopupMenu 拡張ポップアップメ

ニュー

PopupMainMenu メインメニューを

ポップアップ表示

RegDirPopup 登録ディレクトリ・

ポップアップメ

ニュー

実行

CmdFileList コマンドファイル一

覧
→	コマンドファイル一覧

DebugCmdFile コマンドファイルの



デバッグ実行

ExeCommandLine コマンドラインの実

行
→	コマンドラインの実行
ダイアログ

ExeCommands 指定したコマンドを

実行
→	詳細

ExeExtMenu 追加メニューの実行

ExeExtTool 外部ツールの実行

ExeMenuFile メニューファイルの

実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

FileRun ファイル名を指定し

て実行

InputCommands 入力したコマンドを

実行

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

ツール

Calculator 電卓 →	電卓

CommandPrompt コマンドプロンプト

CompressDir ディレクトリの

NTFS圧縮

ConvertDoc2Txt バイナリ文書→テキ
スト変換表示

ConvertHtm2Txt HTML→テキスト変
換表示

ConvertImage 画像ファイルの変換 →	画像ファイルの変換ダ



イアログ

ConvertTextEnc 文字コードの変換

CountLines テキストファイルの

行数をカウント

CreateDirsDlg ディレクトリ一括作

成ダイアログ
→	ディレクトリ一括作成
ダイアログ

DelJpgExif Exif情報を削除

ExeCommandLine コマンドラインの実

行
→	コマンドラインの実行
ダイアログ

ExeExtTool 外部ツールの実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

ExtractChmSrc CHMからソースを
抽出

ExtractGifBmp アニメGIFからビッ
トマップを抽出

ExtractIcon アイコンを抽出

ExtractImage 埋め込み画像を抽出

ExtractMp3Img MP3の埋め込み画像
を抽出

ExtractImage	で代替可能

FileRun ファイル名を指定し

て実行

JoinText テキストファイルの

結合
→	テキストファイルの結
合ダイアログ

ListArchive アーカイブの内容一

覧をログに表示

ListDuration ファイル再生時間の

一覧をログに表示



ListExpFunc エクスポート関数一

覧をログに表示

NameToLower ファイル名の小文字

化

NameToUpper ファイル名の大文字

化

PowerShell PowerShell	を起動

SetArcTime アーカイブのタイム

スタンプを最新に合

わせる

SetDirTime ディレクトリのタイ

ムスタンプを最新に

合わせる

SetExifTime タイムスタンプを

Exif撮影日時に設定

TestArchive アーカイブの正当性

を検査

XmlViewer XMLビュアー →	XMLビュアー

タスク

CancelAllTask すべてのタスクを中

断

PauseAllTask すべてのタスクを一

旦停止/再開

Suspend タスク予約項目の実

行を保留/解除

TaskMan タスクマネージャ →	タスクマネージャ



情報

CalcDirSize ディレクトリ使用量

を計算

CalcDirSizeAll 全ディレクトリの使

用量を計算

ClearLog ログをクリア

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

CopyCmdName コマンド名をクリッ

プボードにコピー

CopyFileInfo ファイル情報をク

リップボードにコ

ピー

CopyFileName ファイル名をクリッ

プボードにコピー

GetHash ファイルのハッシュ

値を取得

ListFileInfo ファイル情報をダイ

アログ表示

ShowFileInfo_SD	のエイ
リアス

ListFileName ファイル名を一覧で

表示
→	一覧ダイアログ

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

ListNyanFi NyanFi	についての
情報をログに表示

ListTail テキストファイルの

末尾を一覧で表示
→	一覧ダイアログ

ListText テキストファイルを →	一覧ダイアログ



一覧で表示

LogFileInfo ファイル情報をログ

に出力

PropertyDlg プロパティダイアロ

グを表示

ReloadList ファイルリストを最

新の情報に更新

ShowFileInfo ファイル情報を強制

的に表示

ViewLog ログをテキストビュ

アーで表示
→	テキストビュアー

ViewTail テキストファイルの

末尾を閲覧
→	テキストビュアー

WatchTail テキストファイルの

追加更新を監視

WebMap 画像のGPS情報や指
定地点の地図を開く

表示

AlphaBlend メインウィンドウを

透過表示

BgImgMode 背景画像の表示モー

ドを設定

BorderLeft ファイルリストの境

界を左に移動

BorderRight ファイルリストの境

界を右に移動

EqualListWidth 左右のリスト幅を均



等に

FileListOnly ファイルリストのみ

を表示

HideSizeTime サイズと更新日時を

隠す

LoadBgImage 背景画像を読み込む

LockTextPreview テキストプレビュー

をロック/解除

MenuBar メニューバーの表

示/非表示

ReturnList ファイルリスト表示

に戻る

SetFolderIcon フォルダアイコンの

設定

SetFontSize フォントサイズを変

更

SetSttBarFmt ステータスバー書式

を設定

SetSubSize サブウィンドウのサ

イズを設定

ShowByteSize ファイルサイズをバ

イト単位で表示

ShowFKeyBar ファンクションキー

バーの表示/非表示

ShowHideAtr 隠しファイルを表示

ShowIcon アイコンの表示/非
表示



ShowLogWin ログウィンドウの表

示/非表示

ShowPreview プレビューの表示/
非表示

ShowProperty ファイル情報の表

示/非表示

ShowStatusBar ステータスバーの表

示/非表示

ShowSystemAtr システムファイルを

表示

ShowToolBar ツールバーを表示

WidenCurList カレント側リストの

幅を広げる

WinMaximize ウィンドウの最大化

WinMinimize ウィンドウの最小化

WinNormal ウィンドウを元のサ

イズに戻す

WinPos ウィンドウの四辺を

設定

ZoomIn ズームイン

ZoomOut ズームアウト

ZoomReset ズーム解除

設定

DotNyanDlg .nyanfi	ファイルの設
定

→	.nyanfi	ファイル

EditHighlight 構文強調表示定義 →	構文強調表示定義ファ



ファイルの編集 イル

EditIniFile INIファイルの編集

LoadBgImage 背景画像を読み込む

OptionDlg オプション設定 →	オプション設定

RegSyncDlg 同期コピーの設定ダ

イアログ

SetFolderIcon フォルダアイコンの

設定

ToolBarDlg ツールバーの設定 →	ツールバーの設定ダイ
アログ

ViewIniFile INIファイルの閲覧

Git

GitDiff カーソル位置ファイ

ルの差分詳細を表示
→	Git	の利用について

GitViewer Gitビュアー →	Git	の利用について

OpenGitURL リモートリポジトリ

URLを開く
→	Git	の利用について

RepositoryList リポジトリ一覧 →	Git	の利用について

SelGitChanged Git作業ディレクト
リで変更ファイルを

選択

→	Git	の利用について

その他

AppList アプリケーション一

覧
→	アプリケーション一覧

AboutNyanFi バージョン情報



CheckUpdate 更新の確認

Calculator 電卓 →	電卓

Close NyanFiの終了 Exit	のエイリアス

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

DebugCmdFile コマンドファイルの

デバッグ実行

Duplicate NyanFiの二重起動

Exit NyanFiの終了

HelpContents ヘルプの目次/索引
を表示

LockComputer コンピュータのロッ

ク

LockKeyMouse キーボード/マウス
のロック

MonitorOff ディスプレイの電源

を切る

MuteVolume 音量ミュート

NextNyanFi 次のNyanFiをアク
ティブに

PlayList プレイリストを作っ

て再生

PowerOff Windowsを終了

PrevNyanFi 前のNyanFiをアク
ティブに

Reboot Windowsを再起動

RegExChecker 正規表現チェッカー →	正規表現チェッカー



Restart NyanFiの再起動

ToExViewer 別ウィンドウのテキ

ストビュアーへ

ToNextOnRight 右ファイルリストで

次のNyanFiへ

ToPrevOnLeft 左ファイルリストで

前のNyanFiへ

UpdateFromArc アーカイブから更新

WatchTail テキストファイルの

追加更新を監視

WebMap 画像のGPS情報や指
定地点の地図を開く

テキストビュアー設定

FixedLen テキストビュアーで

CSV/TSVを固定長表
示

HtmlToText テキストビュアーで

HTML→テキスト変
換表示

SetColor テキストビュアーの

配色

SetMargin テキストビュアーの

左側余白を設定

SetTab テキストビュアーの

タブストップ幅を設

定

SetWidth テキストビュアーの



折り返し幅を設定

ShowCR テキストビュアーで

改行を表示/非表示
※TV

ShowLineNo テキストビュアーの

行番号を表示/非表
示

ShowRuby テキストビュアーで

ルビを表示/非表示

ShowRuler テキストビュアーの

ルーラを表示/非表
示

ShowTAB テキストビュアーで

タブを表示/非表示
※TV

インクリメンタルサーチ →	インクリメンタルサー
チ・モード

ClearAll すべての選択状態を

解除

ClearIncKeyword キーワードをクリア

HelpContents ヘルプの目次を表示

IncMatchSelect マッチする項目をす

べて選択

IncSearchDown マッチする項目を下

方向検索

IncSearchExit インクリメンタル

サーチから抜ける

IncSearchTop マッチする項目を先



頭から再検索

IncSearchUp マッチする項目を上

方向検索

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

KeywordHistory キーワード履歴を参

照

MigemoMode Migomoモードの切
り換え

NormalMode 通常のサーチモード

に戻る

OptionDlg オプション設定を開

く
オプション設定

Select 選択/解除

SelectDown 選択/解除後、下方
向に検索

ファイラー	／	イメージビュアー



テキストビュアー

カーソル移動	／	スクロール	／	選択	／	マーク	／	検索	／	移動	／	編集	／	開く	／	一覧	／
情報	／	バイナリ	／	実行	／	表示	／	設定	／	その他

カーソル移動

CursorDown カーソルを下に移動

CursorDownSel 選択しながらカーソルを

下に移動

CursorLeft カーソルを左に移動

CursorLeftSel 選択しながらカーソルを

左に移動

CursorRight カーソルを右に移動

CursorRightSel 選択しながらカーソルを

右に移動

CursorUp カーソルを上に移動

CursorUpSel 選択しながらカーソルを

上に移動

JumpLine 指定行番号に移動

LineEnd 行末に移動

LineEndSel 選択しながら行末に移動

LineTop 行頭に移動

LineTopSel 選択しながら行頭に移動

PageDown 1ページ下に移動

PageDownSel 選択しながら1ページ下に
移動



PageUp 1ページ上に移動

PageUpSel 選択しながら1ページ上に
移動

TextEnd 最後尾に移動

TextEndSel 選択しながら最後尾に移

動

TextTop 先頭に移動

TextTopSel 選択しながら先頭に移動

WordLeft 前の単語に移動

WordRight 次の単語に移動

スクロール

ScrollCursorDown スクロールしながら下に

移動

ScrollCursorUp スクロールしながら上に

移動

ScrollDown 下にスクロール

ScrollUp 上にスクロール

ScrollDown 下にスクロール

ScrollLeft 左にスクロール

ScrollRight 右にスクロール

ScrollUp 上にスクロール

選択

BoxSelMode 箱形選択モードの開始/解
除



CursorDownSel 選択しながらカーソルを

下に移動

CursorLeftSel 選択しながらカーソルを

左に移動

CursorRightSel 選択しながらカーソルを

右に移動

CursorUpSel 選択しながらカーソルを

上に移動

LineEndSel 選択しながら行末に移動

LineTopSel 選択しながら行頭に移動

PageDownSel 選択しながら1ページ下に
移動

PageUpSel 選択しながら1ページ上に
移動

SelCurWord カーソル位置の単語を選

択

SelectAll すべて選択

SelectFile 表示中ファイルをリスト

で選択/解除

SelectMode 選択モードの開始/解除

SelLine カーソル行を選択

SelLineCR カーソル行全体を改行単

位で選択

TextEndSel 選択しながら最後尾に移

動

TextTopSel 選択しながら先頭に移動



マーク

ClearMark すべてのマークを解除

FindMarkDown マークを下方向に検索

FindMarkUp マークを上方向に検索

Mark マーク/解除

MarkList マーク行一覧を表示 →	マーク行一覧

検索

FindDown 下方向に再検索

FindLinkDown リンク先を下方向に検索

FindLinkUp リンク先を上方向に検索

FindMarkDown マーク行を下方向に検索

FindMarkUp マーク行を上方向に検索

FindSelDown 選択文字列を下方向に検

索

FindSelUp 選択文字列を上方向に検

索

FindTagName tags	からタグ名検索 →	ダイレクトタグ
ジャンプ

FindText 文字列検索 →	文字列検索ダイ
アログ

FindUp 上方向に再検索

Grep 文字列検索(GREP)

IncSearch インクリメンタルサーチ →	インクリメンタ
ルサーチ・モード



NextErr 次のエラー位置に移動(ロ
グ)

PrevErr 前のエラー位置に移動(ロ
グ)

SearchPair 対応する括弧を検索

WebMap 指定地点の地図を開く

WebSearch Webで検索

移動

BackViewHist テキストビュアーの履歴

を戻る

NextFile 次のファイルを表示

PrevFile 前のファイルを表示

SwitchSameName ファイル名主部が同じ次

のファイルに切り換え

SwitchSrcHdr ヘッダ/ソースファイルの
切り換え

TagJump エディタでタグジャンプ

TagJumpDirect エディタでダイレクトタ

グジャンプ
→	ダイレクトタグ
ジャンプ

TagView ビュアーでタグジャンプ

TagViewDirect ビュアーでダイレクトタ

グジャンプ
→	ダイレクトタグ
ジャンプ

編集

ClipCopy クリップボードにコピー



Sort テキスト全体を改行単位

でソート

開く

BinaryEdit ファイルのバイナリ編集

FileEdit ファイルの編集

OpenURL URLを開く

ReloadFile ファイルの再読み込み

一覧

AppList アプリケーション一覧 →	アプリケーショ
ン一覧

CmdFileList コマンドファイル一覧 →	コマンドファイ
ル一覧

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

EditHistory 最近編集したファイル一

覧
→	最近編集した
ファイル一覧

FunctionList 関数一覧 →	関数一覧

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一
覧

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

MarkList マーク行一覧を表示 →	マーク行一覧

SetUserDefStr ユーザ定義文字列を設定

UserDefList ユーザ定義文字列一覧 →	ユーザ定義文字
列一覧



ViewHistory 最近閲覧したファイル一

覧

→	最近閲覧した
ファイル一覧

情報

CharInfo 文字情報の表示/非表示

CopyFileInfo ファイル情報をクリップ

ボードにコピー

CsvCalc CSV/TSV項目の集計

CsvGraph CSV/TSV項目のグラフ

CsvRecord CSV/TSVレコードの表示/
非表示

ListFileInfo ファイル情報をダイアロ

グ表示

ShowFileInfo	のエイ
リアス

PropertyDlg プロパティダイアログを

表示

ShowFileInfo ファイル情報をダイアロ

グ表示

ListFileInfo	でも同
じ

バイナリ

BinaryEdit ファイルのバイナリ編集

BitmapView ビットマップビューの表

示/非表示

ChangeViewMode テキスト/バイナリ表示の
切り換え

Inspector インスペクタの表示/非表
示

SaveDump ダンプリストをファイル



に保存

SetTopAddr 先頭アドレスを設定

実行

CmdFileList コマンドファイル一覧 →	コマンドファイ
ル一覧

DebugCmdFile コマンドファイルのデ

バッグ実行

ExeCommands 指定したコマンドを実行 →	詳細

ExeMenuFile メニューファイルの実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

InputCommands 入力したコマンドを実行

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一
覧

表示

AlphaBlend メインウィンドウを透過

表示

ChangeCodePage 文字コード変更

ChangeViewMode テキスト/バイナリ表示の
切り換え

FixedLen テキストビュアーで

CSV/TSVを固定長表示

Highlight マッチ語を強調表示

HtmlToText テキストビュアーで

HTML→テキスト変換表



示

ImgPreview イメージプレビュー

MenuBar メニューバーの表示/非表
示

SetColor テキストビュアーの配色

SetFontSize フォントサイズを変更

SetMargin テキストビュアーの左側

余白を設定

SetTab テキストビュアーのタブ

ストップ幅を設定

SetWidth テキストビュアーの折り

返し幅を設定

ShowCR テキストビュアーで改行

を表示/非表示
※TV

ShowFKeyBar ファンクションキーバー

の表示/非表示

ShowLineNo テキストビュアーの行番

号を表示/非表示

ShowRuby テキストビュアーでルビ

を表示/非表示

ShowRuler テキストビュアーのルー

ラを表示/非表示

ShowStatusBar ステータスバーの表示/非
表示

ShowTAB テキストビュアーでタブ

を表示/非表示
※TV

ShowToolBar ツールバーを表示



SwitchSameName ファイル名主部が同じ次

のファイルに切り換え

SwitchSrcHdr ヘッダ/ソースファイルの
切り換え

WinPos ウィンドウの四辺を設定

ZoomIn ズームイン

ZoomOut ズームアウト

ZoomReset ズーム解除

設定

EditHighlight 構文強調表示定義ファイ

ルの編集
→	構文強調表示定
義ファイル

OptionDlg オプション設定を開く →	オプション設定

ToolBarDlg ツールバーの設定 →	ツールバーの設
定ダイアログ

その他

AppList アプリケーション一覧 →	アプリケーショ
ン一覧

Calculator 電卓 →	電卓

Close 閉じる

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

CsvCalc CSV/TSV項目の集計

CsvGraph CSV/TSV項目のグラフ

Delete ファイルを削除

Duplicate NyanFiの二重起動



ExportCsv CSV/TSVエクスポート

HelpContents ヘルプの目次を表示

HelpCurWord カーソル位置の単語を指

定ヘルプで検索

ImgPreview イメージプレビュー

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

NextNyanFi 次のNyanFiをアクティブ
に

PopupMainMenu メインメニューをポップ

アップ表示

PrevNyanFi 前のNyanFiをアクティブ
に

RegExChecker 正規表現チェッカー →	正規表現チェッ
カー

ReloadFile ファイルの再読み込み

SelectFile 表示中ファイルをリスト

で選択/解除

Sort テキスト全体を改行単位

でソート

ファイラー	／	テキストビュアー



イメージビュアー

移動	／	選択	／	栞マーク	／	開く	／	画像操作	／	ワークリスト	／	実行	／	ツール	／	情報
／	表示	／	タグ管理	／	設定	／	その他

移動

EndFile 最後のファイルに移動

JumpIndex 指定したインデックスに

移動

NextFile 次のファイルを表示

NextMark 次の栞マーク項目へ

NextPage サムネイルの次ページに

移動

NextSameName ファイル名主部が同じ次

ファイルへ

PageDown 1ページ下に移動

PageUp 1ページ上に移動

PrevFile 前のファイルを表示

PrevMark 前の栞マーク項目へ

PrevPage サムネイルの前ページに

移動

ShowSeekBar シークバーの表示/非表示

TopFile 先頭ファイルに移動

選択

MaskSelect 指定マスクにマッチする



ファイルを選択

SelAllFile すべてのファイルを選択/
解除

Select 選択/解除

SelMark 栞マーク項目を選択

SelReverse ファイルの選択状態を反

転

SelSameExt 拡張子が同じファイルを

選択

SelSameName ファイル名主部が同じ

ファイルを選択

SelWorkItem ワークリストの登録項目

を選択

TagSelect 指定タグを含むファイル

を選択

栞マーク

ClearMark すべての栞マークを解除

Mark 栞マーク/解除

MarkList 栞マーク一覧 →	栞マーク一覧

NextMark 次の栞マーク項目へ

PrevMark 前の栞マーク項目へ

SelMark 栞マーク項目を選択

開く

FileEdit ファイルの編集

独自の関連付けで開く



OpenByApp

OpenByWin Windowsの関連付けで開く

画像操作

ClipCopy クリップボードにコピー

Delete ファイルを削除

FlipHorz 左右反転

FlipVert 上下反転

GrayScale グレースケール表示

RotateLeft 左に90度回転

RotateRight 右に90度回転

ワークリスト

HomeWorkList ホームワークリストを開

く

LoadWorkList ワークリストをファイル

から読み込む

NewWorkList 新規ワークリストの作成

SaveAsWorkList ワークリストに名前を付

けて保存

SaveWorkList ワークリストを上書き保

存

SelWorkItem ワークリストの登録項目

を選択

SendToWorkList ワークリストに送る

WorkList ワークリスト →	ワークリスト



実行

CmdFileList コマンドファイル一覧 →	コマンドファイル
一覧

DebugCmdFile コマンドファイルのデ

バッグ実行

ExeCommands 指定したコマンドを実行 →	詳細

ExeMenuFile メニューファイルの実行

ExeToolBtn ツールボタンの実行

InputCommands 入力したコマンドを実行

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

ツール

Calculator 電卓 →	電卓

ColorPicker カラーピッカー

ExeToolBtn ツールボタンの実行

Print 画像の印刷

SubViewer サブビュアーの表示/非表
示

情報

CopyFileInfo ファイル情報をクリップ

ボードにコピー

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

Histogram ヒストグラムの表示/非表
示



ListFileInfo ファイル情報をダイアロ

グ表示

ShowFileInfo_SD	の
エイリアス

Loupe ルーペの表示/非表示

PropertyDlg プロパティダイアログを

表示

ShowFileInfo ファイル情報を強制的に

表示

Sidebar サイドバーの表示/非表示

WarnHighlight 白飛び警告

WebMap 画像のGPS情報や指定地点
の地図を開く

表示

AlphaBlend メインウィンドウを透過

表示

DoublePage 見開き表示

EqualSize 等倍表示

FittedSize 画面フィット表示

FullScreen 全画面表示

GrayScale グレースケール表示

Loupe ルーペの表示/非表示

MenuBar メニューバーの表示/非表
示

PageBind 見開き表示の綴じ方向を

設定

ShowFKeyBar ファンクションキーバー

の表示/非表示



ShowGrid 画像分割グリッドの表示/
非表示

ShowSeekBar シークバーの表示/非表示

ShowStatusBar ステータスバーの表示/非
表示

ShowToolBar ツールバーを表示

Sidebar サイドバーの表示/非表示

Thumbnail サムネイルの表示/非表示

ThumbnailEx サムネイルの全面表示/通
常表示

WarnHighlight 白飛び警告

WinPos ウィンドウの四辺を設定

ZoomIn ズームイン

ZoomOut ズームアウト

タグ管理 →	タグによるファイ
ル管理

AddTag ファイルにタグを追加

DelTag ファイルのタグを削除

SetTag ファイルにタグを設定

TagSelect 指定タグを含むファイル

を選択

設定

LoadBgImage 背景画像を読み込む

OptionDlg オプション設定を開く →	オプション設定



ToolBarDlg ツールバーの設定 →	ツールバーの設定
ダイアログ

その他

AppList アプリケーション一覧 →	アプリケーション
一覧

Calculator 電卓 →	電卓

CmdHistory コマンド履歴 →	一覧ダイアログ

Close 閉じる

Duplicate NyanFiの二重起動

HelpContents ヘルプの目次を表示

KeyList キー割り当て一覧 →	キー割り当て一覧

ListLog ログを一覧で表示 →	一覧ダイアログ

NextNyanFi 次のNyanFiをアクティブ
に

PopupMainMenu メインメニューをポップ

アップ表示

PrevNyanFi 前のNyanFiをアクティブ
に

WebMap 画像のGPS情報や指定地点
の地図を開く

ファイラー	／	テキストビュアー	／	イメージビュアー



NyanFi	が用いるファイル

以下は、NyanFi	が用いる設定/定義ファイルやログです。
重要と思われるものはバックアップしておくことをお勧めします。

UTF-8のファイルはBOM付きで保存します。BOMがないと正しく読み
込めない場合があります。

NyanFi.INI　(デフォルト)

NyanFi	の設定情報が保存されています。レジストリは使用していま
せん。

※起動時オプション(-I)で指定する場合、任意の名前を使用可能。

FolderIcon.INI
SetFolderIcon	コマンドによって設定されたフォルダアイコンの内容
です。

[FolderIcon]	セクションに	"ディレクトリ名=アイコンファイル名"
の形で保存されます。

Highlight.INI
テキストビュアーでの構文強調表示をユーザ定義できます。

→	構文強調表示定義ファイル

DirHistory.INI
全体としてのディレクトリ履歴を、INIファイルではなく別ファイル
として保存できます。これによって履歴数の制限がなくなります。

→	オプション設定	-	一般	-	ディレクトリ履歴	-	全体履歴を別ファイ
ルに保存



Distribute.INI　(デフォルト)

振り分けダイアログでの登録内容を、INIファイルではなく別ファイ
ルとして保存できます。

※任意の名前も使用可能。
→	振り分けダイアログ	-	振り分け登録ファイル

Calculator.INI
電卓で用いる関数および定数をユーザ定義できます。

→	電卓	-	ユーザ定義ファイル

Swatchbook.INI
色見本のユーザ定義ファイルです。各種配色設定でスポイト使用時

に表示される色見本に用いられます。

実行ディレクトリにこのファイルがあると	NyanFi	起動時に読み込
まれます。ファイルがない場合はデフォルトの色見本が表示されま

す。

表示色を変更したい場合は、設定メニュー	-	「色見本定義ファイル
の編集」で行ってください。Swatchbook.INI	(なければデフォルト
で新規作成)がテキストエディタで開かれ、NyanFi	側では再読み込
みの確認メッセージが出ます。

色は、[Swatchbook]	セクションの	Color001	〜	Color112	に2桁16進数
のRRGGBB形式で指定します。113〜128番目までの16色は、「色の
設定」ダイアログで作成した色になります。

アーカイブの	sample_ini	ディレクトリには、デフォルトとは異なる
色見本のサンプルファイルがあります。

なお名前が	Swatchbook	で始まり、1行目が	"[Swatchbook]"	の	.INI
ファイル(アーカイブ内は除く)は、イメージプレビューで内容を確
認できます。



FontSample.INI
フォントファイルをイメージプレビューでサンプル表示する際の内

容を定義できます。

実行ディレクトリにこのファイルがあると	NyanFi	起動時に読み込
まれます。ファイルがない場合はデフォルトで表示されます。

表示内容を変更したい場合は、設定メニュー	-	「フォントサンプル
定義ファイルの編集」で行ってください(フォントを表示しているイ
メージプレビューの右クリックメニューからも可

能)。FontSample.INI	(なければデフォルトで新規作成)がテキストエ
ディタで開かれ、NyanFi	側では再読み込みの確認メッセージが出ま
す。

[FontSample]	セクションで以下のキーを設定できます。

Size フォントサイズ

BgCol 背景色(2桁16進数によるRRGGBB形式)

FgCol 文字色(2桁16進数によるRRGGBB形式)

Text1	〜 表示内容です。デフォルトでは	Text4	までの4行です
が、Text5	以降を指定すれば行を増やせます。

Symbol1	〜 シンボルフォントの場合、Text1〜の代わりに表示さ
れる内容です。対応する通常の文字で指定してくださ

い。

ShowGrid 1行目のサンプルに各種基準線を表示します(1	で表
示、0	で非表示)。
上端、内部レディング、ベースライン、下端を表示し

ます。フォントによっては位置が重なる場合がありま

す。

GridColor 基準線の色(2桁16進数によるRRGGBB形式)

xxxx.INI



現在のタブバーの状態(ディレクトリ履歴を含む)
を、SaveAsTabGroup	コマンドでタブグループとして保存できま
す。

保存したファイルは、LoadTabGroup	コマンドで読み込んで復元で
きます。

また	オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「タブグループ」
をチェックしていると、OpenStandard	コマンドでも開けます。

.nyanfi[_ユーザ名]
ディレクトリにこのファイルがあると、カレント側でそこに移動し

たとき、ファイラー設定を自動的に変更できます。

→	.nyanfi	ファイルによるファイラー設定

TAGDATA.TXT
ファイルやディレクトリ付けられたタグ(ラベル)情報が保存されま
す。

→	タグによるファイル管理

WORKLIST.nwl　(デフォルト)

ワークリストファイルです。ファイルやディレクトリの参照リスト

で、よく使うものを登録しておくと素早くアクセスできます。

※任意の名前を使用可能。
→	ワークリスト

xxxx.nbt
一連の処理を記述したコマンドファイルです。制御文などを用いた

バッチ処理も可能です。

→	ExeCommands	コマンド　→	コマンドファイル一覧

xxxx.txt
ポップアップメニュー用の定義ファイルです。ExeMenuFile	コマン



ドで表示できます。

一行目に	";[MenuFile]"	と記述しておくと、オプション設定	-	コマン
ド	-	OpenStandard	で「メニュー定義」をチェックすることで
OpenStandard	コマンドでも開けます。

xxxx.txt
検索結果リストを	SaveAsResultList	コマンドで保存できます。
内容はワークリストと同様ですが、先頭に	";[ResultList]"	という識別
行が、その後に	";"	で始まるコメントの形で検索情報が付加されま
す。

保存したファイルは、LoadResultList	コマンドで読み込んで再利用
できます。

また	オプション設定	-	コマンド	-	OpenStandard	で「結果リスト」を
チェックしていると、OpenStandard	コマンドでも開けます。

WEBMAP.HTM
画像ファイルのExif	GPS情報によって地図(Googleマップ)を表示する
際のテンプレートです。

存在しない場合はデフォルト設定で表示されます。

→	WebMap

autorun.inf
ドライブのルートにあって、アイコンが設定されている場合、ドラ

イブ一覧などのアイコン表示にそれが用いられます。

[autorun]

icon=SSD.ico

tasklog[n~m].txt
タスクログです。終了時にログウィンドウの内容が保存されます。

二重起動された	NyanFi	では	n	を付加、m	は世代数です。
→	オプション設定	-	一般2	-	ログ



renamelog.txt
改名ログです。このファイルに基づいてアンドゥが可能です。

→	UndoRename　→	名前の変更ダイアログ

DriveLog.csv
ドライブ使用率推移のログです。



既知の問題

いくつかのバージョンの実行ファイル(NyanFi.exe)が、カスペルス
キーなど一部のウィルススキャンで誤検知される場合があるようで
す。こちらで公開サイトを更新する際には、コンパイル直後にアー
カイブ化したものをアップロードし、MD5による同一性チェックと
ESET	Internet	Security	によるウィルススキャンを行っていますが、
今まで問題が発生したことはありません。誤検知が生じる場合は、
セキュリティソフトの信頼/除外リストなどに登録することで対処し
てください。もし	NyanFi	は信頼できないということでしたら、利用
をお控えください。
FTP接続中に予期しないエラーによって切断したりすることがあり
ます。使用しているFTPコンポーネント(Indy)のバグの可能性があ
り、対応が困難です。
ファイル名も暗号化されているRARアーカイブは、カーソルを置い
ただけでパスワードを求めるダイアログが出てしまいます。
unrar64.dll	の	API	だけでは、ダイアログを出さずにパスワード有無
を確認できないようです。ソースを調べれば方法はありそうなので
すが、自分ではRARは使っていませんし、あまり大変なことはやり
たくありません(簡単な方法があれば教えてください)。
ということで、どうしてもダイアログを出したくない場合は、オプ
ション設定	-	一般2	-	ファイル情報	の「情報を取得しない拡張子」に
".rar"	を指定してください。



よくある質問

Q.	ネットワーク越しのファイルコピーが遅いのですが。
オプション設定	-	一般	-	コピー動作	の「ネットワーク待ち時間」を
小さくしてみてください。ただし、その分ファイラーの操作が重く

なります。また、「〜秒以上無操作なら待ち時間を最小に」を設定

すると、速度と操作性をある程度両立できるかもしれません。

コピーは、マルチスレッドによるバックグラウンド・タスクで処理

していますが、転送速度とファイラーの操作性がトレードオフの関

係になっています。ネットワーク越しのコピーの場合、OS側に制御
を奪われる時間が長く、その間はデッドタイムとなってスレッドが

切り替わらないようで、ある程度の待ち時間を入れてやらないと、

ファイラーでの操作が困難になります。デフォルトでは、速度より

操作性を優先した設定になっています。

なお、NyanFi	を二重起動させ、重い処理はそちらで行うという手も
あります。

Q.	タスク実行中にファイラーの操作が重くなります。
上述の質問と関連しています。オプション設定	-	一般	-	コピー動作
で待ち時間に関する設定を、環境に合わせて調整してください。ア

クセスの遅いドライブの場合、OS側に制御を奪われる時間が長くな
り、ある程度の待ち時間を入れないと操作が重くなります。

Q.	タスクを実行していないのにファイラーのキー操作がもたつきま
す。

ファイル情報やプレビューを表示していると、ファイルの種類やサ

イズによっては内容の取得に時間がかかり、ファイラーの操作に影

響します。

オプション設定	-	一般2	の「ファイル情報」や「イメージプレ
ビュー」で、アクセスの遅いドライブや、情報が不要なファイルを



取得対象から除外すると改善されます。あるいは、ファイル情報の

画面そのものを非表示にして、必要なときだけ	ShowFileInfo	コマン
ドでダイアログ表示させることもできます。

Q.	○○ファイラーと同じ操作にできないのでしょうか？
デフォルトのキー設定では、最小限の機能しか割り当てられていま

せんので、好みに合わせてカスタマイズしてください。

一般的なファイラー操作は大抵可能だと思います。コマンドの説明

は一通り目を通しておくことをおすすめします。

また	ExeCommands	コマンドを用いると、複数のコマンドを組み合
わせたり、コマンドファイルを書くことによって、より複雑な処理

も可能です。

Q.	逆カーソルで親ディレクトリに移動したいのですが。
デフォルトの ← =ToLeft、 → =ToRight	というキー設定を、
← =ToParentOnLeft、 → =ToParentOnRight	に変更してください。

Q.	マクロのような機能はありますか？
バッチファイルに似た独自形式のコマンドファイル(*.nbt)を利用で
きます。

コマンドファイルでは、ファイラー、テキストビュアー、イメージ

ビュアーの各コマンドの他に、コマンドファイル内でのみ有効な補

助コマンドや変数も使えます。また、If	や	Repeat	などの制御文もあ
ります。詳細は「ExeCommands	コマンド」のページを参照してく
ださい。

作成したコマンドファイルは、ExeCommands	コマンドでキーに割
り当てられます。またツールバーのボタンやメニューに割り当てた

り(オプション設定	-	追加メニュー)、イベント発生時に実行させるこ
とも可能です(オプション設定	-	イベント)。
sample_cmd	ディレクトリにサンプルがありますので参考にしてく



ださい。

Q.	他のアプリケーションと間でドラッグ＆ドロップができません。
マウスカーソルが禁止状態になるとしたら、システムによって拒否

されています。権限の低い側から高い側へはドロップできません。

例えば	NyanFi	を管理者として起動している場合、通常起動している
エクスプローラなどからはドロップできません。これは	Windows	の
仕様です。	

Q.	C:\Users	などに対するファイル操作ができません。
C:\Users	などに対するファイル操作は、その権限がないとできませ
ん。

使用環境に応じて、対象フォルダのプロパティでセキュリティを変

更したり、NyanFi	を管理者権限に昇格するなどしてください。

Q.	削除できないファイルやディレクトリがあります。
他のプロセスによって排他的に使用されている可能性があります。

エディタなどのアプリケーションで開いていないか確認してくださ

い。またクラウドの同期フォルダなどでは、処理に代替データスト

リームが使用されている場合があります。

オプション設定	-	一般2	-	「ファイル情報」の「プロセス使用情報を
表示」をチェックしていると、ファイル情報で確認できます。

Q.	インクリメンタルサーチで日本語が入力できません。
インクリメンタルサーチ・モードでは、IMEによる文字入力はでき
ません。日本語を含むファイル名を検索したい場合は、別途

C/Migemo	をインストールしてください。Migemo	モードに切り替え
ると、ローマ字のまま日本語を検索できます。

なお、IncSearch	コマンドの代わりに	Filter	コマンドを用いると、イ
ンクリメンタルサーチのフィルタマスク・モードと同様の動作を、

フィルタ欄に入力した文字列を検索語として行えます(IME使用可



能)。

Q.	オプション設定などを開くと、既存のヘルプが閉じられてしまいま
す。

これは仕様です。C++Builder	で作成したアプリケーションでは、
モーダルダイアログを表示すると既存のウィンドウがすべて操作禁

止状態になってしまうため、あえてこのようにしています。オプ

ション設定などからヘルプを参照したい場合は F1 キーを押してく

ださい。



変更履歴

仮設伝言板　お知らせや、名無しさんたちとの間接的なやりとりのためのスペースで
す(5ちゃんねるに直接書き込むことはありません)。

コンテキストメニューによるファイル削除の件ですが、右ク
リックでコンテキストメニューを出す際に、ファイルリストは
どういう状態で、どこをクリックしていますか?	ContextMenu
コマンドのヘルプにあるように、選択されている項目がなく、
かつカーソル位置項目以外の場所を右クリックした場合、カレ
ントディレクトリそのものを対象とするコンテキストメニュー
が表示されますので、「削除」を選ぶとカレントのすべての
ファイルが削除されます。確認メッセージで表示される対象は
目的のファイルだけになっていますか?	あるいは「削除」の前
に「プロパティ」で確認した場合はどうでしょう?	コンテキス
トメニューによる「削除」の場合、NyanFi	は処理には直接関
わっていません。もし対象が正しいにもかかわらず、それ以外
のファイルが削除されるとすれば、システム側の問題というこ
とになります。ところでコンテキストメニューから削除を行う
のは、何か特別な理由があるのでしょうか?	ログも残りません
し、デメリットの方が大きいと思います。シェル拡張に基づい
てマウスでファイル操作したいということであれば、NyanFi	は
不向きです。
Filter	や	IncSearch_FM	コマンドによる絞り込みには「選択マス
ク」という機能を利用しています。コマンド実行中、その時点
で存在している項目に対して検索を行い、マッチした項目が記
憶されマスクとして適用されます。パスマスクとは異なり、検
索語に基づいた絞り込みが継続的に行われるわけではないた
め、後から追加された項目を含めたい場合は、選択マスクを一
旦解除してから再度絞り込みを行う必要があります。これは仕
様です。操作性や速度面から考えて、変更するつもりはありま
せん。
「CSV/TSV項目の集計」ダイアログには「ファイル情報」の配
色を用いています。設定を確認してください。



お願い
不具合報告の際は、現象の内容や再現手順、頻度、動作環境などを
具体的に詳しく書いてください。曖昧で意味がとれないような内容
には対応しかねます。またシステムや環境に起因すると考えられる
問題や、こちらではまったく再現できない現象については、対処が
困難です。

疑問点などがある場合、まずはヘルプをお読みください。コマンド
については機能別索引もありますし、ダイアログなどでは F1 キー
で状況依存ヘルプが表示されますので。また、よくある質問	や	既
知の問題	も確認してみてください。ヘルプを読まずに、他のファイ
ラーからの類推や想像で判断していると、思わぬ誤解に陥り無駄な
時間を費やすことになりかねません。

※公開ページには10バージョン前までのアーカイブがあります(さら
に古いバージョンの保管庫もあり)。最新バージョンに不具合があっ
た場合や、別バージョンと比較したいときなどに利用してくださ
い。

V13.76
・IncSearch_FM、Filter	コマンドでファイルリストを絞り込んだ場
合、[..]	項目を残すようにしました。
・「同名ファイルの処理」ダイアログ下部の背景色を「リストの背

景色」に修正。

V13.75
・アーカイブファイルを選択した状態で	ListTree	コマンドを実行し
た場合、仮想ディレクトリとしてツリー表示できるようにしまし

た。

・ディレクトリの比較(DiffDir)の結果リストで、栞マーク項目につ
いてはマーク色表示を優先するようにしました。

・アーカイブ処理中にエラーが発生する場合があるのを修正。これ

は	V13.69	で、ZIP内画像取得の際にスレッド内でアーカイバDLLが

http://nekomimi.la.coocan.jp/freesoft/nyanfi.htm


使われていたためです。これを元に戻し、.mobi	は画像取得対象か
ら外しました(.gdtf	は表示可能)。
・別ウィンドウのテキストビュアーおよびアプリケーション一覧

で、マウスホイールの処理が適切でなかったのを修正。

V13.74
・.pod(Plain	Old	Documentation)	で、見出しの強調/一覧表示に対応。
また	SearchPair	コマンドでは、=pod/=cut	および	=over/=back	の対応
を検索します(.pl、.pm	内でも可)。
・テキストビュアーで、明示的にコマンドが割り当てられていない

標準的なキー操作についても、対応するコマンドを履歴に追加する

ようにしました。なお、別ウィンドウのテキストビュアーで、コマ

ンド履歴がダブって追加されていたのを修正。

・テキストビュアーで	Shift	+	Home	キー(コマンド未設定、
TextTopSel	相当)を押した場合、選択状態にならないのを修正。
・いくつかのダイアログで、フィルタ欄などのフォントが統一され

ていなかったのを修正。

V13.73
・ファイラー、テキストビュアー、イメージビュアーに	CmdHistory
コマンドを追加。起動後に実行されたコマンドの履歴を一覧ダイア

ログで表示します(最大項目数1000)。
・一覧ダイアログで、フィルタのマッチ語が正しく強調表示されな

い場合があったのを修正(V13.57)。

V13.72
・オプション設定	-	テキストビュアー	に「.dfm	ファイルの文字列値
をデコード」を追加。.dfm	(Delphiフォームファイル)で用いられる
"#文字コード"	形式の値表記を、実際の文字列に変換して表示しま
す(テキストプレビューや一覧ダイアログにも適用)。



・一部のプログラムソースなどで	SearchPair	コマンドを実行した場
合、制御文などの対応関係を行単位で検索できるようにしました

(例:	.cpp、.h	の	#if〜/#endif、.pas	の	begin/end	など)。開始/終了行パ
ターンは、コマンドのパラメータでも指定可能(例:
SearchPair_/^#BEGIN/;/^#END/)。また構文強調表示定義ファイルで
は複数のパターンを指定できます(PairBeginPtn1〜、
PairEndPtn1〜)。
・.dfm	ファイルに対して	FunctionList	コマンドを実行した場合、
「オブジェクト一覧」を表示するようにしました。親子関係が分か

りやすいように、インデントを残したまま表示します。

・「テキストビュアーを開く直前」イベントを設定していて、タブ

幅が異なるファイル間でダイレクトタグジャンプを行った場合、

ジャンプ先でタブ幅が正しく設定されない場合があるのを修正。

・テキストエディタをその他のエディタにも重複登録していると、

FileEdit	コマンド実行時に「最近編集したファイル」の履歴が更新さ
れないのを修正。

V13.71
・アイコンファイル名の指定で	"ファイル名,インデックス番号"	の
形式に対応しました(例:	%WINDIR%\system32\shell32.dll,27)。アイコ
ンファイルを選択するダイアログで	.exe	や	.dll	ファイルを選んだ場
合、さらにファイル内のアイコンを選択するダイアログが開きま

す。

・特殊フォルダ一覧の仮想フォルダに「Applications」を追加。また
一覧にフォーカスがある場合、アクセラレータキーで各ブロックの

先頭項目にカーソル移動できるようにしました(例:	Alt+V	で「仮想
フォルダ」)。
・特殊フォルダ一覧で「環境変数を用いてパス名を表示」を有効に

している場合、場所の表示およびコピーしたパス名で、環境変数と

後続ディレクトリ名との間の区切り文字が抜けていたのを修正。



・オプション設定	-	フォント・配色	で「ダイアログ」のフォントを
設定して	[OK]	ボタンで確定した場合、フォントがすぐに反映され
ていなかったのを修正(V13.07)。

V13.70
・名前の変更ダイアログ	-	「設定」	-	「その他」	-	「ファイル名主部
の文字置換」において、元文字を	\x{16進数}	という形式で入力する
ことで、Unicode文字コードによる指定を可能にしました(例:
\x{202e})。
・テキストビュアーの文字情報(CharInfo)にUnicodeのブロック名を
表示するようにしました。

V13.69
・ファイラーの	CursorDown/CursorUp	コマンドのパラメータに	SL
を追加。次/前の選択項目にカーソル移動します。また
CursorDown_SL/CursorUp_SL	のエイリアスとして
NextPrevSelItem/PrevSelItem	コマンドを追加。
・オプション設定	-	フォント・配色	に「ドラッグ時のシンプルスク
ロールノブ色」を追加。設定すると、シンプルスクロールバーでノ

ブをつかんだときに色が変わります。

・オプション設定	-	フォント・配色	に「シンプルスクロールバーの
選択位置(FL)」を追加。設定すると、ファイラーで項目を選択して
いる場合、選択位置を示す半透明の横線がシンプルスクロールバー

上に表示されます。

・オプション設定	-	一般2	-	「イメージプレビュー」-「ZIP内の画像
を表示」の対応拡張子に	.mobi	および	.gdtf	(General	Device	Type
Format)	を追加。
・特定ディレクトリをマウントした仮想ドライブ内で	FindHardLink
コマンドを実行した場合、結果リストが正しく表示されないのを修

正。なお結果リストには、実際の場所にあるファイルが列挙されま



す。

・テキストプレビューのスクロールバーを右クリックしたときに、

イメージプレビュー用のメニューが出てしまうのを修正。

・登録ディレクトリダイアログにおいて、ファイラーで	IncSearch	コ
マンドが割り当てられているキーを押したとき、それが項目の呼び

出しキーでなかった場合、「無効/非表示ウィンドウにはフォーカス
を設定できません」というメッセージが出るのを修正。

V13.68
・SelByList	コマンドで用いるリストファイルに、正規表現のマッチ
パターンを記述できるようにしました(例:	(/hoge_\d{4}\.txt/)。
・SetDirTime	コマンドで、非表示になっている隠しファイル/システ
ムファイル属性のファイルやサブディレクトリは処理対象から外す

ようにしました。

・ディレクトリのジャンクションやシンボリックリンクにも、

SetFolderIcon	コマンドでアイコンを設定できるようにしました。こ
の場合、矢印マークがオーバーレイ表示されます。

・タブグループを切り替えた際や	NyanFi	終了時に、タブグループの
状態を自動的に保存するようにしました。

・オプション設定	-	一般	-	コピー動作	に「タグをコピー」を追加。
・NyanFi	上で項目を削除した場合、設定されていたタグデータを自
動的に削除するようしました。

・タグが設定されているディレクトリの移動で、タグが反映されな

いのを修正。

V13.67
・タブグループの読込/保存を行って終了した場合、次回起動時には
前回のタブグループであるとみなし、SaveTabGroup	コマンドではそ
のファイル名で上書き保存するようにしました。なおタブの設定ダ



イアログのタイトルバーに、現在のタブグループ・ファイル名が表

示されます。

・オプション設定	-	イベント	に「キーボード/マウスのロックが解除
された」を追加。LockKeyMouse	コマンドによるロックが解除され
たときに実行されます。

・マルチディスプレイ環境で	LockKeyMouse	コマンドを実行した場
合、ヒント表示をメイン画面中央に表示するようにしました。

・テキストビュアーの	NextFile/PrevFile	コマンドで前後のファイル
に移る際に、「テキストビュアーを開く直前」イベント内で

SetWidth、SetTab	コマンドを使用していると、不要な処理によって
余計な時間がかかっていたのを修正。

・7-zip64.dll	文字化け対策版の7z.dll対応版を使用していて、オプ
ション設定	-	一般2	-	その他	-	「7-zip64.dll(7z.dll対応版)の対応拡張
子」に登録されていないファイルを仮想ディレクトリとして開いた

場合、中のファイルを一時解凍して処理できなかったのを修正。

V13.66
・AlphaBlend	コマンドで、パラメータの不透明度に	+/-	を付けるこ
とで相対指定を可能にしました。なお、不透明度の最低値を64(25%)
に制限。

・文字列検索(GREP)で、検索終了後に「次行表示」チェックボック
スを変更した場合にも、結果リストの表示が切り替わるようにしま

した。なお結果リストでのマウスオーバー時には、設定にかかわら

ず、次行を含む行内容(ファイル名部分は除く)をヒント表示しま
す。

・文字列検索(GREP)の結果リストの右クリックメニューに「次行表
示部分の明度を加減」を追加。また「行頭のタブや空白を非表示」

を、次行表示部分にも適用するようにしました。

・文字列検索(GREP)の結果リストで、次行表示の2行目以降の改行
マークが表示されなくなっていたのを修正。



V13.65
・FindFileDlg	コマンドのパラメータにリストファイル名を指定する
ことにより、それに記述されている任意の複数ディレクトリ内を一

括検索できるようにしました。

・ワークリストで	SelReverse、SelReverseAll	コマンドを実行した場
合、セパレータは選択しないようにしました。

V13.64
・ファイラーに	LockKeyMouse	コマンドを追加。キーボード/マウス
をロックします。また	オプション設定	-	デザイン	-	「モーダル表示
効果」を有効にしていると、デスクトップ全体が半透明のスクリー

ンで覆われます。ロック解除は、パラメータで指定した任意の英数

文字列(無指定の場合はESCキー)で行います。
・MonitorOff	コマンドのパラメータに	KM	を追加。ディスプレイの
電源を切る前にキーボード/マウスをロックします。解除については
LockKeyMouse	コマンドと同様です。

V13.63
・7-zip64.dll	文字化け対策版の7z.dll対応版を使用していて、
CsrDirToOpp	コマンドをファイルに対し実行した場合、オプション
設定	-	一般2	-	その他	-	「7-zip64.dll(7z.dll対応版)の対応拡張子」に登
録されていないものについても、アーカイブとして認識可能なら開

けるようにしました。

・OpenCtrlPanel	コマンドのパラメータに	GM	を追加。
OpenByExp_"shell:::{ED7BA470-8E54-465E-825C-99712043E01C}"	の
エイリアスとなり、コントロールパネルを	GodMode	で開きます。
・NameFromClip	コマンドのパラメータに	RC	を追加。名前の変更ダ
イアログの「ファイル名主部の文字置換」で設定されている置換内

容を適用します。なお	オプション設定	-	キー設定	で、
NameFromClip	コマンドのパラメータを設定できなかったのを修



正。

V13.62
・ドライブ一覧で、ネットワークドライブの場合、「ボリューム」

列にUNCパスを表示するようにしました(「ディレクトリの文字色」
を使用)。このとき列幅に余裕があれば、その前にボリューム名も表
示します。なお仮想ドライブについても、余裕があればボリューム

名を併記、さらにディレクトリ名をパス付きで表示します。

V13.61
・タスクバーにピン留めしたアイコンで最小化/復帰を行ったときな
どに、ファンクションキーバーの内容が正しく表示されないの場合

があるのを修正。

V13.60
・7-zip64.dll	文字化け対策版の7z.dll対応版を使用している場合、.exe
ファイルに対して	OpenStandard	コマンドを実行すると、格納されて
いるリソース部分がアーカイブとして開かれるようになっていたの

を修正(v13.59)。オプション設定	-	一般2	-	その他	-	「7-zip64.dll(7z.dll
対応版)の対応拡張子」に	.exe	を追加すればアーカイブとして開けま
すが、その場合、ファイル実行は別のコマンドで行う必要がありま

す。なお	UnPack	コマンドではリソースの抽出が可能です。

V13.59
・標準で対応しているアーカイブ拡張子以外のファイルでも、

ZIP/TARアーカイバが対応可能なものは、OpenStandard、UnPack	コ
マンドなどでアーカイブとして扱えるようにしました。また

ZIP/TARアーカイバが対応可能な場合、ファイル情報に「形式」を
表示するようにしました。

・オプション設定	-	一般2	-	その他	-「最小化時にタスクトレイに格
納」をチェックしていない場合、最小化から元のサイズに戻したと



きに、ファンクションキーバーの内容が正しく表示されないのを修

正。

・オプション設定	-	一般	-	操作	-	「Altキーでメニューに移らない」
を、Altキー単打の場合だけでなく	Shift	+	Alt	にも適用するようにし
ました。

・「Altキーでメニューに移らない」が有効またはメインメニューが
非表示の場合、Shiftキーを押しながらAltキーを押して離すと、ファ
ンクションキーバーの表示が	Shift+Alt	の内容のまま戻らないのを修
正。なお「Altキーでメニューに移らない」が無効の場合、メニュー
にフォーカスが移ると後続キーはメニューに送られるため、ファン

クションキーバーの内容は機能せず表示が実態と合わなくなりま

す。Altキーをメニューアクセス以外に利用する場合は、「Altキー
でメニューに移らない」を有効にしてください。

V13.58
・ファイラーに	LockComputer	コマンドを追加。コンピュータを
ロックします。パラメータ	MO	によってディスプレイの電源を切る
ことも可能。

・MonitorOff	コマンドのパラメータに	LK	を追加。ディスプレイの
電源を切る前にコンピュータをロックします。

・Paste	コマンドのパラメータに	EX	を追加。クリップボードの内容
がテキストの場合は	NewTextFile	コマンド、画像の場合は
ConvertImage_CB	コマンドを利用して新規ファイルを作成します。
それ以外では通常動作。

・ConvertImage_CB	で、指定したファイル名が既存の場合「同名あ
り」と表示するようにしました。

・ConvertImage_CB	で、カーソル位置がディレクトリだと、警告が
出て実行できなかったのを修正。

V13.57



・正規表現による置換で、行頭の連続した文字列のうち先頭部分の

みを削除しようとした場合(例:	/^0/)、削除後の後続部分がさらに
マッチして削除されないようにしました。ちなみにこれは、使用し

ている正規表現ライブラリの関数仕様によるもので、以前のバー

ジョンでも	/^0(.*)/	-->	\1	などとすれば先頭のみの削除が可能です。
・文字列検索(GREP)/文字列置換で、正規表現の場合も「大小区別」
オプションを設定できるようにしました。

V13.56
・オプション設定	-	デザイン	に「固定ピン」を追加。FixTabPath	コ
マンドで固定したときに表示されるマーク文字を変更できます。

・ドライブ容量推移のグラフにフォーカスがある場合、

NextDrive/PrevDrive	のキーで対象ドライブを切り替えられるように
しました。

・ConvertImage	コマンドのパラメータに	CB	を追加。クリップボー
ドの画像を変換し、指定した名前でカレント側に保存します。

・SubViewer	コマンドのパラメータに	CB	を追加。クリップボード
の画像をサブビュアーで表示します。なお	SubViewer_LK	でサブ
ビュアーを開いた場合、対象を固定状態で表示するようにしまし

た。

・ImageViewer_CB	コマンド(クリップボード画像の閲覧)が正しく動
作しなくなっていたのを修正(v12.27)。

V13.55
・アーカイブに対して	OpenStandard	コマンドを実行した際に対応す
るアーカイバがない場合は、警告を出さずにビュアーで開くように

しました。

V13.54
・テキストビュアーの文字情報において、分割境界線をドラッグす



ることで拡大表示の文字サイズを変更できるようにしました。また

右クリックメニューに「拡大表示の背景色/文字色」を追加。
・Edit	補助コマンド画面の配色設定を、配色のエクスポートに対応
するため、INIファイルの	[Color]	セクションに移動。既存の設定は
一旦削除されますので、設定し直してください。

・ファイルリストにマスクが適用されていない場合、ドライブ情報

が左寄せで表示されるようになっていたのを修正(V13.53)。

V13.53
・オプション設定	-	デザイン	-	ドライブ情報の書式の「選択時は
ファイルリストの配色に」を廃止(常に有効)。なお「情報パネルを
フラット表示」が有効な場合、選択時にドライブ情報の上端に「分

割境界線」色で1px相当の境界を表示するようにしました。
・オプション設定	-	フォント・配色	に「結果リストの注目箇所背景
色」を追加。DiffDir	コマンドの結果リストで、新しい方の更新日時
に用いられます。なお片方にしかないファイルについては、存在す

る側の背景を強調するよう変えました。

・結果リストまたはワークリストにおいて	JumpTo	コマンドをパラ
メータ無しで実行した場合、カーソル位置の項目に移動するように

しました。

V13.52
・ディレクトリ関係のヒントに、同期関係以外の説明も表示するよ

うにしました。

・ドライブ容量推移のオプション部分をツールバー形式にしまし

た。またグラフにフォーカスがある場合、参照位置にラインカーソ

ル色をブレンド表示するようにしました。参照位置は、↑/
↓/HOME/END	キーなどで移動できます。
・互換性のために残しておいた	イメージビュアーの	GifViewer	コマ
ンドを廃止。キー設定などで使用していた場合は	SubViewer	コマン



ドに変更してください。

・サブビュアー(SubViewer)で、固有アイコンやMP3/FLACの埋め込
み画像も表示できるようにしました。

・ファイル情報ダイアログの右クリックメニューに「イメージプレ

ビュー」を追加。サブビュアーを利用して画像を表示します。

・テキストビュアーの	ImgPreview、イメージビュアーの	SubViewer
コマンドで表示されるサブビュアーの位置・サイズを別途保存/復元
するようにしました。

・リストファイルを指定して	PlayList_LS	コマンド実行後にプレイリ
ストを一覧ダイアログで表示した場合、NextFile/PrevFile	コマンドの
キーを押すと、ダイアログが消えないままファイラーに戻ってしま

うのを修正。プレイリスト表示時は	NextFile/PrevFile	動作を無効に
しました。

・Gitビュアー	-	差分概略に空行がある場合、不要な分割線やカンマ
が表示されるのを修正。

V13.51
・特殊フォルダ一覧にフィルタ機能(Migemo、AND/OR	可)を追加。
これにともない、SpecialDirList	コマンドのパラメータに	FF	(フィル
タ欄にフォーカス)を追加。
・特殊フォルダ一覧の右クリックメニューに「NyanFi	関連のディレ
クトリを表示」、「実行ファイルのアイコンを表示」、「アプリ

ケーション情報」(エディタやツール項目で有効)を追加。
・コマンドファイル一覧のフィルタやオプション部分をツールバー

形式にしました。

・直下に	.git	があるディレクトリが、オプション設定	-	一般2	-	ファ
イル情報	-	「情報を取得しないパス」に該当していて、既存の	Git-
Commit/Status	情報がない場合、取得を行わないようにしました。

V13.50



・PopupMainMenu	コマンドのパラメータにデフォルトのアクセラ
レータキーを指定することで、そのメニューだけを表示できるよう

にしました(例:	PopupMainMenu_F)。
・他の画面モードのツールボタンに設定されているアクセラレータ

キーによって、意図しないツールボタンが呼び出されてしまう場合

があるのを修正。

・オプション設定	-	一般2	-	「アーカイブ内のファイル情報/プレ
ビューを表示」をチェックしていて、アーカイブの仮想ディレクト

リ内で連続的にカーソル移動したとき、一次解凍に失敗する場合が

あるのを修正。アーカイバ動作中は、処理をスキップするようにし

ました。

V13.49
・オプション設定	-	起動時	に「仮想ドライブのマウント」を追加。
指定したローカル・ディレクトリを起動時に仮想ドライブとしてマ

ウントします。

・ドライブ一覧で、特定ディレクトリをマウントした仮想ドライブ

は、「種類」を「仮想ドライブ」と表示し、ボリューム名の代わり

にパス無しディレクトリ名またはドライブ名を表示するようにしま

した。なお仮想ドライブは、[取り外し]ボタンでマウントを解除で
きます(EjectDrive	コマンドでも可)。
・Windows	10	で透明な境界部分を持つテーマを用いている場合、
モーダル表示効果用スクリーンは、ウィンドウの見えている部分だ

けを覆うようにしました。

・オプション設定	-	起動時	-	ウィンドウサイズ	-「サイズと位置を固
定」の設定が、二重起動した	NyanFi	にも適用されていたのを修正。

V13.48
・ファイラーに	SimilarSort	コマンドを追加。カーソル位置ファイル
名との類似性(標準化されたレーベンシュタイン距離)に基づいて



ファイルリストをソートします。パラメータ指定により、拡張子、

大小文字、数字部分、全角/半角の無視が可能。

V13.47
・MatchSelect	コマンドのパラメータに書式文字列	\N	を追加。カー
ソル位置のファイル名主部またはディレクトリ名に置換して用いら

れます(例:	MatchSelect_/^\N_\d*\./)。
・FileRun	コマンドのパラメータを	"ファイル名	パラメータ"	形式で
指定すると正しく機能しないのを修正(例:	FileRun_"perfmon.exe
/rel")。
・InputCommands、CopyCmdName	コマンドの入力ボックスで、文字
列の途中を編集するとキャレットが末尾に飛んでしまうのを修正。

・ファイラーですべてのタブが一行に納まらず、左/右端のタブが先
頭/末尾でない場合、描画が正しく行われないのを修正。

V13.46
・UnPack、UnPackToCurr	コマンドのパラメータに	OW	を追加。既
存の同名ファイルを確認無しで上書きします。

・同名ファイルの比較ダイアログに「ボリュームシリアル番号/ファ
イルID」条件を追加。これによってハードリンクの確認を行えま
す。

・TabHome	コマンドを実行時に、ディレクトリが変化しなくても
.nyanfi	ファイルを適用するようにしました。
・ファイラーおよびテキストビュアーのインクリメンタルサーチに

IncSearchTop	コマンドを追加。マッチする項目を先頭から再検索し
ます。

・テキストビュアーでインクリメンタルサーチ時の情報ヘッダに

「位置/ヒット行数」を表示するようにしました。また別ウィンドウ
のテキストビュアーでも、同様の情報と疑似キャレットを表示。

・オプション設定	-	コマンド	-	IncSearch	で「大小文字を区別」を



チェックしていて、テキストビュアーでインクリメンタルサーチを

行った場合、マッチしない部分も強調表示されてしまうのを修正。

V13.45
・名前の変更ダイアログに「リスト」タブを追加。"検索文字列
[TAB]	置換文字列"	という書式で記述したリストファイルにしたがっ
て一括置換を行います(/パターン/	で正規表現も可)。また	RenameDlg
コマンドのパラメータに	ED	を追加。改名対象に対して	"項目番号
[TAB]	ファイル名"	という書式のリストファイルが作られ、それをテ
キストエディタで編集することで改名を行えます。

V13.44
・SelByList	コマンドのパラメータに	LR	(カレント/反対側の両方で
選択)、SM	(選択された項目だけを残す)を追加。またパス無しファ
イル名(ワイルドカード可)で記述されたリストファイルにも対応
し、ディレクトリに関係なく選択を行えるようにしました。

・ファイル名検索の結果リストに対して絞り込み検索を行った場合

も、リストの最小更新間隔を制限することで、表示のちらつきを抑

え処理を高速化しました。なお、検索中にシンプルスクロールバー

が更新されていなかったのを修正。

V13.43
・オプション設定	-	フォント・配色	-	配色	に「ツールウインドウの
境界線」を追加。色を指定すると、ツールウインドウ(デバッグウィ
ンドウ、文字情報、CSV/TSVレコード、インスペクタ、ビットマッ
プビュー、Gifビュアー、浮動化されたルーペ/ヒストグラム)に1px相
当の境界線を表示します。Windows	10	でツールウインドウの境界が
分かりにくい場合に利用してみてください。

・ランチャーの右クリックメニューに「フォルダアイコンでソー

ト」を追加。



V13.42
・フォルダアイコン検索ダイアログ(FindFolderIcon)において、ファ
イラーで割り当てられているのと同じキーで頭文字サーチを行える

ようにしました。また項目を一つも選択していない状態で	OK	ボタ
ンや	ENTER	キーを押した場合、カーソル位置のアイコンを検索す
るようにしました。

・特殊フォルダ一覧の仮想フォルダに「GodMode」を追加。
・登録ディレクトリダイアログに[特殊..]ボタンを追加。特殊フォル
ダ一覧を参照できます。

・Windows	10	で透明な境界部分を持つテーマを用いている場合、各
種一覧などの右クリックメニューで「サイズと位置をファイルリス

トに合わせる」を用いたときに隙間が空かないようにしました。

・オプション設定	-	起動時	-	ウィンドウサイズ	-	指定サイズ	の
「左」/「上」入力欄に負の値も設定できるようにしました。

V13.41
・Gitビュアー	-	差分概略のフォント・配色を、ブランチ一覧/コミッ
ト履歴に合わせました。プロポーショナルフォントやイレギュラー

な	Ricty	Diminished	〜	でもレイアウトは崩れません。なお右クリッ
クメニューの「拡張子別配色を適用」は廃止し、ディレクトリ部分

は「ディレクトリの文字色」で、ファイル名部分は拡張子別配色で

表示するようにしました。

・Gitビュアー	-	差分概略の右クリックメニューに「このファイルの
パスをコピー」を追加。

・パスマスク・ダイアログに設定パネルの開閉ボタンを追加。また

下部に設定パネルを持つダイアログで、Alt+O	キーでもパネルの開
閉を行えるようにしました。

・固定長表示のテキストビュアーで	WordLeft/WordRight	コマンドを
実行した場合、左右の列項目に移動するようにしました。



V13.40
・一覧ダイアログで「名前=値」形式のリスト(INIファイルなどは除
く)を表示している場合の右クリックメニューに「カーソル行の値を
コピー」を追加。

・OpenADS	コマンドで代替データストリームを開いたときに、余計
な無名の項目が表示されるようになっていたのを修正(V13.37)。

V13.39
・ファイラーに	FindFolderIcon	コマンドを追加。SetFolderIcon	コマ
ンドで設定したアイコンのディレクトリを検索します。

・Gitビュアーで、初回コミットの差分概略/詳細が正しく表示され
ていなかったのを修正。

V13.38
・Gitビュアー	-	差分概略の右クリックメニューに「このファイルの
内容を表示」を追加(TextViewer	コマンドのキーでも可)。テキスト
ファイルの内容を一覧ダイアログで表示します。

・Gitビュアー	-	差分概略で、インデックスのファイルに対して右ク
リックメニューの「テキストエディタで開く」を行った場合、作業

ツリーのファイルを開いていたのを修正。

・リポジトリ一覧でフィルタを使えるようにしました。これにとも

ない	RepositoryList	コマンドのパラメータに	FF	を追加。
・ContextMenu	や	DriveGraph	コマンドに単独の英字キーが割り当て
られていると、そのキーでドライブを選択できないのを修正。単独

英字キーの場合はドライブの選択を優先するようにしました。

V13.37
・リポジトリ一覧の右クリックメニューに「Gitビュアーを開く」を
追加(GitViewer、TextViewer	コマンドのキーでも可)。カーソル位置
のリポジトリに移動後、Gitビュアーを開きます。



・代替データストリームに対して、CompareDlg	や	ToOppSameItem
コマンドが正しく機能しなかったのを修正。なお代替データスト

リームに対しても、CompareHash、ToOppSameHash	コマンドを使え
るようにしました。

V13.36
・ファイル情報	Git-Status/Commit	の内容をキャッシュして再利用す
ることで操作性を改善。キャッシュは、.git/index	のタイムスタンプ
変化やファイルリスト更新で再取得になります。キャッシュ情報は

INIファイルに保存され、次回起動時にも引き継がれます。
・ファイラーに	RepositoryList	コマンドを追加。利用したことのある
Gitリポジトリの一覧を表示します。表示は、ファイル情報	Git-
Status/Commit	のキャッシュ内容に基づいているため、これらが非表
示になっていると利用できません。

・最近編集/閲覧した/使ったファイル一覧、栞マーク一覧、ダイレ
クトタグジャンプで、数字キーによる確定が正しく機能しなくなっ

ていたのを修正(V12.35)。

V13.35
・Gitビュアー	-	コミット履歴の「一時アーカイブとして開く」で、
アーカイブ作成に時間がかかると自動的に開けない場合があるのを

修正。なお作成中はヒント表示を出すようにしました。

・各ダイアログのリストボックスで、アプリケーションキー/Shift	+
F10	キー以外に、ファイラーで	ContextMenu	メニューが割り当てら
れているキーによっても、右クリックメニューを表示できるように

しました。

V13.34
・Gitビュアー	-	コミット履歴のバーに[待避]ボタンを追加。現在の
作業内容をメッセージ付きで待避します(stash)。待避した内容はコ



ミット履歴の先頭に表示され、右クリックメニューから復帰や削除

を行えます(pop/apply/drop)。
・別ウィンドウのテキストビュアーを開いたときにエラーが出る場

合がある不具合を再修正。

V13.33
・Gitビュアー	-	コミット履歴の右クリックメニューに「このコミッ
トをチェリーピック」を追加。

・Gitビュアー	-	コミット履歴で、一つのコミットに複数のブランチ
の先端が重なっている場合、ブランチ名が一つしか表示されないの

を修正。

・起動後、別ウィンドウのテキストビュアーを最初に開いたとき

に、エラーが出る場合があったのを修正。

V13.32
・メニュー定義ファイルで、タイトルの後にタブで区切って	"{"	を
指定すると、それ以降の	"}"	で始まる行までの間にある行内容をコ
マンドと見なすようにしました(読み込み時に	:	区切りの一行に連
結)。アイコンは	"}"	の後にタブで区切って指定可能(ExeMenuFile	コ
マンドの例を参照)。
・ExeCommands	コマンドの補助コマンドに	WaitForKey	を追加。何
かキーが押されるまで待ちます。パラメータに変数名を指定する

と、押されたキーの名前を取得可能。

・ファイル情報の	Git-Status	で、2桁以上の数字に含まれる	"0"	が	"_"
になってしまうのを修正。

V13.31
・Gitビュアーで、ワーキングツリーの差分概略に「追跡されていな
いファイル」の名前も表示するようにしました。

・Gitビュアーの作業ツリー/インデックスに対する差分概略で、



ツールボタンや右クリックメニューによってインデックスへの追加

や取り消しを行えるようにしました。また、ツールボタンによるコ

ミットも可能。

・Gitビュアーで、コミット履歴の「コミット情報を表示」および差
分概略の「このファイルの差分詳細を表示」を	ENTER	キーでも行
えるようにしました。

V13.30
・ファイラーに	GitDiff	コマンドを追加。カーソル位置ファイルの
(インデックス/HEADからの)差分を一覧ダイアログで表示します。
パラメータに	XT	を指定すると外部diffツールを起動可能。
・Gitビュアー	-	コミット履歴でのカーソル移動で、コミットのない
行はスキップするようにしました。

・Gitビュアー	-	差分概略の右クリックメニューに「このファイルの
差分詳細を表示」を追加。カーソル位置ファイルの親コミットから

の差分詳細を一覧ダイアログで表示します。また「このファイルの

ハッシュをコピー」を追加。

・オプション設定	-	フォント・配色	-	配色	に「Git:	+	行」、「Git:	-
行」を追加。

・ExeCommands	コマンドの定義済み変数に	NamePart	(カーソル位置
のパス無しファイル名)を追加。
・diffツールを起動した場合、終了を待たないようにしました。

V13.29
・Gitビュアー	-	コミット履歴の右クリックメニューに「このコミッ
トまでの履歴を表示」を追加。なお表示制限数を超えるコミットが

ある場合、一覧の最終行に「これ以前に	n	個のコミットがありま
す」と表示するようにしました。

・Gitビュアー	-	差分概略の右クリックメニューに「このファイルの
コミット履歴を表示」を追加。カーソル位置のファイルのみについ



てのコミット履歴を表示します。[更新]ボタンまたは	F5	キーを押す
と絞り込みが解除されます。

・GitViewer	コマンドのパラメータに	CP	を追加。カーソル位置項目
のみについてのコミット履歴を表示します。

・Gitビュアーで初回コミットの差分概略が表示されなかったのを修
正。

V13.28
・FileEdit	コマンド実行時に、テキスト/イメージ/その他のエディタ
で重複してマッチしたものは選択肢から外すようにしました。

V13.27
・振り分け時のログに出力される個々のCOPY/MOVE項目に、振り
分け先ディレクトリも表示するようにしました。振り分け先が相対

指定で、オプション設定	-	一般2	-	ログ	-	「処理対象をフルパスで表
示」がチェックされていない場合は、基準パスに対する相対表記

で、そうでない場合はフルパスで表示されます。またログの開始行

に「振分」を付けるようにしました。なお開始行に表示されるの

は、あくまで振り分けの基準となるディレクトリです。実際の振り

分け先は、個々のCOPY/MOVE項目で確認してください。
・振り分けダイアログで「振り分け先を自動作成」をチェックして

いて、ディレクトリを同ドライブの存在しない振り分け先に移動し

ようとした場合、ディレクトリが作成されずにエラーとなってしま

うのを修正。

V13.26
・ファイル情報(ダイアログを含む)の右クリックメニューに「この
項目の値をコピー」を追加。またダイアログでも、「この項目内容

を強調表示」を利用できるようにしました。

・Gitビュアー	-	ブランチ一覧に、リモートブランチやタグも表示で



きるようにしまた(右クリックメニューで表示/非表示を切り替え可
能)。
・Gitビュアー	-	コミット履歴で、任意のコミットにタグを付けられ
るようにしました。専用ダイアログが表示され、注釈付きのタグも

設定可能です。なお複数タグが付けられている場合の表示に対応。

・Gitビュアー	-	コミット履歴の右クリックメニューに「コミット情
報を表示」を追加。

・Gitビュアー	-	差分概略の内容をキャッシュするとこにより、コ
ミット一覧のカーソル移動を改善。なおデフォルトのコミット履歴

表示数を100に変更。

V13.25
・Gitビュアーに[GUI]ボタンを追加。デフォルトでは	git-gui.exe	を
起動します。バーの右クリックメニューから変更可能。

・Gitビュアーでコミット履歴の検索を行ったとき、ヒット項目の背
景を強調し、シンプルスクロールバーにヒット位置を表示するよう

にしました。

・Gitビュアー	-	コミット履歴の右クリックメニューに「一時アーカ
イブとして開く」を追加。カーソル位置のコミットを一時アーカイ

ブとして出力し、ファイラーに戻って反対側リストで開きます。

・Gitビュアー	-	差分概略の右クリックメニューに「テキストエディ
タで開く」を追加(FileEdit	コマンドのキーでも可)。リポジトリ内の
ファイルは	NyanFi	の一時ディレクトリに出力して開きます。

V13.24
・Gitビュアー	-	コミット履歴に検索バーを追加。また[更新]および
[Console]ボタンを配置。後者は標準的な場所にある	git-bash.exe	を起
動します。見つからない場合、または別のものを指定したい場合

は、バーの右クリックメニューから選択可能。

・Gitビュアー	-	コミット履歴	の右クリックメニューに「Author	の名



前を表示」を追加。

・最近編集／閲覧したファイル一覧、栞マーク一覧、一覧ダイアロ

グのフィルタやオプション部分をツールバー形式にしました。動作

は変わりませんが、ラジオボタン/チェックボックスは、グループ/
トグル動作のツールボタンに変更。入力欄の幅は、隣のボタンとの

境界をドラッグすることで変更可能、なおパネルの開閉は廃止。

・DotNyanDlg	コマンドのパラメータに	RS	を追加。カレント側に適
用可能な	.naynfi	ファイル	がある場合、それを再度適用します。

V13.23
・Gitビュアー	-	コミット履歴	の先頭2行に、作業ツリーとインデッ
クスの状態を表示するようにしました。差分の確認も可能。なお

ビュアーを開いたとき、コミット履歴のHEAD位置にフォーカスす
るようにしました。

・差分概略の右クリックメニューに「git	gui	blame」を追加。親コ
ミットに対する	blame	を	Git	Gui	で表示します。
・オプション設定	-	フォント・配色	-	配色	に「Git:	コミットマー
ク」(グラフの●)を追加。
・Hint	補助コマンドで、メッセージの先頭に	!	を付けるとヒントが
自動的に隠れないようにしました。表示されているヒントを消すに

は、メッセージなしで	Hint	を実行します。

V13.22
・Git作業ディレクトリのファイル情報で「COMMIT_EDITMSG」は
現在の状態を反映していない場合があるため「HEAD」とともに廃
止し、代わりに「Git-Commit」として直前のコミットの内容を表示
するようにしました。これにあわせて「STATUS」を「	Git-Status」
に改称。

・Gitビュアー	-	差分概略	の	+/-文字グラフを棒グラフで描画するよ
うにしました。



・差分概略で、改名されている場合にもdiffツールを起動できるよう
にしました(パスが省略表示になっている場合は不可)。
・Gitビュアー	に対して「選択項目の文字色」が適用されていな
かったのを修正。

V13.21
・Gitビュアー	-	差分概略の文字色が、テキストプレビューではなく
リストの文字色になっていたのを修正。またテキストプレビューに

プロポーショナルフォントを使用している場合にも罫線位置がずれ

ないようにしました。なおテキストプレビューの配色がファイルリ

ストと異なっていてファイル名が見にくい場合は、右クリックメ

ニューに追加した「拡張子別配色を適用」のチェックを外してくだ

さい。メイン画面の配色は、明/暗どちらかの傾向に統一することを
お勧めします。

V13.20
・Gitビュアー	-	コミット履歴	の右クリックメニューに「ZIPアーカ
イブを作成」を追加(Pack	コマンドのキーでも可能)。
・特殊フォルダ一覧のタイトルが「登録ディレクトリ」になってし

まっていたのを修正(V13.06)。
・フォルダアイコンのみの表示にしている場合に、拡張子別一覧、

最近編集／閲覧した／使ったファイル一覧でファイルのアイコンが

表示されてしまうのを修正(V13.17)。

V13.19
・開発環境を	C++Builder	10.3.1	にアップデート。
・ファイラーに	GitViewer	コマンドを追加。Gitビュアーが表示さ
れ、ブランチ一覧、コミット履歴、差分の概略を確認できます。右

クリックメニューから、チェックアウト、ブランチの作成/削除/改
名、マージ、タグ付け、diffツールの起動などを行えます。



・ExeCommands	コマンドの定義済み変数に	MenuStr	(PopupMenu	で
選択された項目文字列、アクセラレータ部分や前後の空白は削除)を
追加。

・名前の変更ダイアログ	-	設定	-	その他-	「ファイル名主部の文字置
換」で半角空白を設定すると、次回起動時に設定が失われてしまう

のを修正(v13.04)。なお文字置換の一覧で、半角/全角空白を判別し
やすいように記号で代替表示するようにしました。

V13.18
・結果リストやワークリストでも	SetFolderIcon	コマンドを使えるよ
うにしました。

・ディレクトリに割り当てているアイコンファイルを単純改名/移
動/削除した場合、既存の設定内容にそれが反映されるようにしまし
た。

・ソートダイアログのディレクトリソート方法に「アイコン(ファイ
ル:名前/拡張子)」を追加。SetFolderIcon	コマンドによって設定され
たフォルダアイコンのファイル名に基づいてソートを行います。こ

れにともない	SortDlg	コマンドのパラメータに	XI	と	XNI(XN/XI切
替)を追加。

V13.17
・ファイラーに	SetFolderIcon	コマンドを追加。選択中(無ければカー
ソル位置)のディレクトリに対して、表示用のフォルダアイコンを設
定します。デフォルトアイコンの変更も可能。設定内容は、実行

ディレクトリの	FolderIcon.INI	に保存されます。
・ShowIcon	コマンドのパラメータに	FD	を追加。アイコンの全表示/
フォルダアイコンのみ表示を切り替えます(非表示だった場合は一旦
全表示)。

V13.16



・可能な環境の場合、タブのキャプションに指定した絵文字や、

FixTabPath	コマンドで固定したときのピンマークをカラー表示する
ようにしました。

V13.15
・オプション設定	-	通知・確認	-	「確認メッセージ」に「ワークリ
スト更新時の再読み込み」オプションを追加。ワークリスト・ファ

イルを外部で更新した場合、NyanFi	がアクティブになったときや、
ワークリストを開いたときに、再読み込みを促す確認メッセージが

出ます(従来の動作)。チェックを外すと、未保存の変更がない場合
は確認なしで再読み込みを行います。

・オプション設定	-	テキストビュアー	に「"\"	を	"∖"(U+2216)で表
示」オプションを追加。この設定は、構文強調表示定義ファイルに

追加した	AltBackSlash	キーによっても個別に変更できます。

V13.14
・オプション設定で、アクティブなタブの文字を太字で表示するよ

うにしました。またオプション設定	-	フォント・配色	-	配色	に「ア
クティブな設定タブの背景色/文字色」を追加(デフォルト=選択強調
色)。この配色は、オプション設定の上部タブとキー設定の下部タ
ブ、キー割り当て一覧(KeyList)の下部タブ、コマンド名のコピー
(CopyCmdName)の切り替えボタン、およびサブディレクトリ一覧
(SubDirList)の切り替えボタンに適用されます。

V13.13
・ShellExecute	や	Git	補助コマンドの終了を待つ間、メッセージ処理
することで応答なし状態にならないようにしました。

V13.12
・Git	補助コマンドの結果(1行目が	"$	git	〜")を一覧ダイアログで表
示している場合、履歴の行頭部にある	*、|、/、\、_	をグラフィック



表示するようにしました。*	は「見出しの文字色」で●印を、線は
「罫線の色」で描画します。

V13.11
・ファイル情報の	Remote	URL	表示、および	OpenGitUrl	コマンドが
機能しなくなっていたのを修正(V13.10)。

V13.10
・ファイラーに	SelGitChanged	コマンドを追加。リポジトリ内にお
いて、カレントで変更されているファイル(状態フラグが	"?"	以外)を
選択します。

・If	文の条件に	Git	(ファイラーでカレントがGitリポジトリ)を追
加。

・Git	補助コマンド実行中のヒント表示は煩わしい場合があるの
で、砂時計表示に変えました。

V13.09
・ファイル情報の右クリックメニュー「この項目を隠す」/「隠した
項目を戻す」を、ディレクトリについても利用できるようにしまし

た。

・直下に	.git	があるディレクトリのファイル情報に「STATUS」を追
加。"git	status	--porcelain"	による取得結果から、フラグごとのファイ
ル数(インデックス/ワーキングツリー)を表示します。なおファイル
情報で項目を隠すと取得を行いません。

・ヘルプの「その他の機能」に「Git	の利用について」を追加。
・LinkToOpp	コマンドでハードリンクにも対応しました。現在の反
対側でファイルが見つかればそこに、なければ最初に見つかった

ディレクトリを開いてカーソルを設定します。

・ListTree	コマンドで、ディレクトリ名によって正しいツリー構造
にならない場合があったのを修正(例:	hoge\sub	と	hoge_1\sub)。



V13.08
・ExeCommands	コマンドの補助コマンドに	Git	を追加。指定したコ
マンド/パラメータで	git.exe	(Git	for	Windows)を実行し、結果をログ
と	Buffer	に出力します(例:	Git_"log	--oneline")。
・直下に	.git	があるディレクトリのファイル情報の「種類」に	"(リ
ポジトリ)"	を付加、また	.git\COMMIT_EDITMSG	ファイルがあった
ら項目として表示するようにしました。

・SelByList	コマンドのパラメータで環境変数が使えなかったのを修
正。

V13.07
・オプション設定	-	デザイン	/	フォント・配色	に	[適用]	ボタンを追
加。現在のデザイン/フォント・配色設定を直ちに画面に反映させま
す。

V13.06
・RegDirDlg	コマンドのパラメータに	AD	を追加。未登録のディレ
クトリで実行すると、追加モードでダイアログが開きます。この場

合、一覧でカーソルを移動しても、その内容が設定欄に入りませ

ん。また	[変更]	ボタンが	[挿入]	に代わり、カーソル位置に新しい項
目を挿入できます。一度、追加または挿入を行うと通常モードに戻

ります。なお未登録のディレクトリで実行した場合、一覧の最後に

空行を追加してカーソルを移すようにしました。

V13.05
・構文強調表示定義ファイルで、セクション名に	[.]	を指定すること
で、拡張子なしのファイル(ドットファイルを含む)にマッチするよ
うにしました。また、キーに	TargetName	を追加。マッチするファイ
ル名主部(完全一致、大小文字無視)を指定できます。[.]	と併用する
ことで、特定のドットファイルなどを指定できます。



・CreateHardLink	コマンドに対しても	SetCopyMode	補助コマンドを
利用できるようにしました。パラメータは	O	(強制上書き)	または	S
(スキップ)のみ有効です。
・CompareHash	コマンドの追加パラメータとして	OS	を追加。ハッ
シュ値が一致しないファイルを反対側で選択します。

V13.04
・ファイラーに	SelByList	コマンドを追加。指定したファイルによっ
て項目を選択します。

・カーソル位置項目のGitリモートリポジトリURLをファイル情報に
表示するようにしました。

・ファイラーに	OpenGitURL	コマンドを追加。カーソル位置項目の
リモートリポジトリURLを取得してブラウザで開きます。
・名前の変更ダイアログで、設定	-	その他	-	「ファイル名主部の文
字置換」の変更が、一旦閉じないと反映されないのを修正。

V13.03
・InputCommands、CopyCmdName	コマンドの入力ボックスでコマン
ドの後に	_	を入力すると、利用可能なパラメータの候補(一部動的な
ものを除く)がドロップダウン表示されるようにしました。
・キー割り当て一覧のフィルタで	Migemo	を有効にしている場合、
検索開始文字数未満で警告音が鳴ってしまうのを修正。

V13.02
・CompareDlg	コマンドのログに比較条件も出力するようにしました
(パラメータ	NC	の場合は除く)。
・ファイル情報で「種類」の末尾に表示していたハードリンク数が

分かりにくいので、別項目として表示するようにしました。

・ファイル情報の右クリックメニューに「この項目を隠す」/「隠し
た項目を戻す」を追加(ファイルでのみ有効)。設定内容は拡張子ご



とに管理されます。なお「ファイル情報をコピー」や、

ShowFileInfo_SD、ListFileInfo	コマンドには適用されません。
・イメージビュアーで、ファイル情報の右クリックメニュー「この

項目内容を強調表示」が有効にならなかったのを修正。

・Edit、Input	および	MsgBox〜	補助コマンドで、タイトルやプロン
プト内に	"\:"	が含まれていると	:	がパラメータ内区切りと見なされ
てしまうのを修正。

・ヘルプを開いたままモーダルダイアログを閉じると、モーダル表

示効果用スクリーンが残ってしまうのを修正。

V13.01
・ExeCommands	コマンドの補助コマンドに	ActivateWnd	コマンドを
追加。パラメータで指定したクラスや文字列にマッチするウィンド

ウをアクティブにします。マッチ結果を後続の	If	文の条件(True、
False)として利用可能。
・CompareDlg	コマンドの結果をログに出力するようにしました(処
理が遅くなるため最後にまとめて出力)。また途中でハッシュ値の取
得に失敗した場合、直前のエラー内容を出力し、残りの比較を続行

するようにしました。

・CompareDlg	や	CompareHash	コマンドで大きなファイルのハッ
シュ値の取得している最中も、定期的にメッセージ処理するように

しました。ESCキーによる中断も可能。また別ウィンドウをアク
ティブにしても、処理中のヒント表示が最前面のままになりませ

ん。

・栞マーク一覧で設定日時の表示が更新日時と同じになってしまっ

ていたのを修正(V12.88)。

V13.00
・FileRun	コマンドで、パラメータのファイル名に空白が含まれてい
ると正しく機能しないのを修正。



・ファイルリストのフォントに	Ricty	Diminished	〜	を指定している
と、拡張子が4文字程度で省略表示になってしまう場合があるのを修
正。

V12.99
・キー割り当て一覧の右クリックメニューに「コマンドのヘルプ」

を追加。

・オプション設定	-	起動時	-	初期パス	の「パスマスク」の右クリッ
クメニューに「設定項目の編集」が表示されなかったのを修正。

V12.98
・ファイラーの	FileEdit	コマンドのパラメータに	OS	を追加。
・オプション設定の各種パス設定や、構文強調表示定義ファイルの

TargetPath/ExcludePath	で、環境変数や定義済み変数	%ExePath%	を使
えるようにしました。

・起動時に	.nyanfi	ファイルによる個別の配色指定が効かないのを修
正。

・オプション設定	-	起動時	-	初期パス	の「パスマスク」の右クリッ
クメニューに「設定項目の編集」が表示されなかったのを修正。

・オプション設定	-	キー設定	で、ToOppSameHash	コマンドのパラ
メータ・コンボボックスが編集可能にならないのを修正。

V12.97
・開発環境を	C++Builder	10.3	にアップデート。
・.nyanfi	ファイルの設定ダイアログで、「パスマスク」と「GREP
マスク」の右クリックメニューに「設定項目の編集」が表示されな

かったのを修正。なお「パスマスク」にマスク名(:〜:)があった場合
は、それを除いた部分を「設定項目の編集」の対象とするようにし

ました。

・警告時に「Operation	aborted」という余計なメッセージが出るのを



修正。

V12.96
・32ビット版	NyanFi	V12.96	をベースに	64ビット版を作成しました
(C++builder	10.2.3	でコンパイル)。
・アーカイバDLLは、7-zip64.dll、tar64.dll、unrar64j.dll/unrar64.dll	に
対応しています。Susie	プラグインは使用できません。



著作

NyanFi	はフリーソフトウェアです。

ソースコードおよびプログラムは、商用・非商用を問わず、自由に複

製・改造・拡張・再配布してかまいません。またその際に作者への連絡

も必要ありません。

アーカイバDLL(7-
zip64.dll、tar64.dll、unrar64j.dll、unrar64.dll)、C/Migemo、xd2txlib.dll
などの著作権は各作者の方々にあります。

ねこみみ/	須藤	幸一
　E-mail:	GHH02513@nifty.ne.jp

ねこみみの世を忍ぶ仮のホームページ

　http://nekomimi.la.coocan.jp/

http://nekomimi.la.coocan.jp/


テキストプレビュー

ファイラー画面にプレビューが表示されている場合、カーソル位置がテ

キストファイルだと、その内容をプレビュー表示できます。

ファイラーで	ToText	コマンドを実行すると、プレビューにフォーカス
が移ります。

プレビューでのキー操作

プレビューにフォーカスがあると、プレビュー側にラインカーソル

が表示されます。

カーソル移動などは、ファイラーやテキストビュアーで割り当てら

れているのと同じキー操作で行えます。

対応しているコマンドは、CursorDown/Up/Top/End、
TextTop/End(TV)、PageDown/Up、ScrollDown/Up、
ScrollCursorDown/Up(TV)、Select、SelAll〜、SelectAll(TV)、
ClipCopy(TV)、OpenURL(TV)	です。
ただし2ストロークキー操作には対応していません。

ファイラーで	ToLeft	/	ToRight、ToParentOnLeft	/	ToParentOnRight
コマンドが割り当てられているキーや、 ← 	/	 → キーを押すと、左/
右ファイルリストに戻れます。

右クリックメニュー

「コピー」、「すべて選択」、「URLを開く」が可能です。
また「行番号を表示」させることもできます。その場合、行番号の

配色はテキストビュアーと同じになります。

「カーソル位置を維持」をチェックしていると、ファイラーで別の

テキストファイルに移ったときに、プレビューのカーソル位置が可



能な限り維持されます(テキストファイル以外に移るとリセット)。

「末尾分割表示」をチェックしていると、テキストプレビューを上

下に分割し、テキストの末尾を表示します。

これは、オプション設定	-	一般2	-	テキストプレビュー	の「末尾分割
表示」と連動しています。

「テキストプレビューのロック」で、プレビュー表示をロックでき

ます。ファイラーで別のファイルにカーソルを移動しても、表示内

容がそのまま保持されます。

ロック解除は、右クリックメニューか、プレビュー下部のロック表

示をダブルクリックで可能です。

ファイラーからは、LockTextPreview	コマンドでロック/解除できま
す。

設定

テキストプレビューについての設定は、オプション設定	-	一般2	-	テ
キストプレビュー	で行ってください。
「末尾分割表示」がチェックされていると、テキストプレビューを

上下に分割し、テキストの末尾を指定行数分だけ表示できます。

なお、オプション設定	-	イベント	で、テキストプレビューをダブル
クリックしたときに実行するコマンドを指定できます。



関数一覧／ユーザ定義文字列一覧／マーク行一覧

テキストビュアーでテキスト表示の場合、FunctionList	コマンドを実行
すると関数一覧が、UserDefList	コマンドではユーザ定義文字列一覧
が、またMarkList	コマンドではマーク行一覧が開きます。
これらの一覧は画面を共用しているので、表示位置やサイズは同じにな

ります。

一覧でのキー操作

カーソル移動などは、ファイラーやテキストビュアーで割り当てら

れているのと同じキー操作や、テキストビュアーで割り当てられて

いるマウスホイール操作によってできます

(CursorDown/Up/Top/End、TextTop/End(TV)、PageDown/Up、
ScrollDown/Up、ScrollCursorDown/Up(TV)、SelAll〜、
SelectAll(TV)、SelectAll(TV)、ZoomIn/Out/Reset、SetFontSize、
Close(TV)	コマンドに対応)。
また	FileEdit	コマンドが割り当てられているキーによって、現在の
ファイルのカーソル行をテキストエディタで開けます(フォーカス位
置にかかわらず Alt + E キーでも可能)。また、テキストビュアーで
FunctionList、UserDefList、MarkList	コマンドが割り当てられてい
るキーによって、それぞれの一覧に切り替えられます。

関数一覧、ユーザ定義文字列一覧では、Mark	コマンドが割り当て
られているキーで行マーク/解除が可能です。
なお、2ストロークキー操作には対応していません。

フィルタ

フィルタ覧に文字列を入力すると、それが含まれる項目だけが絞り

込み表示されます。

	Migemo	をチェックしていると、Migemo	モードで絞り込みを行え



ます。モード切り替えは、フィルタ欄で	 Ctrl + M キーでも可能で

す。

	連動	をチェックしていると、ビュアーのカーソル行が一覧の選択
項目と連動します。

フィルタ覧にフォーカスがある場合でも、 ↑ (or	 Ctrl + E )	/	 ↓ (選
択中でなければ Ctrl + X でも可)キーで一覧のカーソル移動
が、 PGUP (or	 Ctrl + R )	/	 PGDN (選択中でなければ Ctrl + C でも可)
キーでページ移動が可能です。またマウスホイール操作は一覧に対

して働きます。

一覧とフィルタ欄との間は TAB キーで行き来できます。また一覧か

らは、ファイラーで	IncSearch	コマンドに割り当てられているキー
でフィルタ欄に、フィルタ欄からは Ctrl + L で一覧に移れます。

右クリックメニュー

「一覧をコピー」および「一覧をファイルに保存」が可能です。こ

の場合、行番号は除かれます。

関数一覧

プログラムソース(.as	.au3	.c	.cpp	.go	.hsp	.java	.js	.jsx	.kt	.lua	.pas	.php
.pl	.ps1	.py	.rb	.rs	.scala	.sh	.swift	.vbs	などに対応)から関数と思われる
ものを一覧表示します( 厳密ではないため対応できない場合もあ
り)。構文強調表示定義ファイルを作成することによって、ユーザ定
義することも可能です。

	名前	をチェックしていると、関数の名前部分のみを表示します。
関数パターンがない場合、見出しパターンがあれば「見出し一覧」

が表示されます。



またファイルの種類によっては、「セクション一覧」(.ini)、「ラベ
ル一覧」(.bat)、「オブジェクト一覧」(.dfm)、「タスク一覧」(ログ)
などが表示されます。

「オブジェクト一覧」では。親子関係が分かりやすいように、イン

デントを残したまま表示します。

ユーザ定義文字列一覧

指定した文字列を含む行を一覧表示します。

SetUserDefStr	コマンドで、文字列を事前に設定しておくことも可能
です。一覧を開くと、この設定はクリアされます。

事前設定していない場合は、前回使用した文字列が用いられます。

見出し登録 を押すと、現在のユーザ定義文字列(正規表現)が、ファイ
ルの拡張子に対する見出しパターンとして登録され、ビュアーの強

調表示に用いられます(HTML文書などは除く)。
登録を解除したい場合は、空欄にしてボタンを押してください。

マーク行一覧

Mark	コマンドでマークされた行を一覧表示します。



文字列検索ダイアログ

テキストビュアーで	FindText	コマンドを実行するとこのダイアログが
開き、文字列を検索できます。

またバイナリ・ダンプ表示の場合は、バイト列の検索も可能です。ただ

し、表示範囲(バイナリ最大読込サイズ)を超えての検索はできません。

検索語	
検索する文字列を指定します。

なお、この入力欄にフォーカスがあると、 Ctrl + D (or	 N )キーで
下方向、 Ctrl + U (or	 P )キーで上方向へ検索できます。	またダ
イアログを閉じても、FindDown	や	FindUp	コマンドで直前の検
索条件による再検索ができます。

	大文字・小文字を区別
大文字・小文字を区別して検索します。

バイナリ・ダンプ表示でのバイト列検索では、引用符内の検索語

に対して適用されます。

	正規表現
検索に正規表現を用います。なお、検索文字列欄の右クリックメ

ニューから、正規表現を参照できます。

検索語欄にフォーカスがある場合 Ctrl + R キーでも切り替えられ

ます。

入力内容が正しくない場合、背景色が変わり(オプション設定	-
フォント・配色	「不正な入力項目の背景色」)、検索を開始でき
ません。

	Migemo
Migemo	による検索を行います。



検索語欄にフォーカスがある場合 Ctrl + M キーでも切り替えられ

ます。

	バイト列
バイナリ・ダンプ表示の場合、これをチェックすると、スペース

で区切った2桁16進表記(A〜Fの大文字・小文字は不問)や8桁ビッ
ト表記のバイト列を数値として検索します。表記中にワイルド

カード	?	があるとその桁は任意の値にマッチします。2桁16進と8
桁ビット表記の混在も可。文字列検索の場合と異なり、行をまた

がるバイト列も検索可能でかつ高速です。

例:	 FF	11??????	8?

検索語が引用符(	"	または	'	)で囲まれている場合は、文字列を指定
コードでエンコードしたバイト列として検索します。

マッチするとそのアドレスに移動しますが、マッチ部分の強調表

示は行われません。

検索語欄にフォーカスがある場合 Ctrl + B キーでも切り替えられ

ます。

	検索方向
次を検索 ボタンを押したときの検索方向を指定します。

入力欄でのキー操作で検索を行った場合は、それに合わせて方向

も切り替わります。

	強調表示を維持
ダイアログ表示中は、画面上でマッチする語が強調表示されます

(オプション設定	-	フォント・配色	「強調文字色」、「強調背景
色」で設定可能)。
これをチェックしていると、ダイアログを閉じた後も強調表示が

維持されます。Highlight	コマンドで表示を切り替えることも可



能。

なおバイト列検索の場合、強調表示は行われません。

	検索後に閉じる
次を検索 ボタンを押したときにダイアログを閉じます。

ダイアログを閉じた後も、FindDown	や	FindUp	コマンドで直前
の検索条件による再検索ができます。
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